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新 デー タ網 をめ ぐる問題点調査 と

　　　　 ユ ーザーの対話

昭 和56年3月

UIEt!Q!ECDEC

財団法人　 日本情報処理 開発協会



　この報告書は,日 本 自転車振興会か ら競輪収益の一部であ

る機械工業振興資金の補助 を受 けて,昭 和55年 度に実施 した

「情報化の推進 に関す る調査研究」の一環 として とりまとめ

たものであ ります。
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　 当財団 では、かねて よ り 「オ ンライン推進委員会」 を設置 して 、オ ンラインシス

テムに関す る調査研 究 を行 な っている。

　 昭和54年 度 に新データ網DDXの 回線交換サー ビスが次いで55年 度 にはパケ ッ ト

交換サー ビスが発足 した。

　 そこで本年度は、改め て平易 な 「DDX利 用の手引 き」 を用意 して 、オ ンライン

関連ユーザーに広 く配付 した上 で、まずDDXの 周知度 を、次いでDDXの ユーザ

「サ イ ドか らの問題点 を調査 した。

　 この調査 にて)いては、各ユーザーか ら熱心 な疑問 ・意見が記 入 され てきたので、

その主要 な もの を調査集 計 と共に摘記 した。 また疑問 を提起 された向 きには、順 次、

個 別にご回答 申し上げ る予 定であ る。

　 さらに、 とくに重要 な疑 問 ・意見 をお寄せ頂いた8社 の方 と電電公社 より担 当役

をお招 き し、委員会側か らも出席 しDDXを め ぐる現実の問題 点につ いての懇談 を

催 してその記録 を本書 に掲載 した。

　 以上 、今回の調査 はDDXだ け でな く回線一般 をどの ように使 いわけ利用す るか 、

といった実務上でユーザーの方のお役 に立つ もの と信ず る。

　今回の調査研究にご協力頂いだ委員会委員の方々ならび と くに懇談会に 出席下 さ

った日本電電公社技術局 高月敏 晴調査役に厚 くお礼 を申し上 げ ます。

昭和56年3月

(財)日本情報処理開発協会

会 長　 上 　野　幸　 七
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1.　 調　 査　 　の　 概 　　要

　 最 近 の オ ン ライ ン ・シス テ ムで は,音 声 もデ ータ も画 像 もいわ ば 混合 ・複 合

して入 出 力 され伝 達 さ れ る様 相 を呈 して きて い る。そ して ま た,こ の よ うな ユ

ーザ ー側 の動 向 に 対応 して ,通 信 回線 側 も,電 話 線,公 衆 通 信 回線,専 用 線

(特 定 通 信 回 線),新 デ ー タ網 と錯 綜 して きて い る だけ で な く,フ ァ ク シ ミ リ

専 用網 の 構 想実 現 も近 い。

　 ユ ーザ ー と して は,ど の形 の情 報 は,あ るい は どの よ うな 組み 合 わせ の情 報

は,ど の よ うな回 線 を介 して伝 達 しあ るいは 入 出 力 すれ ば最 も効 率 的 で あろ う

か とい う問題 を考 え ざ る を得 な い。

　 そ こで 当委 員 会 は,昭 和54年 度 か ら,音 声 ・デ ー タ ・画 像 の総 合 ネ ッ トワ

ーク像 に対 す る=一 ザ ー サ イ ドの ビ ジ ョンを 描 こ うと した 。 まず 昭和54年 度

は専 門委 員 会 に よる本 課題 の 第一 段 階 の討 議 を行 な い,報 告 書 と して ま とめた。

　 昭 和55年 度 は,上 記 専 門委 員 会 に よる討 議 を踏 ま え,論 点 をや や整 理 し簡

約 化 して,こ ん どは 多数 の ユ ーザ ーの方 の ご意 見 を伺 う予定 を樹 て た。

　 と ころが,DDXが54年 度 より発 足 し,　DDXに 対 す る ユ ーザ ーの反 応 も

調査 した い との意 向 が 出 て き たの で,55年 度 は,上 記 総 合 ネ ッ トワー クへ の

ユ ーザ ー ビ ジ ョン一 般 調 査 と,DDXへ の 反応 調 査 を併 せ て 行 な った 。

　 ま とめの 関係 上pこ こにDDX－ 新 デ ー タ網 に関す る問題点 調 書 を先 に ま と

め た。

　 内 容 は本 調 査 に対す る ユ ー ザーの 熱心 な ご意 見 をす べ て掲 げ(な お,ご 質 問

等 には個 別 に お 答えす る予 定 であ る),次 い で代 表 的 な ご意見 を提 出 され た方

々を ゲス トと して お招 き し,電 電 公 社 側,当 委 員 会 側 か らも 出席 しての 対 話記

録 を掲 げ た 。

　 な お,資 料 と して,当 委 員 会 で作 成 した 「DDX利 用 の 手 引 き」,「 新 デ ー

タ網 に関 す る問題 点 調 書 」お よび今 回の 対話 の基 礎 とな った 「ア ンケー ト見本」

を付載 して あ る。
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　 　ア ン ケ ー トに つい て

　この 調査 に 関す る ア ンケ ー トは,オ ン ライ ン化 ユ ーザ ーの み を対 象 と して ア

ンケ 」一トを昭 和55年12月10日 発 送56年2月10日 に〆 切 っ た。

●

発 　送 　数

2,180

回 　収 　数

　 592

回 　収 　率

27.2%
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2.新 デ ーぞタ網 に 関 す る

　 　ア ン ケ ー ト調 査 結 果

一 本 書 末尾 ・資 料(3)ア ンケ ー ト見 本 参 照 一



Q1-1　 DDXの 周知度調査

　　　　 集 計 結 果



●

■

◆

b

④DDXの サ ー ビ ス メ ニ ュー に つ い て

業　　　種

各種 解説(書)、PR、
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1.農 ・林 ・漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業
回答数

%

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

'　　　 0

　 0.0

　 1

100.0

　 1

100.0

2・鉱　　　　　　　　　　　　　業 回答数

%

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

一　　　次　　　産　　　業　　　計 回答数

%

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

　 1

50.0

　 1

50.0

　 2

100.0

4.建 　　　　　　設　　　　　　業
回答数

%

　 5

71.4

　 2

28.6

　 7

100.0

　 3

60.0

　 2

40.0

　 5

100.0

5.食 　　 品　　 製　　　造　　 業
回答数

%

12

66.7

　 6

33.3

　 18

100.0

11

91.7

1

8.3

　 12

100.0

6.繊 　　　　維　　　　工　　　　業 回答数

%

13

81.3

　 3

18.7

　 16

100.0

10

76.9

　 3

23.1

　 13

100.0

7.紙 ・パ ル プ ・紙 加 工 品 製 造 業 回答数

%

　 5

83.3

　 1

16.7

　 6

100.0

　 4

80.0

　 1

20.0

　 5

100.0

8.新 　　聞　　業 ・出　　版　　業 回答数

%

　 4

66.7

　 2

33.3

　 6

100.0

　 2

50.0

　 2

ち0.0

　 4

100.0

9.印 　刷　業 ・ 同　関　連　産　業
回答数

%

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

10.化 　　　　学　　　　工　　　　業 回答数

%

40

93.0

3

7.0

　 43

100.0

30

76.9

　 9

23.1

　 39

100.0

11.石 　　油　 製　 品　 製　 造　 業 回答数

%

　 10

100.0

0

0.0

　 10

100.0

　 10.

100.0

0

0.0

　 10

100.0

12.窯 業 ・土 木 製 品 製 造 業 回答数

%

　 7

87.5

　 1

12.5

　 8

100.0

　 5

71.4

　 2

28.6

　 7

100.0

13・鉄　　　　　　鋼　　　　　　業 回答数

%

　 6

100.0

0

0.0

　 6

100.0

　 6

100.0

0

0.0

　 6

100.0

14.非 鉄金 属 製 造 業 ・金 属 製品 製 造 業 回答数

%

12

70.6

　 5

29.4

　 17

100.0

10

83.3

　 2

16.7

　 12

100.0

15.一 般 機 械 器 具　製　造 　業
回答数

%

　 9

60.0

　 6

40.0

　 15

100.0

　 7

87.5

　 1

12.5

　 8

100.0

16.電 気 機 械 器 具　製　造　業
回答数

%

30

81.1

　 7

18.9

　 37

100.0

28

93.3

2

6.7

　 30

100.0

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 回答数

%

12

70.6

　 5

29.4

　 17

100.0

　 12

100.0

0

0.0

　 12

100.0

18.精 密 機 械 器 具　製　造　業
回答数

%

　 4

44.4

　 5

55.6

　 9

100.0

　 4

100.0

0

0.0

　 4

100.0

19.そ 　 の　 他　 の　 製　 造　 業 回答数

%

　 9

90.0

　 1

10.0

　 10

100.0

　 8

93.3

1

6.7

　 9

100.0

二　　　次　　　産　　　業　　　計
回答数

%

180

79.3

47

20.7

227

100.0

152

85.4

26

14.6

178

100.0
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④DDXの サ ー ビ ス メ ニ ュ ー につ い て

21.卸 　　 　　 　業 ・ 商 　　 　　　社
回答数

%

44

68.8

20

31.2

　 64

100.0

37

86.0

　 6

14.0

　 43

100.0

22.小 　　　　　　売　　　　　　業
回答数

%

17

54.8

　 14

45.2

　 31

100.0

　 11

64.7

61

35.3

　 17

100.0

23.金 　　　　　　融　　　　　　業
回答数

%

49

58.3

35

41.7

　 84

100.0

38

77.6

11

22.4

　 49

100.0

24.証 　券　業 ・ 商　品　取　引　業
回答数

%

　 6

85.7

　 1

14.3

　 7

100.0

　 5

83.3

　 1

16.7

　 6

100.0

25.生 命保険業(含 代理業 ・サ ービス業)
回答数

%

　 6

100.0

0

0.0

　 6

100.0

　 6

100.0

0

0.0

　 6

100.0

26.損 害保険業(含 代理業 ・サー ビス業)
回答数

%

　 5

100.0

0

0.0

　 5

100.0

　 5

100.0

0

0.0

　 5

100.0

27.不 　　　　動　　　　産　　　　業
回答数

%

　 4

80.0

　 1

20.0

　 5

100.0

　 1

25.0

　 3

75.0

　 4

100.0

28.運 　　　輸 ・ 通　　　信　　　業
回答数

%

13

72.2

　 5

27.8

　 18

100.0

　 11

84.6

　 2

15.4

　 13

100.0

29.電 　　力　・ ガ 　　ス　　 事　 　業
回答数

%

　 2

66.7

　 1

33.3

　 3

100.0

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

30.放 　　　　　　送　　　　　　業
回答数

%

　 1

33.3

　 2

66.7

　 3

100.0

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

31.広 告 ・調査 ・情 報 提 供 サ ー ビス 業
回答数

%

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

　 1

50.0

　 1

50.0

　 2

100.0

-

32.情 報処理サ ービス業 ・ソフ トウェア業
回答数

%

35

85.4

　 6

14.6

　 41

100.0

32

91.4

3

8.6

　 35

100.0

33.医 　　　　　　療　　　　　　業
回答数

%

　 4

80.0

　 1

20.0

　 5

100.0

　 4

100.0

0

0.0

　 4

100.0

34.宗 　　　　教　　　　法　　　　人
回答数

%

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

35.高 　　　　　　　　　　　　　校
回答数

%

0

0.0

　 1

100.0

　 1

100.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

36.大 　　　　　　　　　　　　　学
回答数

%

10

71.4

　 4

28.6

　 14

100.0

　 9

90.0

　 1

10.0

　 10

100.0

37.そ 　 の　 他　 の　教 　 育 .機 　 関
回答数

%

・

　 0

0.0

　 2

100.0

　 2

100.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

38.学 　　術　　研　　究　　機　　関
回答数

%

　 1

50.0

　 1

50.0

　 2

100.0

0

0.0

　 1

100.0

　 1

100.0

39.法 　　人　 　団　　体 ・ 農　 　協
回答数

%

14

70.0

　 6

30.0

　 20

100.0

13

92.9

1

7.1

　 14

100.0

40.そ 　の 他 　の　サ　ー　 ビ　 ス　業
回答数

%

　 4

40.0

　 6

60.0

　 10

100.0

　 3

75.0

　 1

25.0

　 4

100.0

三　　　次　　　産　　　業　　　計
回答数

%

217

67.2

106

32.8

323

100.0

179

82.9

37

17.1

216

100.0

42.政 　　　　　　　　　　　　　府
回答数

%

　 4

66.7

　 2

33.3

　 6

100.0

　 4

100.0

0

0.0

　 4

100.0

43.地 　　方　　公　　共　　団　　体
回答数

%

　 9

29.0

22

71.0

　 31

100.0

　 6

66.7

　 3

33.3

　 9

100.0

公　　　　　　　務　　　　　　　計
回答数

%

13

35.1

24

64.9

　 37

100.0

　 10

76.9

　 3

23.1

　 13

100.0

全　　　　産　　　　業　　　　 計
回答数

%

412

69.9

177

30.1

589

100.0

342

83.6

67

16.4

409

100.0
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⑧DDXの 料金 につ いて

.

業　　　種

各種解説(書)、PR、

説明 ・講 習会 等の経験
結　　　　　　果

接
し
た
こ

と
が
あ.
る

接
し
た
こ
と
が

ξ

合

計

日

吉
わ

㌻
た

よ
く

わ

か

ら

な
い

合

計

1.農 ・林 ・漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業
回答数

%

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

　 1

100.0

2・ 鉱　　　　　　　　　　　　　業 回答数

%

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

一　　　次　　　産　　　 業　　　計 回答数

%

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

　 1

50.0

　 1

50.0

　 2

100.0

　 4.建 　　　　　　設　　　　　　業
,

回答数

%

　 7

87.5

　 1

12.5

　 8

100.0

　 6

100.0

0

0.0

　 6

100.0

5.食 　　　品　　　製　　　品　　　業 回答数

%

11

64.7

　 6

35.3

　 17

100.0

ll

91.7

1

8.3

　 12

100.0

6.繊 　　　　維　　　　工　　　　業
回答数

%

14

87.5

　 2

12.5

　 16

100.0

10

71.4

　 4

28.6

　 14

100.0

7.紙 ・パ ル プ ・紙 加 工 品 製 造 業 回答数

%

　 7

100.0

0

0.0

　 7

100.0

　 6

85.7

　 1

14.3

　 7

100.0

8.新 　　聞　　業 ・ 出　　版　　業
回答数

%

　 4

66.7

　 2

33.3

　 6

100.0

　 2

50.0

　 2

50.0

　 4

100.0

9.印 　刷　業 ・同　関　連　産　業
回答数

%

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

　 2

100.0

0

0.0

　 　 2
L

　 100.0

10.化 　　　　学　　　　工　　　　業 回答数

%

32

76.2

10

23.8

　 42

100.0

21

65.6

ll

34.4

　 32

100.0

11.石 　 油　 製　 品　 製　 造　 業 回答数

%

　 10

100.0

0

0.0

　 10

100.0

　 8

80.0

　 2

20.0

　 10

100.0

12.窯 業 ・土 木 製 　品 製 造 業 回答数

%

　 7

87.5

　 1

12.5

　 8

100.0

　 5

71.4

　 2

28.6

　 7

100.0

13・鉄　　　　　　鋼　　　　　　業 回答数

%

　 6

100.0

0

0.0

　 6

100.0

　 6

100.0

0

0.0

　 6

100.0

14.非 鉄金 属 製造 業 ・金 属 製 品 製 造業 回答数

%

11

64.7

　 6

35.3

　 17

100.0

　 8

72.7

　 3

27.3

　 11

100.0

15.一 般 機 械 器 具　製　造　業 回答数

%

　 7

46.7

　 8

53.3

　 15

100.0

　 5

83.3

　 1

16.7

　 6

100.0

16.電 気 機 械 器 具 　製　造　業
回答数

%

29

78.4

　 8

21.6

　 37

100.0

25

86.2

　 4

13.8

　 29

100.0

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 回答数

%

11

64.7

　 6

35.3

　 17

100.0

　 8

72.7

　 3

27.3

　 11

100.0

18.精 密 機 械 器 具　製　造 .業
回答数

%

　 6

66.7

　 3

33.3

　 9

100.0

　 5

83.3

　 1

16.7

　 6

100.0

19.そ 　 の　 他　 の　 製　 造　 業 回答数

%

　 7

70.0

　 3

30.0

　 10

100.0

　 5

71.4

　 2

28.6

'　　 7

100.0

二　　　次　　　産　　　 業　　　計
回答数

%

171

75.3

56

24.7

227

100.0

133

78.2

37

21.8

170

100.0

一15一



⑧DDXの 料金について

21.・卸　　　　　業 ・ 商　　　　 　社
回答数

%

37

57.8

27

42.2

　 64

100.0

31

83.8

　 6

16.2

　 37

100.0

22.小 　　　　　　売　　　　　　業
回答数

%

　 13

41.9

　 18

58.1

　 31

100.0

　 7

53.8

　 6

46.2

　 13

100.0

23.金 　　　　　　融'　　　　　 業
回答数

%

37

44.0

47

56.0

　 84

100.0

25

67.6

　 12

32.4

　 37

100.0

24.証 　券 　業 ・ 商　品　取 　引　 業
回答数

%

　 2

28.6

　 5

71.4

　 7

100.0

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

25.生 命保 険業(含 代理業 ・サ ービス業)
回答数

%

　 6

100.0

0

0.0

　 6

100.0

　 6

100.0

0

0.0

　 6

100.0

26.損 害保 険業(舎 代理 業 ・サ ービス業)
　 　 　 　 　 r

回答数

%

　 5

100.0

0

0.0

　 5

100.0

　 5

100.0

0

0.0

　 5

100.0

27.不 　　　　動　　　　産　　　　業
回答数

%

　 3

60.0

　 2

40.0

　 5

100.0

　 1

50.0

　 1

50.0

　 2

100.0

28.運 　　　輸 ・ 通 　　　信　　 　業
回答数

%

　 12

66.7

　 6

33.3

　 18

100.0

　 7

58.3

　 5

41.7

　 12

100.0

29.電 　　　力　・ ガ　　　ス　　 事　　業
回答数

%

　 2

44.4

　 1

55.6

　 3

100.0

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

30.放 　　　　　　送　　　　　　業
回答数

%

0

0.0

　 3

100.0

　 3

100.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

31.広 告 ・調 査 ・情 報提 供 サ ー ビス業
回答数

%

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

　 1

50.0

　 1

50.0

　 2

100.0

32.情 報処 理サー ビス業 ・ソフ トウェア業
回答数

%

33

80.5

　 8

19.5

　 41

100.0

29

90.6

3

9.4

　 32

100.0

33.医 　　　　　　療　　　　　　業
回答数

%

　 3

60.0

　 2

40.0

　 5

100.0

　 2

66.7

　 1

33.3

　 3

100.0

34.宗 　　　　教　　　　法　　　　人
回答数

%

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

35.高 　　　　　　　　　　　　　校
回答数

%

0

0.0

　 1

100.0

　 1

100.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

36.大 　　　　　　　　　　　　　学
回答数

%

　 8

57.1

　 6

42.9

　 14

100.0

　 7

87.5

　 1

12.5

　 8

100.0

37.そ 　の　他　の　教　育　 機　関
回答数

%

0

0.0

　 2

100.0

　 2

100.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

38.学 　　術　　研　　究　　機　　関
回答数

%

　 0

0.0

　 2

100.0

　 2

100.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

39.法 　　人　　団　　体 ・ 農　　協
回答数

%

　 14

70.0

　 6

30.0

　 20

100.0

　 12

85.7

　 2

14.3

　 14

100.0

40.そ 　の 他　の　サ　ー　 ビ　ス　業
回答数

%

　 4

40.0

　 6

60.0

　 10

100.0

　 3

75.0

　 1

25.0

　 4

100.0

三　　　次　　　産　　　業　　　計
回答数

%

181

39.2

142

60.8

323

100.0

140

78.2

39

21.8

179

100.0

42.政 　　　　　　　　　　　　　 府
回答数

%

　 4

66.7

　 2

33.3

　 6

100.0

　 4

100.0

0

0.0

　 4

100.0

43.地 　　方　　公　　共　　団　　体
回答数

%

　 6

20.0

24

80.0

　 30

100.0

　 5

83.3

　 1

16.7

　 6

100.0

公'　　　　　　 務　　　　　　　計
回答数

%

　 10

27.8

26

72.2

　 36

100.0

　 9

90.0

　 l

lO.0

　 10

100.0

全　　　　産　　　　業　　　　計
回答数

　%

364

61.9

224

38.1

588

100.0

283

78.4

78

21.6'

36i

100.0
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◎DDXへ の接続可能端末機 につ いて

各種解説(書)、PR、

説 明 ・講習会 等の経験
結　　　　　　果

接 接 合 だ よ 合
し し い く
た た た わ
こ こ い か
と と わ
が が か ら

あ な つ な

業　　　種 る い 計 た い 計

1.農 ・林 ・漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業
回答数 1 0 1 1 0 1

% 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 100.0

2.鉱 　　　　　　　　　　　　　業
回答数 1 0 1 1 0 1

% 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 100.0

一　　　次　　　産　　　業　　　計 回答数 2 0 2 2 0 2

% 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 100.0

4.建 　　　　　　設　　　　　　業
回答数 4 4 8 3 0 3

% 50.0 50.0 100.0 100.0 0.0 100.0

5.食 　　 品　　　製　　　造　　　業
回答数 9 9 18 5 4 9

% 50.0 50.0 100.0 55.6 44.4 100.0

6.繊 　　　　維　　　　工　　　　業
回答数 7 9 16 6 1 7

% 43.8 56.3 100.0 85.7 14.3 100.0

7.紙 ・パ ル プ ・紙 加 工 品 製 造 業
回答数 3 4 7 3 0 3

% 42.9 57.1 100.0 100.0 0.0 100.0

8.新 　　聞　　業 ・ 出　　版　　業
回答数 3 3 6 2 1 3

% 50.0 50.0 100.0 66.7 33.3 100.0

9.印 　刷　業 ・ 同　 関　連　産 　業
回答数 1 1 2 1 0 1

% 50.0 50.0 100.0 100.0 0.0 100.0

10.化 　　　　学　　　　エ　　　　業
回答数 22 19 41 13 9 22

% 53.7 46.3 100.0 59.1 40.9 100.0

11.石 　　油　 製　 　品　 製　　造　 業
回答数 6

、

　 　 4 10 5 1 6

% 60.0 40.0 100.0 83.3 16.7 100.0

12.窯 業 ・土 木 製 品　製 造 業
回答数 4 4 8 2 2 4

% 50.0 50.0 100.0 50.0 50.0 100.0

13.鉄 　　　　　　鋼　　　　　　業
回答数 4 2 6 3 1 4

% 66.7 33.3 100.0 75.0 25.0 100.0

14.非 鉄金 属 製 造 業 ・金 属 製 品 製 造業
回答数 9 8 17 6 3 9

% 52.9 47.1 100.0 .66.7 33.3 100.0

15.一 般 機 械 　器　具 　製　造　業
回答数 6 9 15 、4 1 5

% 40.0 60.0 100.0 80.0 20.0 100.0

16.電 　気 機 械 器 具　製　造　業
回答数 25 12 37 16 9 25

% 67.6 32.4 100.0 64.0 36.0 100.0

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業
回答数

%

12

70.6

　 5

29.4

　 17

100.0

　 7

58.3

　 5

41.7

　 12

100.0

18.精 密 機 械 器 具　製　造　業
回答数 4 5 9 4 0 4

% 44.4 55.6 100.0 100.0 0.0 100.0

19.そ 　 の　 他 　 の　 製　 造　 業 回答数 5 5 10 3
.

2 5

% 50.0 50.0 100.0 60.0 40.0 100.0

二　　　次　　　産　　　業　　　計
回答数 124 103 227 83 39 122

% 54.6 45.4 100.0 68.0 32.0 100.0

一15T



◎DDXへ の接続可能端末機について

21.卸 　 　　　 　業 ・ 商 　　 　　 　社
回答数

%

33

51.6

31

48.4

　 64

100.0

22

66.7

　 ll

33.3

　 33

100.0

22.小 　　　　　　売　　　　　　業
回答数

%

　 10

32.3

21

67.7

　 31

100.0

　 5

50.0

　 5

50.0

　 10

100.0

23.金 　　　　　　融　　　　　　業
回答数

%

30

35.7

54

64.3

　 84

100.0

21

70.0

　 9

30.0

　 30

100.0

24.証 　券　業 ・ 商　品　取 　引　業
回答数

%

　 2

28.6

　 5

71.4

　 7

100.0

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

25.生 命保 険業(含 代理業 ・サ ービス業)
回答数

%

　 5

83.3

　 1

16.7

　 6

100.0

　 3

60.0

　 2

40.0

　 5

100.0

26.損 害保険業(含 代理業 ・サ ービス業)
回答数

%

　 4

80.0

　 1

20.0

　 5

100.0

　 4

100.0

0

0.0

　 4

100.0

27.不 　　　　動　　　　産　　　　業
回答数

%

　 2

50.0

　 2

50.0

　 4

100.0

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

28.運 　 　　輸 ・ 通 　　　信　 　　業
回答数

%

　 8

44.4

　 10

55.6

　 18

100.0

　 4

50.0

　 4

50.0

　 8

100.0

29.電 　　　力　・ ガ　　　ス　　 事 　　　業
回答数

%

　 1

33.3

　 2

66三7

　 3　 　 .

100.0

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

30.放 　　　　　　送　　　　　　業
回答数

%

0

0.0

　 3

100.0

　 3

100.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

31.広 告 ・調 査 ・情報 提 供 サ ー ビ ス業
回答数

%

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

0　 '

0.0

　 2

100.0

　 2

100.0

32.情 報処 理サービス業・ソフ トウェア業
回答数

%

20

50.0

20

50.0 .

　 40

100.0

　 11

55.0

　 9

45.0

　 20

100.0

33.医 　　　　　　療　　　　　　業
回答数

%

　 2

40.0

　 3

60.0

　 5

100.0

　 1

50.0

　 1

50.0

　 2

100.0

34.宗 　　　　教　　　　法　　　　人
回答数

%

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

35.高 　　　　　　　　　　　　　校
回答数

%

0

0.0

　 1

100.0

　 1

100.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

36.大 　　　　　　　　　　　　　学
回答数

%

'　　　 9

　 64.3

　 5

35.7

　 14

100.0

　 8

88.9

　 1

11.1

　 9

100.0

37.そ 　 の　他　の　教　 育　機　関
回答数

%

0

0.0

　 2

100.0

　 2

100.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

38.学 　　術　　研　　究　　機　　関
回答数

%

0

0.0

　 2

100.0

　 2

100.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

39.法 　 　人　 　団　 　体 ・ 農　 　協
　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

回答数

%

　 13

65.0

　 7

35.0

　 20

100.0

　 10

76.9　、

　 3

23.1

　 13

100.0

40.そ の 他 の　サ　ー　 ビ　ス　業
・回答 数

　 %

　 4

40.0

　 6

60.0

　 10

100.0

　 4

100.0

0

0.0

　 4

100.0

三　　　次　　　産　　　業　　　計
回答数

%

145

45.2

176

54.8

321

100.0

98

67.6

47

32.4

145

100.0

42.政 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 府
　 肖

回答数

%

　 4

66.7

　 2

33.3

　 6

100.0

　 3

75.0

　 1

25.0

　 4

100.0

43.地 　　方　　公　　共　　団　　体
回答数

%

　 5

16.1

26

83.9

　 31

100.0

　 3

60.0

　 2

40.0

　 5

100.0

公　　　　　　　務　　　　　　　計
回答数

%

　 9

24.3

28

75.7

　 37

100.0

　 6

66.7

　 3

33.3

　 9

100.0

全　　　　産　　　　業　　　　 計
回答数

%

280

47.7

307

52.3

587

100.0

189

68.0

89

32.0

278

100.0
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◎DDXの イ ン タフ ェ ー ス 条 件 にっ い て

業　　　種

各種 解説(書)、PR、

説 明 ・講習全 等の経験
結　　　　　　果

接
し
た
こ

と
が

あ
る

接
し
た
こ
と
が

ξ

合

計

c

套
わ

ぢ
た

よ

く
わ

か

ら

な
い

合

計

1.農 ・林 ・漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業
回答数

%

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

2・鉱　　　　　　　　　　　　　業 回答数

%

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

一　　　次　　　産　　　業　　　計 回答数

%

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

　 2

100:0

0

0.0

　 2

100.0

4・建　　　　　　設　　　　　　業
回答数

%

　 7

87.5

　 1

12.5

　 8

100.0

　 3

42.9

　 4

57.1

　 7

100.0

5.食 　　 品　　 製　　　造　　 業 回答数

%

10

55.6

　 8

44.4

　 18

100.0

　 5

50.0

　 5

50.0

　 10

100.0

6.繊 　　　　維　　　　工　　　　業 回答数

%

　 6

37.5

10

62.5

　 16

100.0

　 4

66.7

　 2

33.3

　 6

100.0

7.紙 ・パ ル プ ・紙 加 工 品 製 造 業 回答数

%

　 3

42.9

　 4

57.1

　 7

100.0

　 3

100.0

0

0.0

　 3

100.0

　 8.新 　　聞　　業 ・ 出　　版　　業
,

回答数

%

　 2

33.3

　 4

66.7

　 6

100.0

　 1

50.0

　 1

50.0

　 2

100.0

9.印 　刷　業　・同　関　連　産　業 回答数

%

　 1

50.0

　 1

50.0

　 2

100.0

0

0.0

　 1

100.0

　 1

100.0

10.化 　　　　学　　　　工　　　　業 回答数

%

19

45.2

23

54.8

　 42

100.0

　 7

36.8

12

63.2

　 19

100.0

11.石 　　油　　製　 品　 製　 造　 業 回答数

%

　 7

70.0

　 3

30.0

　 10

100.0

　 5

71・4

　 2

28.6

　 7

100.0

12.窯 業 ・土 木 製 品 製 造 業 回答数

%

　 4

50.0

　 4

50.0

　 8

100.0

　 2

50.0

　 2

50.0

　 4

100.0

13・鉄　　　　　　鋼　　　　　　業 回答数

%

　 6

100.0

0

0.0

　 6

100.0

　 2

33.3

　 4

66.7

　 6

100.0

14.非 鉄金 属 製 造 業 ・金 属 製 品製 造 業 回答数

%

　 6

35.3

11

64.7

　 17

100.0

　 5

83.3

　 1

16.7

　 6

100.0

15.一 　般 機　械　器　具　製　造　業 回答数

%

　 6

40.0

　 9

60.0

　 15

100.0

　 2

40.0

　 3

60.0

　 5

100.0

16.電 気 機 械　器 具　製　造　業 回答数

%

25

67.6

12

32.4

　 37

100.0

12

48.0

13

52.0

　 25

100.0

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 回答数

%

10

58.8

　 7

41.2

　 17

100.0

　 5

50.0

　 5

50.0

　 10

100.0

18.精 密 機 械 器 具　製　造　業 回答数

%

　 4

44.4

　 5

55.6

　 9

100.0

　 1

25.0

　 3

75.0

　 4

100.0

19.そ 　 の　 他　 の　 製 　 造　 業 回答数

%

　 5

50.0

　 5

50.0

　 10

100.0

　 2

40.0

　 3

60.0

　 5

100.0

二　　　次　　　産　　　業　　　計 回答数

%

121

53.1

107

46.9

228

100.0

59

49.2

61

50.8

120

100.0
〉　　　　.
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◎DDXの イ ンタ フ ェー ス 条 件 につ い て

21.卸 　　　 　　業 ・ 商　 　　　　社
回答数

%

33

51.6

31

48.4

　 64

100.0

　 18

54.5

　 15

45.5

　 33

100.0

22.小 　　　　　　売　　　　　　業
回答数

%

　 11

35.5

20

64.5

　 31

100.0

　 4

36.4

　 7

63.6

　 11

100.0

23.金 　　　　　　融　　　　　　業
回答数

%

31

36.9

53

63.1

　 84

100.0

20

64.5

　 11

35.5

　 31

100.0

24.証 　券　業 ・ 商　品　取 　引　 業
回答数

%

　 2

28.6

　 5

71.4

　 7

100.0

　 1

50.0

　 1

50.0

　 2

100.0

25.生 命保険業(含 代理業 ・サー ビス業)
回答数
'%

　 5

83.3

　 1

16.7

　 6

100.0

　 1

20.0

　 4

80.0

　 5

100.0

26.損 害保険業(含 代理業 ・サ ービス業)
回答数

%

　 4

80.0

　 1

20.0

　 5

100.0

　 2

50.0

　 2

50.0

　 4

100.0

27.不 　　　　動　　　　産　　　　業
回答数

%

　 1

20.0

　 4

80.0

　 5

100.0

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

句

28.運 　 　　輸 ・ 通　　　信　　 　業
回答数

%

　 6

33.3

　 12

66.7

　 18

100.0

　 2

33.3

　 4

66.7

　 6

100.0

29.電 　　　力　・ ガ　　　ス　　 事 　　業
回答数

%

　 2

66.7

　 1

33.3

　 3

100.0

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

30.放 　　　　　　送　　　　　　業
回答数

%

　 1

33.3

　 2

66.7

　 3

100.0

0

0.0

　 1

100.0

　 1

100.0

31.広 告 ・調査 ・情 報提 供 サ ー ビ ス業
回答数

%

　 1

50.0

　 1

50.0

　 2

100.0

0

0.0

　 1

100.0

　 1

100.0

32.情 報 処理サ ービス業 ・ソフ トウェア業
回答数

%

27

65.9

　 14

34.1

　 41

100.0

　 12

44.4

　 15

55.6

　 27

100.0

33.医 　　　　　　療　　　　　　業
回答数

%

　 1

20.0

　 4

80.0

　 5

100.0

0

0.0

　 1

100.0

　 1

100.0

34.宗 　　　　教　　　　法　　　　人
回答数

%

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

35.高 　　　　　　　　　　　　　校
回答数

%

0

0.0

　 1

100.0

　 1

100.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

36.大 　　　　　　　　　　　　　学
回答数

%

　 7

50.0

　 7

50.0

　 14

100.0

　 6

85.7

　 1

14.3

　 7

100.0

37.そ 　 の　他　の　教　 育　機　関
回答数

%

0

0.0

　 2

100.0

　 2

100.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

38.学 　　術　　研　　究　　機　　関
回答数

%

　 1

50.0

　 1

50.0

　 2

100.0

0

0.0

　 1

100.0

　 1

100.0

39.法 　　人　　団　　体 ・ 農　 　協
回答数

%

　 13

65.0

　 7

35.0

　 20

100.0

　 6

46.2

　 7

53.8

　 13

100.0

40.そ 　の 他　の　サ　ー　 ピ　ス　業
回答数

%

　 4

40.0

　 6

60.0

　 10

100.0

　 2

50.0

　 2

50.0

　 4

100.0

三　　　次　　　産　　　業　　　計
回答数

%

150

46.4

173

53.6

323

100.0

77

5L3

73

48.7

150

100.0

42.政 　　　　　　　　　　　　　 府
回答数

%

　 3

50.0

,3
5b.o

　 6

100.0

　 2

66.7

　 1

33.3

　 3

100.0

43.地 　　方　　公　　共　　団　　体
回答数

%

　 5

16.7

25

833

　 30

100.0

　 4

80.0

　 1

20.0

　 5

100.0

公　　　　　　　務　　　　　　　計
回答数

%

　 8

22.2

28

77.8

　 36

100.0

　 6

75.0

　 2

25.0

　 8

100.0

全　　　　産　　　　業　　　　計
回答数

%

281

9L2

308

8.8

589

100.0

144

51.4

136

48.6

280

100.0
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⑧DDXに 伴 う制度問題 について

各種解説(書)、PR、

説明 ・講習会等 の経験
結　　　　　　果

接 接 合 だ よ 合
し し い く

た た た わ
こ こ い か
と と わ
が が か ら

あ な つ な

業　　　種
る
　 、

い 計 た い 計

1.農 ・林 ・漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業
回答数 1 0 1 0 1 1

% 100.0 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0

2.鉱 　　　　　　　　　　　　　業
回答数 1 0 1 1 0 1

% 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 100.0

一　　　次　　　産　　　業　　　計 回答数 2 0 2 1 1 2

% 100.0 0.0 100.0 50.0 50.0 100.0

4.建 　　　　　　設　　　　　　業
回答数 4 3 7 2 2 4

% 57.1 42.9 100.0 50.0 50.0 100.0

5.食 　　 品　　 製　　　造　　　業 回答数 9 9 18 5 2 7

% 50.0 50.0 100.0. 7L4 28.6 100.0

6.繊 　　　　維　　　　工　　　　業
回答数 9 8 17 6 3 9

% 52.9 47.1 100.0 66.7 33.3 100.0

7.紙 ・パ ル プ ・紙 加 工 品 製 造 業
回答数 4 3 7 2 1 3

% 57.1 42.9 100.0 66.7 33.3 100.0

8.新 　　聞　　業 ・ 出　　版　　業
回答数 2 4 6 2 0 2

% 33.3 66.7 100.0 100.0 0.0 100.0

9.印 　刷　業 ・ 同　関　連　産　業
回答数 1 1 2 1 0 1

% 50.0 50.0 100.0 100.0 0.0 100.0

10.化 　　　　学　　　　工　　　　業
回答数 24 18 42 11 13 24

% 57.1 42.9 100.0 45.8 54.2 100.0

11.石 　 　油　　製　 　品　　製　　造　　業
回答数 9 1 10 4 5 9

% 90.0 10.0 100.0 44.4 55.6 100.0

12.窯 業 ・土 木 製 品 製 造 業
回答数 5 3 8 3 1 4

% 62.5 37.5 100.0 75.0 25.0 100.0

13.鉄 　　　　　　鋼　　　　　　業
回答数 6 0 6 5 1 6

% 100.0 0.0 100.0 83.3 16.7 100.0

14.非 鉄金 属製 造 業 ・金 属 製 品 製 造 業
回答数 7 10 17 5 2 7

% 41.2 58.8 100.0 71.4 28.6 100.0

15.一 般 機 械 　器　具 　製 　造　業 回答数 11 4 15 2 0 2

% 73.3 26.7 100.0 100.0 0.0 100.0

16.電 気 機　械 器　具　製　造　業
回答数 21 16 37 13 8 21

% 56.8 43.2 100.0 61.9 38.1 100.0

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業
回答数 9 8 17 6 3 9

% 52.9 47.1 100.0 66.7 33.3 100.0

18.精 密 機 械 器　具 　製　造　業
回答数 3 6 9 3 0 3

% 33.3 66.7 100.0 100.0 0.0 100.0
、

19,そ 　 の　 他　 の　 製　 造　 業
回答数 6 4 10 3 3 6

% 60.0 40.0 100.0 50.0 50.0 100.0

二　　　次　　　産　　　 業　　　 計
回答数 130 98 228 73 44 117

% 57.0 43.0 .100.0 62.4 37.6 100.0

一19一



⑧DDXに 伴 う制度問題 について

21.卸 　 　　　 　業 ・ 商　 　　 　　社
回答数

%

29

45.3

35

54.7

　 64

100.0

　 16

55.2

　 13

44.8

　 29

100.0

22.小 　　　　　　売　　　　　　.業 回答数

%

　 9

29.0

22

71.0

　 31

100.0

　 4

44.4

　 5

55.6

　 9

100.0

23.金 　　　　　　融　　　　　　業
回答数

%

26

31.0

58

69.0

　 84

100.0

　 14

53.8

　 12

46.2

　 26

100.0

24.証 　券　業 ・商　品　取　引　業
回答数

%

　 3

'42
,9

　 4

57.1

　 7

100.0

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

25.生 命保険業(含 代理業 ・サ ー ビス業) 回答数

%

　 5

'83.3

　 1

16.7

　 6

100.0

　 4

80.0

　 1

20.0

　 5

100.0

26.損 害保険業(含 代理業 ・サ ー ビス業) 回答数

%

　 4

80.0

　 1

20.0

　 、5

100.0

　 3

75.0

　 1

25.0

　 4

100.0

27.不 　　　 動　　　　産　　　　業
回答数

%

　 1

20.0

　 4

80.0

　 5

100.0

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

1

28.運 　　　輸 ・ 通 　　　信 　　　業
回答数

%

　 5

27.8

　 13

72.2

　 18
.

100.0

　 4

80.0

　 1

20.0

　 5

100.0

29.電 　 　力　・ ガ 　　ス　 　事 　　業
回答数

%

　 2

66.7

　 1

33.3

　 3

100.0

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

30.放 　　　　　　送　　　　　　業
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

回答数

%

0

0.0

　 3

100.0

　 3

100.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

31.広 告 ・調査 ・情 報 提 供 サ ー ビ ス業
回答数

%

　 1

50.0'

　 1

50.0

　 2

100.0

0

0.0

　 1

100.0

　 1

100.0

32.情 報処理サ ービス業 ・ソフ トウェア業
回答数

%

24

85.7

　 4

14.3

　 28

100.0

　 16

69.6

　 7

30.4

　 23

100.0

33.医 　　　　　　療　　　　　　業
回答数

%

　 1

20.0

　 4

80.0

　 5

100.0

0

0.0

　 1

100.0

　 1

100.0

34.宗 　　　 教　　　　法　　　　人
回答数

%

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

35.高 　　　　　　　　　　　　　校
回答数

%

0　 ・

0.0

　 1

100.0

　 1

100.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

36.大 　　　　　　　　　　　　　学
回答数

%

　 7

50.0

　 7

50.0

　 14

100.0

　 7

100.0

0

0.0

　 7

100.0

37.そ 　の　他　の　教　育　機　関
回答数

%

:0

0.0

　 2

100.0

　 2

100.0

0

0.0

0

0.0

0

0.0

38.学 　 　術 　 　研　 　究　 ・機 　 　関
回答数

%

　 1

50.0

　 1

50.0

　 2

100.0

0

0.0

　 1

100.0

　 1

100.0

39.法 　　人　　団　　体 ・ 農　　㌧協
回答数

%

11

55.0

　 9

45.0

　 20

100.0

　 7

63.6

　 4

36.4

　 11

,100.0

40.そ の 他 の サ　ー　 ビ　ス　業
回答数

%

　 2
　 '
20.0

　 8

80.0

　 10

100.0

　 1

50.0

　 1
'

50.0

　 2

100.0

'三　　　次　　　産　　　業　　　計 回答数

%

131

42.3

179

57.7

310

100.0

81

62.8

48

37.2

129

100.0

42.政 　　　　　　　　　　　　　 府
回答数

%

　 2

33.3

　 4

66.7

　 6

100.0

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0'

43.地 　　方　　公　　共　　団　　体
回答数

%

　 5

16.7

25

83.3

　 30

100.0

　 3

60.0

　 2

40.0

　 5

100.0

公　　　　　　　務　　　　　　　計
回答数

%

　 7

19.4

29

80.6

　 36

100.0

　 5

71.4

　 2

28.6

　 7

100.0

全　　　　 産　　　　 業　　　　 計
回答数

%

270

48.9

306

53.1

576

100.0

160

62.7

95

37.3

255

100.0
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⑨

Q1-2　 DDXの 疑 問 点調査

`

集 計 結 果

注:本 調査は、本報告書巻末付載の 「DDX利 用の手引 き」 を

　　ご覧頂いた上でご回答願った結果です。
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㊦各種サービスの使 いわけ

業　　　種

結　　　　　　　　　　　　果

餐

套
わ

≒
た

よ
く

わ

か

ら

な
い

合

計

1.農 ・林 ・漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業
回答数

%

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

2.鉱 　　　　　　　　　　　　　業
回答数

%

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

一　　　次　　　産　　　業　　　計 回答数

%

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

4.建 　　　　　　設　　　　　　業
回答数

%

　 7

100.0

0

0.0

　 7

100.0

5.食 　　 品　　 製　　　造　　 業
回答数

%

17

94.4

1

5.6

　 18

100.0

6.繊 　　　　維　　　　工　　　　業
回答数

%

　 16

100.0

0

0.0

　 16

100.0

7.紙 ・パ ル プ ・紙 加 工 品 製 造 業
回答数

%

　 6

100.0

0

0.0

　 6

100.0

8.新 　 　聞　 　業 ・ 出　 　版　 　業
回答数

%

　 5

100.0

0

0.0

　 5

100.0

9.印 　刷　業 ・ 同　関　連 　産　業
回答数

%

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

10.化 　　　　学　　　　工　　　　業
回答数

%

40

93.0

3

7.0

　 43

100.0

11.石 　 油　 製　 品　 製　 造　 業
回答数

%

　 9

90.0

　 1

10.0

　 10

100.0

12.窯 業 ・土 木 製 品　製 造 業
回答数

%

　 8

100.0

0

0.0

　 8

100.0

13.鉄 　　　　　　鋼　　　　　　業
回答数

%

　 6

100.0

0

0.0

　 6

100.0

14.非 鉄金 属 製 造業 ・金 属 製 品 製 造業
回答数

%

14

82.4

　 3

17.6

　 17

100.0

15.一 般 機 械 器 具　製　造　業
回答数

%

14

93.3

1

6.7

　 15

100.0

16.電 気 機 械 器 具　製　造　業
回答数

%

35

94.6

2

5.4

　 37

100.0

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業
回答数

%

16

94.1

1

5.9

　 17

100.0

18.精 密 機 械 器 具　製　造　業
回答数

%

　 8

88.9

　 1

11.1

　 9

100.0

19.そ 　 の　 他　 の　 製　 造　 業
回答数

%

　 10

100.0

0

0.0

　 10

100.0

二　　　次　　　産　　　業　　　計
回答数

%

213

442

13

5.8

226

100.0
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㊦各種サービスの使 いわけ

21.卸 　　　　　業 ・商　　　　　社
回答数

　%

　 57

89.1

　 7

10.9

　 64

100.0

22.小 　　　　　　売　　　　　　業
回答数

　%

　 27

87.1

　 4

12.9

　 31

100.0

23.金 　　　　　　融　　　　　　業
回答数

　%

　 82

97.6

　 2

2.4

　 84

100.0

24.証 　券　業 ・ 商 　品　取　引　業
回答数

　%

　 7

100.0

　 0

0.0

　 7

100.0

25.生 命保険業(含 代理業 ・サービス業)
回答数

　%

　 6

100.0

　 0

0.0

　 6

100.0

26.損 害保険業(含 代理業 ・サービス業)
回答数

　%

　 5

100.0

　 0

0.0

　 5

100.0

27.不 　　　　動　　　　産　　　　業
回答数

　%

　 4

80.0

　 1

20.0

　 5

100.0

28.運 　 　　輸 ・ 通 　　　信　 　　業
回答数

　%

　 15

83.3

　 3

16.7

　 18

100.0

29.電 　　 力　・ ガ　 　ス　 　事 　　業
回答数

　%

　 3

100.0

　 0

0.0

　 3

100.0

30.放 　　　　　　送　　　　　　業
回答数

　%

　 91

50.0

　 1

50.0

　 2

100.0

31.広 告 ・調査 ・情 報提 供 サ ー ビス業
回答 数

・%

　 2

100.0

　 0

0.0

　 2

100.0

32.情 報処理サ ービス業・ソフ トウェア業
回答数

　%

　 41

100.0

　 0

0.0

　 41

100.0

33.医 　　　　　　療　　　　　　業
回答数

　%

　 4

80.0

　 1

20.0

　 5

100.0

34.宗 　　　　教　　　　法　　　　人
回答数

　%

　 0

0.0

　 0

0.0

　 0

0.0

35.高.　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 校
回答数

　%

　 1

100.0

　 0

0.0

　 1

100.0

36.大 　　　　　　　　　　　　　学
回答数

　%

　 14

100.0

　 0

0.0

　 14

100.0

37.そ 　 の　他 　 の　教 　 育　 機　 関
回答数

　%

　 1

50.0

　 1

50.0

　 2

100.0

38.学 　　術　　研　　究　　機　　関
回答数

　%

　 2

100.0

　 0

0.0

　 2

100.0

39.法 　 　人　 　団　　体 ・ 農　 　協
回答数

　%

　 18

90.0

　 2

10.0

　 20

100.0

40.そ 　の 他 　の　サ　ー　ビ　 ス　業
回答数

　%

　 10

100.0

　 0

0.0

　 10

100.0

三　　　次　　　産　　　業　　　計
回答数

　%

300

93.2

22

6.8

　 322

100.0

42.政 　　　　　　　　　　　　　府
回答数

　%

　 5

83.3

　 1

16.7

　 6

100.0

43.地 　　方　　公　　共　　団　　体
回答数

　%

　 23

79.3

　 6

20.7

　 29

100.0

公　　　　　　　務　　　　　　　計
回答数

　%

　 28

80.0

　 7

20.0

　 35

100.0

全　　　　 産　　　　 業　　　　 計
回答数

　%

543

92.8

42

7.2

　 585

100.0

一23一



⑥使いわけ判断に必要な自己データ

業　　　種　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　＼

結　　　　　　　　　　　果

総

総
わ

ζ
た

よ
く

わ

か

ら

な
い

合

計

1.農 ・林 ・漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業
回答数

%

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

2.鉱 　　　　　　　　　　　　　業
回答数

%

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

一　　　次　　　産　　　業　　　計 回答数

%

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

4.建 　　　　　　設　　　　　　業
回答数

%

　 7

87.5

　 1

12.5

　 8

100.0

5.食 、　 品　　　製　　　造　　　業
回答数

%

15

83.3

　 3

16.7

　 18

100.0

6.繊 　　　　維　　　　工　　　　業
回答数

%

14

87.5

　 2

12.5

　 16

100.0

7.紙 ・パ ル プ ・紙 加 工 品.製 造 業
回答数

%

　 5

71.4

　 2

28.6

　 7

100.0

8.新 　　聞　　業 ・ 出　　版　　業
回答数

%

　 5

100.0

0

0.0

　 5

100.0

9.印 　刷　業 ・同　関　連　産　業
回答数

%

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

10.化 　　　　学　　　　工　　　　業
回答数

%

40

95.2

2

4.8

　 42

100.0

11.石 　　油　 製　 品　 製　　造　 業
回答数

%

　 7

70.0

　 3

30.0

　 10

100.0

12.窯 業 ・土 木 製　品　製　造 業
回答数

%

.

　 　 　 8

　 　 100.0

0

0.0

　 8

100.0

13.鉄 　　　　　　鋼　　　　　　業
回答数

%

　 5

83.3

　 1

16.7

　 6

100.0

14.非 鉄金 属 製造 業 ・金 属 製 品 製 造業
回答数

%

14

82.4

　 3

17.6

　 17

100.0

15.一 般 機 械　器 　具　製　造　業
回答数

%

14

93.3

1

6.7

　 15

100.0

16.電 気 機 械 器 具　製　造　業
回答数

%

　 37

100.0

0

0.0

　 37

100.0

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業
回答数

%

16

94.1

1

5.9

　 17

100.0

18.精 　密 機　械　器　具　製　造　業
回答数

%

　 8

88.9

'　　　　　 1

　 　 11.1

　 9

100.0

19.そ 　 の　 他 　 の　 製　 造　 業
回答数

%

　 8

80.0

　 2

20.0

　 10

100.0

二　　　次　　　産　　　業　　　計
回答数

%

205

90.3

22

9.7

227

100.0
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⑥使いわけ判断に必要な自己データ

21.卸 　　 　　 　業 ・ 商'　 　　 社
回答数

　%

　50

79.4

　 13

20.6

　 63

100.0

22.小 　　　　　　 売　　　　　　 業
回答数

　%

　 26

83.9

　 5

16.1

　 31

100.0

23.金 　　　　　　融　　　　　　業
回答数

　%

　 73

86.9

　 11

13.1

　 84

100.0

24.証 　券　業 ・ 商 　品　取　引　 業
回答数

　%

　 　 7'

100.0

　 0

0.0

　 　7

100.0

25.生 命保険業(含 代理業 ・サービス業}
回答数

　%

　 　6

100.0

　 0

0.0

　 　6

100.0

26.損 害保険業(含 代理業 ・サービス業)
回答数

　%

　 　5

100.0

　 0

0.0

　 　5

100.0

27.不 　　　　動　　　　産　　　　業
回答数

　%

　 4

80.0

　 1

20.0

　 　 5

100.0

28.運 　　　輸　・ 通　　　 信　　　 業
回答数

　%

　 14

77.8

　 4

22.2

　 18

100.0

29.電 　　　力　・　ガ ・　 ス　　 事　　　業
回答数

　%

　 2

66.7

　 1

33.3

　 　 3

100.0

30.放 　　　　　　送　　　　　　業
回答数

　%

　 1

50.0

　 1

50.0

　 　 2

100.0

31.広 告 ・調査 ・情 報提 供 サ ー ビ ス業
回答数

　%

　 　2

100.0

　 0

0.0

　 　2

ioO.0

32.情 報処理 サービス業 ・ソフ トウェア業
回答数

　%

　 38

95.0

　 2

5.0

　 40

100.0

33.医 　　　　　　療　　　　　　業
回答数

　%

　 3

60.0

　 2

40.0

　 　 5

100.0

34.宗 　　　　教　　　　法　　　　人
回答数

　%

　 0

0.0

　 0

0.0

　 0

0.0

35.高 　　　　　　　　　　　　　校
回答数

　%

　 　l

lOO.0

　 0

0.0

　 　 1

100.0

36.大 　　　　　　　　　　　　　学
回答数

　%

　 14

100.0

　 0

0.0

　 14

100.0

37.そ 　 の　 他　 の　教 　 育　 機　 関
回答数

　%

　 1

50.0

　 1

50.0

　 　 2

100.0

38.学 　　術　　研　　究　　機　　関
回答数

　%

　 　2

100.0

　 0

0.0

　 　 2

100.0

39.法 　　 人　　 団　 　体　・ 農　　 協
回答数

　%

　 17

89.5

　 2

10.5

　 19

100.0

40.そ 　の 他 　の　サ　ー　 ビ　ス　業
回答数

　%

　 10

100.0

　 0

0.0

　 10

100.0

三　　　次　　　産　　　業　　　計
回答数

　%

276

86.5

　 43

13.5

　 319

100.0

42.政 　　　　　　　　　　　　　 府
回答数

　%

　 　6

100.0

　 0

0.0

　 　6

100.0

43.地 　　方　　公　　共　　団　　体
　 　 　 　 ■

回答数

　%

　 22

78.6

　 6

21.4

　 28

100.0

公　　　　　　　務　　　　　　　計
回答数

　%

　 28

82.4

　 6

17.6

　 34

100.0

全　　　　 産　　　　 業　　　　 計
回答数

　%

511

87.8

　 71

12.2

　 582

100.0
`
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⑲DDXサ ービス地域外からのつなぎこみ

　 　 　 　 　 　 　 二

業　 　 　種

結　　　　　　　　　　　　果

ζ

套
わ

ζ
た

よ

く
わ

か

ら

な
い

合

計

1.農 ・林 ・漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業
回答数

%

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

2.鉱 　　　　　　　　　　　　　業
回答数

%

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

一　　　次　　　産　　　業　　　計 回答数

%

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

4.建 　　　　　　設　　　　　　業
回答数

%

　 7

87.5

　 1

12.5

　 8

100.0

5.食 　　　品　　 製　　　造　　　業
回答数

%

11

61.1

　 7

38.9

　 18

100.0

6.繊 　　　　維　　　　工　　　　業
回答数

%

12

75.0

　 4

25.0

　 16

100.0

7.紙 ・パ ル プ ・紙 加 工 品 製 造 業
回答数

%

　 6

85.7

　 1

14.3

　 7

100.0

8.新 　　聞　　業 ・ 出　 　版　 　業
回答数

%

　 4

80.0

　 1

20.0

　 5

100.0

9.印 　刷　業 ・ 同　 関　連　産　業
回答数

%

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

10.化 　　　　学　　　　工　　　　業
回答数

%

36

83.7

　 7

16.3

　 43

100.0

11.石 　 　油　 製 　 品　 製　 　造　 業
回答数

%

　 8

80.0

　 2

20.0

　 10

100.0

12.窯 業 ・土 木 製 品　製　造 業
回答数

%

　 6

75.0

　 2

25.0

　 8

100.0

13.鉄 　　　　　　鋼　　　　　　業
回答数

%

　 5

83.3

　 l

l6.7

　 6

100.0

14.非 鉄金 属 製 造業 ・金 属 製 品 製造 業
回答数

%

11

64.7

　 6

35.3

　 17

100.0

15.一 般 機 械 　器 具 　製 　造　業
回答数

%

14

93.3

1

6.7

　 15

100.0

18.電 　気 機 械　器　具　製　造　業
回答数

%

29

78.4

　 8

21.6

　 37

100.0

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業
回答数

%

14

82.4

　 3

17.6

　 17

100.0

18.精 　密 機　械　器　具　製　造　業
回答数

%

　 5

55.6

　 4

44.4

　 　 　 9

,　　 100.0

19.そ 　 の　 他　 の　 製　 　造　 業
回答数

%

　 10

100.0

0

0.0

　 10

100.0

二　　　次　　　産　　　業　　　計
回答数

%

180

78.9

48

21.1

228

100.0
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㊥DDXサ ービス地域外か らのつなぎこみ

21.卸 　　 　　 　業 ・ 商　 　　 　　社
回答数

　%

　 39

61.9

　 24

38.1

　 63

100.0

22.小 　　　　　　売　　　　　　業 回答数

　%

　 25

80.6

　 6

19.4

　 31

100.0

23.金 　　　　　　融　　　　　　業
回答数

　%

　 69

82.1

　 15

17.9

　 84

100.0

24.証 　券 　業　・ 商 　品　取 　引　業 回答数

　%

　 7

100.0

　 0

0.0

　 7

100.0

25.生 命保険業(含 代理業 ・サー ビス業)
回答数

　%

　 6

100.0

　 　 　 　 　 0

'　　　　　　 0
.0

　 6

100.0

26.損 害保険業(含 代理業 ・サー ビス業)
回答数

　%

　 5

100.0

　 0

0.0

　 5

100.0

27.不 　　　 動　　　　産　　　　業
回答数

　%

　 3

60.0

　 2

40.0

　 5

]00.0

28.運 　　　輸　・ 通　　　 信　　　 業
回答数

　%

　 12

66.7

　 6

33.3

　 18

100.0

29.電 　 　力 ・ ガ　 　ス　 　事 　 　業
回答数

　%

　 3

100.0

　 0

0.0

　 3

100.0

30.放 　　　　　　送　　　　　　業
回答数

　%

　 1

50.0

　 1

50.0

　 2

100.0

31.広 告 ・調査 ・情報 提 供 サ ー ビ ス業
回答数

　%

　 1

50.0

　 1

50.0

　 2

100.0

32.情 報処理サ ービス業 ・ソフトウェア業
回答数

　%

　 37

90.2

　 4

9.8

　 41

100.0

33.医 　　　　　　療　　　　　　業
回答数

　%

　 3

60.0

　 2

40.0

　 5

100.0

34.宗 　　　　教　　　　法　　　　人
回答数

　%

　 0

0.0

　 0

0.0

　 0

0.0

35.高 　　　　　　　　　　　　　校
回答数

　%

　 1

100.0

　 0

0.0

　 1

100.0

36.大 　　　　　　　　　　　　　学
回答数

　%

　 13

92.9

　 1

7.1

　 14

100.0

37.そ 　 の　他　の　教　育　 機　関
回答数

　%

　 1

50.0

　 1

50.0

　 2

100.0

38.学 　　術　　研　　究　　機　　関
回答数

　%

　 2

100.0

　 0

0.0

　 2

100.0

39.法 　　人　　団　　 体　・ 農　 　協
回答数

　%

　 16

80.0

　 4

20.0

　 20

100.0

40.そ 　の 他　の　サ　ー　 ビ　 ス　業
回答数

　%

　 7

70.0

　 3

30.0

　 10

100.0

三　　　次　　　産　　　業　　　計
回答数

　%

251

78.2

　 70

21.8

　 321

100.0

42.政 　　　　　　　　　　　　　 府
回答数

　%

　 6

100.0

　 0

0.0

　 6

100.0

43.地 　　方　　公　　共　　団　　体
回答数

　%

　 21

72.4

　 8

27.6

　 29

100.0

、

公　　　　　　　務　　　　　　　 計
回答数

　%

　 27

77.1

　 8

2219

　 35

100.0

全　　　　 産　　　　 業　　　　 計
回答数

　%

460

78.5

126

21.5

　 586

100.0

一27一



①制度問題

業　　　種

結　　　　　　　　　　　果

言

套
わ

≒
た

よ

く
わ

か

ら

な
い

合

計

1.農 ・林 ・漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業
回答数

%

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

2.鉱 　　　　　　　　　　　　　業
回答数

%

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

一　　　次　　　産　　　業　　　計 回答数

%

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

4.建 　　　　　　設　　　　　　業
回答数

%

　 4

50.0

　 4

50.0

　 8

100.0

5.食 　　 品　　 製　　　造　　　業
回答数

%

12

66.7

　 6

33.3

　 18

100.0

6.繊 　　　　維　　　　工　　　　業
回答数

%

14

87.5

　 2

12.5

　 16

100.0

7.紙 ・パ ル プ ・紙 加 工 品 製 造 業
回答数

%

　 5

71.4

　 2

28.6

　 7

100.0

8.新 　　聞　　業 ・出　　版　　業
回答数

%

　 4

80.0

　 1

20.0

　 5

100.0

9.印 　刷　業 ・同　関　連　産　業
回答数

%

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

10.化 　　　　学　　　　工　　　　業
回答数

%

28

65.1

15

34.9

　 43

100.0

11.石 　 油　 製　 品　　製　 造　 業
回答数

%

　 6

60.0

　 4

40.0

　 10

100.0

12.窯 業 ・土 木 製 品　製 造 業
回答数

%

.

　 　 　 7

　 　 87.5

　 1

12.5

　 8

100.0

13.鉄 　　　　　　鋼　　　　　　業
回答数

%

　 6

100.0

0

0.0

　 6

100.0

14.非 鉄金 属 製造 業 ・金 属 製 品 製 造業'
回答数

%

　 9

52.9

　 8

47.1

　 17

100.0

15.一 般 機 械 器 　具　製　造　業
回答数

%

10

66.7

　 5

33.3

　 15

100.0

16.電 　気 機 械　器　具　製　造　業
回答数

%

32

86.5

　 5

13.5

　 37

100.0

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業
回答数

%

10

58.8

　 7

41.2

　 17

100.0

18.精 密 機　械 　器　具 　製 　造　業.
回答数

%

　 5

55.6

　 4

44.4

　 9

100.0

19.そ 　 の　 他　 の　 製　 造　 業
回答数

%

　 7

77.8

　 2

22.2

　 9

100.0

二　　　次　　　産　　　業　　　計
回答数

%

161

70.9

66

29.1

227

100.0
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①制度問題

21.卸 　　　　 　業 ・ 商 　　　　　社 回答数

　%

　45

71.4

　 18

28.6

　 63

100.0

22.小 　　　　　　売　　　　　　業 回答数

　%

　 22

73.3

　 8

26.7

　 30

100.0

23.金 　　　　　　融　　　　　　業 回答数

　%

　 68

8LO

　 16

19.0

　 84

100.0

24.証 　券　業 ・ 商　品　取 　引　 業
回答数

　%

　 5

71.4

　 2

28.6

　 　7

100.0

25.生 命保険業(含 代理業 ・サービス業) 回答数

　%

　 5

83.3

　 1

16.7

　 　6

100.0

26.損 害保 険業(含 代理業 ・サービス業) 回答数

　%

　 5

100.0

　 0

0.0

　 　5

100.0

27.不 　　　　動　　　 産　　　　業 回答数

　%

　 2

40.0

　 3

60.0

　 　5

100.0

28.運 　　　 輸 　・ 通　　　 信　　　 業 回答数

　%

　 14

77.8

　 4

22.2

　 18

100.0

29.電 　　　力　・ ガ　　　ス　　 事 　　　業 回答数

　%

　 3

100.0

　 0

0.0

　 　3

100.0

30.放 　　　　　　送　　　　　　業 回答数

　%

　 1

50.0

　 1

50.0

　 　 2

100.0

31.広 告 ・調 査 ・情 報 提 供 サ ー ビ ス業
回答数

　%

　 1

50.0

　 1

50.0

　 　 2

100.0

32.情 報 処理サ ービス業 ・ソフトウェア業 回答数

　%

　 34

77.8

　 7

22.2

　 41

100.0

33.医 　　　　　　療　　　　　　業 回答数

　%

　 2

40.0

　 3

60.0

　 　5

100.0

34.宗 　　　　教　　　　法　　　　人
回答数

　%

　 0

0.0

　 0

0.0

　 0

0.0

35.高 　　　　　　　　　　　　　校 回答数

　%

　 　1

100.0

　 0

0.0

　 　1

100.0

36.大 　　　　　　　　　　　　　学
回答数

　%

　 11

78.6

　 3

21.4

　 14

100.0

37.そ 　 の　他　の　教　 育　機　関
回答数

　%

　 　 　 　 　 　 1

、　　　　　　 50.0

　 1

50.0

　 　2

100.0

38.学 　　術　　研　　究　　機　　関
回答数

　%

　 1

50.0

　 1

50.0

　 　 2

100.0

39.法 　　人　　団　 　体 ・ 農　 　協
回答数

　%

　 14

70.0

　 6

30.0

　 20

100.0

40.そ 　の 他 の　サ　ー　ビ　ス　業 回答数

　%

　 6

60.0

　 4

40.0

　 10

100.0

三　　　次　　　産　　　業　　　計 回答数

　%

241

75.3

　 79

24.7

　 320

100.0

42.政 　　　　　　　　　　　　　府 回答数

　%

　 5

83.3

　 1

16.7

　 　6

100.0

43.地 　　方　　公　　共　　団　　体 回答数

　%

　 21

70.0

　 9

30.0

　 30

100.0

公　　　　　　　務　　　　　　　計 回答数

%

　 26

72.2

　 10

27.8

　 36

100.0

全　　　　産　　　　業　　　　計 回答数

　%

430

73.5

155

26.5

　 585

100.0

一29一



①DDXと の接続

業　　　種

結　　　　　　　　　　　果
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合

計

11農 ・林 ・漁 ・狩 猟 ・水 産 養 殖 業
回答数

%

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

2.鉱 　　　　　　　　　　　　　業
回答数

%

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

一　　　次　　　産　　　業　　　計 回答数

%

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

4.建 　 　　　 設　　 　　 業
回答数

%

　 6

75.0

　 2

25.0

　 8

100.0

5.食 　　　品　　 製　　　造　　　業
回答数

%

11

61.1

　 7

38.9

　 18

100.0

6.繊 　　　　維　　　　工　　　　業
回答数

%

10

62.5

　 6

37.5

　 16

100.0

7.紙 ・パ ル プ ・紙 加 工 品 製 造 業
回答数

%

　 4

57.1

　 3

42.8

　 7

100.0

8.新 　　聞　　業 ・ 出　　版　　業
回答数

%

　 2

40.0

　 3

60.0

　 5

100.0

9.印 　刷　業 ・向　関　連　産　業
回答数

%

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

10.イ ヒ　　　　　　学　　　　　　工 　　　　　　業
回答数

%

25

58.1

18

41.9

　 43

100.0

11.石 　　油　　製 　　品　　製　　造　　業
回答数

%

　 6

60.0

　 4

40.0

　 10

100.0

12.窯 業 ・土 木 製 品 製 造 業
回答数

%

　 5

62.5

　 3

37.5

　 8

100.0

13.鉄 　　　　　　鋼　　　　　　業
回答数

%

　 4

66.7

　 2

33.3

　 6

100.0

14.非 鉄金 属 製造 業 ・金 属 製 品 製 造業
回答数

%

　 8

50.0

　 8

50.0

　 16

100.0

15.一 般 機 械 器 具 　製　造 業
回答数

%

10

66.7

　 5

33.3

　 15

100.0

16.電 気 機 械 器 具　製　造 業
回答数

%

24

64.9

13

35.1

　 37

100.0

17.輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業
回答数

%

11

64.7

　 6

35.3

　 17

100.0

18.精 密 機 械 器 具　製　造　業
回答数

%

　 5

62.5

　 3

37.5

　 8

100.0

・19.そ 　 の　 他　 の　 製　 造　 業
回答数

%

　 9

90.0

　 1

10.0

　 10

100.0

二　　　次　　　産　　　業　　　計
回答数

%

141

62.7

84

37.3

225

100.0
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◎DDXと の接続

21.卸 　　 　　 　業 ・ 商　　 　　 　社
回答数

%

44

68:8

20

31.2

　 64

100.0

22.小 　　　　　　売　　　　　　業
回答数

%

　 19

61.3

　 12

38.7

　 31

100.0

23.金 　　　　　　融　　　　　　業
回答数

%

　 57

67.9

27

32.1

　 84

100.0

24.証 　券 　業 ・ 商　品　取 　引　業
回答数

%

　 5

67.9

　 2

32.1

　 7

100.0

25.生 命保 険業(含 代 理業 ・サー ビス業)
回答数

%

　 5

83.3

　 1

16.7

　 6

100.0

26.損 害保 険業(含 代理業 ・サ ービス業)
回答数

%

　 5

100.0

0

0.0

　 5

100.0

27.不 　　　　動　　　　産　　　　業
回答数

%

　 1

20.0

　 4

80.0

　 5

100.0

28.運 　　 　輸 ・ 通　　 　信　 　　業
回答数

%

　 14

77.8

・　　　　4

　 　 22.2

　 18

100.0

29.電 　　 力　・ ガ　　ス　　 事　　業
回答数

%

'2

66.7

　 1

33.3

　 3

100.0

30.放 　　　　　　送　　　　　　業
回答数

%

　 2

66.7

　 1

33.3

　 3

100.0

31.広 告 ・調 査 ・情 報提 供サ ー ビス業
回答数

%

　 2

100.0

0

0.0

　 2

100.0

32.情 報処理 サー ビス業 ・ソフトウェア業
回答数

%

30

73.2

　 11

26.8

　 41

100.0

33.医 　　　　　　療　　　　　　業
回答数

%

　 3

60.0

　 2

40.0

　 5

100.0

34.宗 　　　　教　　　　法　　　　人
回答数

%

0

0.0

0

0.0

0

0.0

35.高 　　　　　　　　　　　　　校
回答数

%

　 1

100.0

0

0.0

　 1

100.0

36.大 　　　　　　　　　　　　　学
回答数

%

　 13

92.9

　 1

7.1

　 14

100.0

37.そ 　の　他　の　教　育　機　関
回答数

%

　 1

50.0

　 1

50.0

　 2

100.0

38.学 　　術　　研　　究　　機　　関
回答数

%

　 1

50.0

　 1

50.0

　 2

100.0

39.法 　　人　　団　 　体 ・ 農　　協
回答数

%

　 14

70.0

　 6

30.0

　 20

100.0

40.そ 　の 他　の　サ　ー　 ビ　ス　業
回答数

%

　 5

50.0

　 5

50.0

　 10

100.0

三　　　次　　　産　　　業　　　計
回答数

%

224

69.3

99

30.7

323

100.0

42.政 　　　　　　　　　　　　　 府
回答数

%

　 4

66.7

　 2

333

　 6

100.0

43.地 　　方　　公　　共　　団　　体
回答数

%

　 14

46.7

　 16

53.3

　 30

100.0

公　　　　　　　 務　　　　　　　計
回答数

%

　 18

50.0

　 18

50.0

　 36

100.0

全　　　　 産　　　　 業　　　　 計
回答数

%

385

65.7

201

34.3

586

100.0
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● 3.新 デ ータ網 に 関す る

　 ご質 問 とご意見



Q1-1'

⑧ 　 DDXの サー ビ スメ ニ ュー に つ い ての ご質 問,ご 意 見

品 質 は専 用 線 なみ,料 金 は公 衆 回線 なみ とい うス ロー ガ ンは 良い と思 う(実 質が 伴 え ば)

DDXと は始 め て 聞 く名 で す が,ど ん な団 体 が,ど ん な 目的 で設 置,使 用 す るの か.電 電 公 社 との関

係 が ど うな のか。 御 教 示 頂 け れ ば… と思 いま す。

将 来 の方 向 と して,高 速 高 品 質 のDDX網 が 全 国 に敷 か れ る事 は大 変 あ りが たい が,当 社 の事業 規 模

で あin.ぱ散 在 す る各都 市,出 張 所へ は公 衆 回線 網 の利 用(5～4年 度)で 間 に合 うよ うな気 がす る。

我 々利 用 ユー ザ が利 用 上 の基 礎 知 識 と して全 般 が理 解 出来 る よ うなや さ しい解 説 書 が ほ しい。

DDXそ の ものが 分 らない 。 当社 では フ ァク シ ミリは 公社 の 電話 方 式 で,オ ン ライ ンは専 用 回 線 を利

用 して は い るが。

技 術 的 な常 識事 項 が わか らな い。① どの よ うに して信 号 をデ ィジ タル 化 す るの か。 ② デ ィジタル 化 す

る と どん な メ リッ トが あ るの か。

但し回線交換の言葉の意味がよく分 らない。

Q1-1の 質問に関 しては未だ良 く検討していないためわかりません。

現在員体化するまでには至 っていませんので何度か説明等を聞いた り解説書を読んだことはあります

がごく表面的な理解程度として答えておきます。　 (Q1　 全般共通)

現 在 の大 口ユー ザ ー に対 しては も っ と直接 的 なPR方 法 を考 え てほ しい。

アナ ログ電 送時 のモ デ ム はDDXの 場 合 どの よ うな機 能 に な るか お知 らせ下 さい。

KDDのVENUS(デ ー タ伝 送)を 適 用 す べ く(S54.8～S54.　 5)KDDと メー カー等 打合 せ

た が,間 に合 わず 見送 った。 この経験 か らDDXに つ い ては似 た よ うな もの(国 内版)と して敢 えて

調 べ なか った。(現 在 国 際 タイ ム シ ェアTSS利 用 中)

調 査対 象 と して どの よ うな観 点 か ら選 ばれ たの か わ か りませ ん が・"DD5c利 用 の 手 引 き"は

理 解 しに くい冊 子 だ と思 い ます。

筑 波 地 区 で のサー ビス 開始 時 期 は何 時 頃 か らで すか。

当 生協 の営 業 エ リア は阪神 間 を中 心 と してS・り回線 距 離 は最大 が50km　 4所 属 で あ る。 そ の他 ほ とん

どが10～20km以 内 の位 置 に あるた め効 果 が期 待 で きない。 当生 協 の営 業 所数 は55年12.月 末 現

在 約100所 属 で あ る。

細 か い通 信 手順 等 の説 明 の不 充 分 の もの が 多 い。

新 デー 珊 サ ー ビス区 域 は どの程度 の範 囲 で 行 うの カ・ 又 区域 外 には どの よ うに して サー ビス を提供

す るのか。

最 初 にDDXと は何 か の説 明(定 義 又 は何 の略 称 か の説 明)が 欲 しい。
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Q-1-1

⑬ 　 DDXの 料 金 に つ い て の ご質 問、 ご意 見

数 字 は 明 確 に わか るが,考 え方 は わか らない。

料 金 隔 差 を縮 め,近 距 離 に不 利 に な らない よ うな均一 制 を望 む。 原価 計算 に基 い た料 金 体 系 で な い の

だか ら実 現 の可 能 性 もな いわ け で はな い。 従 来 の電 話料 金 との兼 合 い を考 え る必要 は ない 。

遠 近 隔 差 は小 さ くな った が,ま だ料金 が高 い。

特 定 通信 回線,公 衆通 信 回線,回 線交 換,バ ケ ッ ト交換 等 の選択 判定 基準(経 済 性 を含 め)が わ か り

に くい。

現 在 の トラフ ィ ック をDDX(パ ケ ッ ト交 換)に 置 換 え た場 合具 体 的 な料 金 に換 算 し難 い。

現 在 出 回 って い る情報 で は,計 画 に当 って,個 別 に料金 計 算 をす る必要 が ある。 も っ と概 算 的 に(マ

ク ロ に)ス ピー ド別,距 離別 にD-1etcとDDXと の料金 差領 域が わか る よ うに ま とめ た資料 が

欲 しい。

料金 の具 体 価 格 とい つ か ら発 効 され るかが 不 明確?　 パ ケ ッ ト方式 の利用 価 格,遠 距離 価 格 　 DDX

ネ ッ トま で の利 用料 金 の早 見表 が 欲 しい。

バ ケ ッ ト交 換 網 の料 金 は距 離 に関 係 の ない シス テ ムだ と聞 く。 早 く国 内 ど こで も一 律 料 金,し か も近

距 離 で も現 状 回 線 サ ー ビス と同等 以下 の料金 に レて もらい たい と思 う。

有料 で も,鵯 地 域別 科 金 早 見表"な る もの が 欲 しい。

専 用 線,公 衆 電 話 回線,DRESSセ ン ター経 由等 との比 較 にtsVlて,デ ー タ量 及 び距 離別 の具 体 的

料 金 表 の作 成 を,貴 協 会へ 望 み ます。

主 業 務 の 銀 行 オ ン ライ ン では全 国 的 に 回線 を現 在10時 間 位使 用 す る為 ど う して もコス ト面 で は現 在

の特 定 通 信 回 線(D-1)の 方 が 安 くな りま す。

現 状 は しか た な い か も分 らな いが料 金 は もっ と安 くす る努 力 を望 む。

新 技 術 で あ るな らば 料金 が安 くな い と意 味 が ない 。従 来 よ り高 くな って い る場 合 が多 い。

よ くわか らな い が,現 状 で は経済 的 メ リッ トは得 られ ない こ とが わか った。

特 定 回 線 サ ー ビス に比 べ て割 高 で あ る。

料 金 体 系 は わ か るが,実 際 使用 す る上 で一 体 い くらに な るのか。(割 込 み,呼 設 定,解 放,通 信伝 文)

あ ま りよ くわ か らない 。

プ ロ トコル 別 に何 らか の使用 効 率 の 差異 が生 じ,料 金 に影 響 が あるか ど うか わ か らな い。

バ ケ ッ ト交 換 につ い て,使 用 デー タ量(パ ケ ッ ト数)の 見積 りが難 しそ うだ とい う印 象 を受 け た。

説 明,講 習 会へ の参 加 を予定 してい ま す が,ど の よ うな講 習会 が有 るの で すか 。

短 距離,多 量 デ ー ター の た め メ リッ トが 出な い。

一35一
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⑥　 DDXへ の接 続可 能端末機につ いてのご質問・ご意見

BSC他 既存端末の扱い,電 話網との網間接続等,実 行計画あ9,期 待Pt・一ーザ も多いと考えられる事

項についてのPRが 全 くない。

なるべ く多くのプロトコルについて面倒をみてほしい。

良くわか らない。

ファクシミリや音声装置など一般端末機以外の接続について技術動向ない し実用化事例をお教え願え

れば幸いです。

現在の端末 も利用出来るとは聞いているが効率的に利用するためにはどのように考え利用 した ら良い

か。

.DDXに 接続できない端末にはどのようなものがあるのか?

既存端末機での救済を考慮するとしているが,ど の程度できるかは不明。

電電公社の端末をスライ ドで眺めた程度g－ 般の端末をどのように改造すればいいのかわか らない。

(メーカーがDDXに 対応 した動きをしていない)

一部メーカーを招待 し(日 立)内 容の確認をしたが,電 電公社でコンバータを用意する事ができるの

で従来の端末機がそのまま使えるとのこと。　 本当は筋ちがいではないか。

接続可能端末機の増加

具体的な機種名等についてまとめたものはあるのでしょうか。

メーカー側にまだ接続に対する意欲が少ないようで独自方式が多い。

公社が提供する専用端末については問題はないが,既 存の端末をDDXに 接続する場合について詳細

がよく分 らない。

現在使用中あるいは現在発表/出 荷されているメインフレーム,CCP,端 末が具体的に適合 してい

るのか,適 合 している場合必要 となる機器,適 合 しない時の対処方法等の説明が,メ ーカーからされ

ない。

パケット交換については,パ ケ ット端末及びそれをサポー トするホス トソフトウェアの普及が前提で

　あるような印象を受けた。

現行の端末を接続可能かどうか不明(特 にバケ ット端末のとき)で きないならどう変更 したらよいか

不明。

具体的にわか らない。

　古い 端末 機 の場合,変 更,改 良 は 自分 持 ち にな るの です か・ 又 コンサル タン トを受 け られ る所 は ど こ

　で すか。
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メー カー(日 立 製作 所)よb,無 手順 端末 サ ポー ト方式 につ い て の説 明 を受 け た。SYN同 期 の 現 用

ビデオ 端 末 につ い て は,メ ー カー と して はサ ポー トの予 定 は な い との こ と。 利 用 者 と しては接 続 可 能

端 末 は メー カー のサ ポー ト方 針 に よる ところが大 きい し,出 方編 集 プ ログ ラム の改造 な ど負担 も大 き

いた め端 末機 の変 更 も難 しい。DDXを 利 用 す る上 で の 問題 点 で もあ る。

■

必要 性 が ない。

DDXの 問題 は相 当 以 前 か ら取 り沙 汰 され て いた に もか か わ らず メー カー の対応 が遅 い,電 電公 社 側

で もサ ー ビス 開 始 ま で に公社,メ ー カー お よびユ ー ザー の三 者 が 充 分 に態勢 が ととのえ られ る よ う事

前の準 備 を充 分 にすべ き で あ る。

●

じ
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⇔　 DDXの イ ンタ ・フェー ス条件 につ い て ご質 問,ご 意 見

公社 のPRは 良 くわ か るが,ユ ー ザ に とっ て ど うで も良 い,む しろ判 らな いの は メー カー の 対応

BSCに つ い て面倒 をみ て ほ しい 。

プ ロ トコル の種 類 お よび 内容 につ い て,も う少 しブ レー ク ・ダ ウン して欲 しい。

oメ ー カー の具 体 的対 応 の ス ケ ジ ュー ル が不 明確 で あ り,オ ン ライ ン シス テ ム計 画 がFixし 難 い。

〇六 大 都市 コ レク ト中継 局 の設 置 ス ケ ジ ュー ル が不 明 のた め,科 金 額(ト レー ドオ フ)が 困難 。

効 率 の 良い 通信 は どの よ うに した ら良 い の か。

HDLCと,　 X21あ るい はX25と の関係 は ど うな っ てい るの か?　 又,　 IBMのSDLCと の 関

陶 は?

各国 共通 の イ ンター フ ェー ス の 確立 は いつ ごろ?

電電 公社 カタ ログ 中　 X(遊 観設 計 デ ー タ端末)　 V(既 壷 デ ー タ端 末)の 一 部分 の用 語 の 定義 は不

明確(特 に素 人 に は)で,む しろDDX向 端末,音 声関 換 網用 端 末 とすべ き"(rある。

一 般 仕様 は公示 され てお リメー カー が製 作 す るの で あ るか らユー ザ ー と しては 余 り問題 は ない 。

当行 オ ン ライ ンシ ス テム は奈 良県 内 とい う限 定 さ れた 地域 で あ り,DDXに つ い て は料 金 面 で不利 と

考 え てい る。 た だ,情 報量 の分 布 か らバ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス が採 用 で きる と思 わ れ るが,シ ス テ ム規

模 が小 さ く,開 発 力 も不足 してい る。 また,従 来 の端 末 で は対 応 で きず投 資 面 で問題 が あ り,イ ン タ

ー フ ェイス 面 で考慮 して欲 しい。

DDXに 接続 で き る端 末(Xシ リー ズ)が 公 社 直営 以 外,当 社 使 用 のIBM製 では数 少 な い ので,よ

くわか らない。

前項 ⑩ の意 見 同様,詳 細 が よ くわ か らない。

バ ケ ッ ト交換 につ い て,イ ン ター フ ェー ス条 件 を理 解 す る こ とは一 般 ユ ー ザ に とって か な り難 しい と

い う印 象 を受 け た。 ま た,か な り理 解 して い ない と使 い こなせ な い と思 わ れ る。

具 体 的 に わか らない 。

O加 入 者側 が 必要 な設 備又 は機 器 が不 明 り ょう。

O接 続可 能 な もの の具体 性 にか け る。
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⑧ 　 DDXに 伴 う制度 問 題 に つ い ての ご質 問,ご 意 見

共同使用,他 人使用等,公 衆電気通信の利用状況の変化を考慮 し,緩 和をはかれる部分は制度をみな

お・してほしい。

サービス地域の決定方法及びサービス地域の告知がどうなっているのか分 らない。

何故,郵 政大臣の個別認可によって相互接続を厳重にしばらなければならないのカ㌔又,他 人使用につ

い ての厳 しい制限についてもその理由,根 拠がよくわからない。

相互接続(特 定ないし公衆網)お よび共同使用 ・他人使用の問題については,現 在以上の制約はない

と認識 していますが,具 体的な事例で認可の可否が判るような資料がありましたら幸いです。

申込制度の面で,従 来のD-1等 と比 して変化がない。CPU廻bの デバイス変更などは,変 更申請

の対象 とな らないことが望ましい。技術的なインターフェース条件と切分け条件をもっと整備してい

く必要があると考える。

地方都市への回線サービスと,異 種回線との接続手続きがよく判 らない。

専用回線を利用 していて公衆回線は利用出来るのか。

データ通信中心のDDXと 従来回線 とを同一レベル考えている制度には矛盾を感 じる。(他 人使用等)

この質問の意味不明確

1)「 制度 」としないで「制度問題 」とした理由は何か,一 　 ドンナ問題が予測されるのか。

2)制 度一例えば　加入申込方法,他 回線との接続等　具体的に質問して欲 しい。質問が漠然 として

　いて素人には分 らない。(小 生はかなり推察の上回答 したが)

申込後5ケ 月で利用できるとのことだったが,パ ケット回線は57年 春までないとのこと何故か?

不公平である。

技術的に解決可能(近 い将来)と 思われることも制度的に制限されているように思われるのであるが。

実際には具体的に業務内容やデータの流れで判断されるので しょうが,一 般的な説明では良 く理解で

きません。5年 間の試行サービス となっている。パンフレット等では自由にDDX網 を介 して他社機

器 と接続出来るとしているが,公 衆法上の延長に5年 後位置づけられれば,特 定回線との接続は相変

らず個別認可 となろう。制度的にどうなるのか判らない。

具体的な申請手続方法がよくわからない。

現行制度の原則を変えるものではないので理解は容易であった。

新データ網と,公 衆通信回線との接続において郵政大臣の認可が必要なのか。

一39一

.か く

・

'

'

声



Q1-2

⑭ 　 DDXサ ー ビス地 域外 か らの つ な ぎ こみ の こ 質 問, ご意見

専用回線分をとるのは,も っと割引 しても良い と思 う。

新データ網サービスの加入区域の今後の拡大予定。

今後のサービスエ リアの拡大計画が不明。

東京と書いてあるが05の 地区かそれとも都下 も含むか?

・例えば,四 国(松 山市)で 加入するとしたら,ど うなるのか。

・このとき,大 阪へ通信する場合の料金は?

　　　"　　 東京へ　　　　 "

・バケット交換の場合のプロトコルは?(端 末機で何を採用すべきか)

加入区域拡大の見通 し?

下記地域がサービス地域になる時期を蜘 らせ下さい(回 線交換,パ ケ ット交換別に)

1.埼玉県狭山市　 2.埼玉県深谷市　 5.滋賀県犬上郡多賀町　 4.広島市　 5.福岡,仙 台,札 幌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζ回線交換のみ)

申込から設置(稼 動)迄 の期間?

早 く全国的規模にしてもらいたい。

・実例で示 してほしい。

・加入区域外からの加入 と異種回線の相互接続との関係を詳 しく説明してほしい。

全国的なサー ビスはいつ頃を予定 しているのか。

端末〆網の分界点の位置はどこか,加 入時の注意事項(区 域内との比較から)は 何かあるのか?

今後のサービス区域の拡大計画が知 りたい。

文章の説明だけでは解9に くい6具 体例が欲 しい。

・サービス地域外から加入申込を行った場合,ど の程度の期間があればつながるのか?

　'DDXサ ービス地域の範囲を少 しでも早 く広げてもらいたい。

サービス地域の明確な実施場所,時 期の計画発表をのぞむ。

全地域に対 してのサービス開始はいつ頃なのか。

付加使用料についてよくわからない。

加入区域が主要都市になっているが,今 後の普及計画が年度によってわからない。

端末機器設備との関係有無が若干心配。

サービス区域の早急拡大。
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加入 区 域 外 か らの加入 の場 合 の付 加 使用 料 が,加 入 区域迄 の 距 離 に応 じた新 デ ー タ網 サー ビス の 加入

⑪線 と同 じ速 度 の専 用 線 料 相 当額 とあるが,こ れ を専 用 線料 相 当額 を零 にすべ きでは な い で し ょ うか。

当面 サ ー ビス地 域 外 の ため 専用 線 経 由(相 当額 支 払 い)に て 加入 した の ちに,サ ー ビス地 域 とな る場

合 の,ユ ーザ 側 での準 備,確 説 事 項 を明 らか に して もらい た い。(電 電へ の手続 き上,コ ン ピ ュー タ

接 続上 のハ ー ド,ソ フ トの変 更 有 無,料 金 の変 更 な ど)

今 後の サ ー ビス区 域 の拡 張 につ い ての 見通 しは?　 当社 付 近 の予 定 は 　茨城 県 土浦 市 　 茨城 県下

回 線交 換teよ び パ ケ ッ ト交換 サー ビス が現 行 の7都 市 か ら地方へ 拡 大 され る可 能性bよ び開 始 の場 合

は 開始年 月 は。

サ ー ビス 地域 の拡 大計 画 を早 急 に公 表 すべ きで あ る。

地 域外 と言 う考 え方 は現 状 では や む を得 ない とは思 うが電 話 網 と同 じよ うに 全国 同 じサ ー ビス を望 む。

現 に検 討 済 で ある。

DDXサ ー ビス地 域 外 か らでは,割 高 に な る。 サー ビス地 域 の拡 大 が望 まれ る。

出来 る だけ早 く全国 を網 羅 す る こ とを願 い ます。

地 域外 か らの つ な ぎ込 み付 加 使用 料 は撤廃 す べ きで あ る。 なぜ な らば付 加 使用 料 の存 在 に よ リユ ー ザ

の 回線 敷 地計 画 がDDXの サ ー ビス計 画 に影 響 を受 け,結 果 的 にDDXの 普及 を遅 らせ る こ とに な り

か ね ない 。 また,付 加使 用 料 を取 る な らば,数 年 先 ま でのサ ー ビス計 画 を明確 にす べ きで あ る。

付 加使 用 料 に つ い て　 基 本 回線専 用 料 相 当額 とあ る が,専 用 線 設置 料(無 形 固定 資産 とな る)も 含 ま

れ るか?　 DDXサ ー ビス が可 能 とな った時,簡 単 に切替 え る こ とが出来 るか。

サ ー ビス地 域 の隣 接 地 で は,か な り不 便 で あ る こ とが わ か っ た。

地 域外 か らの つ な ぎこみ が,現 在可 能 なの は どの程 度 なの か(た とえば各 県 庁所 在都 市 は ど うか),

具 体 的 に示 して ほ しい。

●
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Q1

その 他DDXへ の ご質 問,ご 意 見

年 度 別 のサ ー ビス'エ リア を示 して欲 しい。

(た とえ ば,関 西 地 区 の 高槻 は い つ の時点 で新 デ ー タ交 換 網 が利 用 で きる よ うに な るか等)

概論 と しての 理 解 は で きて い る と思 っ てい ま す。 た だ実 際 に検 討 す る際 には電 算機 メー カー の協 力が

不 可 欠 と思 われ ま す の で電算 機 メー カー が ユー ザ に対 し詳 細 な提案 書 を 出せ る状 態 に してい た だけ れ

ば と感 じてい ます 。

一
,二 回 講 習会 が あ りま した が,都 合 が悪 く出 席 で きま せ ん で した。 そ の様 な人 々 のた め に も解説 書

が あれ ば 良い と思 い ます。解 説 書 の内 容 は図解 を多 く用 い る と判読 しや す い と考 え ます。

一 般 に普 及 す るま で様 子 をみ た い。'

パ ク ッ ト利 用 の場 合 　 特 に ノ ンパ ケ ッ ト端末 の通 信 手順(デ リミタ)の 詳 細 化,パ ケ ット料 金 との対 応。

専 用 線,特 定 回線 公 衆 回線,DDXの 詳 しい比 較 が ほ しい。 又,デ ー タ通 信量 に基 ず く判 定(利 用

に 関す る)機 関 が あれ ば幸 い です。

DDXは,日 本 の企業 の情 報 多様 化 に合 わせ るべ く開 発 され た網 シス テ ムだ と思 われ る。 ま た,電 電

公社 の デー タ通 信 部 門 は 黒字 で あ る事 を考 え合 わせ る と,現 行 制度 の諸規 制 は実情 にそ ぐわ ない の で

は ない か と考 え る。(料 金 の値 下 げ 希 望)

現 在 の ソフ トウ ェアの コス トア ップか ら,一 企 業 で電 話 代 りの メ ッセー ジ交換 を行 う事 は 割 高 につ く

筈 で あ るか ら,同 一 グル ー プ内 の相 互接 続 は認 可 して も,公 社 の収益 に大 きな影 響 を与 え る事 は ない

と思 う。 ま た,相 互接 続 の規 制 が解 除 され る と,シ ス テ ム設計 の上 か ら大 変 楽 に な り,チ ー タ通 信 の

利 用 度 も増 す の では な か ろ うか 。(諸 制 限 の撤 廃,緩 和,企 業側 の合 理 的活 用へ の制 約 を外 す こ とを

希 望)こ れ は,日 本経 済 界 に とっ て も,大 きな 進歩 とな る と考 え る。 この点 を,郵 政 省,電 電公 社 に

対 して強 く要 望 願 い た い。

詳 細検 討 は,実 行 腹 案 が 出来 て か らでな い とむ りなので,そ の段 階 に な って か らお 聞 きす る こ とにな る

と思 い ます。DDXに つ い ては,遠 隔地 で も比 較 的 安 く回 線利 用 が で きそ うなの で関 心 を もっ てい ま

す。

この質 問書 に あ る説 明は 今 ま で小 生 がみ たパ ン フ レ ッ トの中 で は,一 番 わか り易 く書 かれ てい る と思

い ます 。 あ りが た く読 ませ て い ただ き感 謝 します 。

1.加入 区域 の早 急 な る拡 張 と大 体 の ス ケ ジ ュール の公 表

2.パ ケ ッ ト交 換 …固 定料 金 の 引下 げ

5.回 線 交 換 …特 定 回 線使 用 料 との関 連 に お いて ま だ割 高 感 が あ る。

当 社 の場 合

　全国 主 要 都市 に あ る支店 とは専 用 回 線 を利 用 して い る。(1日Q使 用 時 間 はAM8:50～PM

5:50ま でオー ブ ン,デ ー タ量 も多 い)今 後 の 情報 ネ ッ トワー ク と して は,支 店 よ りは規 模 の小 さ

い 全国 に散 在 す る出張 所 に端 末 設置 を検 討 す る時 期 は来 る(5～4年 後)。 この場合,2,400BPS

公 衆 回 線 の利 用 を考 えた い と思 うが如 何 な もの で あ ろ うか。
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使用可能地域の拡大を早急に願いたい。大都市間の通信は,量 も多く,在 来型の専用回線でも用は足

りている。むしろ,遠 隔地 との通信が料金面及び信頼性の面で問題がある。

当初(約6～7年 前)よ り大 々的 に宣 伝 され なが ら,サ ー ビス開 始 が大 巾に 遅 れ,昨 今 では電 電 もあ

ま り宣 伝 してい な い様 に思 われ る。 オ ン ライ ン シス テ ム利 用 の ユー ザ に と って は回 線費 用 は大 きな ウ

ェイ トを 占めて お り,'DDXは 費 用節 減 が達成 出来 る可 能性 を秘 めた もの と して大 きな期待 を持 って

い た が,現 在 の と ころ期 待 はず れ で あ る。

技 術 力をあま り持 たない 平 均 的 ユ ー ザ に とって,当 社 の場 合得 な のか,損 な の か,サ ー ビス地 域 外 か ら

の つ な ぎ込 み の方 が 多 い場 合 は ど うな の か,既 存端 末 の取 扱 い,新 端 末 との 混在,コ ン ピ ュ ー タ・本

体,FNPの ソフ トとの 関連 等 個 々の 問題 につい ては,ぼ ん や り理解 出来 て も結 論 と して は現 状 で ど

うな のか,将 来 に亘 って何 を どの様 に考 えた ら良 いの か は分 らない。 電 電,コ ン ピ ュ ー タ・メー カー

と も現 状 では積 極 的 でな いの が 残 念 で ある。

特 にDDXバ ケ ッ トに つ い ては 当社 に於 て今 後少 くとも5年 以 上 は最 も魅 力 の有 る通 信 手段 と して相

当 前か ら注 目 し,説 明会 等 参 加 して い る ので だい だい の事 は判 って い るつ もbで す が,DDXパ ケ ッ

トを利用 す る時 に,特 に トラブル 対 策 の点 か らDDXパ ケ ッ トで蓄積 して障 害 修復 ま で保 存 し修 復 後

送 信 す る様 な,電 話 で言 え ば不 在 受 信 の様 な型 とな る と思 い ます が,そ の様 なサ ー ビス を考 慮 して頂

きた い。 又,全 国へ のサ ー ビス を早 期 に(少 な くとも県 庁所 在 地)実 施 して頂 きた い。

オ ン ライ ン シス テ ム を開 発 しよ う とす る と き,い つ も問題 に な るの は コス ト計 算 の 中 で交 換 サ ー ビス

料 金 の 占め る割合 が非 常 に高 い とい う ことで あ り,そ のた め に シス テ ム開発 を あ き らめ る ことが有 る。

新 サ ー ビス網 に して も,こ れ が最 大 の悩 み となる。

　 日本 の通 信料 金 は世 界 で最 も高 い 方 に ある と聞 い てい るが,新 デー タ網 の利用 を普 及 させ る上 で も

低 料金 化 が望 まれ る。

DDXは 今 後 どの都市 に設 置 され て い くのか とい う予 定等 が知 りたい。

民間 メー カー のDDX対 応,八 一 トン ソフ トの 関発 に　 電 電公社 は 更 に協 力 姿勢 を示 して下 さ い。

DDXは 企 業 内オ ン ライ ン での 適用 よ り,む しろ企業 間 デー タ コ ミュニケ ー シ ョンに おけ る適 用 に便

利 で あろ うと思 われ る電 話 加入 制度 の如 き,一 般的 なDDX網 加 入 制度 の充 実 が 望 まれ る。

DDXの 拡張 計 画 を明確 に して ほ しい。(少 くと も2～5年 先 まで)

回線申請に関する手続の簡素化及び期間の短縮を望む。特に専用線からの移行は変更申請程度の手続

で実施可能な様にしてほ しい。

・DDXを 利 用 で きない地 域 が あ る(当 社 もそ の地域)と 聞 い て い る
。

　 したが って,全 く,DDXに つ い て関心 が な い。

・私 共 は現 状 の料 金 が 安 くなれ ば,そ れ で十 分 なの です。

当社 の場 合,沼 津 市 に ホ ス トコ ン ピ ュー タが あるた め,大 阪,名 古屋,広 島等 へ のDDX網 利 用 の た

め に,東 京へ の従 来専 用 回 線 が 必要 とな るの で,ホ ス トとの 直接 接 続 の メ リッ トが な くな る。

地 方局 の早期 の設定 が望 ま しい。

亀デー タ通信 のみ で は料金 が もっ と低 くな る ことが 必要(パ ケ ッ ト方 式)
。

・メ ッセー ジ通信 ,FAX等 との併 用 に よ りDDXの 網 利用 の メ リッ トの向 上 を検 討 した い。
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回線 の相 互接続,共 同使 用,他 人 使 用 に対 す る制 約 が厳 し く,将 来 の情報 シス テ ム(企 業 グル ー プ,

他 企業 との通信)に 対応 出来 な い。 また,DDXサ ー ビス地域 の拡 大 と利 用機 器 に と らわれ ない 伝送

網(電 力 サー ビス の よ うに100Vの 電 源 に コンセ ン トを差込 む だ け で電 気製 品 が使 用 で き る)の 早

期 確立 を望 む。

① 当社 は,大 阪府 門真市 門 真1,006に あ り,DDXサ ー ビス 開 始 中 の主 要4都 市 に含 ま れ てい ます

　 か?

② 現 在 の コ ン ピ ュー タ間通 信(バ ッチ デ ー タ伝 送)専 用線 や公 衆 線 に加 え てDDXを 採 用 した ときの

　 制度 上 の問題 点 。

・サー ビス地 域 の拡張 計 画(時 期,地 域)を 明 らか に して ほ しい。

・サ ー ビス地 域外 で利用 す る場 合 の符 号 品 目相 当 料金 は高 す ぎる。 せ め て半 額 にな らない ものか。

・滋 賀県,大 津市 また は草 津 市 ま でDDXサ ー ビス網 が拡 大 され る時期 は い つ頃 にな るの か?

.DDXの 付 加 価 値通 信 の一 つ と して,異 機 種 間接 続 とい う事 が うた われ て い るが,現 状 で は どの程

度 の事 が で きるの か?

・異 機 種間 接続 に も種 々の レベ ル が ある と考 え られ る。

物理 的,電 気的 条件 での イ ン ター フ ェー ス段 階,プ ロ トコル段 階,通 信 制 御 言語 段 階,OS(オ ペ

　レー テ ィング'シ ス テ ム)段 階,ア プ リケ ー シ ョン言 語段 階 等 が あ る と思 うが,い わ ゆるIBMの

　 ・SNA",富 士 通 のttFNA",ユ ニパ ック のttDCA"等 と呼 ば れ て い るの は どの段 階 の もの

　なの か?(ど の段 階 迄 の イ ン ター フ ェース が とれれ ば"SNA"と 同等 の処 理 が で きるのか?)。

・完 全 な異 メー カー,異 機 種間 接 続 に おい て"SNA"と 同等 の処 理 ので きる時 代 が来 るの で あろ う

　か?又,そ の時 期 はい つ 頃 で あろ うか?

〈;鷲:撚 のない質鴫 つたかも賑 せんカ㍉ よろしくお答えの齢 願い申〉

今 メー カー は 旧式端 末 にHDLCの 手順 を付 加 す るよ り電 電 がBSC等 をサ ポー ト して くれ るの を待

ってい る よ うで あ る。一 方電 電 は希 望 が 多 けれ ば サ ポー トす る と言 い なが ら も時 期 が 明確 で な い。

結局 ユ ー ザ は い つ に な った ら使 え るの か が分 らず,計 画 が立 て られ ない の で 困 っ てい る。

今 の ポー リング シス テ ム(BSC)を パ ケ ッ トに移行 す る場 合,メ ーカー,ソ フF,ハ ード,ユ ーザ ー プ

ログ ラム を どれ だけ変 更 した ら実 現 で きるか は非 常 に分 りに くい 。金 額 的 に メ リッ トが 出 るの か ど う

か も不 明 で これ らの点 が,DDX関 係 者 へ の 最大 の不 満 で ある。

デー ター 通信 ネ ッ トワー ク シ ス テ ム を考 察す る上 で,種 々の制 限 の中 で,CPUとQTEと 云 った二

元的 区 分 が用 い られ てい るが,最 近 の技 術進 歩 に よって イ ンテ リジ ェン ト ・ター ミナル,パ ー ソナル

・コン ピ ュー ター ,ミ ニ コ ンetcが 市場 に 出 され てい るが,こ の場 合,上 記 の二 元 区分 に区 別 す る

の が 困難 な場合 が 起 こる。 区 分 方法(簡 単 な)が あれ ば知 り度 い。

1)回 線 交換 サ ー ビス と公 衆 通 信 回 線(電 話 型)の 適用 領 域 につ い て

2)今 後新 デー タ網 のサ ー ビス区 域 が拡 大 して い くに したが って,利 用 者 が大 巾 に増 え る と思 わ れ ま

す が,現 在 ま での利 用 状況 な らび に利用 形 態 等 の わか る シス テ ム事例 等 を 照会 して ほ しい。
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現在 次 の図 の よ うな形 で 一オ ン ライ ン問合 せ を行 って い るが パケ ッ ト交 換方 式 で も可 能 で し ょ うか
。

　 手順 　 NEACレ ベ ル 、2　A

　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　東 京 支店

●

NEAC
N6300/50N

ACOS250
劔

長野県
　　上田市

・NCU　 MODEM

　　　　　MA型 謬8。/,。N{
大阪支店

■

●

■

1)利 用 の 手引 きで ある以 上利 用 者 の大 きな関心事 で ある料 金 一 覧 表が 欲 しい
。

　 これ が記 述 され て い な いの はオ カ シイ。

　 この た めP26　 2行 目,「 使 用 は安 くす む 」と あるが具 体 的 に イク ラ安 くな るか不 明 で あ る。

2)「 新規 」「従来 」(例 えば表5)の 表現が所々に出て来るが,こ れは何時の時点を基準にしてい

　 るか。一 内容 とか利用法で区別すべきである。
5)所 々嘩 解論 語が出て来る(例 えばデIJミタキ・ラ〃 嵌 め 専用平衡複流回路 俵5))

　一 これらの意味を囲で示すことが望ましい。

〔結論 〕

　 この 「手引 き 」の対 象 読 者 は素 人 が 多 い と思 う。 これ らの読 者 に対 し,本 手 引きは 難解 で ある。又,

料 金一 覧 表 が無 い の は不 親 切 と言 わ ざる を得 な い。 特 にS8-S11は ,も っ と整 理'して欲 しい。

DDXが ハ ー ドウ ェア と してい か な る もの か,そ れ が オ ン ライ ン と して今 ま で の回 線 と どの様 に異 な

るの かの 知識 が な く,イ メー ジ と してつ かみ きれ ない。

コ ン ビ ュ ー 久 ・メー カー 及 び端 末機 メー カー のDDXに 対 す る取 り組 み方
,現 状 等 をま とめた 資料

は な いの か?

手引5頁 の7行 目　応答時間について

　 当社 で はオ ン ライ ン端 末 に おけ るレス ポ ンス タイ ムは5秒 を限 度 として,設 計 を進 め てい る が,パ

ケ ッ ト交 換 に 切換 え た場 合,目 に 見え た著 しい 遅延 現 象 が あ り得 るの か
,ま たそ の程 度 は どの位 まで

覚 悟 して おか なけ れ ば な らない もの なの か。

他都市への拡大予定が知 りたい。

DDXと り わ けPacket交 換ServiceはOn-line　 real　 time　 System　 を 考 え る

上 で非 常 に具合 の よい もので あ り,1Userと して も期 待 す る ところが大 きい
。

ただ料 金 面(1.も っ と安 くな るは ず だ。2 .距離 に よる段 階的 課金 の廃止)お よびServiCe対 象A

reaが 限 られ てい る,等 の問題 が あ る。　Service　 Area外 か らの 加入 とい うのは 現実 的 に は 考

え に くい と思 われ る。(そ の た め にわ ざわ ざ専 用 線 をひ く人 は多 分 い ない だ ろ う!)で きる だけ ばや

く・ で き るだけ広 くAreaを 拡 大 す る こ とを望 む。料 金 体 系 の見 直 しは,そ の 気 に なれ ば 明 日 で もで

きる こ と じゃ ない か し ら。5年 後 の見 直 しな ど とい わず ・即 実 行 してい た だ きたい
。

DDXの サ ー ビスが 現在 限 られ た地 域 にサー ビス され てい るが 全国 ネ ッ トにな っ て来 な い と地 方 企業

の場 合 は利 用 出来 な い。
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低 迷,高 速 の マ ー ケ テ ィン グ間違 った の で は な いか 。早 く利 用 で きる よ うに して欲 しい。55年7月

に 申込 み にい ったにもか か わ らず57年 の 春 ま で待 さ れ るの は解 せ な い。

サ ー ビス の加入 区 域 の拡 大 につ い て,今 後 の予 定 が わ かれ ば知 りた い。

現 在一 部専 用 回 線 に よ るON-L　 NEを 実 施 してい るが,　DATA収 集の ほ とん どがOFF-L　 NE

で 行 な われ て お り,こ れか ら,各 種 回線 サ ー ビス に つい て検 討 を行 う予 定 で あ る。 た だ実 際 には現 在 使

用 して い る機 器 メー カー に方法 等 に つ い ては 最 適 な方 法 を考 え て もち うつ も りで 居 る。

これ は通 常 の電 話 の00入 方法 に比 べ て むつ か しい説 明 だか らで あ る。

年 度 別,サ ー ビス地 域拡 大(都 市 名)の 予定 を明確 に して も らい たい。

DDXの 出現 は,情 報 処理 の発 展 を よ り進 め て ゆ く もの とな ろ う。　NTTも,将 来 の総合 デ ィジ タル

通信 網 サ ー ビス の確立,イ ンホー メー シ ョン'ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス の構 築へ の 実現 化 に力 を入 れ

てい る以 上,DDXの 普 及 は,公 社 と して も必 須条 件 で あ る と思 う。 我 々メーーカー も・ ユ ーザ 利 用 の立

場 に な って,各 種 の効果 的利 用 を検 討 し,適 用 化 を計 って ゆ きた いが.ネ ッ トワー ク設計 を行 う上 で

必 らず 相 互接 続 の クー ス と,共 同/他 人 使 用 の利 用 形 態 に 当 って くる。

今 後潰 協会 僻 心 とな り,ユ ー ザ の協 加 びメーか の支 援(出 来 る こ とな ら)を 得 て・ 制度 面の 改

善要 求 を行 って頂 きた い。

NPTに 関す る料 金 体 系 と接 続 プ ロ トコル(NPT)に 於 け る リス トリク シ ョン等 が不 明確 で あ り同

項 目に関 す る資料 がほ しい。1

現 在実 施 して い るオ ン ライ ンは営業 所 に あ わせ て60km迄 の近 距 離 で あ リマル チ ドロ ップ で ある ので

DDX利 用 の方 が コス トUPす る こ とが判 明 し検討 を途 中 で 中止 した のが実 状 です。

専 門 用 語 の理 解 に とぼ しい。 自社 で現 在使 用 してい るが,外 部 企業 に全面 的 に ま かせ て い る ので,ど

うい う状 況 に な って い るの す らわか っ てい ない状 態 です。

当 社 に おい て は,札 幌 市 内va　7店 と生鮮 セ ン ター を持 つ ロー カル スー パ ー で,今 まで コ ン ピ ュー ター

を使 用 して来 た が,ど う して も後処 理 的 な様 相 を脱 し得 ない。

店,セ ンター 等 を結 ん だ ネ ッ トワー ク シス テ ム,補 充発 注 シス テ ム等 の構 想 を もっ てい るが,費 用,

運用,管 理 面 で,よ くわか らない為 不 安 が あ る。

迅 速,入 力 の分 散 等,メ リ ッ トと,営 業 面 での ツール と して の活用 等 評価 期 待 して い る。

バ ケ ッ ト交換 に おい て,バ ケ ッ トの分解'組 立,又 バ ッフ ァの待 時間 等 の計 算 式 を教 え てい た だ きた

　いo

四 線 交換 パ ケ 。 トと も今 後 のサ ー ビス メニ ・一 と して同報 通信 ・ 代 行受 信 を掲 げ ぼ りま した が'

　 　実現 の見透 しは ど うです か 。

　 2.料金 が も う少 し引 下 げ に な らない だ ろ うか。

　 5.遠 近 間 隔差 を縮 小 して欲 しい が ど うだ ろ うか。

　 4.サ ー ビス地 域 を早 期 に拡大 出来 な い だ ろ うか。　 　 　 　 　　 　 　 　 　 .

5.聞 くところ に よ る と申請 か ら認 覗 で5胡 近 くを要 す る との事 です が 溝 定 通 信 回 線 で2胡 位)

　 　 もっ と早 く出来 ない だ ろ うか。

　 デ ィジタル 回 線 が発 表 さ れ た頃,回 線 サ ー ビス(従 来 の特 定 回線 の使 い方)が あ った が,い つ の ま に

　 か発 表 され な くな った。 デ ィジ タル回 線 で 従 来 の特 定 回線 の使 い方 が で きれ ば 良 い と思 わ れ る。
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データの蓄積を行なっている局交換設備が故障 した時,デ ータの安全性は?

当庫 のデ ー タ網 が 狭 いた め 当面 パ ケ ッ ト交換 等 の サー ビス は必 要 な い と思 われ るが,他 金 融機 関 との

ネ ッ ト業 務 が導 入 されそ の 範 囲が 拡 大 され るにつ れ て 当然 利用 の方 向へ 向 う と思 われ る。

金 融機 関等 で現 在 利 用 され てい る業 務(ア プ リケ ー シ ョン)等 につ い て知 りた く思 い ま す。

1.パ ケ ッ ト交換 サ ー ビス利 用例

2.回 線交 換 サ ー ビス利 用例

DDXの 料金は もっとユーザ指向の ものが出るのではないかと考えていたが発表されたものは現在

の各種料金 との比較を考えて料金がきめられているような感じを受ける。更に低料金化を望む。

当行は地方支店が多い,D7回 線によリモデムを購入 してしまったので音声応答システム等で使いた

い。要検討事項

・諸外 国 に くらべ て 回 線料 金 が高 す ぎる。

・デ ィジタル伝送 技 術 に よ り料金 は数 分 の1に して もよい筈 。

　 (1本 の 電話 回線 あた り5借 位 の伝送 能 力 が あ る筈,し か も機 器 の値 段 もデ ィジ タル 化 に よ って安

　 くな る筈)

・接 続 制約 の緩和,デ ー タ通信 制度 の見 直 し。

・VANの 問題(競 争 原理 の導 入)

　以 上 の 問題 解決 の上 で

・全国 均一 料 金 制 を実 現 してい た だ きた い。

な お諸 外 国 の例 でオ ン ライ ン ・バ イ キ ング な どの大 量 デ ー タ処 理 で もパ ケ ッ ト交換 で や って メ リ ッ ト

を享 受 してい る よ うで ある。

1.回線 交換 とパ ケ ッ ト交 換 の課 金 要 素 は違 うが,そ れぞ れ どち らか のサ ー ビス を受 け るに 当b,特 定

回線 との経 済 比 較 を ど う計 算 すべ きな のか?　 又,通 常 利用 す る場 合 の形 態 は リア ル タ イ ム,RJE

,TSSと 複合 して利 用 す るケー スが 多 い と思 うが,回 線 かパ ケ ッ トか ど ち らにす るか の判 断 基 準 を

計数 的 に と らえ る方法 が知 りた い。

2.今 後 のDDXサ ー ビス地 域 の拡 大 計 画 の明示

3吟 後 のDDX付 加 サ ー ビス の 実 施計 画 の 明示

この資料 「DDX利 用 の手 引 」に よ り,従 来 の知 識 が大 分補 強 さ れ,感 ちが い してい た点 も明 確 に な

った。 今 後 のオ ン ライ ン'シ ス テ ムで は営業 店 側 で のOAも 考 え る必要 が あ り「電子 メー ル 」やパ タ

ー ン情 報(印 カ ン照合 等) ,「 日本 語処 理 」還 元 資料 のオ ンラ イ ン化等 々,従 来 の回 線 で は不可 能

(情 報 量 が 多 い)だ った ア プ リケ ー シ ョンが考 え られ る。

　 た だ,地 域的 にサ ー ビス が実 施 され て ない とか 近 距 離 は コス ト高 で あ る点 を何 とか 改善 してい た だ

けれ ば,当 行 の よ うな小 規 模 シス テ ムで も,よ りきめ細 か なサー ビス が可 能 とな り,先 発 ユ ー ザ に

遅 れ を とる事 もな くな る と思 い ま す。

　従 来,DDXの キ ャンペ ー ンは,と もす る とメー カー 向 け,ま たは メー カー まかせ にな って い る よ

うに 感 じます が,一 般 に ユ ー ザ 向け,(少 く と も,オ ン ライ ン実 施 中 ユ ー ザ)に 各 種 説 明 資料 な

り説 明会 を実 施 してい た だけ れ ば あ りがた い の です が,よ ろ し くお願 い します。

サ ー ビス 区 域 が現 在7都 市 とされ て お り,順 次増 してい くとの事 で あ るが具 体 的 に どの都 市 が い つ頃

ま で とい う様 に示 して も らいた い。(現 在オ ン ライ ン化計 画が あ り,回 線 構成 で悩 ん で い る為)
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遠 近較 差 の 少 な い料金 体 系 とな っ ては い る もの の,1オ ク テ ッ ト単 位 の料 金 は決 して安 くない。

貴 協会 か らも強 力 に要 望 して 頂 きたい。

科金上か らのアプローチでは,全 面的に特定通信回線にとってかわり得るものとなりそうもない。

むしろ,特 定の符号線が今後の本命の様に考え られるが?　 DDXは 公衆回線の改訂版か?

DDXサ ー ビス地 域 の よ り一 層 の拡 大 を望 む。

技 術 革 新 を背 景 に,有 利 なサ ー ビス を提供 す る とい うこ とで,米 国 の話 か ら類 推 して何 とな く従来 か

ら使 用 して い たア ナ ログ回線(D1)が デ ー タ通信 利 用 面 で陳 腐 化 す る程 か と期待 してい た。

つ ま り,経 済 性 か ら見 て,問 題 な く(ど の サー ビス が有 利 か な ど考 え る必要 もない程)安 くなけ れ ば

な らな い し,で き る筈 だ と思 う。

特定 通 信 回線 を回 線交 換 サ ー ビス に切 りか え た場合 回 線接 続 に要 す る時 間 が よ くわか らない。 接 線 に

時 間が か か るの で は,リ ア ル ・タ イ ムのオ ン ライ ン には不 向 き と思 われ るが … …。

当社 のデ ー タ伝送 は,現 在特 定 回線(D-1規 格,東 京 一 大阪)に よ ってい るが,現 状 では非 常 に

安 定度 が高 く(回 線 途 中 の介 在 が ない)。 又,伝 送 す るデー タ内容 に適合 してい るた め,あ え てDXX

に有利 性 が 見 出せ ない状 況 に あ る。

ベ ー シ ック手 順,且DLC手 順 の既 設 端末 をそ の ま ま でバ ケ ッ ト交 換 網 に加入 す る と制御 信 号 に も課

金 され るた め,使 用 料 金 が高 くな り,利 用 しに くい。

今 後,こ のDDXは 今 まで のア ナ グ ロ型 伝送 に変 わ り,い ろい ろの 方 面 で利 用 され て行 くの で し ょう

が,当 面 の問 題 と しては や は り料金 ・サ ー ビス エ リア の面 で 気 にな りま す。

科 金 面 では,こ れ ま での 回線 よ り高 い面 安 い 面 あ りま す が,一 番 抵抗 が あ るのは基 本 科 で す。 月 間の

使 用量 が少 な く端 末 数 が多 い場 合 この基 本 料 は無 視 で きな い程大 きい と言 え ます。

,サー ビス エ リア は今 後増 え て行 くの で し ょ つが,現 状 で は利 用範 囲が 限 られ て しまい ます 。

前間 に もあ りま した が,制 度 問 題 が ど うな るの か さ っぱ りわか りませ ん。

1.現 在 サ ー ビス 中のDDXに つ い て,サ ー ビス地 域 の 拡張 計 画(時 期 と場 所)の 早期 公 開 を要 望 す る。

2.今 後サ ー ビス予 定 のDDXに つい て の計 画 の早 期 公 開 を要 望 す る。

5.一 般の ハ ー ドウ ェア価 格 の低 減 に見合 った 水準 で変 復調 装 置等 の使用 料 金 の値 下 げ を要 望 す る。

4・デ ー タ通 信 の一 層 の発 展 の た め,通 信 料 金 の値 下 げ を要 望 す る。

地 域 ご との サ ー ビス 開 始ス ケ ジ ュー ル が不 明 確。

シス テ ム開 発 計 画 に おけ るネ ッ トワー ク の位 置付 け は,周 知 の ご と く年 々重 要 な もの に な って い る。

ネ ッ トワー ク'シ ス テム に使 用 す る回 線 の種 類 選択 作 業 は,直 接 の コス トで あ る回線料 金 の比較 及 び

システ ム の処 理 方式 上 の制 約 とい う大 きな基 準以 外 に 回線 の 申請 ～ 開通 期間 及 び サー ビス計 画(地 域

制 度)と い う不 安定 な要 素 をか か え てい る。

　 DDXが 公 衆 網 と して の使 命 を担 うな らば,こ れ らの不 安定 な要 素 を明 確 に し,改 善 す る こ とが必

須 で あ ろ う。

ネ ッ トワー ク を組 み入 れ る計 画 もな く,そ の効 能 につ い て も興味 が な い。 従来 の ネ ッ トワー ク につ い

て の検 討 もな い ので は,新 しさ を強調 され て も意 が くみ とれ な い。
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1.京都 大学 大 型 計 算機 セ ンター では,現 在,DDXパ ケ ッ ト網4,800bps1回 線 に 加入 して い る

が,京 都 市 内 が 加入 区 域外 で あ るた め,大 阪 ま で専 用 回線 で接続 して い る。48Kbpsで 加入 し

たい が,区 域 外 で経 費 面 で困 難 で ある。 京都 市 は 次期 の拡 張 区域 の一 つ にな っ てい る と聞 いて い る

が,ぜ ひ と も早 急 にDDXパ ケ ッ ト網 の 加入 区 域 を拡 大 してほ しい。

2.コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワーク にDDXを 使 用 す る場 合,異 種 回線 との相 互接 続 は 不可 欠 で あ るの で

　 もっ と容 易 に相 互接 続 が で きる よ う制度 面 の改 善 を進 めてほ しい。

(1)相互接続,網 間 接続 等 に つ き,近 い将来 どの よ うに な るの か。

② 料金 即知 機 能 の サ ポー トは?

⑤ 閉 域 サー ビス にお い て,発 信 課金,着 信 課 金 の混用 を可能 と して ほ しい。

教育面への情報伝送は一般社会 に比較 して最後にやってくると思われます。

各学校へ端末機を置いて,必 要な情報が直に引き出せるCMIシ ステムの開発が必要であると思いま

す。現在 このCMIに ついて考えている機関をご存知であればお教え願えれば幸です。

回 線交 換 に しろ,パ ケ ッ ト交換 に しろ,NTTも 利 用 者 も,か な りの設 備 を用 意 す る こ とに な るの で

あ るか ら,多 くの利 用 面 が ひ らけ て ゆ くよ うに配慮 し,利 用 し易 い もの に して,料 金 な どの点 も,も

っ と考 え た らど うか。

DDXに ついてのサービス地域の拡大を早期に実現 して欲しい。また,現 行の付加使用料は専用線利

用と全 くかわらず利用に経費問題 との関連で早期に利用できない。

従って公社は早急に年次別のサービス地域の計画を示 して欲 しい。

当 セ ン ター で は,オ ン ライ ン文 献 検 策 を各 地 に設 置 した アク セ スポ イ ン トに公 衆通 信 回 線 を通 じダイ

アル ・ア ップ して接続 し,端 末 側 は 音 響 カ ブ ラを通 じて デー タ の送 受 を行 な って い る。

公衆 通 信 回 線 の他 人使 用 の ケー ス とな る。 東京 以 外 の ア クセ ス ポイ ン トでは各 地 の支 所 に設置 され た

TDMに よ り特 定 通信 回線 と公 衆 通信 回線 を相 互接 続 した他人 使 用 で公社 と契 約 してい る。

これ は,1)公 社 との使 用契 約 な しに,だ れ で も ど こで も計算 機 にアク セス で きる。(カ プ ラ使 用 の

　　 　 　　 た め)

　　 　 　 2)ア ク セス ・ポ イ ン ト← →計 算機 の通 信 料金 を当 セ ン ターが 負担 す る こ とに よ り,地 域 の

　　 　 　　 '情 報 格差"を 少 しで も吸収 す る。

た めで ある。

DDXの 加 入 は,

　　 　 　 1)パ ケ ッ ト交換 網 と公 衆網 の接 続,こ れ はデ ル ミタク ラスS・よびPADの ウ ィン ドサ イズ

　　 　 　　 とい う話 よ り,ど の よ うに今 後展 開 す るのか。.

　　 　 　 2)デ ー タ通信 料 金 の 低減 あ るいは 課 金方 式

とい っ た技 術 よ り制度 の問 題 に 見通 しがつ いて か ら本 格 的 に技 術的 な検 討 をメー カー を含 めて行 な う

こ とに な ろ う。

利用の手引き　 P25　 最下段　網制御装置(NCE)≒ 〉(NCU)
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{1}料金についての質問

　　　バケット交換サービスは,特 定通信回線の料金体系とは異なり従量制 となる訳であるが,こ の

　　　ことは,今 まで料金の遠近格差を設定していた特定通信回線の料金面におけるデメリットを全

　　　く否定することになり,今 後両サービスが併存 した場合に両者の料金均衡調整はどのようにす

　　　るのか。

②制度問題

　　　情報処理は,ハ ー ドウェアの大幅なコス トダウンによって従来の集中処理方式から分散処理方

　　　式へ と移行 し,コ ンピュータ通信のネットワークを形成 しつつあると同時に,さ らに情報,、通

　　　信の高度利用を目指 しシステムの総合化さらには複数 コンビュー久 ソフ トウェアの共同利用,

　　　データベースの共用等へ とニーズは,多 様化 している。

　　　 これらの点か らみて,従 来 より問題 となっている特定通信回線における

　　　(1)　2社 以上の共同利用　②他人使用　 (3}異回線 との相互接続の場合の認可規制の緩和について

　　　さらに検討すべきと思われる。

　　　又,こ れまでの公社の一元的な通信回線管理についてもある程度の機能分担を行なうなど回線

　　　開放が必要。

(3電話網の普及により誰でもデ ータ通信 の恩恵を受けることが可能になった。しかし,ま だまだ一

　 般大衆に簡単に使用できるといったところまでは程遠い。

　今後,コ ンピュータの大衆化を目指 し安 くて質の良い情報サービスを望みたい。

■

一般的に説明文が解 りにくい。

　　　理由　①むりや り日本語にしている。

　　　　　　②語意だけにとらわれ文章表現がひどい。

　　　　　　③名称に"回 線"と'交 換"を 多用 しすぎるので全てひびきが同 じでおぼえにくい。

　　　　　　④公社独自の表現をさらって使用する。

　　　　　　　 ("自 営1"直 営7"網7一 般ではあまり使用 しない。)

　　　　　　⑤説明文と規則書とをとりちがえているのでは。

　　　　　　　法律的な表現を考慮されたら読む側はたまらない。

このサービスが発表されて初めて利用を考えるユ ーザ もいるの だから,以 前からのものを前提とし

た説明はナンセンス。

　　 (例)　 X21　 ×20　 インターフェース

　　　　　　符号品目

o

戚
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Q1-2

⑧　 各種 サー ビスの 使 い わ けの ご質 問,ご 意 見

　　 (S1～S3)

パ ケ ッ ト交換 は,従 量 制 で一 見安 くみ え るが,128オ ク テ ッ ト単位 の課 金 だか ら気 をつ け ない と損

す る こ とが ある。

回線 交換 サ ー ビス は従 量 制,パ ケ ッ ト交換 サ ー ビス は情 報量 に よ る課 金 と あるが,従 量 制 とは回 線 の

保 留 時 間 とみ な して よい か。

用 語 の 意味 が判 らな いの で答 え よ うが ない。

「DDX利 用 の手 引 き 」ではDDX交 換 サ ー ビス と公 衆通 信 回線 との比 較 が 分 らない。

まだ,DDXを 利 用 した い との 手 ごた えが,自 分 自身 湧 い て こな い。

特定 通 信 回線 とパ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス の比較 が欲 しい。

なん の 目的 でDDXが 必 要 とされ て い るか.そ れ をず ぱb現 状 と比較 して説 明 して くれ な い とわか ら

ない。

ア ン ケー トでは,資 料 が あ ま りに も多 くて理 解 す るの に時 間 が かか った。

新 デー タ網 と公 衆 回 線,特 定 回 線 の相 互接続 は どの よ うに考 え た ら良 いの か。

料金 表 が な いの で各caseの 料金 の試 算 が で きない。

た だ し,S2,　 S　5に つ い て回 線網 形 態 と制度 に よる分類 との適 用 領域 比 較 の た め,　S　2,　 S　5が は

っ き り しな い。

回線 交 換 サー ビス と公衆 通 信 回 線,パ ケ ッ ト交 換 サー ビス と特定 通 信 回線 の 比較 。

実務 運 用 を考 え る と,電 算 機 メー カー との双方 か ら説 明 が欲 しい。

日常 は電 算機 メー カー の 指導 援 助 で電 電 公社 に対応 して い る。

1)P10の 表(表2)

　 　 「1月=25」 と見 な した こ とを 見 易い所 に記す こ と。現状 ではP11の 算 式 中 に記 され てい る。

2)P14　 注1)

　 　 25日/月 一 は不要,単 に25日 とする 。

　 　　 　 　　 　 　　 　 　基 　本 　 料5)p14　注1)　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　
→ 分数 は誤 り?

　 　　 　 　　 　 　　 　 (22000円)

しか し,符 号 品 目 とか 帯域 品 目 とか,素 人 には分 りに くい言 葉 が 多過 ぎる。

Q1-2に 関 して も具 体 的 な例 にふ れ て い ない ため,良 く理 解 出来 ませ ん。

現 在半 経150km以 内 に約30支 店8回 線 分枝 方 式 で特 定 回 線 を使 用 して い ます が コス ト計 算 の比 較

の仕方 が分 らな い。
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回線交 換 と公衆 通信 回線 の経 済 比較 も必要 。

料 金 の 算 出 に当 り.少 し細 か くな るが,Xシ リー ズ かVシ リー ズ で加 入 す る時 の 料金 算 出 の違 い も考

慮 す る必要 が ある。

現 在員 体 化す るま で には至 ってい ません ので,表 面 的 な理解 と して回答 します。(以 下 同一)

従 来 当社 に於 い て あ ま り実 用 性無 い と して興 味 が なか った。 近 日中一 度 セ ミナ ー(デ ー タ通 信 協 会 ・

主 催,に でも出席 して基 礎 知 識 の 習得 に努 め たい。　 　 　 '

D-1回 線 の回 線 障害 時 に おけ るバ ック ア ップ と して回 線交換 サ ー ビス を検 討 して お りま すの で,詳

細 につ い て知 りた い。

　 1.機 器接 続 系統 につ い て　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 .

　 2新 に必要 とな る機 器,設 備等 と直営,自 営 の区 分,価 格 につ い て

　 5.加 入 手続,料 金 等 に つ い て

当 庫オ ン ライ ン システ ム の概 要

　 D-1回 線 で銀行 業 務 をオ ン ライ ン処 理 　 本 支店 数49力 店 　 回 線数62回 線

　 モ デ ム イン ター フ ェー ス　 調 歩 同期 方式 　端 末 機500台 　 デー タ量6～10万 件/日

現在 は料 金 を主 と して使 用 方 法 を考 え る こ とが先立 つ が将 来 は 内容 を主 と して利 用 を考 え たい。

今現 在 特定 通信 回線 を使 って,オ ン ライ ン を行 っ てX・りま す。 表 に な って い る1日 あた りの使 用時 間

とい うのは 回線 がOPENさ れ てい る時 間 の こ とを指 して い るの か。 又 は 実 際 にデ ー タが 送 られ て い

る時 間 の事 を指 してい るの か?

当所 で は既 に適 用可 能 性 に つ い て検 討 してみ た が,料 金 が 高 い の で全 くメ リ ッ トが なか った。 ア メ リ

カ と比較 した場 合使 用 上 の制 限 とか料金 な どに問題 あ り。

当行 での利 用 の メ リッ トが な い と思 われ る。

P14　 注1.月 額 使用 料 の計 算 式 は誤 りと思 う。　 月額 使 用料=基 本料(22,000)+月 額 送 信料

14P　 (注1)　 算出式

　Oパ ケ ット交換サービスの算出式中の基本料は明訳されているか。
　　　　　　　　　 基　本　料 ←?　　　　　　　　　　　　　　　　十月額通信料　　

月額の使用料=　　　　　　　　　 (22
,000円)

しか しなが ら,両 方 のサ ー ビス を必 要 とす るケ ー ス も多そ うに思 わ れ る。

現用D1回 線 をDDXに 置 換 え る メ リ ッ トの ない こ とを再確認 で きた が,当 社 が将 来DDXを 利 用 で

きる よ うなア プ リケ ー シ ョン は思 い つ か ない の で,ど れ を どの よ うに使 い わ け るか は,そ の時 に な っ

て み ない とよ くわか らな い。 各 種 表 の意 味 も,よ くくみ とれな い。

将来,特 に近 距離 にむ い て,DDXと 公 衆 通信 回線網 の関係 が どの よ うにな って ゆ くのか 見通 しを知

りた い。

従 来 のサ ー ビス と新 しいサ ー ビス では

　 　 回 線交換 サ ー ビス ← 一→特 定通 信 回 線

　 　 パ ク ッ ト交換 サー ビス ← →公 衆 通 信 回 線

の よ.うな対 応 ずけ を考 え て よい の か。
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ユ ー ザ に とって一 番 の 関 心事 で あ る回 線料 金 につ い て 「手 引 き 」で は理解 し易 く記述 され て い る。

DDXに よ9,利 益 を うけ る領 域 は,か な り限 られ て居 り,全 く期 待 外 れ で あ る。

パ ケ ッ ト交換 にお け る伝 送 遅延 時 間 は最 大 どれ位 を見込 めぱ よい の か。

特 定 通信 回線(符 号 品 目)の 月 額 使 用 料算 出式 の うち,4線 式 加 算額 とは何 か。

金 額 は どれ位 なの か。

パ ケ ッ ト交換 サ ー ビス 中の4項 の異 速 度 間通 信 が可 能 とあ るが,ユ ー ザ 側 で は どの よ うな事 に考 慮 す

る必 要 が あ るのか。

公 衆 通信 回線(電 話型)の 使 用料 金 計 算 モ デル の説 明(12ベ ー ジ)で,「 通 信 密 度 」の定義 と して

「回線 を保 留 してい る時 間 内 に実 際 に情報 を伝 送 す る時間 の比 」とあ りますが,「 課 金対 象 の時 間 内 に

実 際 に情 報 を伝 送す る時 間 の比 」とす べ きで は ない で し ょうか 。

①表2の 意 味 わ か らず。　 ② 符号 品 目 とは?

経 済 的 な比較 は よ くわ か っ た。 もっ と根 本 的 な,各 種 サ ー ビス の方 式 を説 明 して ほ しい。

●
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Q1-2

⇔　使いわ け判断に必 要な 自己デー タ

実際 の検 討 例 が欲 しい。

通 信密 度 とは何 か。

　　 ・伝送 制御 コー ドやパ ケ ッ ト通信 上 必要 な コー ド等 を含 むの か ど うか。

　　 ・含 む とす れば,実 効 デー タ に対 す る比 率 又 はパ ケ ッ ト当 りの 比 率 を知 りた い。

デ ー タ整理 に あた っ ての チ ェ ック ポ イン トの ㈲,(6),{7}vaつ い て,実 際 の数 値 を算 出す る方 法 が わか

　 らな い。

異 種 回線 との接 続,他 人 使 用 の 制御 等 を解除 して欲 しい。 現 状 並 で は不 満 とい え る。

① ～ ⑦ の項 目は わか った が,こ れ らにつ い て のdata集 め方法 は難 しい。

　推定 に必要 なデ ー タ無 し。

　 この 種 のデー タ を調 査 す る事 が むず か しい様 に思 われ る。'

　表4の チ ェ ックポ イ ン トの内 ど うい う組 み合 せ の とき どん なサ;・一ビス が最 適 か の標 準 的 なサ ン プル デ

　 一 夕が 欲 しい。

　 自己デ ー タ の分析 を ど う した らよい の か,集 め て も判 断 が む ず か しい。

　 表4{6},(7}に つ い て のDDXの サー ビス度 が わか らない。

　 必要 な 自己デー タは分 っ たが 実 態 は正 確 に つ かむ の はむ ず か し く,実 際 に使 ってか ら確 定 す る もり で

　 ある。

　 トラフィック量の考え方また基本的計算方法等御教示下さい。

　詳細については,実 際の地域別に料金表を当てはめ試算 してみたい。

　 データ伝送密度?

　 そ の上 限 は1.0と 考 え て い い のか(リ モー トバ ッチ処 理,フ ァイル 転送 等)

　 inquiry　 response　 systemの 場合 ・具 体 的 に どの よ うに求 めれ ば よいの か・ よ くわか らな

、　 いo

　 回 線交換 又 はバ ケ ッ ト交 換 サ ー ビスの 使 い分 け は主 に料 金 面 を基 準 に判 断 す る こ と とな ろ うが,対 公

　 社 交換 機 の能 力(ユ ーザ トラフ ィック量 で推 定)で 問題 視 され る懸念 が あ る。

　 現 状 分析 よ り出発 して将 来 予 測 に よ り判 断 し余 り間 違 い は ない の では ない か と考 え る。

　 既 に検討 済 で ある。

　 定量 的 な判 断 方法,基 準 が事 例 と して あれ ば,あ りがた い の で すが。

　 1.ト ラ フ ィ ック調 査 の最 も一 般 的 な方 法 は,ど ん な ものが 考 え られ てい るの か。

　 2.ト ラフ ィ ック調査 の為 の測 定機 と しては.一 般 に どの よ うな もの が使 用 さ れ てい るの か。

　 5.デ ー タ伝送 密 度 の一 般 的 算 出式 は?
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必要 なデー タが何 か は わ か るが,そ の デー タの収 集 方法 が 非常 に難 しい と思 う。 で きれ ば収 集 の一 般

的方 法 に つい て知 る こ とが で きれ ば良 い。

ホ ス ト'タ ー ミナル コ ン ピ ュー タ の メー カー の対 応度

(プ ロ トコル,ハ ー ド,ソ フ ト上 の イ ンタ フ ェース,シ ス テム設 計 サ ポー ト)に 問題 は な いの か,よ

くわ か らない。

回 線 の メニ ュー が増 え た こ とは望 ま しい こ とで あるが,こ れ を どの様 に利 用 す るか,利 用者 側 で の選

択 が問題 に な って くる。 利用 者 は これ まで以 上 に 自オ ン ライ ン シス テ ム のデー タ量,接 続時 間 等 の把

握 が 必須 に な って くる。　 　 　 　 　 '

基 礎 デー タ を集 め て も,ま た,そ れ に よ り判 断 した と して も,な にか,あ い ま い さが残 る よ うに 思 え

る。 もっ と明確 に選 択 で きな い もの で あ ろ うか。

「手 引 き 」のチ ェ ック ・ポ イ ン トは的 を得 てい る。

当 所 では,あ ま り利 益 につ な が らな い こ とが わか っ た。

●

b
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Q1-2

① 　制 度 問題 の ご質 問 、

相 互接 続,他 人 使用 につ い て は もっ と制 度 を緩和 して ほ しい。

新 デ ー タ網 サ ー ビス の加 入 回 線 と異 種 回線 との 相 互接続 の形 態 が不 明確 で ある事 は,サ ー ビス地 域外

な どの 地区 に通信 網 を設 け る場 合 具 体 的 に検 討 す るに あた り,結 論 に到 達 す る迄 時 間 が かか りそ うで

ある。

S54年 技 術局 編 の 「デ ー タ交換 技 術 の動 向 」の25ペ ー ジの特 徴 を見 る限 り,　DDXは 公 衆 網(通 ・

信 回 線利 用 の制 限 の 緩和)と 明記 され て お り,ま た,昭 和55年 公 社 編 の 「新 デ ー タ網 サ ー ビス の あ

らま し」では,デ ー タの長 短 ・密 度 に よ ってC.SとP.Sを 総 合 してDDXを 利 用 す る事 を勧 めて い

る。 これ らの資料 か ら,C.S,P.S,従 来 の公 衆 網 との間 では 相 互接 続 の問題 は無 い と判 断 してい た

が,最 近 の情 報 で は,こ れ らの 間 で は相 互接 続 と して郵 政大 臣の 認可 対 象 に な る とい う。 いつ か らそ

うな った のか?な ぜ か?

一台の電子計算機に異種回線を接続 している場合はすべて相互接続になるのか?　 データの流れがあ

る か ない か な ど調 べ るの は 困難 だ と思 うが。

異 種 回線 との相 互接続 につ い て も原 則 的 には認 め るべ きであ る と考 え る。

「他 人使 用 」の こ とば の定 義 が よ くわ か らない。 も う少 して い ね い な説 明 が ほ しい と ころ。

・個 別 認可 条 件 が不 明 で あ る。 ・「内 容 を変 更 す る こ とな く… …係 る場 合 を除 き 」如 何 な る理 由か理

解 で きない。

他 人 使用 の定義 が よ くわ か らな い。

従来 で もそ うで あ った が認 可 申請 手続 きが面 倒 であ り,時 間 が か か り過 ぎ る。 もっ と簡 略 化 して欲 し

いo

●他 人使 用,共 同 使用 申込 み に おけ る運 用 形 態(業 務,処 理 内容)の 表 現 につ い て,決 った形 式 又 は

サ ンプル が 欲 しい。

　・個 別 認可 にな る場 合 の期 間 の短 縮 。

何 故 厳 重 な統 制 をす る必要 が あ るの か,そ の根 拠 が一 向 に わか らな い。

端 末(公 社,そ の他 の メー カー)の 取 扱 いが よ く判 らない。

　 ・標 準 インターフェースを有 す る端 末 につ い ては,フ リー に使 用 した い。

現 実 に特定,公 衆 回 線 を利 用 して い る所 で は この点 をは っ き りさせ てほ しい。

　 S7　 DDX=公 衆 網,従 っ て他人 使 用 で ある と理解 して いた が 正 しくない か?

実 際 の情 報 シス テ ム運 営 上 に は別会 社(他 人)と の間 の業務 提 携 が 頻 繁 に有 り,資 産税 の関 係 か ら端

末機 も別 会 社所 有 にな って い る。 同一 会 社 で も別 会 社 間 で も同様 の取 扱 い(FAX・TELEX)の

方が ユ ーザ と して は有難 い。
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下 記 の様 なネ ッ トワー ク は認 可 とな るか。

販売会社

[コ

㌘

　 　 コ

ロ

●

1

問合せ ・情報検索業務において

札幌管内の販売会社,小 売店は(東 京管内の)DDXに 加入し,各 札幌営業所の(東 京支店)中 継 ・

端末装置に接続 し,大 阪まで,既 設特定通信回線にて問合せデータを送 り逆ルー トにて答えを返すも

のとする。

データ通信専用でありながら共同使用,他 人使用の制度上の問題が公衆通信回線と同じ。

1)P223行 目

　「内 容 を変 更 す る こ とな く… … を除 き 」の理 由 一 技 術 的 と政 策 的の 両 面 よ り

2)P22

　「他 人 使用 」の定 義 と具 体 的 な例 を記 して欲 しい。　 専 門家 には 分 っ てい て も,一 般 には分 り難 い。

質問　 (例)

　大阪～東京間に1-t　 規格回線(特 定通信回線)が あり,東 京～千葉間をDDX(回 線交換)で

　接続可能か。(将 来的に千葉にDDX網 がサービスされた場合)

◎新データ網サービス(DDX)を 効果的に利用するためには,特 定(又 は専用)回 線,公 衆回線 と

　の相互接続が必須的と思 う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　 '

◎他人使用,共 同使用時のメッセージ,ス イッチング的データの流れの取扱い等。

上記2点 の利用形態に対する制度の改善をユーザの立場として,積 極的に推進 していただきたい。

従来相互接続の認可は申請 してか ら6カ 月～10カ 月位かかっているが,DDXも 含めたこの種の期

間短縮を鉛願いしたい。

技術の進歩に制度が追いついていない感 じがする。

・情報処理については相互接続 ,他 人使用の制約は大巾に緩和すべ きである。

　 この制約はわが国の情報処理の発展を阻害する要因となっている。
・ユーザは回線交換 とパケット交換を切替えて使用 したいが基本料等を一方で払えばすむように考え

　 られたい。
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今 後オ ン ライ ン提携 が進 ん でい く傾 向 に あ るの で,自 由 な接続 に つ い て積 極 的 に推 進 して いた だ きた

いo

相 互接続,他 人 使用 の使 用 制 限 を緩和 す る よ うに,ユ ー ザ ー側 と して も組 織的 に 申 し入 れ をす るべ き

だ と思 う。

同じ企業グループで・受託して業務を処理 している場合・相手側は他人使用になりますか。

異種回線との相互接続の取扱いの簡素化を望む。

1.異種回線との相互接続について

　郵政大臣の個別認可が認められるであろう。例(あ るいは認められないであろう例)を 示 してほ し

　 い0

2付 加 サー ビス につ い て

　 閉域 接続,相 手固 定接 続 を利 用 す る こ とに よ り.制 度 上 の問題 に影 響 が で るか。

説 明文 を読 み ま して も,具 体 的 業務 を想 定 した場 合,そ れ が認 可 さ れ る のか,ど うか 良 くわか りませ

ん。

公 衆通 信 回 線 と同様 の取 扱 い で あれ ば,他 人 使用 とい う限 定 した 申込 み は不 要 で は ない の か。(不 勉

強 で申 しわけ あ りませ ん)

(DDX以 外 も含 めて)

郵政大臣の個別認可は,一 般に申請～開通までの期間が長 く,ユ ニザのシステム開発計画に大きな影

響を与えている。 これは日本の情報処理の発展を妨げている一因であると思 う。

特定回線,電 話交換回線 との接続については無条件 とすぺきである。

相変 らず制度面の制限が強 く,そ れが情報データ伝送の発展のネックとなっており,ま すますひどく

なるのではないかと心配 している。

「内容を変更することな く情報を媒介する電子計算機の本体の使用に係る場合 」は他人使用契約が認

められないとあるが,ど の程度データの内容を変更すれば他人使用が認められるのか。

制度を述べるのと制度を説明するのは文章表現がちが う。解 りやす く説明してほしいものである。

契約書や規則書ではないのだから。

●
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Q1-2

①　 DDXと の接 続 の ご 質 問,ご 意 見

但 し端 末機 器 の供 給 側(メ ー カー)に 対 す る提示 資料 と して。(だ い たい わか った)

電算 機 のJOBに 合 わせ て 自動 発 信,接 断 を どの よ うな指 令 で や って い くのか とい うの を知 りたい。

(リ モ ー トバ ッチ な どに おい て)　 後 日メー カLに は 聞 こ うと思 っ ていま す。

P.42　 ウの項 に関 し,「MODEMを バ ケ ッ ト交 換用 … … 」何 か条 件 力1あれ ば具 体 的 に知 りた い。

パ ケ ッ ト交換 の とき　 PVCの と き相 手 端末 との 接続 に要 す る時 間が知bた い。

機 器製 造 メー カー が理 解 してtsけ ば よ くUSERは 知 らな くて も使 え るの では … …?

IBMの 電 算機 ど う しをパ ケ ッ ト交換 網 で接続 す る場合,バ ケ ッ ト形 態端 末 と して 加入 で きるの か?

48KB/Sの 通信 が可 能 か?

ポー リン グ も課 金 され るの か否 か?　 現 ポ ー リング シス テ ム を(必 要 なハ ー ドを付 加 して)パ ク ッ ト

交 換 に移 行 で きる のか?

ボー リン グ シス テ ム を同 じ原 理 でパ ケ ッ ト交換 に移 し,ボ ー リング も課金 され るの な ら. ,金額 的 にま

った く使 用 不 能 で あ る。

各 この 部分 のDDXへ の 加 入 は単 独,共 同,他 人 のいず れ が 良 いの か。

インター・・一スに関 しての資料(含 ブ・ト・ル)等 あれば送付願えればW時 は す・また参考

図書 名等 お知 らせ い た だけ れ ば と思 い ま す。

公 社 以外 の端 末 につ い て　 不 明,ハ ー ド及 び ソフ ト(例 え ばDB/DCの 変 更 が どの よ うに な るか?)

前記 した が 電 算機 メー カー 側 の基 準 と整 合 性 の とれ た もの にな ってい ない為 しっ くり来 ないこ

いず れ に して も,電 算 機 メー カー の参 入 が強 力 で あ る。 電 電公 社 に お願 い した い の は."電 算機 メー カ

ーへ のPR"で は な い か と思 い ま す。

プ ロ トコル の明 確が 整 合 性　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 "

Xシ リー ズ イ ンタ ー フ ェース とい うのはNEAC　 レベル2A・2Bの 手順 と同 じなの カ)

非 常 に難解 で可,不 可 は メー カー に任 せ る よ り仕 方 が な い と判 断 す る。

回線 終 端 装置 は55年 中 の説 明 で はモ デ ム とな ってい た よ うだ が確 認 は と ってい な い。 ど うな って い

るの か。

端末 機 関 係 につ い て は,概 略 は わ か った が セ ンタ ーの接 続 につ い て は,FEPやCCPに つ い ての詳 細

が わか らない。(特 に コス ト面)

ユー ザ ー の問題 よ リメー カー の 問題 が 大 きい よ うに思 う。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

予.59に つ い て　 　BSCの 方式 で,2,400BPSで は,① ～ ④ の いずれ に該 当 す るか,不 明確 で あ

.るため,以 後 の 説 明 につ いて,具 体 的 な イ メー ジ がつ か め ない。
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1)ミ スプリン トP.25最 下 行NCE→NCU

　　 　 　 　 　 　 P.27　 表48b/s→48Kb/s

2)フ ァク シ ミリの 如 きア ナ ログ入 出 力端 末 は接 続可 能 か,一 言及 す べ きで あ る。

5)「 従来 」(P.25),「 新 規 」(P.27)は ア イ マ イな表 現 故止 めて欲 しい。

　　 何 時 の時 点 の 「従来 」か?

4)「 同様 」(P.265行 目)「 同一 」か 「少 しは異 る 」か ハ ッキ リさせ る 一 ア イ マイ な り。

5)表5V,Xイ ンター フ ェイ ス は さ らに詳 細 な規 定 が あ るが,'そ れ は無 関 係 か?

6)P.28「 伝 送 制御 手 順 」は 「プ ロ トコル 」の一 種 で あ る こ とを述 べ な い と,素 人 は 困惑 す る。

7)表6の 名 称 「端末 機 器 と プ ロ トコル の関 係 」 とす べ きな り

　　 なb同 乗 は表7に 合 体 した方 が よい。 「デ リミタ キ ャ ラク ター一」の意 味

8)P.28　 4種 類 のプ ロ トコル の長 短 を記 述 す る。

9)P.29表6「 基 本 形 … … 」のみ に会 話 モ ー ドが あ る理 由 表67の 訂 正案 を添付

10)P.52下 ウィ ン ドサ イズ を設 定 で き るの で登 録 の要 は な いが(追 加)

M)P.542行 目　 「代 表 」の意 味?

12)表10上 「接 続形 態 名 称 」追 加

15)表11添 付

14)P.59上 　 前項 　 →　 S9

15)　 P.40　 5行 目　 「一 般 に 」…… 意 味不 明(技 術的 に述 べ よ)

16)表10,PT,NPTの 表 現 は表7の 日本 語 の 表現 と合せ た い。

17)　 〃　 左 上欄 「接続 形 態 名 称 」 とす る。(付 加)

18)P.40「9新 規設 計 の 場合 」 一 分bに くい。 「表7の ○○の場合 」 と明 記 す べ き であ る。

19)表7のUと は何 か?

20)P.414行 目(イ ン ター フ ェイ ス)削 除。 「　 が 　 　が 」 と「が 」か2つ ある。意 味 不 明。

21)P.414～5行:難 解,易 し く具 体 的 に記 して欲 しい。

22)P.431,2行 　 「効 率的 」,「 最 適 」の理 由

25)P.45FEPの 訳 「前置処 理装 置 」?

24)　 〃　 　 FEPはCCPの 一 種故 　 本 文 の書 き方 は オ カ シ イ

25)P.45CCPは 第5図bに は ない 。

26)第1図 「物 理 的条 件 」 とは表7の 「物 理 的条 件 」 と同一 か。

27)第5図C「 イ ン ター フ ェサ ー 」?本 文 と合 わす

28)第5図d「 パ ケ ッ ト交 換一 般 端 末 」の 表現 　 不可 解,「 加人 回 線 」の表 示 が 欲 しい。

29)「 第5図 」→ 「図5」 が 良い。 「表7」 に合 わす。

ボ ー リング制 御 手順 は表9に よれ ば課 金 の対 象 とな ります か?

今後 の通 信機 器 の カタ ・グvaは,　 DDXに 接続 可 能 か ど うかvaつ い て記 入 して ほ しい・ ユー ザー とし

ては,ど うす れ ばつ な が るか とい う問 題 では な く,つ な が るか否 か と コス トの 問題 にな る と思 う。

USERに とって絶 対 必要 な知 識 とは思 え ない。

バケ ッ ト交換 網 を効 率 よ く利 用 す るに 当 り,セ ンター 側 で の既 存 システ ム か らバ ケ ッ ト交換 シス テ ム

へ 移 行 す る為 に は,初 期 費用 が 多 くか か る と思 われ る。

早期 ロー カル サー ビス 開始 に 努 力 してほ しい。
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バ ケ ッ ト網 の接続 方 法 が難 しい が,こ れ はバ ケ ッ ト交 換 方式 そ の ものが,網 と して独立 させ て 考 え る

ことが で きな い とい う宿 命 を負 ってい るか らで あ ろ う。

　 民 間 のVAN業 者 の進 出 を許 す こ とがパ ケ ッ ト交換 方 式 の一 般 化,そ してDDXの 普 及 を促 進 す る

か もしれ ない。

ソフ ト的 な手続(プ ロ トコル)等 が不 明(特 に フロー制御 部 分)

当社 はHOSTに1106を 使 用 して い るが,パ ケ ッ ト交 換 の具 体 的 な端 末 が よ くわか らな い。

技 術 参 考 資料 　 「バ ケ ッ ト交 換 サ ー ビスの イ ンター フ ェー ス 」を読 み た いが,ど こで発 行 してい るの

か。

説 明の 内容 が 非常 に難 しい。

X21,X20と は?(内 容)　 　 200シ リー ズ とは?

自営,直 営,局 設 備,公 社 が設 置 。 と多様 な表 現 を使 わ れ てい るが,い ったい コー ザー は どの部 分 に

コス トが かか るの かが さ っぱ りわか らない。

無 料 で提供 され る のか 加入 者が 自分 で買 うのか,公 社 か ら有 料 で提供 され るの か,公 社 か ら買 うの か。

モデ ル ・ル ー ムで も作 って具 体 的 に デ モス トレー シ ョン した り,実 際 に試 す ことに よ り,実 感 が 生 れ

る で あろ う。

■

」

一61一



Q2

音 声 ・デー タ ・ファ ク シ ミ リの 複 合 伝送 に つ い て の こ意 見

宅先へ の配 線 ま でDIGITAL化 が進 めばall大 の方 向,5年 ではムリ,現 在 は む しろ音声(帯 域 線)

との相 乗 りが主 力 で あるが これ が,制 約 を与 え てい る。

ユ ーザ と しては,ど の組 合 せ で も,可 能 な らば 自由 に使 い たい。

本社,各 工場 間,支 社 間 の専 用 線 を利 用 して,積 極的 に利 用 してい く:

フ ァク シ ミ リは,今 後文 書又 は図形 伝 送 の利 用 が増 加 す る。

回 線 につ い て の知識 が な い の で判 らな い。

近年 「オ フ ィスオ ー トメー シ ョン 」の重 要 度 が増 してい るが,図 形(フ ァク シ ミ リ)の コ ン ピ ュー タ

に よ る情 報 処理 の重要 性 が増 す もの と思 われ る。

全国 事業 所 間 の通 信 は,今 後 ま す ます 電話,フ ァク シ ミ リ,コ ン ピ ュ'一夕デ ー タ通 信 と5種 が共 存 す

るの で,通 信 費用 節 減 の意 味 で も事業 所 間 ネ ッ トワー クは,混 合 使 用 を検 討 した い。(55年 前半 に

多 少検討 したが経 済 性 も合 わせ て は結 論 が 出 な か った。 ネ ッ トワー ク全体 を示 唆 い ただ け る コンサ ル

タ ン トサ ー ビス を願 う。

回 線利 用 の質 は と もか くと して,利 用 形 態 は 多 岐 に及 ぶ もの と考 え られ る。

まだ機 器 が高 い と思 い ます。

ニー ズ は大 い に あ るが,制 度 の問題 に制 約 され る。

現 在 は 目的別 に回 線 を設 定 して い ます が,5年 後 に は回 線 を設 定 し,そ の回 線 に様 々の 目的 の装 置 を

接 続 し切換 え 利用 す る形 態 にな る だ ろ うと思 う。

回線 の 有効 利 用 を図 りた い。

"音 声 とフ ァク シ ミ リ""音 声 とデー タ 三とい うよ うに"音 声"と 組合 せ る事 に疑 問?音 声 に よ る情

'報処 理 が一 般 化 す る事 に疑 問
。

通信 相 手 が 固定 で市 外 区間 の料 金 が高 くデ ー タ の品 質,信 頼性 の問題 もあ り利 用 は増 え ない と考 え る。

当 社 の場 合,分 社(関 係会 社)と の専 用 線 が 多 く,混 合 使 用 が,電 気通 信法 上 制 約 され てお り,改 善

して欲 しい 。

フ ァク シ ミ リとデ ー タ につ い て は,将 来DDXサ ー ビス に移 行 す るだ ろ う。

フ ァク シ ミ リとOCRの コ ン ビネー シ ョン が発 達 ナ るの で は ない か と思 う。

可 能 性 が ある とい う段 階,詳 細 は何 とも言 え ない。

運 用 上 煩 わ しさが 出 るの で あ ま り利 用 さ れ な い ので は ない か と思 わ れま す。 専用 料 金 等 の経 済 性 の問

題 に もよ る。
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デ ィジ タル 化 が 進 ん でい る現 状 か ら考 え る と上 記 複合 伝 送の使 用 状 態は幾 分 増 す もほぼ 横 ば い状 態 と

考 え られ る。 す なわ ち,音 声,FAX,デ ー タ と独 立 してteり 送 受 信相 方 と も現状 とは変 らない か ら

これ等 が デ ィジ タル化 され伝 送 され電 算 機 ま た はFAX等 が イ ンテ リジ ェ ン ト機 能 を持 つ様 にな れ

ば,現 状 とは相 当 に異 って よ り広 く使用 され る と思 われ る。

音声 か ら,即 デ ー タ の採取 は,精 度 的 に不 安,誤 報 も有 るだ ろ う。 又,守 秘 の点 で も不 安 材料 が 山積

す る。 音 声 の利 用 方法 は相 当簡 単 な操作,作 業 の軽 便 さ に期待 す る程度。

音 声 　 　 　　 :ア ナ ログ,回 線 歪 に耐 え る力大

フ ァク シ ミ リ/デ ー タ:デ ィ ジタル 　 　 　 〃　 　 　 　 小(フ ァク シ ミ リの一 部 は アナ ログ もあ り)よ っ て

〔音 声 〕と 〔フ ァク シ ミリ/デ ー タ 〕は異 質故 これ ら と同一 回線 を通 す要 は本来 少 い。

次 に フ ァク シ ミ リとデ ー タ は同 質故,同 一 回線 を通 す機会 が増 大 す るだ ろ う。

組 み合 わ せ の意 味不 明

そ れ ぞ れ の規 模 に応 じた組 合せ が有 る と思 うが,そ う言 った もの を考え ず に利 用 出来 る様 に な って欲

しい。

複合 伝 送 の経験 が ない の で,推 察 に な りま すが,デ ィジタル化 音 声 でな い な らば可 能 性 は高 くな る と

考 え ま す。

Q2に つ い ては専 用線 の伝送 容 量 を明 記 しない とサー ビス/コ ス トの判 断 が つ か ない。

必要 な機 器 の 性能,経 済 性 に よる。

将 来 的 には 回 線上 には どん なデ ー タ で も流 れ る よ うにな るの では な いか。

音声,フ ァク シ ミ リー 応 答 シス テ ムは必 須 とな る(省 力化 の た め)テ レ ビ画 面併 用 が 良い。 第5の

波 では ない が 職場 が各 家庭 に分 散 可 能 とな る。

5番 で 自 由va　1つ の回 線 を共 同 す る こ とが 国 民経 済 的 に も望 ま しい。

現 行 は デ ー タ のみ の使 用 で ある。

このペ ー ジ以 降 の 質問 は 勉強 不足 の た め理 解 しがた く回 答 は御 容 赦 下 さ るよ うお願 い致 しま す。

回線 の 効 率的 利 用 のた め　 弾 力 的 な公 社 の 運用 を願 いた い(制 度上)

フ ァク シ ミ リは社 外 との交 信 の利 用 度,必 要 性 が 高 ま る と思 われ る。 そ こで,フ ァク シ ミリを専 用 線

に 固定 化 す る方 向 は問題 が残 る。

音 声 は使 用 しな い だろ う。

国 内 とい う前提 では何 れ も使用 しない と思 う。(当 社)

フ ァク シ ミ リは よ り拡 大 して い くと思 われ るが運 用 上異 な るハ ー ドが 同一 ライ ン を共 有 す る こ とは む

ず か しい。

利 用 度 は 端末 の機 能 と価 格 に依存 す る と思 わ れ る。
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複合 使用 の 目的 は回 線 コス トの削減 で あ り,技 術 的 に は現 在 す で に大 きな 問題 は な く,実 現 の た めの

コス ト比 較 の問 題 だけ だ と考 え て い る。 当社 に おい て も複 合 使 用 につ い てす で に検 討 を開始 して い る。

最 近 急 速 に普及 され てい るフ ァク シ ミ リは,今 後 もか な りの勢 い で浸 透 す る と思 わ れ る。 この フ ァク

シ ミリと,デ ー タ を うま く組 み合 わせ た,オ ン ライ ン処 理 シ ス テ ムが,当 面利 用 しやす い形 態 では な

いか ……o

DDXの 普及 に よ り,経 済 的 利 用 方法bsと られ るだ ろ う。

フ ァク シ ミ リとデ ー タの 混合 使用 が 「発 券 シス テ ム 」で行 われ るか も知 れ ない。

以下,回 答 な らび に意 見 は,「 当社 の場 」に限 っ た もの で ある。

蓄積 す る情報 は あ る程 度 重 要 性 が あ る ため,音 声 とな る以 前 に メモ 等筆 記 され た形 で残 るの が一 般 的

で あ る為,こ れ らの書類 か ら入 力 す る方法 が発 達 す る と思 われ る。

現在また将来的に使用予定はない。

◆

6
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Q3
ディ ジタル化音声の利用についての ご意見

使用機器価格及び利用分野が一般化 してくれば,か なり使用すると思 う。

電話による音声は,生 の声でないと利用価値が低下するように思 う。

技術的(経 済性)含 めての問題解決によって将来性が決まる。利用者にとっては方法がアナログ,O

Rデ ィジタルはあまり意識されないので予測するのが困難。

公社網内のPCMは 除外 して考えています。

使用 した経験がないので予測がつかない。使用実績のある企業の話 しを聴いてそれほど支障が無けれ

ば検討する事になる。

音声は伝えたらよいというものではない。個性が必要,肉 声が再現出来るまで利用度は高まらないだ

ろう。

一般には音質が問題であるので,当 面は特殊な用途にしか向かないのではないか?但 し,こ れが解決

され且つ低料金で実現できれば大いに使用されよう。

現在 ディジタル電話は装置が高い,装 置の低兼化 と伝送路のディジタル化の普及度による辿考える。

音声入出力の必要性が,現 時点では考えられない。

デ・ジ・嬬 話頒 行嚇 鵠 醸 になれば 検討に値いす・と思われ・・

発 声,発 音 の教 育 訓 練 が どの程 度 必要 か。不 特 定 多 数 の人(講 演 会 や座 談 会)を 対 象 に利 用 で きるか。

デ ィジ タル 化 音声 の必要 性 は主 に通信 コス トに起 因 してい る面 が強 い と思 われ ます。 従 って1規 格 に

よ る多重 使用 が低 コス トで可 能 で あれ ば,そ れ の方 が 望 ま しい と思 い ます。

現状 た しか に聞 きづ らい点 が ある が,改 善 され て ゆ くで し ょう。 将来 には テ レ ビ電 話 も開始 され るの

では。

社 内 の大 阪 ～東 京 を中心 にNEC製 ネ オ コー ダ を介 してデ ィジタル音 声 化 す る方 向 で あ るが 加入 電 話

に採用 さ れ る方 向 で望 み たい。

但 し,音 声 に ニ ュア ンス がな くな るの は 肉声 と して の意味 が 薄 れ る。

効 率 そ の もの に対 しては評価 で きるが,将 来 音声 デー タ入 力が進 ん で行 った場 合 個 性 が無 くな った場

合 識別 に苦 労 す る と思 わ れ る し,フ ァイル の 安 全 性,信 頼 性等 考 え る と現 在 の仕様 の デ ィジ タル化 音

声 では使 用 に耐 え られ な い と思 わ れ る。

コ ン ピ ュー ター システ ム に音 声 に よる入 出力 が要 求 され て来 るに従 い,利 用 も拡 大 す る と思 わ れ る が

技 術 的 に 困難 な諸問 題 が 多 く,利 用 分 野 が制 約 を受 け る為,一 般 的 な普 及 は遠 い将来 に な るの で は な

いか。

現 在 は ま だ声 の 品 質が 良 くない の で あ ま り使 われ な い だろ う。

デ ィ ジタル 化 音 声方 式 の メ リッ トが どこに あ るの か,よ くわか らない。 公 衆電 話 網 まで すべ てデ ィジ

タル化 が完成 され る時代 が来 れ ば別 で あ るが。
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音声 の デ ィジ タル 化 につ い て は充 分 な知 識が 無 い 為 的 確 な答 え では あ りませ ん。

現状 で もコス ト的 に見合 うな らデ ィジ タル 音声 化 利 用 した い と思 っ てい るが 種 々の条 件 制 約 か ら見 送

って い る。 デ ィジ タル化 は 自然 の方 向 と考 え ます 。

デ ィジタル 化 音 声 の技 術 そ の もの は,特 に問題 とは な らない と思 うが デー タ処理 と音 声 を混合 した環

境整 備(例 え ば,音 声 入 力/出 力 とデ ー タ処 理 との連 結)の 点 で,今 後技 術的 課題 が 多 い と考 え る。

利 用 可 能 に な っ てか ら考 え た い。

社 内用 と して の利 用 が 当面 考 え られ る。 声 の個 性 が な くな る こ とか ら社外 用へ の利 用 は しな い だ ろ う。.

デ ィジタル 電 話機 の価格 も現 状 の アナ ログ電話 機 の価 格程 度 に なれ ば相 当普及 す る もの と思 う。

回 線 の効 率 化 と して大 い に利 用 した いが,声 の 忠実 度 が どこま で改 善 され るかが 問題 。 忠実 度 が あま

り改 善 さ れ な い と した ら利用 範 囲は限 定 され るだ ろ う。

　 例 えば 国際 専 用 線 の 多重 化 利用

音 声 の場 合,現 行 回線 サー ビス で充 分 で あ る し,デ ィジ タル化 して声 の 個性 をな くす る事 には疑 問 を

感 じる。

・音声 の 個声 が な くな る な ら,音 声 の価 値 は低 い。

個性 の無 い音 声 なん て,個 人 的 に は,使 い た くない。

デ ィジ タル 化 音声 の利用 に よ り,オ ン ライ ン端 末 機 の機 能,利 用 方法 が 非常 に拡 張 さ れ る と考 え て お

ります が,費 用,利 用 方法 につ い て未 知 で あ り5年 後 では余 り普及 して ない ので はな い か。

インプ ッ ト入 力方式 と して,可 能 で あれ ば利 用度 は高 い。

技 術的 な面 は別 と考 え るが,機 械 の 操作 は簡 単 な方 が 良 い し,・ 特 殊 能 力"も 不 要 とな る。 キ イパ ン

チ ャー の様 な 職業 病 をノ・ラハ ラ しなが ら管 理 す る必 要 もな い。 デ ー タの 入 力,機 械 の操 作 等 補助 デー

タ と して利 用 した い。

1)音 声入 力,音 声 出力 の場 合 は必要 で ある。

2)「 人一 人 」間 の音 声 通信 の場合 。

　 　 　　 ア ナ ログの儘 伝 送 す る。
　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　 }夫 々一 長一 短 あ り。　 　 　　 デ

ィジ タル 化 して伝送 す る。

　 　 「フ ァク シ ミ リ/デ ー タ 」の場合 程 デ ィジ タル の メ リッ トは な い。

声 に 個 性が 左 くて は利 用価 値 は あま りな い。 声紋 を生 か し,コ ン ピ ュー ター に登 録 で きれ ば,お も し

ろい ア プ リケー シ ョンが期 待 で き る。

現在,電 話 に よ る音声 に よ り,特 定 個人 の翻 」が あ'る程 度 可 能 で あ り商 談 ・打合 せ には 湘 手へ の

コ ミ ュニケ ー シ ョン とい う点 で,デ ィジ タル化 音 声 は,及 ば な い(少 くと も現 在 の音 声 と同 品質 の保

証 が な され る迄 一 般 的 に普 及 しな い と思 われ る)　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

声の 再現 性 の 良 否 は人 間 の感 受 性 に影 響 す る と考 え られ る,ど の程度 個 性 が な くな るか に よ る。

通常 会話 だ け のデ ィジ タル 化 は一 部 の通 信 のみ で可 で は ない か?
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ビジネ ス ・コー ス では あ る程度 声 の 個性 は犠 牲 に な って も良 いが,デ ジタル 電話 そ の もの が未 だ 高価

す ぎる。 この 装置 のLow-Cost化 が望 まれ る。

公 衆 電 話網 のデ ィジタル 化 は今 後 必要 不 可欠 の もの とな る で し ょ うが,人 間 性無 視 のサ ー ビス とな っ

て は使 え な くな る と思 う。 単純 化 を極 限 まで行 な う必要 が ある と思 う。

音 声 伝 送 の 確実 性 とい うの は,ど の 程度 か,判 断 で きな いの で,私 に とって はあ ま り必要 性 を感 じま

せ んが,正 確 性 とか,効 率 の 良 さ とい う事 が 伝達 され れ ば,最 良の伝 送 に な る と思 い ます。

よ くわか りません が,音 声 は 肉声 に近 くない と利 用 され難 い と考 えま す し,伝 達 だ け を考 え る な ら,

フ ァク シ ミ リの方 が ベ ター と思 い ます。

音 声入 力の 普及 化 次 第

S3で 将 来 「同－D規 格1本 か ら,デ ィ ジタル 化 音 声 チ ャネ ル 数 は さ らに増 え る 」・と あるが,デ ィ

ジ タル網 イ;れ る将 来 に お い て 「D規 格 」等 は存 在 す るの か?

又,Q5で デ ィジタル 化 音声 の 利用 度 は社 内 と一 般 では 品 質 に対 す る考え 方 も多少 異 な る'と思 わ れ る

し,基 本 的 には コス トで ア ナ ログ/デ ィジタル の判 断 を行 う と思 われ る。(最 も公 社 の 今 後の 通信 政

策 がPointで あろ う)

現 在大 別 す る とデー タ と電 話 につ い て別 ネ ッ トワー ク にな ってい ます がデ ジタル 化 に統合 され る と全

て一 本 化 で きる為便 利 です が音 声 に つい ては現 在 も同 じレベル(聴 覚)が 良 い。

どの よ うな シス テ ム構 築 が考 え られ るか,具 体 的 想定 で検討 して み たい。

現状でも直接の声と電話の声には差があるのでデジタル化されても慣れればそ う問題はないのではな

いか。

伝 送 交 率 と料 金 の 関係 が 大 きい,そ の たQ2に 同 じ。

・音 声 の 質 は現 在以 下 に な らない こと。

・この 質 問 の意 味 が よ くわ か りませ ん。

　 ・現 在 で も伝 送 路 はPCMで64Kb/Sで 送 られ て い る。

　 ・加 入 者線 のデ ィ ジタル 化 も考 え られ るだ ろ う。(し か し他 と共 用 す るの でな け れ ば あ ま リメ リ ッ

　 　 トは な い。 デ ジタル 化 は ノイ ズ に強 いか らそ の メ リッ トは あ るが)

　 ・パ ケ ッ ト伝 送 で は間 延 び す るの で は ない か。

回線料金の高い遠距離(特 に外国 との通信)で は更に利用度は高 くなると考える。

通 話 の効 率 化 を図 るため,多 少 音 声 の個 性 が な くな った と して もで きるだ け近 い将 来 に活 用 を した い。

ま た,デ ー タ との混合 使 用 も考 え られ る ので,大 いに利 用 価値 が ある と思 う。

o声 の個 性 が な くな り,相 手 を認 識 で きない 点 は問題

O社 内 通話 で コス ト面 の大 巾 な結 果 が で れば 考慮 の余地 は ある。

デ ィジ タル 化音 声 の 採用 は大 巾 な回 線 コス ト削減 が可 能 となるが,現 在 の 自営(市 販)機 器 が高 す ぎ

音 質 も満足 で きる状 態 では な い。 将 来 的 に音 質 が 向上 し,自 営 機 器 の コス トダ ウ ンが 図れ れ ば導 入 ・

活用 を考 え た い。

デ ィジタル 化 音 声 の利 用 は,実 際 の 音声 の品 質 とコス トの問題 に関係 す る と思 われ る。
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経 済 性 が著 し くよけれ ば利 用 す るか も知 れ ない 。(当 社)

一 般 的 な ユー ザ ー に おい て は,音 声 そ の もの をデ ィジ タル化 して計 算 機等 で処理 す る必要 性 が ない よ

うに思 う。

48kbpsの 回線 が 安価 に利用 で き る よ うに なれ ば結 果 と してデ ィ ジタル 化音 声 も,回 線 有 効 利用 の

面か ら利 用 され る と思 わ れ る。

デ ィ ジタル 化 音 声通 信 の利 用 を拡大 して行 くには,'通 信 回 線 の各 種法規 を改善 すべ きで あ る。

現在 デ ィジ タル 化 の為 の ハ ー ド ・ウ ェア,コ ス ト(回 線 で は な く電 話 器)が 高 す ぎる。 将 来 的 発 展 に

は コス ト低下 が 必 須 で あ ろ う。

1.音声 の質 が,実 際 の声 に比 べ均 一 化 して しまい,誰 の声 か よ くわか らない面 が あ り,そ れ をデ ィ リ

　 ー ワー クの 中 に と り入 れ る場合 抵 抗 が ある。

2.必要 機 器(音 声処 理 伝送 装 置)が コス ト高 で あ り,も う少 し安 けれ ば,音 質 とのかn .あい で導 入 の

　 余 地 が ある。

音声 の質 の 向上(忠 実度)が ポ イ ン トとな ろ う。

ビ ジネス 上 の通 信 で最 も普 及 して お り,か つ 重要 性 を持 って い るの は電 話 で あ る。 電 話 シス テ ム の コ

ス ト削減 及 び有 効 利 用 を考 え る とデ ジ タル化 は極 め て有 望 で あ る と思 う。 現在,当 社 で も検 討 中 で あ

る。

現在 の電話 の声 は2400BPSで,ア ナ ログ伝 送 して い る と思 い ま すが,　D規 格 で4本 は とれ ない で

し ょうか(モ デ ム を使 用 して)

(当 社 も大 阪 一束 京 間 をD規 格 で4本 とる計 画 は した こ とは あ ります)

音 声 だ け では経 済 的 メ リッ トが 少 な い。

デ ィジ タル化 音 声 は ホー ム コン ピ ュー タの発 展,普 及 の程 度 と関連 す るで あ ろ う。

音声 を2.4kbp、 デ ・〃 ル化 して送 るユ ーザ が増 加 して い る こ とは事 実 で ある が・ これ は本 来 の

あ るべ き姿 で は ない。

もっ とデ ィジタル 化 が一 般 化 す るま では む り。

◆
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Q4

デ ィ ジタ ル化 信号 の複 合 伝送 に つ い ての こL意見

網 内 のPCMは この際 考 え ませ ん 。

デ ー タ伝 送 の 部分 で利 用 度 が増 加 す る と思 われ る。 現 状 の フ ァク シ ミリ利 用 法 では,さ ほ どデ ィジタ

ル 化 を求 めな い。

デ ィジタル 電話 に して も,フ ァク シ ミ リに して も,現 状 多人数 フ ロアー の 多 いオ フ ィス では,自 分 の『

手 もとで手 近 か に利用 す る だけ の台 数 は設 置 で きな い。以 外 と電 話等 は 全 デ ィスク で使 用不 能 に な ら

ない と利 用 は 低 い ので は。

デ ィジタル 化 が 全 て良 い とは 思 え ない が,光 通 信 やIC素 子 の 開発等,デ ィジ タル 化 の方 向 に進 み や

す く又,大 量 生産 に よ って品 質 も安 価 に性能 も安定 して くる もの と思 われ る。

DDX加 入 区 域 に制 約 され る。

網へ の 加入 契 約 は端末 対 応 では な く加 入 線 の最 大限 送 れ る伝送 速 度 に よ って契 約 す る よ うにな る必要

が あ る。 標準 的契 約 と して64Kb/S。

コ ン ピ ュー タア ウ トプ ッ トをフ ァク シ ミ リに伝 送 す る技 術 が開発 され る と,多 くの利用 が見 込 まれ ま

す。

デ ィジタル 伝送 路 を専 用 線 として借 用 で き るよ うに なれ ば複合 伝 送 と して利 用 す る こ とが多 くな るで

あ ろ う。

デ ィジタル 化 音声 には疑 問 を感 じるが,フ ァク シ ミ リとデー タ につ い ては デ ィジ タル通 信 が普 及 す る

だ ろ う。 そ の程 度 につ い ては,DDXサ ー ビス 網 の範 囲 が どこま で広 が るか に大 き く影 響 され る と思

う。

Q2,　 Q　5共 に,技 術 の進 歩状 況 が不 明 で あるが,技 術 的 に完成 した と して も経 済 的 に 見合 う値 段 に

な るか?

デ ィジタル 化 が進 ん で い る現状 か ら考 え る と上 記複 合 伝送 の使用 状 態 は幾 分増 す もほ ぼ横 ば い状 態 と

考 え られ る。 す な わ ち,音 声,FAX,デ ー タ と独 立 してte　b送 受信 相 方 と も現 状 とは変 らない か ら

これ等 がデ ィ ジタル化 され 伝送 され 電 算機 また はFAX等 が イ ンテ リジェ ン ト機 能 を持 つ様 になれ ば

現 状 とは相 当 に異 って よ り広 く使 用 され る と思 われ る。

デ ー タ の入 出 力,保 管 につ い ては,非 常.に頭 の 痛 い ところ,大 容 量 のデ ー タ保 管 庫 と入 出力 が簡 便 に

な る事 が理 想。 紙,音,デ ー タ の組合 せ は入 出 力 の決 め 手 と言 え るが,・…・音声 の利 用 は精 々簡単 な応

答程 度 と考 え てい る。

音 声 のデ ィジ タル 化 に よ る通 信 は5年 後 は未 だ ほ とん ど行 われ てい ない.

オ ン ライ ン端 末機 と してのFAX,回 線 の効 率的 利 用 とい う面 での デ ィジ タル 化 音 声 の利 用 を推 進 す

る必要 が ある と思 う。

組 み合 わせ の意 味不 明

多少 は進歩 す るで あ ろ うか,よ く分 らない。

4
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日本 語 は母 音 が多 い の で比 較 的 入 出力 し易 い と思 うが,英 語 等 は しに くい と思 う。 コ ン ピ ュー タ業 界

が米 国主 導 型 を続 け る限 り未 々,実 現 しな い と思 う。

投 資効 果 に疑 問

音 声認 識 システ ムの価 格 が大 巾に低下 す る こ とが普及 に必要 と思 う。

も し官 「旨で入 力 す る こ とが で き るな らばデ ー タ の入 力が 非 常 に早 くだれ にで もで き る よ うにな る と思

われ る。

価 格 が 安け れ ば,利 用 され る と考 え ます。

不 特 定話 者 が可 能 となれ ば利 用 分野 が拡 大 され るで あ ろ う。

音声 認 識 シス テ ム の多 機 能化,低 価 格 化 と公 衆 通信 網 の デ ジ タル 化,サ ー ビス の拡 大,制 度 問題 の解

決 に よ り,10～15年 先 には相 当普及 す る もの と思 われ る。

音 声入 力に よる得 意 先 か らの 受注処 理 が で き る と利 用価 値 が高 い 。

イ ンハ ウス以 外 での利 用 とな る と非 特定 話 者 で99%以 上 の正 確 率 に な らない と利用 がむ つ か しい と

思 われ る。

5年 後 では まだ限 られ た分 野 で しか利 用 で き ない だ ろ う。 しか し,少 しで も早 く音 声 入 力が一 般 で利

用 で き るよ うにな っ て もらい たい もの で ある。

正確 性 をお ぎな うた め,他 の方 法 と併用 しな くては な らな い。

音声 に よ るイ ン プ ッ トは,限 られ た 範 囲 では発 達 す る と思 わ れ るが,一 般 的 に はな らない と思 う。

なぜ な ら,声 は指 先 と違 い,疲 れ 易 い し,認 識度 が ある程度 以 上 は良 くな らな い と思 われ るL音 声 を

出す環 境 も考慮 に入 れ な けれ ば な らな い。

入力 用 の端末 と して一 般 企業 で利 用 す るに は も う少 し価格 が 安 くな る必要 あ り。(1、OOO万 円以 下)

特定 の 分野 で利用 され て くる の では。

1.費用 面　 2.利 用範 囲の 制 約 か ら5年 後 で果 して どの位利 用 され るか?

今 後利 用度 は増 す もの の,音 声入 力 を頻 繁 に利 用 す る者 に とっ ては機 械 を操作 す る以 上 の疲 労 が供 う

と思 われ る。 従 って ある程度 ま で増 加 は して も後 はそ の状 態が 続 くと思 う。

音声 の デ ジタル 化 は 端末 サ イ ドで行 うべ きで あ る。(膨 大 な電 通 設 備 の増 長 は 回避 すべ き)そ の場 合

の設 備,ソ フ トは1基 当 り数10万 と考 えれ ば本 末転 倒 の価格 負 担 とな る。

限定 され た声,正 解 率80～90%で は,使 用 方法 が 難 しい。

個性 あ る筆 跡 とか,声 紋 を一 般 的 パ ター ン と して認 識 しよ う とす る試 み は,利 用度 にお い て限度 が あ

る。(OCRの よ うに短 命 か も)ICも 安 くな った こ とで もあ り・ もっ と複 雑 な利 用 方法 を考 え て も

よい の では な いか。

入 力情 報 を声 で行 え る様 に なれ ば,と て もす ば ら しい シス テ ム が 出来 る と思 い ます。 と同時 に情報 処

理 の経 費 が大 幅 に 削減 出来 るの では ない か。
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Q5

入 力方式 についての ご意見

機 械 に音 声 で入 力す る事 に抵 抗 が あ りそ うだ(人 間性 か らみて)

左記 程度 で は極 め て特 定 した分 野 で の利用 しか ない。

イ ンプ ッ ト ・デ ー タ とな る と正 確 率 がやはり,よ り100%に 近 くない と利 用 には,と 考 える,も っと も

現 状 の イ ン プ ッ トオ ペ レー シ ョンに おい て も時 々エ ラー は あ りま すが。

コマ ン ド入 力 な ら利用 度 は のび るが,デ ー タ入 力 ど して は余 り期 待 出来 な いだ ろ う。

音声 入 力 は一 旦 マ イ コ ン等 そ の場 所 の コン ピ ュー タ に入 力 され,デ ータ コー ド化 され てか ら通 信 回線

にのせ られ るの で はな い か?

この場合 は別 とす る な らば,大 き く普 及 す る とは思 え ない。

価格 が もっ と低 くな る可能 性が あ る と思 われ る。

OAの 入 力手 段 と して有望 祝 してい るが(キ ー 入 力 は素 人 には 不 向 き)2000万/台 で は普 及 で きな

い の では。

音 声入 力 を行 う事 に よ って,現 在 よ りも入 力TIMEが 短 縮 され るな ら考 えて 見た い。

出 力 も音声 出 力 と して,一 般 の 公 衆電 話網(ダ イヤル 式)に 出力 出来 るの で あれば,七 一 ルス マ ジ等

の在 庫検 索や,製 品 引 当 に効 果 的 だ と思 われ る。

有 効 に(低 価 で,正 確 に,通 常 の 話言 葉 を識別(入 力づ きる)活 用 した い との希 望 大。

音 声入 力 の問題 点 は入 力速 度 が 遅 い点 で あ る。Keyboard入 力 の方が は るか に ま さ る。

音 声入 力 の適合 分 野 は,簡 単 な数 字 デー タの入 力に限 られ るで あ ろ う。

日本 語処 理 との組 合 せ が 低価 格 で出来 れ ば利用 度 は あが る。

音 声入 力 も一 部 に は相 当普 及 す るで あ ろ うが,当 社 の5年 後は,端 末 デ ィス プ レー イ ン プ ッ トが中 心

で あろ うと思 わ れ る。

デ ー ター入 力 の方 向が パ タ ー ン化(OCR'OMR)の 傾 向 に ある の で,音 声入 力 だけ とは限 らな い と思

われ るが,技 術的 に解決 す れば 採 用範 囲 は広 い と思 われ る。

90%程 度 では実 用 化 は難 しい し,用 途 は限定 され る。

語 が少 な す ぎ る。

正 解 率90%台 で は,コ ン ピ ュー タ シス テ ムへ の直接 イ ンプ ッ トとは,な り得ない。残 り10%を ど う

カバ ー で き るか に よ り,利 用 の 拡 大 が影響 され る。

通 信 回線 を使 って音 声 で入 力す る必要 性,メ リ ッ トは なら の では 。

高価 す ぎる。数 百 万 円 レベル ま でCost　 Dounす れ ば,工 場 の現 場,倉 庫,出 荷 部 門 等 で か な り普

及 の可 能 性 が 出 て来 よ う。 但 し現在 の この種 シス テ ムは ノ イズ(雑 音)に 弱 い 一 正 し く働 か ない

一 ことを先 日某 社 の 技 術展 のデ モ で も見せ られた
。
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よ くわか りません が 音 声は 肉声 に近 くな い と利 用 さ れ難 い と考 え ます し,伝 達 だ け を考 え るな らフ ァ

ク シ ミ リの方 が ベ ター と思 い ま す。

Q2に つ い ては専 用 線 の伝 送容 量 を 明記 しな い とサ ー ビス/コ ス トの判 断 がつ か な い。

経 済 性 に よ り,5年 後 の可 能 性 は太 き ぐ変 る。

ア プ リケー シ ョンの イ メー ジが は っ き り しませ ん。

端 末 の 問題 が あるの で急 速 に複合 伝送 に な る とは思 わな いが将 来 は 複合 伝 送 で な けれ ば な らない。

伝送 効 率 と料 金 の関 係 が大 きい。 音 声,フ ァク シ ミリ,応 答 シス テ ムは 必須 とな る(省 力化 のた め)テ

レビ画 面併 用 が 良い。 第3の 波 では な い が職場 が各 家 庭 に分 散可 能 とな る。

で きる だけ複合 化 す る こ とが方 向 で あ ろ う。

デ ィジ タル 化 フ ァク シ ミ リ1とデ ィジ タル ・デー タ とは イ メー ジ フ ァイル 技術 の進 展 に伴 な い利用 され

て くるよ うに な るだ ろ う。 但 しイ メー ジデ ー タ の圧縮 技 術,安 価 な大 容 量 フ ァイル な どの 提供 の必 要

が あ る。

将 来 的 にデ ィジ タル化 の 方 向は 間違 い な い で あ ろ うが,5年 後 に どこま で,ど の よ うな型 で複合 使 用

す るか は予 想 が難 しい。

5年 后 になれ ば 全 てのデ ィジ タル デ ー タ は一 台 の コン ピュータ で処理 す る よ うに な る と思 い ますが

今 後益 々利 用 され る と思 う。

現在 当連 盟 の通 信量 か らい って あま り利 用価 値 が ない。

フ ァク シ ミ リとデ ー タの 混合 使 用 が 「発 券 シス テ ム 」で行 わ れ るか も知 れ な い。

以 下,回 答 な らび に意 見 は 「当 社 の場 合 」に限 った もの で ある。

●

↓
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`

音 声 入 力 の場 合 よ リデ ィス プ レイ'キ ー ボー ドよ り特 定 画面 を判 定 して入 力 す る方 が 時間 的 に早 い。

(多 数 の項 目を音 声入 力 す る場 合,応 答,確 認 の 時 間 が よ り多 く必要 と思 わ れ る)

オ フ ィス オ ー トメー シ ョンが 主 力 で ある だろ う。 コン ピュー タのデ ー タ入 力 に は かな りの時 間 が かか

るの では な い か。

単位 時 間 当 りの処 理量 に疑問 有 り。

一部の入力方式 として考えられるが酪 は現在の 音 程敵

企業 内 の コン ピ ュー タ ・シス テ ム化 は,音 声 入 力 を考 慮せ ず に発 展 して来 た。(少 く と も,当 社 は

「一 般的 な もの 」 と云 う認 識 は な い)

音 声 入力 の普 及 に は,技 術 的 な問 題 の解 説(～%程 度 の正 確 率 な ど)も さ る こ とな が ら,運 営 上 の難

易 性(誤 入 力時 の修 正 方法,入 力 に要 す る時 間,全 体 での運用 コス トな ど)の 問題 が もっ と明 らか に

な らな い と,検 討 す べ き事項 とな らな い。

音 声 認識 技 術 の信 頼 性 と価 格 次第 でそ の普 及 率 は変 化 す る と考え ます。

TVR並 み の 価 格 に な らない と真 の普及 は ないのでは……?ま 　ft　,'帳票,帳 簿 として残 さねば な らない 現

行法 規 の改 正 が な い と,特 殊 分 野 での限 られ た利 用 に終 る ので は ……?　 そ の為 に も(そ れ を覆 す に

は)VTR並 み の価 格 とい うことでは!　 制 限 つ き(人,語)な の で あるか ら……

音 声 でデ ー タ を入 力 で きれ ば,デ ー タ作 成 の短縮 が最 大限 に生 かせ る と思 い ます 。

5年 位 で は ム リで は ない で し ょ うか?　 利 用 された として も特 定 の アプ リケ ー シ ョン に限 られ る と思 い

ます が … …

限定された範囲での普及は有 りうるとしても,左 記のような制限がある限 り日常の企業活動では利用

できないと思 う。

普及にはまだ高価

バ ン キ ン グ シス テ ム と しては今 の ところ適 用 範 囲 が限 られ,か つ 記録 性,証 拠 性 の見 地 か ら消 極 的 で

あ る。 ま た55の 説 明文 の 「100～200語 」 「909・ の認 識 率 」は何 を根拠 と してい るの です か,

聞 くと ころ に よる とダ イヤル 式 で音 声認 識 を採用 して い る音声 応答 シス テ ムで は5～4回 り トライ し,

そ の 内60%の 成 功率 との 由 で,当 分実 用化 に は ほ ど遠い との電 電の話 も聞 い て い ます が。

加入 電 話 回 線 に接 続 され る電 話 機(ダ イア ル,プ ッシ ュホ ン)デ ー タテ レ ホン等 で も利 用 出来 るの で

す か。

音声 の場合 入 力 の確認 が むづ か しい の で特 殊 用 途(再 チ ェ ック が可 能 な もの)以 外 は増 加 しな い の で

は ない か。　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　 .

有 望 商 品 で あ るが,精 度,端 末 価 格,記 憶装 置 の 占有 度 に よ り普 及度 が 左右 され る と思 う。 全 て公 社

直営 が 好 ま しい,Telと 同 じに。

・特定 の利 用 分 野(音 声 応 答 シ ス テ ム
,予 約 シス テ ム,POSシ ス テ ムな ど)で 大 い に伸 び る だ ろ う。

・LSI技 術 等 の発 達 に よ って価 格 が 安 くな るだ ろ うか ら
,分 野 も拡 が る だ ろ う。

あ る程 度 は,利 用 され る に して も,非 常 に限 られ た範 囲 で実 施 され一般 企業 の ビジネ ス にお け る コ ミ

ュニケーシ ョン手段 と しては,普 及 す るには も う少 し時間 が かか る よ うに思 わ れ る
。
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正 解 率(将 来)が98%ぐ らい までア ップす る必要 が あ る。

音声 入 力 の場 合 の本 人 確認 方 法,情 報 の化 け等 の対 応 が,は っ き り して い ないた め,利 用 に つい ては

消極 的 で あ る。

　 将来 的 に は,CD,　 ATMが 音 声 入 力 となれ ば,顧 客 サー ビス面 で お も しろい と思 うが 問題 点 も多

いだ ろ う。

速度,正 確 度の点か ら音 声認 識 は デ ー タ送信 の入 力装 置 と して は問題 あ り。

利用 価値 は高 い と思 うが 正解 率 が 問題 で,5年 前 後 で は安 心 して活 用 で きない,実 績 をみ て か らに し

た い。

認 識率 が 高 ま り,誤 りを ボ タン操 作 で訂 正 す る率 が 少 な くなれ ば,現 在鍵 盤 入 力 して い る もの との操

作 性,人 員合 理 化 の 観 点 か ら利 用度 は 進展 す る と思 われ る。

多量 の デー タ を入 力す る時 に特 に トレー ニ ング をつん だ人 で な くて も可 能 とな るの な ら有 効 。

正 確性,コ ス トの 問題 が あ るの で,そ れ ほ ど利 用 す るま で に は到 らない と思 う。

現 在 の技 術 レベ ル では用 途 な し。

S5後 段 程 度 で は利 用 に制 約 が 多 い。

正解 率 が低 す ぎる。

コ ン ピュー タ との対話 が あ る程 度 制 限的(語 数,レ ス ポ ンス タイ ムな ど)'で ある限 りは一 般化 せ ず 特

定 の 範 囲で の利 用 に と どま るで あろ う。 入 力限 度 が80～90%台 で は問題 は ある と思 う。

音声 認識 シス テ ム に対 して は,限 られ た 複数 の声 の認 識,数 百 語 の認 識 等 を考 慮 す る と,制 限 され る

面 が まだ 多 いの で,一 般 化 さ れ るの は先 の よ うに思 わ れ る。

音 声入 力 よ り もフ ァク シ ミ リか らのデー タ入 力が 望 ま しい。　 　 　 　 　 、

現 在 の ところ利 用 業 務 が考 え られ ない。

2,000万 程 度 では未 だ将 来 の び ない と思 う。

1.語数 の制 約 は あ って もよい が,特 定 の人 の声 の み で な く,不 特 定 多数 の人 の声 の認 識 が で きる もの

　 が ほ しい。

2入 力場所 が分 散 して い る場 合 で も制御 装置 は1台 で 集 中す る形 がベ ター(場 所 ご とに1台 つつ の導

　 入 は コス ト面,管 理 面か らさけ たい)。

銀 行 呼 声 酪 システ ・ ぼ 高 照合 ・振 込 照会)に み られ る様 に家庭 や企業 を ジ ピ 一 夕ー で結 ぶ

利 用 価値 は大 き くな っ てい くと思 う。

　 5～10年 後 の範 囲 で は特殊 な ア プ リケー シ ョンで の使 用 に留 ま る と思 う。 音声 入 力 に対 す る具 体 的

　ニーズはあまりないのではないかと思う。

音声認識システムの利用拡大には　①システム価格が1,000万 以下

　　　　　　　　　　　　　　　　　②認識範囲の拡大(声 の種類,語 数)

　　　　　　　　　　　　　　　　　③入力語の標準化

　が前提となると思われる。
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コ ン ピ ュー タ を人 間 に例 え る な らば,耳 で聞 き わけ る と云 うこ とに なる と思 い ます が,人 間 の 目の 情報

量 は 全体 の70%位 を示 め てい るの で,コ ン ピ ュー ター で云 うな らばOCRが 中 心 に な るの では 。

利 用 方法 が 種 々考 え られ るの で利 用度 は将来 上 る とます。

ADMよ り120万 円 で音 声入 力 端末 が 買 え る　 (三 筋 イ ン ター ナ シ ョナ ル代 理 店)

2,000万 は高 す ぎ ます 。

特 に,日 本 語 の コン ピュー タ入 力 フ ァシ リテ ィ と して効 力 を発 揮 す る と思 わ れ る。

home　 shopping用 の端末 と して,も しこれ が で きれ ば有 用 性 は高 い。 しか し左 表 の デー タは直 接

マ イク ロフ ォン入 力 の ときのデ ー タで あ り,回 線 を通 した と きに は もっ と悲観 的 では な いか?

入 力能 率 の うえ か らあま り利 用 価 値 が な い。

現在,プ ッシ ュホ ンを用 い て の音 声応 答 を行 ってい るが 加入 者 総数 が約8万 人 で今 後 も増 加 す る予定

で あり,不 特 定 の人 を対 象 とす る。 業 務 の性 質上 デ ー タの あ やま りはゆ るさ れず 認 識度 が もう少 し上

昇 しな けれ ば使 用 出来 ない と思 われ る。 今 後音 声 認 識技 術 が高 くなれ ば本会 と しては利 用 範 囲が 増大

す る。

今 後,認 識 性 の向 上,装 置 コス トダ ウン,連 続 語認 識,単 音 節 認識 の実 用 化及 び 不 特定 話 者 用 の語 彙

数 の増 大 な ど技 術 的開 発 の余 地 は 多 分 に あ る と思 わ れ るが,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン に与 え る影

響 は大 きい と思 われ る。

音 声入 力の効 率(利 用 効果)が,そ れほ ど無 い と思 われ る。

唱

`
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Q6

音声応答装置の利用度の ご意 見

分 か りやす く一 般へ の普 及 が の び る と思 うが。

矢 張 特 定 分 野 に限 られ る。

入 力 の確認 を含 め た レス ポ ン スが相 当 高 速 で あれ ば検討 に入 れ る。

音声 応 答 とな る とイ ン プ ッ ト/ア ウ トプ ッ トに も制限 が 生 まれ 適用 分 野 が狭 い の で。

小 売店 を多 くかか え て い る よ うな販 売 で ない形 態 が 多 いの で社 内 の普 及 は あま りな い の では な いか と

考 え て い る。

現 在,必 要 性 を 感 じて い ない 。但 し開 発 が進 み,な じみ やす くなれ ば考 え て見 たい。

出 力 も音声 出力 と して,一 般 の 公衆 電 話 網(ダ イ ヤル 式)に 出 力 出来 るの で あれ ば,セ ール ス マ ン等

の在 庫検 索や,製 品引 当 に効 果 的 だ と思 われ る。

有効 に(低 価 で,正 確 に,通 常 の話言 葉 を識別 し,入 力で きる)活 用 した い との希 望 は 大。

音 声 に よる出力 は あま り必要 と しな い と思 われ る。

当社 で は5年 後 には 利用 して な い と思 い ます 。(業 種 の問題 も あるか も知 れ な い けれ ど)

一 般 の コン ピ ュー ター処 理 の場 合 を考 え る と最終 的 に可視 的 資料 を要 求 され る こ とが 今 後 も多 い と考

え られ るの で,利 用 範 囲 は限 定 され る と思 う。

但 し,一 般家 庭 向 け の対 応,(情 報 検 索等)又 は一 時 情報 の入 手,注 意喚 起(設 備装 置)等 の利用 が

考 え られ る。

もっ と安 くな らなけ れ ば。

買 取 で100万 円 前 後 で あれ ば十 分 役 に立 つ。

価格綱 題.品 位まで下がれば大巾暗 及すると思 う・

注文 受 け に使 え る。

利用 範 囲がせ まい。

現 在 の単機 能 の音 声応 答 装 置 か ら例 え ば音 声 つ き静 止画 の よ うに多機 能 化 さ れ た シス テ ム と して利 用

度 が 高 くな る と考 え る。 この場 合 は 勿論,S4の デ ジタル 化情 報 の 複合 伝 送 が で きる新 しい 公衆 通信

網 の 確 立が 前提 とな る。

・端 末機 を一 般 の人 が 利用 す る よ うに な るの でオ ペ レー シ ョンを容 易 に す る手段 と して必要 とな ろ う。

・しか し音 声 だ け だ と,聞 きのが し,間 違 い等 が あ るの で,可 視情 報 と してモ ニ ター で きる方 式 の方

　 が実 用 的 と思 われ る。

音 声 フ ァイル に よる応答 は,ま す ます発 展 す るだ ろ う。

1部 の サー ビス産 業 で しか も単一 業 務 で あれ ば 普及 す るで あ ろ う。
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音 声 に よ るイ ン プ ッ トは限 られ た範 囲で は発達 す る と思 われ るが,一 般 的 に はな らない と思 う。

なぜ な ら,声 は指 先 と違 い疲 れ 易 い し,認 識度 が ある程 度以 上 は 良 くな らな い と思 われ る し,音 声 を

出す 環境 も考慮 に入 れ な けれ ば な らない。

生産制御および検査情報に利用できる。

国 鉄,飛 行機 の窓 口等 業 務 は別 だ ろ うが,自 動 車製 造 業 では そ の場 で済 む もの は 少い。 一 部窓 口業務

の利用 も考 え られ る。(費 用 の ユー ザ ー負担 が大 幅 に 削減 さ れ る ことは 考 え られ な い)

音 声応 答 は 出力 端 末 が電 話 機 で あ り,従 って簡 単 か つ安 価 で あ る。従 って セ ンタ ーの コン ピ ュー タの

出力 を得 るの に便利 で ある。 よ って若 干利用 され るだ ろ う。

あま り必要 ない 。

入力面で諸種条件が必要な場合には不向きである。

買 取1,200万 円程 度 は,少 し高 い と思 われ る。2～5年 後 に も,マ イ コン を用 いた 応答 装 置 が 出現

され る見込 み で あ り,5年 後 に は200～500万 円位 の装 置 が 出現 し,ク レジ ッ ト業 界,ス ー パ ー

消 費者 金融 業 界等 に 多 く利 用 され て行 く もの と思 う。

音 声 だけ で完結 す るシス テ ム は限 られ る と考 え ま す。何 らか の形 で の出 力の 併用 が 必要 では な い で し

ようか。

利用範囲が特定されると思う。

LSIの 高 密度 化 又 は ジ ョセフ ソン素 子へ の 飛 躍が 前 提 では な い で し ょうか。 ソ フ ト面 で も,リ レー

シ ョナ ル,デ ー タベ ー ス が 開発 され ない と利 用価 値 も低 い と思 い ます。

どち らか とい う と装 置 の価 格 よ り も通 話料 の負 担 が大 き く,買 取 りの 自営 方式 では やれ な い の で,共

同利用 型(ANSWER)を 検 討 す る こ とにな ろ うが,独 自のサ ー ビス メニ ュー の特 色 が出 せ な い悩

み もある。

顧 客サ ー ビス と して電 話 機 等 を利 用 して残 高 照会,振 込 照会,業 務 案内 照合 等 が実 現 して い ます が,

自営 の場 合相 当 コス トが かか る よ うに聞 いて お ります。

1.音声 応 答装 置 を利用 した新 しい電 話 サー ビス を寛 々公社 が 開発 され てい るそ うです が このオ ー デ ィ

　 オ レス ポ ンス サ ー ビス の利用 手 引 とな る よ うな ものが あれ ば教 え て欲 しい。

2音 声 応答 装 置 の メー カー等 につ い て教 え て欲 しい。

5.公社 の オー デ ィオ レス ポ ンス サ ー ビス と自営 の場 合 とで は コス ト的 に どち らが有 利 で すか 。 そ れぞ

　 れ の問題 点 に つ い て もお願 い します。

相手先の確認が不必要 なものについては利用可であるが相手確認技術が進めば(声 紋照合等)利 用 も

進む。

Q2に 同 じ　 全 て公社 直営 が好 ま しい,　Telと 同 じに… …

Q5と 同様 に特定 分野 か らひろ が っ て ゆ くだ ろ う。

出力装 置 と しての 音声 は利 用度 が高 まろ う。

株式市況情報などに活用 してみたいと思 う。
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当社 の場合,具 体 的 な適用 業 務 をみ つ け るの が 困難

端 末装 置 に組 み込 む事 に よ り入 力 デ ー タ の耳 に よるチ ェ ック と して使 用 す る事 が 考 え られ る。 しか し

そ の場 合 の値段 は端末 装 置 とセ ッ トで数 百 万 円以 下 でな い と難 しい。

正 確 性,コ ス トの問題 が あ るの で,そ れ ほ ど利 用 す るま で には到 らな い と思 う。

用 途 な し

予約,発 注,問 合 せ な どの業 務 でPush　 Phoneや デ ー タテ レフ ォン と組 み合 せ た本 シス テ ム は あ る程

度 の進 展 が 見 られ る と思 う。

将 来 的 に増 え るで あろ うが,Q5と 同様,特 殊 な アプ リケー シ ョン での 使用 に留 ま る と思 う。 しか し,

ビジ ュアル な応 答 装置(ビ デ オ端末 等)も 組合 せ た機器 が 安価 に で きれ ば,想 像 以上 に普 及 す るか も

しれ な い。

コ ン ピ ュー タ システ ム に よる 音声 応 答 は,一 般 大衆へ のサ ー ビス を中心 に将 来 発 展 す る と思 わ れ るが

そ の た め には,応 答装 置 の 低 価格 化 が大 前提 とな ろ う。

人 間 の 目の情 報 を補 う情 報 と して は最 高 で は なか ろ うか。

但 し1,200万 で は買 え ませ ん。

コン ピ ュー タ専 門 で ない一 般Userは 保 守 的 で あ り,優 れ た技 術 に対 して も採 用 して実 施 す る のに は

時 間 が かか る と思 う。

中 央処 理 装 置障 害 あるい は,オ ン ライ ン ・シス テ ムダ ウン時 に ユーザ に メ ッセー ジ を送 出す るため の

機 器(ス タ ン ドア ロン で あ り小 規 模 な ものが 市場 に出 れば の話 では あるが)

現 在 の利 用 方法 では あま り利 用価 値 が な い。

間合 せ 業務 が非常 に楽 に なる の で,現 行 シス テ ムの応 答用 と して も利用 範 囲 が広 い。

▲
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Q7

リモー ト・ファ クシミリ入 力の 利 用 度 につ い ての ご意見

ag　1の 方 法 は誰 で も考 え ます が"主 た る処 理 方法"と して実 用 化 してい るか どうか疑 問 で す。

む しろ原 始 伝票 の発生 場 所 に設 置可 能 なデ ー タ伝送 能力 を持 つOCRの 方 が 魅 力 が あ ります。

コス トが よ り安 くな る事 が望 ま しい。

入 力 デ ー タの読 取 り精 度 の 問題 か ら修 正 手 順 が 必須 だ と考 え ます。 リモ ー トか らの ダ イ レク ト入 力 は

この点 むず か しい と考 えて い ま す。

現在 一 部利 用 してい る が,フ ァク シ ミリの性 能 が悪 く,OCRリ ー ダー の読 取 率 が非 常 に低 い。

現 行 のOCRに は,左 記 前 提条 件 に合 わ ない 部 分が 大 きな問題 とな って い る。 ま た,　FAX入 力 の場

合,エ ラー チ ェ ック の方 法 お よ び返 送方 法 に も問題 が残 るの では なか ろ うか 。

つ ま り,入 力 者が エ ラー チ ェ ックが 戻 る まで,特 記 す る必要 が あ るので は なか ろ うか。 そ れ な らば,

ハ ー ドの安 価化 を考 え る と,計 算機 の分 散 化 を計 ってデ ー タ通 信 と して利 用 す る方法 の方 が 安全 で あ

る と考 え る。(手 書 漢 字OCRが 開発 され,こ れ と組合 せ る と有効,但 し,メ モ リー を食 い す ぎぬ こ

ど)

当社 の場 合,OCRニ ー ズ は あ るが 現在 まだ 実 施 して い ない現 状 で す。 コン ピ ュー ター イン プ ッ トと

は 云 え,多 分5年 後 の電 送入 力 の場合 に も相 手先 に も直 ちに メ リ ットの ある 対 話 式 応 答 入 力 の 時代

と考 え ます が。

FAXの 信 頼度 とOCRの 性能 に よ って第1方 式 は民間 機 で も利 用 して い る所 が ある が音 声入 力 と手

書文 字入 力,OCR/FAXは 少 量 デー ター の入 力 には今 後非 常 に有効 で あ る と思 う。

第2方 式 は内容 的 に不 明で ある が,情 報 紙 面 を有 効POS的 利 用(多 量)に 利用 出来 るの で あれ ば 比

格 的大 量 デ ー ター に 向 いて い る と思 う。

この場 合 一 般 のデ ジタル 通信 との対 比が お も しろ い。FAX信 号 の復元 は どの程 度 の速 度 と精 度 が出

るか。

コン ピ ューーターへ の入 力 ミス の除去,お よびCHECKの 方法 にや は り問題 を残 す と考 え る。

5年 後 を め ざす ので あれば第2の 方 式FAX信 号/C信 号変 換 の 方が ベ ター と思 う。

費用 効 率 が 悪 い ので は ない か?

第1方 式 　 フ ァク シ ミ リ又 はOCRは 今 の 所 オペ レー ター一が必 要 で あ るの で伝票 を フ ァク シ ミ リで送

　 　 　 　 　 る よ り伝票 を作 る時 に コン ピ ュー タ ー用 入 力媒体 を作 る方 が得 で ある。

第2方 式 も第1と 同様 に何 もフ ァク シ ミ リ情報 を変 換 す る必 要 は ない と思 う。

大 変 便 利 な事 な ので普 及 す る と思 う。

FAX信 号/C信 号 変 換 は技 術 的 に は なん ら問 題 は な い と考 え ま す。 コス ト的 に は メモ リー の価 格 が

下 が り高速 大 容 量 メモ リー が実 現 す れば第2方 式 も5年 後 には 相 当数広 が って い る と思 わ れ ます。

現 状 の 進行 度 か らみ てむ つか しい こ とでは な い よ うです。

漢 字 の 認識 技 術 の発 達 に期 待 した い。
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起 票 者 の文 字,数 字 の標 準 化 が 問題 とな り,普 及 程 度 が 疑 問視 され るが 又,従 来 と異 って,起 票 者 の

デー タに対 す る神 経 の 使 い方 が,一 段 と要 求 され る ので は と懸 念 さ れ るが?

これは,私 だ け の思 い 過 しで あれ ば よいが。

・原 始 伝票 の 誤読 率 の低下 が必 要 で ある。

・誤読 した場合 のチ ェ ック,回 復機 能 の充 実が 必要 と思 う。

　 (コ ス ト自身 に バ ランス が とれ る こ とを前提)

第2方 式 が使 え る もの な らば検 討 して み る価値 が あ る。

技 術的 な解決 と実 用 の 問題 には ま だ 達だ大 きな ギ ャ ップ が あ り利 用 度 は ある特殊 な例 を除 い て5年 以

内 に相 当 普及 す る とは考 え られ な い。

営 業 伝票 等 の入 力方式 効 率 化 と して利 用 す る こ とにな ろ う。

5年 後 には,リ モ ー トフ プク シ ミ リ入 力 は相 当程 度 利用 して い る と思 う。 で きれ ば第2方 式 に したい

と思 う。

デ ー タギ ャザ リン グ は,公 社 が 輻広 いサ ー ビス を低 価 格 で提供 して も らえ る と思 うの で,ONLINE

(ビ デ オetcに よ る)で 行 な われ よ うに な り,伝 票 か ら　 改 め てデ ー タ を作 成 す るの では な く,デ ー

タ(VIDEO)か ら伝票 が作 られ る もの と考 え られ る。

精 度 と速 さ に よ り,利 用 範 囲 は ひ ろが る と思 われ る。

現 在 のOCR機 器 に於 て数 字 に 関 しては誤 読率 が低 く評 価 され るが,英 字 ま してや カナ 文 字 につ いて

は何 をかい わん や の状 態 で あ る。

我 々 と して は,第2方 式 にす べ て を期待 してい る。 第1方 式 で あれば 余 り如 味 が ない と考 え る。

第1方 式 は コン ピ ュー タに入 力 す る間 に人間 が介 在 しFAXで 再 現 され た もの をチ ェ ックす る等 の場

合 は非 常 に有効 とな るが,最 終 的 に コン ピ ュ・一一タ に入 力 す るの で あれば 第2方 式 の方 が よ り広 く利 用

さ れ る様 に な る と思 う。 す な わ ち コ ピー,転 送,管 理 面 等 に おい て コン ピ ュー タ1つ で出来 る。

o第1方 式 は,ス ピー ドが 遅 い こと,お よび誤 りの応 答 が や りに くい点 で普 及 が むず か しい と考 え ら

　 れ る。

o第2方 式 は上 記 の欠 点 を解決 して くれ る点 よい と思 うが,複 合 伝送 に よ る同一 回線 使用 で行 なわ れ

　 る必要 が あ る。

OFAXと 端 末 機 が 複 合装 置 とな り うるか ど うか も技 術 上 の問題 と思 う。

費用 負担 の割 合 に は第2方 式 が 低廉 と考 え られ るの で採 用 す る場 合 には そ の方 か ら入 るだ ろ う。 但 し

EDPの 分 散 に伴 い,10年 後 に至 って は相 互 の交 信 が 生 じ㊤?方 式 が 必要

比較 的 安価 に実 現 で きるな らば 今 す ぐにで も採用 した い。

OCRの 文 字読 取 り も,ま だ ま だ制約 が 多過 ぎる。 これ が な くな らな い限 り・ 大 きな発 展 は の ぞ め な

いo

いず れの方 法 に して も

　 ・図形 は情 報 量 が 多 く,伝 送 時 間 が長 くな る。

　 ・情 報量 をへ らせ ぱ あや ま り率 が高 くな る。

とい う問題 が ある。
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5年 後 よ り以 降 とな ろ う。

OCR方 式 は用紙 等 の制約 が考 え られ る。 ま た,第1方 式 の場合 は ワンク ッシ ョン操 作 が 入 る こ とが

考 え られ る。

フ ァク シ ミリー メー カー 及 び端 末 器 メー カー に す でに 問題 提起 中。

処理速度から見た場合に機待がもたれます。

マ シ ンの完成 度 の問題 で す。

第1方 式 の場 合,よ り多 くの情報 を フ ァク シ ミ リで送 る場合

　 現 在 の フ ァク シ ミ リで は時 間 が か かbす ぎ,回 線(特 定)利 用 の方 が当 社 で は 安価 で あ る6

第2方 式 の場 合 で も,同 様 の事 が い え る ので は ない か と思 わ れ る。

2の 方 式 が主 流 に な っ てほ しい とい う希 望 的 観測 か ら

FAX→OCRの 考 え方 では な く

FAX=OCRに な るの では?

デ ー タ精度 の割合 が,ど の程 度 かが 不 明

従 が って第一 方 式;第 二 方 式 の選 択 が 不可 能,但 し第一 方 式 は,現 在 のOCR実 態 か ら予 測 され ます

が,ま だ まだ限 界 が ある もの と思 われ る。

原 始 伝票 の作 成 コス ト(入 力 前 の 手書 き負荷,伝 票そ の ものの コス トな ど)と シス テ ム全 体(入 出1力

機 器 コス ト,通 信 コス トな ど)の 運 用 コス ト及 び 誤読 大 い に期待 す る機能 です。

利 用 ア プ リケ ー シ ョンに よ りそ の利 用 内容 は異 な る と考 え られ ます が ター ンア ラ ン ド ・シス テ ム不 特

定 多数 の エ ン ド ・ユー ザ を対 象 に した ア プ リケー シ ョン(例 えば 企業 間情 報 交 換等)で 利 用 さ れ るケ

ー スが 多 く有 る と考 え られ ます。

又,現 在 のFAX普 及 率 か らみ てそ の装 置 の 利用(転 用)が 必須条 件 では な い で し ょ うか。

非 常 に望 ま しい 入 力方 式 です が,ス ピー ド,コ ス ト,制 約 条件 な どか ら,5年 では 部分 的使 用 に止 ま

る と思 い ます 。技 術 的 に は第2方 式 を望 み ます。

文 字,数 字 の書 き方 に制 限 が 多す ぎて 実用 段 階 に至 って い ない。

OMR又 はOCRで の リモ ー ト・入 力は特 に将 来 性 が あ る よ うに思 い ます。 す で にOMRの フ ァク シ ミ

リは検 討 中 で す。

へ き地 でオ ン ライ ン端 末 が デ ー タ量 や オ ペ レー ター で設置 で きな い ときは有 効 と思 い ます が,デ ータ

ー チ ェ ック の精 度 ,タ イ ミング は落 ち不 能率 に思 い ます。

FAX以 前の省 力 化 に も問題 が あ ります。 コ一一ドレス 化,メ ニュー 入 力.省 略 値 入 力,　 etc

行 内 情報 の収 集 と集計 で は省 力 化合 理 化 が一 段 と期待 出来 るば か りか,適 用 範 囲 も多 く採 算 面が 合 え

ば,す ぐにで もや りた い。

とにか くもっ と高 速 に な る必 要 が ある し,料 金 が 安 くな らない と踏 み切 れ な い。

伝 票 を リモ ー トフ ァク シ ミ リで入 力 で きれ ば,ホ ス トのバ ッチ処理 が軽減 され タ イ ム ラグ も解 消 す る

な ど相 当 メ リ ッ トが あ りま す。

　 処理 ス ピー ド,OCR文 字,設 備費 用 等 導入 に際 す る問題 につ い て資料 を教 えて 欲 しい。
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第2方 式 でなけ れ ば デー タ量 の増 大 には対 応 出来 な い と思 われ る。

1.記憶 装 置 の価 格 化 が 良 く解 らない安 い 方法 と した い。

2,メ ン テ ナ ンス の可 否 も大 きい 。

5.仕事 に よ り,1.2方 式 を採 用 す る。

第2方 式 は大 い に魅 力 が ある。 注文 書 や 財務 デー タ等収 集 に活用 して み た い。

第2の 方式 につ い ては,当 社 の場 合 　理 地 　 キー エ ン トリー 業務 が 多 い た め省 力 化 の観 点 か ら利 用

可能 性 は大 い に ある。 しか しこの場合 で も手 書 きOCRと の コス ト比較 に な る もの と思 われ る。

第2方 式 に つい ては精 度 が 向上 すれ ば検 討 した い。

O第1方 式 につ い て

　 現在,OCRを 端末 機 と して 遠 隔地 に設 置 し,遠 隔地 に てデ ィジタル 化 して伝 送 し,コ ン ピ ュー タ

　 に入 力す る方 式 を利 用 してい る。

　 現 在 の通 信料 金 の範 囲 で は,こ の方 式 の 方 が安 価 で ある。

o第2方 式 にっ い て

　 文 字 ・情 報 の入 力 に関 しフ ァク シ ミ リを利 用 す るの は魅 力 な し。 図形 情 報 に関 して は可 能 性 あ り。

イメー ジ ・プ ロセ ッサ ー の発 展 に よ り大 幅 に 利用 され る と思 う。

非 常 に効果 的 な技術 で あ る と思 われ るが,5年 後 とい うスパ ンで の実 現 性 を疑 う。

第2方 式 が 安価 で可 能 な らば,5～10年 後 には採 用 す る可 能 性 が あ る。 第1方 式 の場 合,遠 隔地 に

OCR端 末 を置 いた場 合 と比 較 して,通 信 料 等 も含 めた 全体 と して の利 用料 金 が安 け れ ば採 用 も有b

得 る。

FAX-OCRは 程 度 に よっ ては利 用 され るか も知れ ない。

第1方 式 は運用 コス トが高 く,第2方 式 が実 用 化 す れ ば消 滅 す るで あろ う。 伝 票 の 直接 入 力 は シス テ

ム的 にわ か り易 く魅 力 的 な方 法 で あ り,技 術 的進 歩 が そ の コス トを下 げ る な らば か な り普及 す る と思

う。

コン ピュー ター処 理 シス テ ム の最大 の ネ ック は,デ ー タ エ ン ト リー で あ り,こ の省 略 化 につ い ては,

もっ と技 術革 新 が必 要 で ある。

当第 一 方式 は 現 在 の技 術 か ら して も,比 較 的 利用 しや す いの で,当 面 普及 す る と思 われ るが,そ れ に

して もOCRを 介 す る とい う無 駄 は で きる だけ早 急 に解 決 す べ きで,第2方 式 が将 来 の主 流 とな るだ

ろ う。

当社 で は直接 遠 隔地 よ りOCRで デ ー タ を読 み 直接 コ ン ピ ュー ター に入 力 する 予 定(56年)

方式 につ い ては ど ち らが 良い か わか らな いが,遠 隔地 に ある既設 の フ ァク ス か らセ ンタ ー の コン ビュ

ター に入 力 す る方 法 は理 想 的 な の で,伸 び る と思 う。

解 りや すい解 説 書 ・説 明書 が 欲 しい。

コ ン ピ ュー ター の担 当者 は技 術 的 に優 れ た もの の採用 には積 極 的 で あるか らよい こ とが わ かれ ば急 速

に利 用 され るで あ ろ う。
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両 方式 とも今 後 か なb普 及 す る と思 われ るが,(1)装 置 の コス トダ ウン　 {2)回線使 用料 のダ ウンが ポ イ

ン トとな る。

又,フ ァク シ ミ リ入 力 方 式 と して(1)OCR(2)OMRの2方 式 が 考 え られ る が,信 頼 性 か ら言 え ば

OMRが 優 れ る が 自 由度 に不 満 が残 る。 今 後 フ ァク シ ミリ開 発 に あた り装置 が イ ンテ リジ ェンス を種

々持 つ ことが考 え られ るが,OCR方 式 の 向上 を期 待 したい 。

第1の 方式 は 中間 媒 体 を介 す る の で第2の 方 法 に比 し劣 る,と 考 え る。

イ ンテ リジ ェン ト'タ ー ミナル とOCRに よるデー タ変 換 後,デ ー タ通 信 に よ リホス トに電 送 す る形

態 が現行 シス テ ム か らの移 行 と し多 くな るの では な いか。

`
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Q8

コ ンピュー タ出力の ファ クシ ミリ伝送,ま たはファクシ ミリ出力についてのご意見

セ ン ター に於 け る送 遠業 務 が どれ程 繁 雑 な もの か.第1の 方式 は あ り得 ませ ん。

現在 の ところ余 り利 用度 が高 くな る と思 われ な い。

　 1.オ ン ライ ン端 末機 で入 ・出力 を兼 ね て い る。

　 2.通信 コス トがデー タの み の場合 フ ァク シ ミ リの 方 が高 い。

低能 力 の イメー ジ出力 にFAXは 好 適 です 。 簡 易 イ メー ジ プ リン タ と してオ ン ライ ン で直接 出力 で き

る こ とを期待 してい る。

現 在,コ ン ピ ュー タ,シ ス テ ムが オ ン ライ ン化 へ移 行 してい る為,ほ とん ど必要 性 が な くな る と思 わ

れ る。(各 端末 側 で任 意 に出 力 す る)

技 術 の発 展 ス ピー ドは早 い の で,5年 後 は もっ と進ん で い るか もわか らない が,当 社 の場 合,出 力 に

関 して は積極 的 にフ ァク シ ミ リ伝送 又 は フ ァク シ ミリ出力 は考 え て ゆ きた い。

要 は ユ ーザ ー に必要 な情報 を機 種 に こだ わ らず イ ンター フ ェー ス さ え確認 で きれ ば届 け てや りたい。

コス トの 見 合 とス ピ「 ド,複 写 枚 数 等 が 必要 な時 はLP出 力(プ リンター)が 有 利 。

第2方 式 の場 合,ワ ンク ッシ ョン入 る の で(MTと かDiskメ モ リー か ら直 接 転送 しない)大 量情

報 の場 合 は じゃ ま くさい 感 じが す る。

白 黒 だ け でな くカ ラー も扱 え る よ うにな る と伝 票 の 印刷 も不 要 にな る と考 え られ る。

第2方 式 の場合 コン ビ ュー一夕ー の本 来 の 出 力端 末 と,性能 ・機 能 に於 い て競合 す るの では ない か。

第2方 式の方がより使いやすい と考える。

全社同一レベルの情報提供の必要性の有無は?

現在グラ。,。 拙 九 鰐 出力の検討 をはじめている段階のため,5年 後ではや・と第1方 式のレベ

ル② 相 当 で あ ろ う。

大変便利な事なので普及すると思う。

第1方 式での利用は減少すると思います。第2方 式が実用化されるからです。

事務機周辺の能率向上 として期待される.'但 し,現 状のデー処 理 との融合 とい・た点では'矛 帰 着

側の環境整備の問題が多く,先 ずは事務処理部門のみに,単体として適用 していく方が得策 と考える。

そ うした場合,そ の価格が大いに問題 となろう。

第2方 式が本命 と思います。

FAXの 高 速 化 が必要 。

あま り漢 字 ・図形 出力 は必 要 ない。

利 用形 態 が は っ き りせ ず,不 明。

FAXの 品 質,精 度 の大 幅 な 向上 と送 信 時間 の短 縮(20秒 →数 秒)が 課題 。
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デ ー タ ギ ャザ リング は,公社 が幅 広 い サー ビス を低 価 格 で提供 して も らえ る と思 うの で,ONLINE

(ビ デ オetcに よる)で 行 な わ れ る よ うに な り,伝 票 か ら改 めて デー タを作成 す るの では な く,デ

ー タ(VIDEO)か ら伝票 が作 られ る もの と考 え る。

回 線 コス トが安 い こと。

第1,第2方 式 と も出力 が 少量 で あれ ば充 分利 用 出来 るが,出 力 が大量 で あれ ば 費用 的 に ど うか とい

う問題 が 残 る。

遠 隔地 でFAXの 受 信処 理 の み で はす ま な くな る,何 らかの計 算 等 が生 じるた め第2方 式 の方 が 利用

範 囲 と して広 が る と思 う。

第1方 式 は処 理 速度 が 遅 い と思 う。

第1方 式:必 要 量 が限定 され て来 るの で少 。

Outputど は人 間 の 目で見え る もの が必 要 で あ る 。　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 }共 通 端末FAXは 今 す ぐに で も使 いた い
。

デー タは デ ジタル された ものが 相 当 蓄積 され て い る。

費用,複 数 帖 票様 式,伝 送 ス ピー ド,共 用端 末 と して利 用可 な どの問題 が解 決 で きれ ば用 途大 。

5年 後 よ り以 降 とな ろ う。

OCR方 式 は用 紙 等 の制 約 が考 え られ る。 また,第 ↑方 式 の場合 は,ワ ンク ッシ 。ン操 作 が入 る こ とが

考 え られ る。

マ シン の完 成度 の問題 です。

第1,第2方 式 の いずれ を とる にせ よ,フ ァクシ ミリの 図形 。漢 字,そ の他 デ ー タの鮮 明度 が問題 に さ

れ る と思 うが,現 在市 販 され て い る機 種 では よ り細 い,密 なデ ー タ に関 しては積 極 的 に取 り組 み難 い。

コン ピ ュー ター の 出力三〉フ'ハレター の考 え 方 が変 って来 るの で はな いか。

Faxの 現状 よ り推 定 します とス ピー ドが遅 い為 実 用 に供 しがた い ケー ス が多 い。 従 っ てス ピー ドい

か ん に よ り利 用度 が変 る と考 え られ ま す。

理 論 上 で は,か な りお も しろみ が あ る と思 われ ま す。

第一 に大 きな問題 は,コ ス トパ ー フ ォマ ンス 。

第二 に漢 字 ・図形 のデ ー タ処理,情 報処 理 伝 達 の 必要 性 の度合 が 問題 と考 え られ る。

第2方 式 のデ モ を見た こ とが あ ります が,将 来 的 に望 ま しい方 式 を考 え ます 。

コス ト,時 間,大 量処 理 な ど課 題 に多 い よ うに思 い ます が …… 。

但 しフ ァク シ ミ リの鮮 明度 と速度 の改 良 が条 件 。

当 社 で は精 密 な図形 は不 要 。

デ ィス プ レー 出力 の方 力「タ イ ミン グが よ く,消 耗 品が 不要 で必要 あれば コ ピー を とれ ば よ く,ス ペ ッ

ク を与 え る応 答 の方 が よい。

漢 字 プ リン ター が入 る と この方 式 は充 分 に考 え られ る し,や りた い と ころ では ある が,や は り適用 帳

票 は 限 られ るだ ろ う し,全 店(95～100店)を 対 象 とす るに は時間 的 な制 限 を考慮 す る と,消 極

的 に な らざ る を得 ない。
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シ リアル プ リン タ とフ ァ クシ ミ リの 比較 とな るがそ の為 には 当然 セ ン ター ホス ト側 の問題 も あ り,現

時 点 で の方 向づ け は 困難 。

又,Q7も 同様 だ が第1方 式 と第2方 式 の基 準 は コス トと シス テ ム対 応 で大 き く変 化 す る。

第2方 式 でな けれ ば デ ー タ量 の増 大 に対 応 出来 ない。

1.記憶装 置 の価 格 比が 良 く解 らな い安 い方 法 と した い。

2.メ ンテナ ン ス の可 否 も大 きい。

5.仕 事 に よ り1.2方 式 を採 用 す る。

今 後 のパ ター ン認 識 の一 例 と して具 体 性 は あ るが,で きれ ば端 末機 に 同様 機能 を持 たせ た い。

リモ ー ト側 の プ リン ター との兼 合 もあるが,第2方 式 な ら利 用 して もよい と思 う。特 に図形(グ ラフ

ー 株 価市 況 を表示 す る罫線)の 出力等 が考 え られ る。

将 来 漢字 端末 を設 置 し,現 行 の英 数 カナ を含 めた オ ン ライ ンネ ッ トワー ク を構 築 した場合,更 に

FAXネ ッ トワー ク を新 た に新設 す る こ とは考 え られ な い。

価 格 に ょる。

解像度 が問題

多数 営業 所,支 社 を持 つ 企業 に とって同報 シス テ ムは有 効 で あ り,特 に中 間 に ・7ニュア ル ハ ン ドリー

グ を入 れず コ ン ピ ュー ター か らダ イ レク トに電送 で きれ ば よ り有 効 で あ る。

利 用料 金 と伝 送 時 間 の条 件 に よ り,選 択 の余 地 が残 るが,現 在 の ところ漢 字 出 力は,漢 字 端末 で との

考 え方 が 根強 い 。 ま た,図 形 出力 を要 す る業 務 が ない 。

将 来 利用 価値 が 出 る と思 う。

漢字,図 形 出力 につ い ては,漢 字 端 末,グ ラフ ィ ックデ ィス プ レイ等 が急 速 に発 展 してbり,第2方

式が 使 われ る必 然 性 は 薄 い と思 う。

第1方 式は,導 入 しやすいから急速に普及すると思pれ る。

第2方 式 は,そ の技 術 的 問題 と価 格 面 が解 決 され れ ば,第1方 式 に とっ て代 り,普 及 す るだ ろ う。

第1方 式 と第2方 式 とでは どち らが安 価 に 出来 ま すか。

値 段 が

　Computer端 末　 　　 　 　　 　 　　 〉 フ
ァク シ ミ リ ・シス テ ムの時 は この形 態 が増 え る と思 う

(Printeretc)CRr

第2方 式 が 良 い。

図形 情報 の選 出 を イ ンテ リジ ェン トグ ラフ ィ ックタ 一一ミナル で行 な うか,FAXに なる か の選 択 の要

素が 強 い。

ミニ コ ン,オ フ コン,端 末 機 を利用DISPLALな どで も良 い。

コ ス ト比較 が で きな いの で 回答 で きない。

第1の 方式 は 中間 媒体 を介 す るので,第2の 方 法 に比 し劣 る・と考 え る。

今 後 フ ァク シ ミ リ機 も電 算 機 の1フ ァイル と して使 用 さ れ るの で は ない か と思 う。
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09
ファ クシ ミリのための 伝送路の選 択に関する意見

通 信 のネ ッ トワー ク を全 て,1種 類 の伝 送 路 で統一 す る こ とは ない と思 う。 どの伝 送 路 も,検 討 対 象

とな り得 る。

① 帝 城線 での 高速 電 送 は鮮 明度 に問 題 あ り,限 界 。

② 専 用線 でク ローズ したFAX網 は,特 殊 な場合 しか な くな る。

将 来 につ いて は わ か りか ね ます。

DDXの サー ビス区 域 が広 がれ ば利 用 検討 で き る。

今後 共 フ ァク シ ミ リにつ い ては増 大 す る と考 え られ る。 現 在 の新 聞 も何年,何 十年 か先 には フ ァク シ

ミ リレベ ル にな るの では な いだ ろ うか 。

但 し1-1に つ い て は近 距 離 のみ,大 部 分 は2。

多量 の もの は,専 用 線,そ れ以 外 はDDXに 向い て い る。 但 し5年 後 のDDXの 普及 度 に よ り既 存 の

電話 網 利 用 も相 当残 るの では。

フ ァク シ ミリ本 体 の メー カー間 の共 通 性 を考 え,専 用 網 が いい と思 う。

加入 型 が1-1の 場 合 は一 般 家 庭 も含 め てか な りの び る。

1-2,現 在 の 専用 線 の 範 囲 で あれ ば社 内 間(特 定間)通 信,

(2)がTELEX(海 外 を含 む)通 信 衛 星 利 用 にグ レー ドupi料 金 も安 い もの で あれ ば1-1を しの ぐ

　 もの と思 わ れ る。

〔3)は費用 も高 くつ くの で は ない か,高 速 性,解 像 度 は上 るが一 般 にはそ れ ほ どの もの は不要 で は ない

　 か,1-2と 同様 と考 え られ る。

FAXの 機 種 互換 性 が業 界 で規格,標 準 化 出来 るか。

　 CCITTの 標 準 プ ロ トコル は あるが 現状 は各 メー カー 機 と し共 用 出来 るタ イ プは 少 ない の では な

　 いか。

フ ァク シ ミ リ画 面が よ り鮮 明 にな る こ とが 前提。

電話 網 は現 在 の ま ま でそ の上 にフ ァク シ ミ リ専 用網 とDDXが 伸 び る と思 われ る。

費用 の 問題 。

料 金 の 遠近 格 差 のた め 。

選 択 基準 は経済 性 とサ ー ビス の 質(速 さ を含 め)経 済 性 に は,設 備費 を考慮 す る こ とは当 然 で ある。

DDX網 を多 目的 に利用 す る こ とが多 くな り専 用 的 な回線 や フ ァク シ ミ リ専 用 網 な どは不 要 と思 い ま

す。

通 信 コス トと通 信 の便利 さ.および 音声,デ ー タ通信 との 混合 利用 の度 合 い に よっ て状 況が 異 な る もの

.と思 い ま す。

5のDDXは ドロ ップア ウ トは 出来 ます か。
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安い料 金 の選 択 に な るだ ろ う。

利 用 者 ク ラス,適 用 業 務,ト ラ ヒ ック,精 度etcの 各 要 因 の利 点,欠 点 に よ り,別 々 に大 き く伸 び

る と思 われ る。

O異 機 種 間通 信 の実 現 　 　 O低 料 金 化

希望 的 意 見 と して5～10年 後 にデ ジ タル,ア ナ ログ の統合 網 の確 立 が必 要 。

・通信 相 手側 の動 向,既 存 設 備の耐 用年 数(償 却)等 の 関 係 もあ り,フ ァク シ ミ リ専 用 網 あ るいは

　 DDXを 利 用 す る タ イ ミング が か な りむ ず か しい。

・新 シス テ ム でク ロー ズ ドネ ッ トを構 成 す る場合 に新 サ ー ビス網 の利 用 が検 討 され る こ とにな る だろ

　 う。

フ ァク シ ミ リ専 用 網サ ー ビス が普 及 す れば フ ァク シ ミ リ専 用網 を利 用 してい るか も知 れ な い。

DDXに つ い て も言 え る事 で あ り,　DDXの サ ー ビス 範 囲が ど こま で拡 大 され るかがDDXの 利 用度

に大 き く影 響 す る。

現 在 のデ ジ タルFAXを 電 話 網 で使用 す る にej　、 回線 品 質 に若 干 問題 が ある。将 来 的 には たぶ ん 高品

質回線 を用 い て超 高速 でFAXデ ー タ を送 り,結 果 的 に低価 格 で 回線 を使 用 す る形 に な る と思 う。

フ ァク シ ミ リ専用 網 はFICS(加 入FAX通 信 システ ム)と 考 え る。

使 用 回 線 の共 通 化 は コ ン ピ ュー タ使 用 上,非 常 に有利 で あ る。

FAX網 は拡 大 されつ つ あb,今 後相 当 の勢 い で伸 び る と見 て い る。 距 離,速 度 を考 え,　DDXが 最

良。 但 し,使 用 量 との比 で料 金 の低下 を見 込ん で い る。

長 距離 通 信 の有 。

専 用線 は大 口ユ ー ザ のみ.少 々。

本 社,支 店 間 を結 ぶ ネ ッ トワー ク(専 用 線)に 組 み込 む予 定 。

料 金 に応 じた使 い分 け も必 要 と考え られ る。

そ れ ぞ れ の電送 路 の 混 在 が 出来 る事 。

DDXの 普 及度 に応 じて,コ ス ト安 が 画 られれ ば 運用 可 能 と考 え られ る。

フ ァク シ ミ リ専 用 網 の 利 用 につ いて は,料 金 次 第 であ る。

FAXは 常時 送 受信 しない とい う前 提が あ る と思 い ます ので課 金 単位 も度数 制 に よ る課 金 にな る こ と

が 前 提 で専用 線 とい う形 は 採用 しない の では。(ただ し料 金 体 系 が変 れ ば別 で ある が)

利 用形 態 に よ って選 択 され る と思 い ます。 近 距 離 が廉 い な らフ ァク シ ミリ専 用線 がの び る で し よう。

フ ァク シ ミ リに こだ わ らない。

フ ァク シ ミ リ専 用 網 は,ぜ ひ実 現化 して欲 しい 。

Q9は 左 記 の料 金 面 の利 点 か ら選択 した。

一88一

●

ψ



■

■

電 話 網 の料金 を現 在 の ま ま との 前程 で4区 分 され て い るが専 用 線 と公 衆 回線 の2区 分 と簡 単 に して料

金 も安 くおさ え て ほ レい 。

ユー ザー(取 引顧 客)の 利 便 性 に よ る。

本質 問 につ い て は検 討 した ことが ない ので わ か りませ ん。　 　 　 　 .

費用 効果 か ら1-1,5項 の 併用 可 能 が望 ま しい。　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 '

FAXが 家庭 レベ ル ま で普 及 して い くこ とを考えると,専用 線 は 自社 内 の閉鎖 ネ ッ トとな り問題 とな る。

また,こ の段 階 で よ り通 信 料 の コス トを抑 制 で き るFOX専 用 線 な い し,　DDXが 全 国 津 々浦 々 に普

及 してい れ ば,最 も利用 価 値 が 高 い,た だしこの場 合,電 話 は既 存 電 話 をそ の ま ま使 え る こ とが 前提 と

な る。

オ ン ライ ンネ ッ トワー ク と共 用(時 分 割等 々に よ り)が 望 ま しい の では 。

具 体 的 に検討 して いな い の で解 答 が で きませ ん。

近 距 離 に おい てDDXが 電話 網 と同 じ位 に安 価 に なれ ば,電 話 網 →DDXに 変 更 したい 。

DDXは サ ー ビス エ リア の拡 大 とDDX接 続 端末 の開 発 に よ りそ の進 展が 左右 され よ う。

フ ァク シ ミ リ専 用 網 が 完成 さ れれ ば(料 金 に もよるが)利 用 が 増 え ると思 われ る。

将 来 的 に フ ァク シ ミ リ専 用 網等 が 使 われ る ことに な っ て も電 話 網 に よるフ ァク シ ミ リ伝 送 は そ の手 軽

さ,障 害 時 の バ ックア ップ等 の利 点 に よ り使 用 さ れ る で あろ う。

経 済 性 と品質 を考 慮 して選 択 を す る。

近距 離,遠 距 離 に よっ て回 線 を選 ぶ式 に したい。

当所 の場 合,フ ァク シ ミ リ専用 は考 え られ ない。DDX網 の使 用 が 考え られ る。

1-2は,デ ー タ通 信 線 の 夜 間空 き時間 を考 え た場 合 。

現在 の利 用 量 は 非 常 に少 い の で 。

フ ァク シ ミ リ伝送 を,発 券 用 と して考 え る場 合,現 有 シス テ ム の補 完的用 法 とな る。専 用 線 は 経済 的

に不利 と思 わ れ る し,DDXは 送 信 ピ ッ ト比例 の課 金 で あるた め不 経済 と思 われ る。

現 在 の とこ ろま った く予定 が あ りませ ん の でわ か りません 。

、
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ビ ジ ネ ス版VTDEOTEXに つ い て の ご意 見

内容 次 第

受像 器 と画 面 当 りの単 価 が大 き く利 用 度 に ひび くだ ろ う。

利 用 者 全 てが望 む程 度 の違 う情 報 を提供 す る のは無 理 で あ ろ うと思 う。 しか しな が らユ ー ザ ー か らみ

る と　 ・コス ト高

　 　　 ・得 たい 情報 を提供 して くれ るか ど うか

と言 う事 を考 え る と。 企業 に何 台 か は許 さ れ る だ ろ うが,各 家 庭 に浸 透 す るには 又 さ らに数年 を要 す

のでは(早 く利用 出来 れ ば便利 です ね)

利 用 料 金 も,情 報量 との 関係 で決 ま る と思 って い るが,TVの 伝 送 デ ー タ量 が非 常 に大 きいの で,特

別 の電 話料 体 系 で も と らな い とむ ず か しいの では。

徐 々 に増 加 す る と思 われ るが,法 律,一 般 情 報 の利 用 が増加 す る。

情 報 料 が 無 料 又 は安価 が 普及 の条 件 と思 う。(高 度 の情 報 は期 待 してい な いだ ろ うか ら)

情 報 サー ビス の緻 縮 さが,得 意 の我 が国 は意 外 とこの 種 の情報 検 索 サー ビス は質 的 に も高 く普 及 して

ゆ くの で は。

利 用 範 囲 の対 象 が広 す ぎるの で,ど の様 に利 用 出来 るの か不 明

ビ ジネ ス で の利 用 範 囲で は情 報不 足 で あ る と思 わ れ る し(専 門 の民 間サ ー ビス が あ る)家 庭 用 で料 金

を支 払 って ま でほ しい情報 とは何 か,今 の と ころ わか らな い。

問 題 は,内 容 が どの様 な もの にな るの か にか か って い る。

デ ー タベ ー ス が何処 ま で広 く,深 くな るか に よ り利 用 度 が違 って くる と思 う。

情報 の内 容 に よる と思 われ る。

漠 然 と した サ ー ビス で あるの で,デ ー タ ・ベ ー ス と しての特 徴 及 び情 報 の整 理,更 新 と うが整 は ない

とサ ー ビスの 力法 と して存 在 して も必要 性 の問題 で ある ので普 及 はデ ー タベ ー ス の 内容 次第 と思 う。

・CAPTAINSサ ー ビス を電 々公社 が独 占す る限 り利 用度 の伸 びは 期待 出来 な い で あ ろ う。

・放 送事 業 が 戦 後NHK独 占か ら,民 放 との共 存 とな ってか ら,両 者 共 に 内容 の充 実,サ ー ビス競 争

　 に よ ってTV,ラ ジオ共 に国民 生活 の 中 に急 速 に浸 透 した と同様 に,　VIDEOTEXも 民業 と併

　 列 制 を認 めれ ば伸 長 が十 分 期待 で きよ う。

・ビジネ ス版 の場 合 で も寛 々サ ー ビス は教 育番 組 と政府 公 報 とに限定 させ るべ し,第5セ ク ター な ら

　 ば 他 の番 組 も可 とす る。

・将 来CAPTAINSがCCIS,HIOVISタ ィ ブへ と発 展 して ゆ くこ とは 十 分予 想 され るが

　 す べ て電 々独 占体 制 下 で の運 営 で は価 値 感 の 多様 化 社会 へ の 流れ に乗 り切 れ な い で あ ろ う。

情報 の質 次第

納得 出来 る料 金 な ら実 用 化 は早 い で し ょう。(例 え ば,電 話代 位?)

尚,現 状 の電 話料 金 も見直 して,も っ と安 くす べ きで あ る。
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具 体 的 な利 用 方法 をお教 え願 え れ ば幸 い です。

日本 の データ ・ベース の 提供 形 態 は,未 だ しの感 が あ ケ 般 的 デー タ ・ベ ー ス検 索 に多 くは期 待 で きな

い。 又,企 業 内 での デ ー タ ・ペ ー ス検 索 を考 え た場合,UIDEOTEX程 度 の機 能 で は.ユ ーザ ・

ニー ズ の充 足度 とい った 点 で疑 問 が 多 い。

情 報 の 範 囲 とニ ーズ が マ ッチ す れ ば,ビ ジネ ス に も,広 範 に利 用 され る もの と思 い ます。

一 企 業 に お いて予 測 デ ー タ を作 成 す るた めの 資料 等 をそ ろえ る ことは大 変 な作 業 に な って い る。

VIDEOTEXが そ れ らの情 報 を提 供 す る な らばか な り利用 す る と思 われ る。

あま り利用 度 が な い。

情報 の質 の問題 が あ り,家 庭 を対 象 とす る もの で あれ ば,ユ ー ズ は少 な い。

デ ー タ,ペ ー ス の 内容 充 実 と低 料 金 化

電話 とTV受 像 器 の普 及 率 か ら見 てVIDEOTEXの 利 用度 は非 常 に高 くな る と思 わ れ る。 問題 は

多種 多様 の ニー ズ に対 して どの よ うなデ ー タベ ー スサ ー ビス が可 能 にな る か とい う点 と情 報料 金 の設

定 に あ る と考 え る。

料金 面 で あま り普及 しない の で は?

利用 した い と思 って い る。

料金 が安 くなけ れ ば増 加 しな い。 使 用 価 値 は あ ま り高 くな い。

現在 もそ うで あ るが将 来 的 に は,ビ ジネ ス用(技 術用 も含 めて)に は,か な り深 い情 報 が 提供 され る

と思 われ る。 当 質 問 の 内容 は 良 くわ か らな い が,そ れ な りに使 用 で き るの で は ない か と思 う。

データ ・ベースの 規模,情 報 の 種類,Picture数 等 に よる。 なお5年 後 にTELETEXが 実 現 し

てい る とす れ ば,企 業 と して はTELETEXの 利用 度 の方 が 高 い と思 わ れ る。

複雑 な情報 処 理 を要求 され る現代 の企 業 に於 て簡 単 な情報 検 索 で果 して ユ ーザ のニ ーズ に合 うで あ ろ

うか,高 い お もち ゃで終 る こ と も あ り うる。

株式 市 況等,限 定 さ れ た範 囲 で の利 用 と考 え られ る。.料金,デ ー タ量 か ら判 断 し相 当群 長 とは思 え な

いo

利用 度 は 少 い。 理 由 は 次 の通 り

1)現 時 点 で情 報 過 多 で あ る。　 一 　 ラジオ,テ レ ビ,新 聞,雑 誌,単 行 本 等

2)電 話 情報 サ ー ビス で十 分 で ある。

5)VIDEOTEX使 用中 は本 来 の電 話,テ レ ビが 使 え ない。

5年 後の 範 囲 では普 及 は十 分 で は な い と思 われ る。

1.料金 は30円 が限 度

2.そ れ 以下 な ら需要 大
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KDDのICAS　 Service開 始 な ど もあ り,今 後Data　 Base　 Serviceの 利 用 は ます ま

す 高 ま る と思 われ る。 しか し,VIDEOTEXの 場合,専 門 情報 の検 索が で きな い,と なれ ば利 用

さ れ る こ とは あま りな い だ ろ う。 た だ,利 用 が 手軽 で,低 料 金 で あ る とい うと ころか ら,少 しは利 用

され るか も しれ な い。

検 討 対 象業 務 では な い。

利 用側 に と って メ リッ トが あ るか 疑問 で あ る。 情 報 の 種類 が 問題 で あろ う。

回線 よ り内容 の問 題 で す。!

ビ ジネ ス版 　VIDEOTEXの 運 営主 体 が公 社 で あ る な らば,何 をサ ー ビス す るの か,イ メー ジが

全 くうか ば ない。 運営 主 体 は 複 数 の民 間 企業 が 自 由に の り入 れ可 能 とすべ きで ある。

初 期段 階 では 放 送,広 告,予 約 サ ー ビス等 に限定 され るの では な い か。

加入 者 同志 の通 信 に も使用 出来 る事(ビ デオ カメ ラの普 及 と合 せ て)

デ ー タベ ー スの 大 きさ に よ って可 能 で あ るが,5年 後 では ま だ不 可 能 と思 わ れ る。

公 衆網 の利用 だけ で な く,自 営 網(ロ ー カル ・ネ ッ トワー ク)を 用 い たVIDEOTEXの 利用 が 将

来 急 増 す る もの と思 う。特 に光 フ ァイバ ー 通 信 の利 用等

情 報 の マ ス メデ ア が普及 して い る現 在 そ の普 及 す るエ リア が どの程 度 あ るか と考 え ます。 情報 質,情

報 種 の吟 味 が必要 で情 報 サ ー ビス のユ ー テ ィ リテ ィ化 指 向 は・ 企 業 内 に於 い て は考 え られ るがパ ブ リ

ック を 前提 に した場 合 はそ れ まで の機 能,サ ー ビス が求 め られ るか疑 問 で あ る。

音 声 だ け でな く,画 面 に表 示 され れ ば,理 解 しや すい と思 い ま すが,や は り料金 が問題 にな る。

何 をサ ー ビス して も らえ るか が キー ポ イ ン トで し ょう。

しか し,広 く浅 くで も所 在情 報 な どは 活用 ・余 地 は大 きい と思 い ます。

情報 の内 容 次第 で利 用 度 が 左 右 され る ので実 用 段 階 に な らな い と利 用 の可 否 は い えな い の では ない か。

民力 に示 され る外 部 情報 程 度 が必要 で,殆 ん ど利 用 価 値 が ない。 企業 秘 密 に近 い 集計 程(深 い程)利

用価 値 が あ,る。

情報 の内容'質 等 に大 き く左 右 され る と思 う。 家庭 で の使用 が 中心 とな るの で は。

む しろ企 業 内DBSの 完 備が 進 み,業 界 毎 の ネ ッ トワー クで 互 い に利 用 す る とい った形 の 方 が,ニ ー

ズ にマ ッチす るの では な か ろ うか。

従 ってCAPTAINSの ビジ ネス版 は,そ れ らのネ ッ トワー ク 情報 を 提 供す る機 能 が よb実 用 的 で

は なか ろ うか 。

情報 の範 囲 に よ り利 用 度 が 決 定 され る と思 われ る。

　 　VS新 聞 　 VSニ ュー ス セ ン ター 　 VS雑 誌 　VS専 門書 　 etc

中企業 以 上 で は浅 く広 くで は余 り利 用 は しな い が・ 小 企業 か ら更 に一 般 家 庭 が利 用 出来 る料金 で あれ

　ば相 当 な利 用 が 見込 まれ る では なか ろ うか。

家庭 で は広 さ,職 場 で は或 る程度 の深 さ も要 求 され る と思 う。 各 事 務 所 の通 達 文 書等 の保 管 と照会 等

　 も要望 す る。(cpuに)
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料 金 との 見合 い です。

5年 後 では 内 部体 勢 が対 応 出来 て い な い。10年 先 な らば あ る程 度 は利用 出来 る と思 うが。

会 社 のPR用 と して活用 す る こ とが一 応 考 え られ る?

投 融 資等 のた め る企業 情 報,新 聞 の 切抜 き等,デ ータベースへの 収 録 内容 が 企業 活 動 のた めの貴 重 な情

報 源 足 り うる程 度 に充 実 して くれ ば利 用価 値 は 高 い。

デ ー タベ ー ス の整 備 に時 間 と費用 を要 し,実 用 化 ま では相 当 か か るので は ない か。

デ ー タベ ー ス サー ビス と して所在 情 報 や予 約 情報 では 各家 庭 ま で普 及 した と して も,使 用 範 囲 は少 な

い と思 われ る。

問 い合 わせ結 果 の保 存 が併 せ て 必要 に な る と思 わ れ る。 特 に簡 易 型 コス ト安 の ハー ド ・コピー装 置 開

発 必須 。.

ビ ジネス 版 デー タベ ー ス のユ ー ザ は必要 な情 報(そ れ はた ぶん 内容 的 に深 く,正 確 で,最 新 の もの)

には コス トを掛 け るが,一 般 的情 報 には コス トを掛 け ない と思 う。 家庭 版 デ ー タベ ー スサ ー ビスの 単

な る敷 街 で ビジネ ス版 を考 え るの は,ど うか と思 う。

一 部 の専 門分 野 で利 用 が 始 ま る と思 われ る
。例.文 献検 索

A地 点 迄 行 くのに　 a)b)c)d)・ ・述 考 え られ,そ れ ぞれ の料 金 が算 出 され る シス テ ムな どお も

しろ い と思 い ます が。

本 シ ステ ムは家 庭 で の利 用 の方 が伸 び るの では な いだ ろ うか。 ビジネ ス用 と しては 職種 が限 られ て く

る と思 う。

家庭 用V　 1.　DEOTEXよ リ ビジネ ス用 の 方が 実現 性 は 高 い。

家庭 内 に普 及 す るには5年 以 上 か か る と思 う。

現状 では あま り実用 的 で は な い。

COSTに よ るの で は/

団体 の 性格 か らして情報 を提供 す る側 面が 多 い と思 われ る。

行 政 サ ー ビス と しては利 用 度 が 高 い。

●
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Q11-1　 企業内オンラインシステムの場合・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集中 ・分散型についての ご意見

通信 処 理機 能 の配 分 とい う観 点 か らの集 中 ・分 散 につ い ては,そ れぞ れ 一長 一 短 あ る と思 う。 ユー ザ

ー ・サ イ ドか らの希望 を云 え ば 「そ の時 点時 点 で,い ず れ も選 択可 能 で ある 」と とが望 ま しい。(あ

るス タン ダー トを設 け た統一 性 を要 求 す る事 もあ ろ う し個別 の こまか い仕 様 が 要 求 され た こ と もある

と思 われ るか ら)端 末機 メー カ ・サ イ ドと調 和 の とれ た進 展 を期待 してい ます 。

集 中型 利用 の条 件 と して"プ ロ トコル"が 求 め られ るが.ガ バ メ ン トの標 準 が常 に特 定 メー カー の商

品 を意 識 して,制 肘 す る よ うな作 られ方 をす る こ とに当惑 す る。

長 い 目で見 た独 占に よる不 利 益 とい うこ と もあ るが犠牲 も大 きい よ うだ。'正 解"

解答の方法がよくわかりません。(記 入方法)

現在は集中型が多いようですが,将 来は分散型になると思います。

以 下5ベ ー ジの質 問 の趣 旨が よ く解 りません 。 これ は,技 術 開 発 に携 わ る関係 者 が考 え る問題 で,し

か も国 際 レベ ル で判 断 す る必要 が あ ります。 分 散 型 で あれ 集 中型 で あれ,か くの如 くして 開発 され た

端末 機 が国 際市 場 で通用 す るの か ど うか?

非 常 にむ ずか しい問 題 で,集 中,分 散 が 共存 して い くもの と考 えて い る。 現実 に,分 散 に よ る開発 個

別 化,イ ンタ フ ェース の不 統一 が発 生 してい る面,集 中 に よ る変 化 に対 応 で きに くい面,と もに 出て

い る。 共存 形 でい くと考 え る。

ホス トCPUの 負 荷及 び コス トを考 え る時,あ る程 度 分散 化 す る方 が,効 率 が 良 い と思 われ る。

小規 模 の企業 に於 て現状 では本 社 集 中 型 を と らざ るをえ な い。5年 後(近 い将 来)に は,各 工 場 間独

自のITを 用 い て分 散型 にす る予 定 。

集 中,分 散形 との表 現 が合 っ てい るか も知 れ な いが,支 店 には端末 機 を増 や し工 場 に は分散 処 理可 能

機 を設 置 し,ホ ス トコン ピ ュー ター は,バ ッチ処 理 を減 ら しオ ン ライ ン処 理 が 増 え ユー ザ の 直接 コン

ピ ュー ター利 用 を活 発 に した い。

い ちが いに,ど ち ら と限定 す べ き もの で は ない。 共 存 す べ き では なか ろ うか。

集 中 分散 型(イ ン プ ッ トは各 ター ミナ ル,分 散 型 マ シン で あ る程 度 情報 を整理 し,ホ ス トへ 送 る。)

集 中型 の方 が 良 い と思 う。 そ の方 が各 端末 側 の標準 化 が で きる し,コ ス トも長 い 目で見 れ ば安 くな る

と思 う。

現在 は集 中型 を とつて い るが,将 来 端 末 数 の急 増 と共 に,端 末 側 で のス タン ドア ロン型 の利 用 が(簡

易言 語 や マ ク ロの普 及 と共 に)増 える と,恐 ら く集 中 型 と分 散型 の共 存 型,複 合 型 が最 適 シス テ ム とな

る であ ろ う。

弊 社 の場 合 は,集 中処 理 向 きデ ー タ と,分 散処 理 向 きデー タ とが,共 存'し,本 社 電 算機 と各事 業 所電

算 機 が各 々担 っ てい る。
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これ以 降 の 設問 につ い ては,ユ ー ザ での判 断 能 力 を越 えてい る と思 い ます。 ユー ザ と しては 安価 で使

い易 けれ ば,集 中で も分 散 で も どち らで も よい と考 え ます。 む しろ問題 は機 種 に よ って規 格 が マチ マ

チ で あ り,標 準 化 さ れて い ない こ とが大 きい と思 い ます。 公 的機 関 が指 導 性 を発 揮 して推 進 すぺ き と

考 え ます。

現在,集 中処 理 の下 で一 部 につ い て は分 散型 オ ン ライ ンを実 施 してい るが,将 来 的 に は,集 中/分 散

型オ ン ライ ンの 併用 にな ろ う。

全般(Q11-1～3)に 言 え る こ とは,公 社 網へ の機 能集 中は通 信 の標 準 化 とい っ た点 で評 価 さ れ

る と思 うが,一 方端 末機 な どの 自由度 を疎 外 す る恐 れ の方 が大 きい と考 え る。 端 末 機 等 は,や は り 自

由競 争 が原 則 で,そ れ を前提 と した標準 化 の推 進 の方 途 を考 え るべ きで あ る と考 え る。

端 末 サ イ ドの利 用 ニー ズ の多様 化 に集 中型 で対処 し得 れ ば,集 中型 の方 が管 理上 好 ま しい。 一 般 的 に

云 って,集 中/分 散 につ いて は,適 度 の比 率 が あ るの で はな いか と思 う。(混 在 型 に あ る)

使 い や す さ が必要 で ある。

集 中 型 で諸 種 の通 信処 理 ニーズ が満 た され る こ とが 理想 的 で あ るが,情 報処 理 が中 央 集 中型 か ら分 散

型 に指 向 してい る今 日.個 々 の エ ン ドユー ザ の ニー ズ を十分 に解 決 して くれ るか ど うか疑 問 で ある。

一 方 ,分 散 型 に よ り前述 の 問題 を解決 出来 る と して もソフ トウエ アの 開発,維 持,運 用 管 理 の 負担 が

大 き くな る とい う問題 が ある。

通信 処 理機 能 は で き るだけ 集中 型 に し,電 算 機 や端末 機 にはア プ リケー シ ョン処 理機 能 のみ を分 担 さ

せ る方 が好 ま しい と考 え るが,企 業 内オ ン ライ ン では まだ無理 だ と思 われ る。

公 社 の シス テ ムは時 代 遅 れ の もの が多 く,料 金 体形 も不 満足 で あ る。 公社 は やた らに規 則 を複雑 にせ

ず,ト ラ ンスペ ア レン トだけ で よい。

情 報 の 伝達 は お説 の とお り,多 種 多様 にな っ てい る と思 われ るが,そ の よ うな もの に公 社 が どれ だ け

早 く対 応 で きるか,ま た低 価格 でサ ー ビス で き るか は,非 常 に疑 問 で あ る。 い っそ の こと,公 社 には

伝 送 路 の み を高 品質 でかつ 低価 格 で提供 してい た だ き,使 用 の仕 方 は各 自に まかせ た方 が 良 い と思 う。

た だ し,通 信 に関 して の イニ シ ャチ ブは とる必要 は あ る と思 う。

現 在半 々一 部 分 散型 の 方向

　 但,デ ー タ処 理 が バ ッチ で 良 い もの は集 中,セ ン ター とのオ ン ライン もコス ト的,運 用 技 術 的 に難

しい と判 断 され る。 集中,分 散,半 々 で進 む と思 われ る。

知識不足の為判断に苦 しみます。

分 散型 と して拡 大 され 且,あ る部 分 で は イ ンハ ウス形 態 を取 り複 雑 化 す る と思 われ る集 中型,分 散 型,

そ れぞ れ の メ リ ッ トは あ る と思 うが,事 故,災 害 等 またそ の場 そ の場 に合 った利 用 を考 え る と分 散 型

の方 が 利 が あ りそ うで ある。

一 旦 シス テ ム化 された場 合 は
,EDPに 入 っ た もの が,ペ ー スデ ー タ とな る各 組織 間(EDP間)を

交 換 さ れ る デー タ は当然 自動交 換 が必要 で あ る。数 機 のEDPが 既 に稼動 し,既 定 の進 行 とな っ てい

る様 々 な 面 で未解 決 の課題 は有 り。

コス トは両者等しいとなれば,後 は付加通信処理機能装置の外形,寸 法に依存すを要素が大。

この見地より集中型が発展するだろう。
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集中/分 散

支店,営 業所の規模が大小さまざまであると同時に比較的近距離に集中している点から今後も集中方

式で考えざるを得ない。

現 在 は集 中型 で 運 用 してい るが,分 散集 中 の方 向 で検 討 中 で あ り,今 宿 はハ ー ドコス トの低 下 に伴 い

分 散化 傾 向が 強 く成 るだ ろ う。

オ ン ライン シス テ ムの メ ンテ ナ ンス を考 え る と分 散 して マンパ ワー を多 く必要 とす る よ り も,集 中型

の方 が よ り効 率 的 では な いか と思 われ る。

現　 在 ⑫:1がBctler個 別 ニー ズ に対応 出来 ない。

5年 後 ⑬:5.個 別 ニー ズ に対応 出来 るか 疑 問

⑫ 　 1.集 中 した場 合 トラ ンスペ ア レン シー が な くな り,端 末 が限 定 され る。

⑬ 　 2.上記 理 由 か ら,分 散型 に移 行 すべ き

原 則 と して集 中 型 が好 ま しい が 分散 型 を とる とす れ ば通 信 コス トの問題 とな る。

分散型 の大 きさ,内 容 に よ って異 な るが,分 散 デ ー タベー ス 指 向へ 向 うもの と思 われ る。

両者 が 混在 す る。

分散 処理 の発展 に よ り,複 数 ホス トの リソー ス ・アク セス,端 末 間 通信 等 が よ り進 む もの と思 う。 こ

の為,ネ ッ トワー ク の独 立化 の考 え 方が取 られ,通 信 処 理機 能 の ネ ッ トワー ク 内へ の拡 充 化 が図 られ

て くる。

又,同 一構 内,建 物 内の ロー カル,コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク(ロ ー カル,エ リア,ネ ッ トワー ク)

も出現 し,ネ ッ トワー ク内 の機 能強 化が よ り進 む もの とな ろ う。

　 但 し,機 能/処 理 に 関 して は,分 散処 理形 態 で あ る。

集中 型,分 散型 とい うオ ン ラ イ ン ・シス テ ムが代 名詞 的 に呼 ば れ て数 年 にな る と思 い ます。 利 用 す る

情報処 理 リソ ー ス に よ りそ の型 名 が あ る と も言 え ます 。 確 か にネ ッ トワー ク等 の コス ト削減 との関 係

で集 中,分 散 とい う議論 が あ るか と思 い ます が この議論 の対 象 は も っ とス ケー ル の大 きい もの で あ る

と思 い ま す し情 報 シス テ ム構 築上項 目 を設 定 して議 論 す る必要 のな い もの で ある とも言 え るの では な

いで し ょうか。 情報 シス テ ム に対 す る ニーズ,目 的,目 標 を達 成 す る事 が先決 で結果 的 に集 中型,分

散 型 とい う名 称 の オ ン ラ イン ・シス テ ムが構 成 され る もの と考 え ます。

障 害対 策 を考 え る と分散 にな らざる を得 ない。 飛 行機 で も2発 →4発 に な った では ない か。

ここ当分 は錯 綜 時 代 が続 くで し ょうか ら分 散型 で ゆ き,そ の次 の時 代 で端末 を廉 くす る集 中 型 へ移 る

こ ととな りませ ん か,コ ス トが 同 じな ら分 散型 の方 が使 い易 い よ うに感 じます 。

完全 に分 散型 で は な く,あ る一 面 では 集 中 して ゆ く集 中 ・分 散 型 にな る ので は ない か と思 わ れ ます。

現在,支 店毎に独立採算で分散している。

　分散型集中が理想 と思います。

　　 日次業務　フロン ト業務等は分散(オ フィスオートメーション)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 }こ のネ
ットワーク　　

月次 〃　 バ ックグランド(集 約管理)は 集中

　　　　データの意味でデータ交換,分 散も必要
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将来 的 には 集 中型 で充 分 と判 断 します。

どち らか といえ ぱ分 散型 が望 ま しい が,ソ フ トウ ェア の メ ンテ ナ ンス がや りず らい 面 もあ る。

投 資 が同 じとす れ ば 端末 で処 理 す る こ とは極 力少 ない 方 が よい。

デー ター ベー ス は 集 中型

価格 が 同 じな ら分 散型 の方 が よい。

ユーザー負担コス トが等 しくても設置環境(人 的管理の問題等)な どの問題が解決 しなければ分散さ

れない。

ネ ッ トワー ク ユ ー テ ィ リテ ィー の下 で は,分 散 型 が望 ま しい し又,そ うな って くる と思 わ れ る。

それ は,企 業 内,企 業 間 オ ン ライ ンの形 態 は問 わな い の では な いか。

事 務 集 中の 面 か ら考 え る と,現 物処 理 が残 る と考 え られ る事 か ら地域 グル ー プに よる集 中(分 散 シス

テム)お よび,営 業店 にお け るOAシ ス テ ム と して の分 散 が考 え られ る。 これ らは,セ ン ター 集 中 で

は不可 能 では な いか と思 われ る。

分散型の方が,将 来的には望ましい姿 と思われるシステムが高度に発展すればするほど,シ ステムメ

ンテ ナ ンス,シ ス テ ム リカバ リー等 の面 で分 散型 の方 が優 位 にな る。

生保 の業務 の性 格上,殆 ん どの事 務 情報 は本 社 に集 中 フ ァイル化 す る必 要 が ある。 しか し,販 売管 理

情報 シス テ ム等 につ い て は,現 地 の任意 性 の要 求 が あ り,ま た セ ンター か らの情 報 の一 括 作成 で は現

地 の要 求 を全 て網 羅 で きない と ころが あ る。また コン ピュータ機 器 の技 術 革 新 に よ り現 地 に インテ リジェ

ン ト機 器 を おい て も価 格 面 で も十 分 採算 が とれ る状況 に な りつつ あ る
。

一 部 集 中型 シス テ ム をkeepし た ま ま(当 社)

集 中型,分 散型 は処 理 サ ー ビス とコス トとのバ ラン ス で決 ま る。

現 在 のDDXの よ うにサービスエ リアが限 られ た り近 隣 地 域 の料 金 が高 か っ たbす る と各 種 のネ ッ トワ

ー ク を組 み合 せ た伝 送 方式 を採 用 す る こと とな り
,あ るネ ッ トワーク が 提供 す る通 信処 理 機 能 の み に

頼 るわけ に はい か な くな る。

本 質的 には通 信 処理 機 能 は集 中 化 し,利 用 者 側 には ブ ラ ック ボ ックス 化す べ き と考 え られ ます が,技

術 の進 歩 は め ざ ま し く,又,ニ ュー ズ も多様 化 してい る間は,実 際 問題 と して得 策 で は な い で しょ う。

こ こ当 分,分 散 して い た もの を集中 し,新 しい技 術'ニ ュー ズ に よ りまた 分 散す る とい う こと を繰 り

返 す で し ょ う。

自社内の規約を取 りきめれば集中型で大体満足されると考えられる。

分散型が普及すると思 う。

企業の拡大に伴い従来 より集中処理(全 システム')していたものが業務的に地域単位での処理出来る

ものは地方のマシン処理へと分散 しデータに関しては通信回線網の利用 と進んで行 く。

システムの運用,保 守,障 害対策等を考えると通信機能はネ ットワーク側に持つ こと,す なわち通信

機能を一元化する方が望ましい。
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集 中型 が望 ま しい。

〈 理 由〉 端 末 自体 は,ハ ー ド的 に も,操 作 性 に おい て も,で き る限 り簡易 な方 が よ く,そ の分 処理 機

　 　 　　 能 に力 を注 ぐべ きで ある。 但 し,集 中化 を行 うた め には,ネ ッ トワー ク 内 の通 信 処理 機 能 が

　 　 　　 あ らゆ る端 末側 の要 求 に応 じえ る融通 性 に富ん でい る ことが前 提。

現 在 は 集 中 ・分 散型 が 両方 あ る。

集 中型 にす る と細 部 に わた り公 社 中心 の考 え(標 準 化 と云 う面 で は大 切 だが)に な る為,基 本 的 な と

ころ(BASE)は 公 社 の考 え で,ユ ーザ 寄 りの ほ うは端 末 側 に 分散 したほ うが,;一 ・・一ザ も使 い 易 い

ので は なか ろ うか。

OA時 代突入と云われる昨今,機 器の価格の低下,取 扱技術のレベルアップ等が進み,将 来は分散型

に移 行 す る と思 う。

当県 の教 育面 での オ ン ライ ン化 は5年 後 も行 な わ れ ない と考 え られ ま す。(以 下Q12・15も 同 じ)

分 散型 の場合 は メー カ・・一一の好 み に よ り通 信 機 器 に種 々雑 多 な もの が増 加す る可 能性 が あ りUOCS側

は不 便 を蒙 る。 一 方 集 中型 の場 合 は,メ ー カー は必然 的 に この 方式 に合 わせ ざ る を得 な くな り,標 準

化 が 促進 され る。 現 在 で もユ ーザ ー は メー カー 相 互 間 の製 品 の 互換 性 の な い もの に非 常 な不 便 を感 じ

てい る。

適 用 業 務 に よって集 中,分 散 の2方 式 が あP得 る。

本会 のオ ン ライ ン シス テ ム で は他 企業 とのオ ン ライ ンは考 えて い な くま た利用 度 もない と思 われ る。

当社 の場 合 に つ いて 回答

　 将来(5年 後),エ ン トリー は分 散型 を取 る と思 われ る。 た だ し処理 は集 中 型 に と どま るで あ ろ う。

現 有 の 集 中型 オ ン ライ ン シス テ ム は5年 後 も存 続 す る。 これ と並 ん で分 散型 の 各 種 サ ブ シス テ ム も社

内各 所 で実 用 化 さ れ よ う。

分散型

自由度のある分散型が適当

集中型でほ とんどまかなわれると思 うし,集 中型による標準的な技術力とい うのも見のがせない。

将来的には分散型になると考え られます。
■

■
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Q11-2　 企業間のオンラインシステムの場合(直 接結合で営業センターを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 介さない)集 中 ・分散型についてのご意見

解 答 の 方法 が よ くわか りませ ん。(記 入方 法)

現 在 は 集 中型 が 多 い よ うです が,将 来 は分 散 型 にな る と思 いま す。

ホス トCPUの 負 荷 及 び コス トを考 え る時,あ る程 度 分散 化 す る方 が,効 率 が良 い と思 われ る。

集 中型 に於 て も利 用 ニ ー ズ に よ り集中/分 散端 末選 択 の 自由度 が充 され れ ば,集 中 型 の方 が 管理 上 好

ま しい。

共 通 機 能 につ いて は集 中型,個 別 の ニー ズ に対 して は分 散 型

グル ー プ内 の コ ン ピ ュー タセ ン ター 間 はIBM/SNAに も とつ く分 散型 へ移 行 す る予定 です。

DDXの パ ケ ッ ト交換 サ ー ビス 利 用 に指 向 す る と考 え られ るが通信 相 手側 の 動 向 に よ り左 右 され る。

分 散型 と して拡 大 され 且,あ る部 分 では インハ ウス形 態 を取 り複雑 化す る と思 われ る集 中型,分 散 型"

そ れ ぞれ の メ リ ッ トは ある と思 うが,事 故,災 害 等 またそ の場 そ の場 に合 った利 用 を考 え る と分 散型

の方 が利 が あ りそ うで ある。

⑭ 一1

⑮ 一3細 か い個 別 ニーズ に対 処 可 能 か疑 問

⑭1.こ の方 式 が主 流

⑮1.企 業 内 に於 ては,5年 以 内 の短期 間 に状 況 が整 備 され ない と思 われ る ため.現 在 と状況 は か わ

　　 　 らな いだ ろ う。

公 衆 網 の利 用 が 中心 とな るが,自 営 通 信 網 を用 い て企業 間オ ン ライ ンを行 な うには,ネ ッ トワー ク ・

ル ー テ ィン グ,メ ッセー ジ'ス ィ ッチ ィ ング等 の機 能 をネ ッ トワーク 内 で持 つ た め,制 度 面 の制 約 を

改 良す る こ とが 必要 。

企業 間 オ ン ライ ン ・シス テ ム につ い て次 の様 に考 え ます 。

企業 間 の 情報 授 受 は 企業 間 で責 任 を もつ 性 質 の もの で,そ の情 報 伝達 の媒 体 に伝 送 路 が有 る もの で接

続 に関 し,利 用 目的 ま でNTTが 関与 す る事 は おか しいの で は,

他 人 使 用 の条 件 等,企 業 間情 報 シス テ ム に歯止 め をか け る様 な もの で もっ と融通 性 に富 ん だ接 続条 件

を設 定 す べ き,こ の こ とが解 決 され てQ11-2,　 Q　11-3を 議論 すべ き では ない で し ょうか。

シス テ ムに よっ て きめ かね ます が,両 方 出て きませ ん か,通 信 ネ ッ トワー ク 制御 コン ピ ュー タ(自 営)

が 集 中型 に含 まれ るな ら現 在 は集 中型 で し ょ う。

デ ー タ交換 だけ で充分

昨年11月 郵 政 の 「CCNP」 が 告示 さ れ てk・　b,ど ち らか といえ ぱ,分 散 化 の傾 向が 進 む と思 う。

企業 間 の場 合 そ れ ぞ れ の企業 で処理 す る部 分 が 多 い と思 われ るの で分散型 が 有 効 と考 え る。

セ ンター には一 括 して左 記 情報 を送 る。　 デ ー タベ ー ス メ ンテ ナ ンス資料

但 し端 末 の処 理 機 能 は標 準 化 され てい る ことが 必要 で ある。
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ネ ッ トワー ク ユ ー テ ィ リテ ィー二の下 では,分 散型 が望 ま しい し,そ うな っ て くる と思 われ る。

それ は,企 業 内,企 業 間 オ ン ライン の形 態 は問 わな い の では な いか。

当社 の場合 具 体 的事 例 が な いが,考 え られ る とす れ ば,保 険料 の銀 振,及 び 企業 へ の投 融 資 関連 情 報

の交 換 で あるが,こ の場 合 は,集 中方 式 が望 ま しい。

一 般 的 に(当 社 で は な く)回 答 した
。

集 中型,分 散 型 は処 理 サ ー ビス とコス トとのバ ランス で決 ま る。

現在 のDDXの よ うにサ ー ビスエ リが限 られ た り,近 隣地 域 の料 金 が 高 か った りす る と各 種 の ネ ッ ト

ワー ク を組 み合 せ た,伝 送 方式 を採用 す る こ と どな り,あ るネ ッ トワー クが 提供 す る通 信 処理 機 能 の

み に頼 るわ け には い か な くな る。

企業 間 オ ン ライ ン シス テ ムの場 合,や は リ トランス ペ ラ レン トを保 つ 為,分 散 型 が よい と思 わ れ ま す。

こま か い個別 ニー ズ は集 中型 で は解決 され ない。 但 し,回 線 接 続 に関 す る付 加機 能(閉 域 接 続,相 手

固定 接 続,相 手 通 知機 能 等)は,通 信 ネ ッ トワー ク側 で持 つべ きで あ る。

各 企業 独 自の ニー ズ を取 り込 む余 地 を残 す 必 要上 　 分 散 型 が望 ま しい。

分散 型 で は互換 性 の な い機 器 が ふ え る,集 中型 で は標準 化 が促 進 され るの で将 来 は集 中 型 が望 ま しい。

分 散 型

自治 体 で は あ り得 ない。

`
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Q11・ 一一3民 間の情報 サー ビス ・センターを介する企業間オ ンラインシステム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の場 合,集 中 ・分散型についての ご意見

"現 在"は 極 め て シ ム ブル な機 能 しか網 に期待 して い ない
。

解 答 の方 法 が よ くわか りませ ん(記 入方 法)

現 在 は集 中型 が 多 い よ うで す が将 来 は分 散 型 に な る と思 い ます 。

トラブル 等 の解 決 を早 期 に行 う為 に も集中 型 で あ るべ き で ある と思 う。

この種 の経験 も予 定 もな い の で特 に意 見 な し。

集 中型 か 分 散型 か明 確 に 分 け られ ない ケー スバ イ ・クー ス で集 中 型 と分 散型 の共 存 とい う型になるもの

と考 え る。

情報 サ ー ビス セ ン ター を介 す る場合 は,通 信 処 理機 能 の 大 部分 は 通 信 ネ ッ トワー ク内 に付 加 され るだ

ろ う。

民 間 の情 報 サー ビス ・セ ン ター に よ るVANは 制度 上 な い もの とす る。

広範 囲 な デー タ を扱 い 且,企 業 間 となる と企 業 自体 は集 中型 とな ってい た方 が取扱 い,検 索等 に関 し大

き く考 え れ ば1対1の 感 じで利 用 出来 る。

(昨 年11月 郵政 の 「CCNP」 が告 示 さ れ てbり,ど ち らか とい えぱ,分 散 化 の傾 向 が進 む と思 う)

Q11-2と 同 じ

情 報 サ ー ビス セ ン ター な どは不 特 定 多種類 の端 末 か ら問 合 せ が あ る と思 われ るの で集 中型 にな るの で

は ない か。

セ ンター には一 括 して左 記 情報 を送 る。　 デ ー タベ ー ス ・メン テ ナ ンス 資料 .

但 し端 末 の処 理 機 能 は 標 準 化 さ れ る ことが必要 で あ る。

ネ ッ トワー ク ユー テ ィ リテ ィー の下 では,分 散 型 が望 ま しい し又,そ うな って くる と思 わ れ る。 そ れ

は,企 業 内.企 業 間 オ ン ライ ン の形 態 は問 わない の で は ない か。

この ケースが あるとすれば,自 営 オ ン ライ ンネ ッ トワー ク の 補完 的 な形態 で あ る と考 え られ る。 この場

合 情報 の 種類 に もよ るが,当 面 は現 地へ 機 能分 散 を図 る形 態 は考 え に くい。　 　 　 　 　　 　 　 '

一 般 的 に(当 社 では な く)回 答 した
。

コス トが等 しい とす る仮 定 に ム リが ある。 集中 分散 の輪 廻 は技 術 進 行 に よ るコス ト要 因 の変 化 が最 大

の原 因 で ある。通 信 コス トの ドラス テ ィ ックな 低下 と,大 規 模 処理 装置 の コス トの低下 が あれ ば 集 中

が有 利 で ある こ とは間 違 い ない。

民間 の情 報 サ ー ビス セ ン ター の意 味 が良 く判 らない の で,不 明

計 算 セ ン ター の様 な もの な ら① に な る。

法 制度 上 の問 題 で,情 報 サ ー ビス セ ンター での メ ッセー ジ交換 が大 幅 に緩 和 され れ ば,オ ン ライ ン ・

ネ ッ ト ・ワー ク構 築迄 分 散形 は よ り一 層 利用 され る と思 う。
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・集 中型,分 散型 は処 理 サー ビス とコス トとのバ ラン ス で決 ま る。

・現 在 のDDXの よ うにサ ー ビスエリアか 限 られ た り,近 隣地域 の料 金 が高 か った りす る と各 種 のネ ッ

　 トワー ク を組 み合 せ た,伝 送 方式 を採用 す る こ と とな り,あ るネ ッ トワー クが 提 供 す る通 信処 理機

　能 のみ に頼 るわ けに は いか な くな る。

Q11-1で も述 べた とお り,集 中型 だけ では ニ ュー ズ へ の対 応 が充 分 でな く集 中 ・分 散 と二 通 りを

併せ 持 つ こ とにな る と考 え ます 。

こま か い個別 ニー ズ は,集 中 型 では解 決 さ れ ない。 但 し,回 線 接続 に関 す る付 加 機 能(閉 域 接続,相

手 固定 接 続,相 手 通知機 能等)は,通 信 ネ ッ トワー ク側 で持 つ べ きで あ る。

USER独 自の ニーズ は ど うして も残 るた め分 散 型 とす る方 が 良い だ ろ う。

どの様 な方 式 で も良いが 実 現 で き る こ とを期待 す る。

シス テ ムの運 用,保 守,障 害 対 策等 を考 え る と通信 機 能 はネ ッ トワー ク 側 に持 つ こと,す なわ ち通信

機 能 を一 元化 す る方 が望 ま しい。

集 中型 が よい。

現在 で も分 散思 考 と思 わ れ ます が,使 い 易 さ と云 う点 で分 散型 が増 える と思 い ま す。

分 散型 で は 互換 性 の ない機 器 が ふえ る。 集 中型 では標 準 化 が促 進 さ れ る の で将来 は 集 中型 が望 ましい。

他 のデ ー タベ ー ス提供 者 との相 互受 け渡 しな どが考 え られ るた め。

現 在 利 用 してい な い し,い まの ところ利 用 す る予定 は ない。

分 散性'

当市 で は あ り得 ない。

●
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新 チ ー タ網 を め ぐる ユ ーザ ーの 対話

 

4
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　　　　　　　　　　　　 出　　　席　　　者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (順 不同)

　 DDXを め ぐる周知 度、疑問点調査につ き、 とくに記 入式回答欄に熱心 な

ご回答 をお寄せ頂 いた方 々か ら、下記 のゲス トをお招 き し、電電公社 か ら高

月調査役 のご出席 を乞 い、ナ ンライ ン推 進委員会 側か ら4名 が出席・意見交

換 ・懇談 を行な った。

　現 実にDDX採 用 を考慮す る場合 の実務参考 として諸方のお役に立つ もの

と信ず る。

ご　　所　　属

ゲ　 ス　　ト 市川　　功氏

小田部　斉氏

斉藤　忠夫氏

佐藤　雅之氏

野瀬　康矩氏

風田川禎男氏

増田　　洋氏

水沢　　明氏

ミツ ミ電機㈱　 システ ムセ ンター

東亜燃料工業㈱　情報 システ ム室

東京大学教育用計 算機 セ ンター

日本科学技術情報 セ ンター技 術管理室

毎 日新 聞社新聞研究室

㈱西武情 報セ ンター開発二課

森永製 菓 コンピュータ部

東京 ガス㈱ システ ムセ ンター
　　 システム企画 グループ

電 電 公 社 高月　 敏晴氏 日本電信電話公社技術局

オンライン委 員

　　　 (司 会)

小嶋　国雄氏

冨田　　潔氏

野垣内　章氏

田中京之介

㈱市況情 報 セ ンター管理部

味の素㈱ システ ム物流部

近鉄航空貨物㈱

(財〉日本情報処理開発協会
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調　 　査　 　の　　趣　　旨

事 務 局 　 本 日は お忙 しい と ころ をあ りが と うご ざい ま した 。

　本 日の趣 旨 は、DDXが で きて1年 ち ょっ とで こ ぎ い ます が 、 ま だ まだ よ

く知 られ て い な い面 が あ る よ うな感 じがい た しま す の で、 その点 です で にオ

ンラ イ ンをや って い ら っ しゃ るユ ーザ ー の方 に そ の模 様 をア ンケー トで お 聞

き い た しま した 。 そ れ の ご報告 が1つ と、 そ れ に 伴 って い ろい ろ な ご意 見 な

りご質 問 が出 て お ります の で、 そ の主 な も の をお 手 元 に お配 りして ご ざい ま

す。 後 で そ の主 な もの に つ いて 、誤 解 も ご ざい ま し ょ う し、 あ る いは まだ こ

れ か らの点 も あ るか も しれ ませ ん が、 お互 い の意 見 交 換 と、必 要 に応 じて 、

恐縮 です が、 高 月 さん か らご説 明 が あれ ばあ りが た い 、 それ が1つ の趣 旨 で

ご ざい ます6

　 2番 目は、 総 合 シス テ ム とネ ッ トワー ク とい うの は ち ょっ と誤 解 を さけ る

た め注 を加 え させ て頂 くと、 ネ ッ トワー ク自体 は 日本 で は公 社 さん が おっ く

りに な る もの で 、 ユ ー ザ ー の話 で ご ざ い ま せ ん 、そ うでは な くて 、!ちょう ど

お と と しご ろか ら、 た とえば 民 間 で も音 声 とか デ ー タ とか 、特 に フ ァ クシ ミ

リを うま く、安 く、総 合 して送 りた い。 送 る の には い ろい ろな種 類 が ご ざい

ま して 、電 話 線 も あ りま し ょう し、専 用 線 もあ る 、 あ る いはDDXも 出 て く

る、 あ るい は一 部 に は フ ァ ックス,の専 門 ネ ッ トワー クが で き るの だ とい うよ

うなお話 も流 れ ま して、 一番 効 率 的 に形 の違 った デ ー タあ るい は情 報 を流 す

に は ど う した らい い の だ ろ う、 そ うい う問題 が大 分 出 て きてお ります。 去年

そ の問 題 を この オ ンライ ン委 員会 で取 り上 げ ま して 、 ア ン ケー トの形 でお 答

え願 った とい うの が'2番 目の本 日の課 題 で ご ざい ます。これ は非常 にご熱心 な

お答 え をい ただ き ま して 、総 数 で約600社 のお 答 えを いた だ い て お ります 。

業種 は 各業種 に わ た ってお ります 。 しか も、現 在 と将 来 の見通 しの お答 え以
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外に非 常に貴重 なご意見 が寄 せ られてお ります。率直 に申 レまして、技術的

に申 します と、簡単 なア ンケー トで、それ以上はで きませんか ら、 ご専門家

か らご らん になれば質問 自体 問題 があるか もしれませんが、それはひ とつお

許 しを願 い ま して、大勢 として どんな方向 を皆 さんがご希望にな り、 どうい

う疑問があ り、問題 があるのだろ うか とい う点 をお互いにご討議願 いま して、

ち ょうど専 門家 にお出 ま し願 ってお ります か ら、必要に応 じてご説明、 ご誘

導願 えればユーザーの方 に とって意義 あることになるのではないか とい うの

が本 日の趣 旨でご ざいます。

　 まず、簡単 なア ンケー トに ご記入 を願 った集計 の報 告だけを事務局側 とし

て御報告 申 し上 げたい と思 います。

　 これは先 ほ ど申 しま した本 日現在で約600社 のお答 えが集ま ってお りま

すけれ ども、ち ょっと間 に合 い ませんで、453社 の アンケー トの集計の結

果だけ をご報告 いた します。 この453社 は大体大手 の企業で、現在何 らか

の形 でオ ンライ ン ・システ ムをお持 ちの社 で ございます。パ ッチだけ とい う

企業 はご回答者 には ございません。

●

(Q1-1)DPXの 周 知度 調 査 結果

　 最 初 の紙 は 「DDXの サ ー ビス メ ニ ュー」 つ ま りい ろ い ろなサ ー ビス があ

るわ け です が、 そ れ に つ いて何 かの説 明会 、 パ ンフ レ ッ ト、 そ の他 に接 した

こ とがお あ りに な ります か、 あ る な らば お わ か りに な りま した か とい う設 問

で ご ざい ます。

　 「全 産業 計 」 を ご らん い ただ きます と、2割5分 、115社 は まだ そ うい

う説 明 に接 した こ とが あ りませ ん とい うお 答 えで ご ざ い ます 。 また 、接 した

社 の中 で1割6分 ぐらいは よ くわ か らなか った とい うこ とで ご ざい ます 。
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　次 に 「DD)1め 料 金 に つ い て」説 明 ・講 習会 、 そ の他 にっ い て接 した こ と

があ るか とい う問 い で ご ざい ます 。

　 34%の 社 は この料 金 に つ い て の説 明 を聞 いた こ とがあ りませ ん とい うお

答 え で ご ざい ます 。 そ れか ら、 聞 い た け れ ども よ ぐわ か らなか った とい うの

が2割 強 で ご ざい ます 。

　 次 に 「DDXへ の接 続 可 能 端 末 機 に つ い て」 の ご説 明 をお聞 き に な った こ

とがあ ります か とい う問 い で ご ざい ます 。

　 これ が ち ょっ と問題 か も しれ ませ ん。 これ は もち ろん ア ンケー トに お答 え

にな った方は だ いた い コ ンピ ュ ー タル ー ムの責 任者 で ご ざい ます 。 です か ら.

ほ か の方 があ る い は お聞 きに な って い るか も しれ ませ んが 、449社 の回答

の中 で223社 、約5割 が接 した こ とがな い。 つ ま り、接 続 可 能 端 末機 に つ

ヤ・て の説 明 ・講 習 会 な り資 料 な りに接 した こ とがあり ませ ん とい うお答 えが

半 数 で.ご ざい ます 。 そ れ か ら、接 した社 の 中 の79社 、3割5分 は よ くわか

らなか った とい うこ とで ご ざい ま す 。

　 次 は 「DDXの イ ンター フ ェー ス条件 につ いて」 で ご ざい ます 。 これ も説

明 ・講 習 会 な り資 料 に接 した こ とが あ るか とい う問 いで ご ざい ます

　 449社 の中 で221社 、約49%'が な い とい うお答 えで ご ざい ます 。 こ

の 「な い」 とい うのは 、本 当 に そ の会 社 と して なか ったかど うかは もちろん問

題 は 別 で ご ざい ます が、 この回 答 をお書 きに な った方 は聞 か なか った とい う

こ とで ご ざい ます 。 お 聞 きに な った方 の半分 は よ くわ か らなか った とい うこ

とで ご ざい ます 。

　 次 は 「DDXに 伴 う制 度 問 題 に つ い て」 で ご ざい ます 。

　 これ もDDXの 制 度 関 係 の説 明 ・講 習会 、 そ の他 につ い て は接 した こ とが

ない とい うの が4割9分 で ご ざい ます 。 そ れか ら、接 した けれ どもよ くわか

らなか った とい うの が3割9分 で ご ざい ます 。
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(Q1-2)DDXの 疑 問点 調 査 結 果

　 今 度 は、 この ア ンケー トに青 い紙 で 「DDX利 用 の手 引 き」 どい うもの を

お つ け しま して、 な るべ くわ か りや す い よ うに、 まだ言葉 は若 干 か たか った

の です け れ ども、 関 係者 に お願 い しま して説 明の手 引 き を添 えま した 。nDX

とか、 公衆 回線 とか、専 用 線 とか 、 ど うい う場合 に ど うい う ぐあ いに使 い分

け た らいい の か とい う欄 をつ く りま した。 そ れ をお読 み い た だ い てわ か って

いた だ け ま した か とい う設 問 で ご ざい ます。

　 これ は非 常 に い い結 果 が出 てお りま して 、 わか らない とい うの は わ ず か5

%で ご ざ い ます 。 つ ま り、 使 い分 け の あ らま しにつ いて は大 体 わ か りま した

よ とい うお答 えを いただ いた の で ご ざい ます 。実 はほ っ と して い るわ け で ご

ざい ます 。

　 次 は 、 そ の 「手 引 き」 を ご らん い た だ き ま して、使 い分 けそ の 他DDXを

使 った り何 か します のに 自社 と して どん な デー タ をそ ろ えた らよろ しい の か、

こ うい うデー タ を回線利 用 予 定 者 で そ ろ えて いただ きたい とい う よ うな ご説

明 を した欄 が ご ざい ます 。

　 これ にっ き ま して も、447社 の中 で55社 だけ がよ くわ か らな い、 大体

12%で ご ざ います 。 つ ま り、大 多数 の 方 は どん な デ ー タ をそ ろ え るか とい

う点 に 「だ いた い わか った」 とい うよ うにお答 えいた だ いた わ け で ご ざい ま

す 。

　 次 は 、 「DDXの 手 引 き」 の 中 で、地 域 外 か らの つ な ぎ こみ 、つ ま り現 在 は

DDXが サ ー ビス され て い る地 域 は残 念 な が ら限 られて い るわ け で ご ざい ま

す 。 そ こで 、サ ー ビス され て い る地 域 の外 か らDDXに つ な ぎ こむ とい うの

に は ど う した らい いのか とい う説 明 の欄 が ご ざい ます 。

　 これ にっ いて は 、449社 の うちの91社 が 「よ くわか らな い」 逆 に8割
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は 「だ い た い わ か った」 とい うお 答 え をい た だ い て い るわ け で ご ざい ます 。

　 次 は 、DDXと い うのは い わ ゆ る試 行 サ ー ビス と言 われ て お ります が 、試

行 サ ー ビス とい う言 葉 自体 が実 は よ く知 られて お りませ ん。 そ れは ともか く

と して 、DDXの 「手 引 き」 に制 度 問 題 の簡 単 な説 明 があ ります が、 これ を

お読 み い た だ いて おわ か りい ただ け ま した で し ょうか とい う質 問 で ご ざい ま

す 。

　 これ に対 しま しては 「全 産 業 」 欄 で 、2割5分 は 「よ くわ か らな い」7割

5分 は 「だ いた い わ か った」 とい うお 答 え をい た だ い てお ります 。

　 次 は、DDXの 「手 引 き」 の 中 にい わ ゆ る接 続 関 係 に つい て の説 明 があ り

ます け れ ども、449社 の うち151社 は 「よ くわ か らな い」3割4分 で ご

ざい ます が、 わ か らない とい う率 が ち ょっ とふ えて お ります 。

　 い まま で でDDX関 係 の こ とを終 わ りま して 、次 は い わ ゆ る こ ち らで言 ケ

デ ー タ とか音 声 とか、 特 に フ ァッ クス の使 い方 に つ いて の質 問 に入 るわ け で

ご ざい ます 。 これ に つ いて は次 の機 会 に ゆ ず りた い と存 じます 。,

■

回答者か ら寄せられた主な 疑問や ご意見の紹介

　司会　　「テーマ別 の主要質疑意見の紹 介」 で ございます が、手元 にお配 り

した資料 を逐 一検討 してお ります と相 当時間 がかか りますので、事務局 に整

理 していただ きま した主要 なご意見や疑問点 を中心に論議 してまい りたい と

思 います。

　右 に番 号 が打 ってあ りますのでそれ を申 し上 げます と、 まずDDXの 衆知

度調査につ きま しては、回答番 号17051を ごらんいただき ます。 ここの

「今 回添 付 の 『DDX利 用の手 引き 』をご覧 にな る前 に、一般的 なDDX

関連啓蒙、解説 につ いて下 の質 問にお答 え下 さい。」 とい うこ とで、「項 目⊥

θ
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と して は 「各 種 解 説(書)、PR、 説 明 ・講 習会 等 の経験 」 とあ って、接 し

たことがあるのか、接 した ことがあ ってわか ったのか とい うことな ん で ご ざい ます

けれど も、 ここでの 「ご質問、 ご意 見」 として、　 「技術的な常識事項が わ か らな い 。

① ど の よ うに して信 号 を デ ィジ タル 化 す るの か 。② デ ィジ タル 化 す る とど ん

な メ リ ッ トが あ るの か。 」 大変 基 本 的 な ご質 問 で あ ろ うか と思 い ます 。

　 次 に 、 回答 番 号28033と い うの が ご ざい ます 。 これは 「 説 明 ・講 習 会

に接 した こ とが な い 」 とい う ところ に丸 がつ い て お ります が、 「KDDの

VENUS(デ ー タ伝送)を 適 用 す べ く(S54.3～S54.8)'KDDと メー

カー等 打 合 せ た が 、間 に合 わず 見送 った。 この経験 か らDI)Xに つ い ては似

た よ うな もの(国 内版)と して 敢 えて調 べ な か った(現 在 国 際 タイ ム シ ェア

TSS利 用 中)」 こ うい う こ とで あ ります 。回 答 番 号39578は 何 らかの形

で 「接 した こ とが あ る」 そ して 「だ い たい わ か った 」 とい うこ とです が、「細

か い通 信 手 順 等 の説 明 の不充 分 の もの が多 い」 とい うこ とで、 だ い た いわ か

って い る け れ ども、 実 務 に 一体 自分 が ど う使 った らい いのか とい う こ とに、、

多分 ま だ不 安 とい い ます か十 分 な ご理 解 が得 られ て い ない とい うこ と をお っ

しゃ って い るの だ ろ う と思 い ます 。

　 次 に 、回答 番 号05001を ご らん いた だ きた い と思 い ます。これは 「DDX

の料 金 た っ いて」 の こ と と 「DDXへ の接 続可 能 端 末 機 につ い て」 の こ とが

この1枚 の質 問 用 紙 にな って お ります け れ ども、 まずDDXの 料 金 に つ い て

は聞 い た こ とが あ る。 そ れ で 「だ いた いわ か った」 け れ ど も、 「数字 は 明確

にわ か るが、 考 え方 は わ か らな い。」 これは現 在 の オ ンライ ンの回 線 の利 用

に関 して メ ニ ュー が大 分 や や こ し くな って きて お ります の で、 そ れ らの関 連

性 か ら して 、 一体 幾 らか か るか とい う こ とは タ リフ を見 れ ばわ か るけ れ ども 、

一体 ど うい う考 え方 で こ うい うこ とに な
って お る の か とい うこ とが基 本 的 な

ご質 問 あ る いは ご意 見 で は ない か と思 わ れ ます 。・

一111一



　それか ら、下の 「接続可能端末機」 ではご経験 がおあ りで 「だいたいわか

った」 とい う上でb「BSC他 既存端末 の扱 い、電話網との網間接続等実行計

画 あ り、期待 ユーザ も多い と考 えられ る事項 についてのPRが 全 くない。」

全 くないわけではない と思 います が、多分そ ういう点 に現 行 システ ムか らの

移行等 について どうい うふ うにや った らいいか とい う具体的 な方法 ・手順 な

どがまだ不 徹底 といい ます か、そ うい う状況ではないか と思 い ます。

　 その次 の回答番号05043、 これは料金 につ きま しては 「料金 格差 を縮 め、

近距 離に不利 にな らない よ うな均一制 を望 む。原価計算 に基 いた料金体系で

はないのだか ら実現 の可能性 もないわけではない。従来 の電話料金 との兼合

いを考 える必要は ない。」 とい うことです。

　 そ れ か ら、接 続 に っ いて は 「な るべ く多 くの プ ロ トコル に つ いて面 倒 をみ

てほ しい。 」 これ は前 か ら出 て お った ご意 見 で あろ うか と思 い ます 。

　 回答 番 号13013、 これ も経 験 がお あ りで 「だ い た い わ か った 」 とい うこ

とです が、　 「現在 出 回 って い る情報 で は 、計 画 に 当 って、 個 別 に料 金計 算 を

す る必 要 があ る 。 も っ と概 算 的 に(マ ク ロに)ス ピー ド別 、距 離 別 にD-1

etcとDDXと の料 金 差 、領 域 が わ か る よ うに ま とめ た 資料 が欲 しい 。」 と

お っし ゃ って お ります 。

　 回答 番 号17066、 これ は接 続 に関 して 「既 存 端 末機 で の救済 を考 慮 す る

と して い るが、 どの 程 度 で き るか は 、 不 明」 とい う こ とです 。

　 回 答番 号17531、 同 じ く接 続 で 「電 電公 社 の端 末 をス ライ ドで 眺 め た程

度 。一般 の端 末 を どの よ うに改 造 す れば い いの かわ か らな い 。(メ ー カー が

DDXに 対応 した動 き を して い な い。)」 とい うこ とです 。 多分 メー カー さん

に聞 い て もわ か らな か った の で は な い か と思 います 。

　 回答 番 号22520、 これ も端 末 に つ い て です が 、 「具体 的 な機 種 名 筆 にっ

いて ま とめ たも のは あ る の で し ょうか 。 」 これは非 常 に 具 体 的 な ご質 問 で ご
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ざい ます 。

　 次の回答番 号23606、 これは料金については 「だ いた いわ か った」 とお っ し

ゃ って お ります け れ ども 、 「現 状 は しか た な い か も分 らな い が料 金 は も っ と

安 くす る努 力 を望 む。 」

　 接 続 にっ いて は 「メー カー側 に まだ接 続 に対 す る意 欲 が少 な い よ うで独 自

方式 が 多 い」 先 ほ どに若 干似 通 った ご意 見 で ご ざい ますb

　 回答 番 号32067、 これ は料 金 で 、先 ほ どと同 じよ うな こ とで す が、 「料

金体 系 は わ か る が、 実際 使 用 す る上 で 一体 い く らに な るの か(割 込 み 、呼 設

定 、開 放 、 通 信速 度)あ ま りよ くわ か らな い。 プ ロ トコル別 に何 らか の使 用

効 率 の差 異 が生 じ、料 金 に影 響 が あ るか ど うか わ か らな い。 」

　 回 答 番 号39537、 これは接 続 で 「メーカー(日 立製 作 所)よ り、無 手 順端

末 サ ポ ー ト方式 に つ い ての説 明 を受 けた 。SYN同 期 の現 用 ビデ オ端 末 にっ

い ては、 メーカーと しては サ ポ ー トの予 定 は な い との こ と。 利 用 者 と して は接

続 可能 端 末 はメーカーのサ ポ ー ト方 針 に よ る と ころ が大 きい し、 出 力編 集 プ ロ

グラ ムの改 造 な ど負 担 も大 きい た め端 末 機 の変 更 も難 しい。DDXを 利 用 す

る上 で の問 題 点 で も あ る。 」 とい うこ とで ご ざい ます 。

　 以 上 が 「料 金」 と 「接 続 可 能 端末 機 」 にっ いて で ご ざい ます 。

　 次 は 「DDXの イ ンタ ー フ ェー ス条件 につ い て」 と 「DDXに 伴 う制 度 問

題 に つ い て」 で ご ざい ます 。

　 回 答番 号05001は 、 「DDXの イ ンタ ーフ ェース条件 に つ い て」 「接 し

た こ とが ある」 し 「だ いた い わ か った」 が 、 「公社 のPRは 良 くわ か る が、

ユーザ ー に とって ど うで も良 い。 む しろ判 らない の は メー カー の対応 」 とい

うこ と をお っ しゃ って い ます 。

　回 答 番 号07016、 これは 制度 問 題 で 「接 した こ とがあ る」 け れ ども 「よ

くわ か らな い」 とい うこ とで 、 「サ ー ビ ス地 域 の決定 方 法 及 び サ ー ビス地域
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の告 知 が ど うな って い るの か分 らな い。 」　 　 　 '

　回 答番 号13004、 イ ンタニフ ェースに つ いて 「接 した こ とが あ る」 けれ ど

も 「よ くわ か らな い」 とい うこ とで 、 「プ ロ トコル の種 類 お よび 内容 に つ い

て も う少 しブ レー ク ・ダ ウ ン して 欲 しい 。 」

　 制 度 に つ い て は 「だ いた い わ か った」 けれ ども、 「相 互接 続(特 定 な いL

公 衆 網 らお よび共 同 使 用 ・他 人使 用 の問 題 に つい て は、 現在 以 上 の制 約 は な

い と認 識 して い ます が 、具体 的 な事 例 で認 可 の可 否 が判 る よ うな資 料 があ り

ま した ら幸 い です 。」 とい うこ とです。 これ は い ま の制 度 全体 に 言 え る こ と

で 、個 別 認 可 に関 して まだ そ れ らの事 例 が、 いわ ば判 例 集 み たい な も の が公

表 され て お りませ ん か ら、 一 層新 しい網 との関 係 で は ユ ーザ ー に と って は不

明 といい ます か不安 とい い ます か 、そ うい う材 料 に な るの じ ゃな い か と思 い

ます 。

　 次の回答番号13013、 やは り制度に関 して 「申 込 制度 の面 で ・従 来 のD-1

等 と比 して変 化 がな い。CPU廻 りの デ バ イ ス変 更 な どは、 変 更 申請 の対 象

とな らない こ とが望 ま しい 。技 術 的 な イ ンター フ ェース条 件 と切 分 け 条件 を

も っ と整備 して い く必 要 が あ る と考 え る。 」 とい う こ とで ご ざい ます 。

　 回答 番 号16516、 これ はイン ターフェースにつ い て 「接 した こ とが あ る」

けれ ども 「よ くわ か らな い」 とい う こ とで、 「HDLCと ・X21あ るい は

X25と の関 係 は ど うな って い るの か?又 、　 IBMのSDLCと の関 係 は?」

これ は設 計 当初 か らい ろい ろ問 題 に な って いた ところ では な い か と思 い ます 。

　 回 答 番 号32・115、 これは 制度 の方 で 、説 明 を聞 い たけ れ ども 「よ くわか

らな い 」 とい うこ とで 、 「実 際 に は具体 的 に業 務 内 容や デ ー タの 流 れ で判 断

され る ので し ょ うが 、一般 的 な説 明 で は良 く理 解 で き ませ ん。3年 間 の試 行

サ_ビ ス とな って い る。 パ ンフ レ ッ ト等 で は 自由 にDDX網 を介 して他 社機

器 と接 続 出来 る と してい るが 、公 衆 法 上 の 延長 に3年 後位 置 づ け られれ ば 、
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、

特 定 回 線 との接 続 は相 変 らず個 別認 可 とな ろ う。 制度 的 に どうな る の か判 ら

な い。 」 こ れ も重 要 な点 で あ ろ うか と思 い ます 。

　 次 の回 答 番 号32573、 これ はインターフ ェース条件 にっ いて二 重 丸 がつ け

て あ ります が 、 「接 した こ とが あ る」 し 「だ いた いわ か った」 上 で 、 「パ ケ

ッ ト交 換 につ い て 、イ ンタ ー フ ェー ス条 件 を理 解 す る こ とは 一 般ユーザー に と

って か な り難 しい とい う印 象 を受 けた 。 また 、 か な り理解 して いな い と使 い

こな せ ない と思 わ れ る。 」

　 制 度 につ いて は 、 これ も 「だ い た いわ か った」 と して、 「現 行 制 度 の原則

を変 え る もの で は な い ので理 解 は容 易 で あ った 。」 これは裏 側 か らの ご意見

の よ うで ご ざ います 。

　 次 に、 「DDXの 疑 問 点調 査 」 で ご ざ います 。

　 回 答番 号05043、 「各種 サ ー ビス の使 い わけ」 とい うこ とで は 「だ いた

いわ か づた 」 とい'う こ とです が、 「パ ケ ッ ト交 換 は 、従 量 制 で一 見 安 くみ え

るが、128オ クテ ッ ト単位 の課 金 だ か ら気 をっ け な い と損 す る こ とが ある」

とい うこ とで ご ざい ます 。 これ は た しか出 され た ご説 明 は連続 時 間 で も って

計 算 され て お った わ け で ご ざい ます け れ ども、何 回 か の単位 で や り と りす る

とい う とき に は フル に128オ クテ ッ トで も って や り と りす るわ け で は あ り

ませ ん ので 、 そ こ ら辺 の端 数 計算 等 が ど うなる の か とい う こ とを使 用 料 金 を

試 算 す る とき考 慮 に 入 れ な い といけ な い とい うご意 見 で あ ろ うか と思 い ます。

　 回答 番 号29009、 これ も 「だ い た いわ か った」 とお っ しゃ ってい るわけ

です が 、 「将 来 、特 に近 距 離 に お い て、DDXと 公 衆通 信 回 線 の 関 係 が どの

よ うに な って ゆ くの か見 通 しを知 りた い。 」 前 々 か らこの委 員会 で も見通 し

がな い と計 画 者 は非 常 に困 る とい うこ と を申 し上 げ て お りま した が、 も っ と

もな ご意 見 で あ ろ うか と思 い ます 。

　 回 答 番 号32573、 これ も 「だ い た いわ か った」 とお っ しゃ って お ります
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けれ ど も、 「ユーザー に と って 一番 の関 心 事 で あ る回線 料 金 に つ い てr手 引 き』

では 理 解 し易 く記 述 され て い る。 」 一 応 評 価 され て お ります 。

　以 上 が 「各種 サ ー ビスの使 い わ け 」で ご ざ い ます。

　次 に、　 「使 い わ け判 断 に必 要 な 自己 デ ー タ」 及 び 「DDXサ ー ビス地 域 外

か らのっ な ぎ こみ」 で ご ざい ます 。

　回 答 番 号06020、 まず 自分 の とこ ろ と して使 い わ け して い く上 での判 断

の材 料 に な るデ ー タに つ い て 「よ くわ か らな い」 とい うこ とで、通 信密 度 と

は何 か。 伝 送 制御 コー ドや パ ケ ッ ト通 信上 必要 な コー ド等 を含 む の か ど うか。

含 む とす れば 、実 効 デ ー タに対 す る比 率 又 は パ ケ ッ ト当 りの比 率 を知 りたいd

多分 これ は料 金 とも関連 して くる こ とで は ない か と思 い ます 。

　地 域 外 に っ いて も 「よ くわ か らな い」 とい う ことで 、 「例 えば 、 四 国(松

山市)で 加 入す る と した ら、 どうな る の か。 この とき 、大阪 へ通 信 す る場合

の料 金 は?こ の とき東 京 へ通 信 す る場 合 の 料 金 は?パ ケ ジ ト交 換 の場 合 の プ

ロ トコル は?(端 末 機 で何 を使 用 す べ きか)」 これ は前 の質問 事 項 と関 連 し

て くる と思 います 。 た しか公社 で は こ こ ら辺 の ところ は特定 回線 をそ の まま

利 用 して とい うこ とで御説 明 が あ った と思 うの です が 、 そ れ が徹 底 して な い

の じゃな いか とい う気 が い た します 。 あ るい は ご存知 じだ と して も具体 的 に

どうな る の か とい うご懸 念 が あ る よ うに見 受 け られ ます 。

　 回答 番 号21712で は 、や は り 「地 域 外 か らのつ な ぎ こみ」 が 「よ くわ か

らな い 」 とい うこ とで 、 「当面 、サ ー ビス地 域 外 の た め専 用 線 経 由(相 当額

支 払 い)に て加 入 した の ちに、 サ ー ビス地域 となる場 合 の 、 ユ ーザ ー側 での

準 備 、確 認 事 項 を明 らか に して も らい た い。(電 電 への 手続 き上 、 コ ン ピ ュ

ー タ接 続 上 の ハ ー ド、 ソフ トの変 更有 無 、料 金 の変 更 な ど。)」 これは こ れ ま

で余 りご説 明 が なか った こ とで は な か ったか と思 い ます 。

　 次 の 回 答番 号28033、 これ は 自己 デ ー タ の方 で 「よ くわ か らな い」 とい
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う こ とで 、 「ホ ス ト、 ター ミナ ル コ ンピ ュー タの メー カー の対応 度(プ ロ ト

コル、 ハー ド、 ソフ ト上 のインターフェース{シ ステ ム設計 サ ポー ト)に 問 題

は な い のか 、 よ くわ か らな い。 」 これ は ち ょ っ と質 問 の項 目 とは 少 し主 旨 が

違 うか も しれ ませ ん が、要 す る に メー カーの 対応 とい うこ とで不安 をお持 ち

の よ うで ご ざい ます 。　 　 　 　 　 　 '

　 次 の回 答 番号32573で は 「地 域 外 か らのっ なぎ こみ」 に つ いて は 「だ い

た い わか った」 とい うのです が、 「地 域 外 か らのつ な ぎ込 み付 加 使 用料 は撤

廃す べ きで あ る。 なぜ な らば付 加 使 用料 の存 在 に よりユーザーの回 線敷 設 計 画

がDDXの サ ー ビス計 画 に影 響 を受 け 、結 果 的 にDDXの 普 及 を遅 らせ る こ

とに な りか ね ない。 また 、付 加 使 用料 を取 る な らば 、数年 先 ま で のサ ー ビス

計画 を明 確 に す べ き で あ る。 」 後 段 の ご意 見 は先 ほ どあ った もの と似 て お り

ます が、 前段 の ご意 見 は 多分 域 外 か らの っ な ぎ こみ の付 加専 用 料 金 が高過 ぎ

る とそ れ 自体 ユー ザ ー が し り込 み して しま う結果 、DDXへ の切 りか えが遅

れ るの では な い か とい う意味 も含 まれ て お る よ うに察 します 。

　 次 に、　 「制度 問 題 」 と 「DDXと の接 続 」 で ご ざい ます 。

　 回答 番 号07016、 制 度 に つ い て 「S54年 技 術局 線 のrデ ー タ交 換 技 術

の動 向 』の25ペ ー ジの特 徴 を見 る限 り、DDXは 公 衆 網(通 信 回 線利 用 の

制限 の緩 和)と 明記 され て お り、 また 、昭 和53年 公 社編 のr新 デ ー タ網 サ

ー ビスの あ らま し 』では 、 デ ー タの長 短 ・密 度 に よ ってC.S(回 線 交換)と

P.S(パ ケ ッ ト交 換)を 総 合 してDDXを 利 用す る事 を勧 め て い る。 これ ら

の資料 か ら、C・S、　P・S、 従 来 の 公 衆網 との 間 で は相 互接 続 の問 題 は無 い と

判 断 して い た が、最 近 の情 報 では 、 これ らの 間 では 相 互接 続 と して郵 政 大 臣

の認可 対 象 に な る とい う。 いつ か らそ うな った の か?な ぜか?」 とい う質 問

で ご ざい ます 。

　 次 の 回答 番 号08018、 制 度 問題 につ いて 「だ い たい わ か った 」 と して、
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「一 台 の電 子 計 算機 に異種 回 線 を接 続 して い る場 合 はす べ て相互 接 続 に な る

の か?デ ー タの流 れ が あ るか な いか な ど調 べ るの は 困難 だ と思 うが。 」 これ

も現 在 で も若 干実 務 上 問 題 があ った と ころで ご ざい ます 。

　 それ か ら 「DDXと の接 続 」 は 「よ くわ か らな い」 とい うこ とで 、 「電算

機 のJOBに 合 わ せ て 自動 発 信 、接 断 を どの よ うな指 令 でや ってい くの か と

い うの を知 りた い(リ モー トバ ッチ な どに お いて)。 後 日 メー カー に は 聞 こ

う と思 ってい ます 。 」 とい うこ とです 。

　 回 答番 号10550、 接 続 につ いて は 「だ いた い わ か った」 とい うこ とで す

が 、 「パ ケ ッ ト交 換 の とき、PVCの とき相 手端 末 との接 続 に要 す る時 間 が

知 りた い」

　 回 答番 号16522、 「DDXと の接 続 」 は 「よ くわ か らな い」 とい うこ と

です が 、 「ポ ー リン グも課 金 され る のか否 か?現 ポ ー リン グシ ステ ム を(必

要 な ハ ー ドを付 加 して)パ ケ ッ ト交 換 に移 行 で き るの か?ポ ー リン グシス テ

ム を同 じ原理 で パ ケ ッ ト交 換 に 移 し、 ポ ー リングも課 金 され るの な ら、金額

的 に ま った く使 用不 能 で あ る。 」 とい うこ とです。 わ れわ れ 自身 も見 落 しが

ちです が、 当然 と思 わ れ る こ とで も 一言説 明 が欠 けて い るた め、 他 の 人 の理

解 をは ば む こ とが あ る わ けです ね。

　 次 の 回 答番 号16544、 「制 度 問題 」 は 「だい た いわ か った」 とな さ って

お ります が、 「下記 の様 な ネ ッ トワー クは認可 とな るか。 問 合 せ ・情 報 検 索

業 務 に お い て札 幌 管 内 にお いて(東 京 管 内)の 販 売会 社 、小 売 店 はDDXに

加 入 し、各 札幌 営 業 所(東 京 支店)の 中 継 ・端 末 装 置 に接 続 し、大 阪 まで 、

既 設特 定 通 信 回 線 に て 問合 せ デ ー タ を送 り、 逆 ルー トに て答 え を返 す も の と

す る。」 とい う こ とで ご ざい ます 。 こ うい うの を見 ます と、 かな り具 体 的 な

ご検討 をな さ って い る方 がか な りい ら っ しゃ る とい うこ とだ ろ う と思 い ます 。

　 次 の 回答 番 号17531、 「DDXと の接続 」 は 「よ くわ か らな い」 とい う
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こ とで 、 「公 社 以 外 の端 末 に つ い て不 明 。 ハ ー ド及 び ソフ ト(例 えばDB/

DCの 変 更 が どの よ うに な るか?)」

　 回答 番 号23011、 接 続 は 「よ くわ か らな い」 とい うこ とで 、 「端 末 機 関

係 に つ い ては 、概 略 はわ か った が 、セ ンタの接続 に つ いては 、FEPやCCP

につ いて の詳 細 が わ か らな い(特 に コス ト面)」

　 回 答番 号23638、 接 続 で 、解 説 書 の 「P39に つ い てBSCの 方 式 で、

2400BPSで は 、③ ～④ の いず れ に該 当す るか、 不 明確 であ るた め 、、以 後

の説 明 につ い て具 体 的 な イ メー ジ がつ か め ない。 」

　 回 答番 号31502、 これは 「制度 問 題 」 で 「よ くわか らない」 とお っ し ゃ

ってお るの です が、　 「1.異 種 回 線 との相 互接 続 に つ い て　 郵 政大 臣 の個 別 認

可 が認 め られ る で あ ろ う例(あ る いは認 め られな い で あろ う例)を 示 して ほ

しい。 」 「2付 加 サ ー ビス に っ いて　 閉域 接続 、相 手 固定 接 続 を利 用 す る こ

とに よ り、 制度 上 の問題 に影 響 が で るか 。」 多分 この閉域 あ る いは 相手 固 定

とい う こ とに なる と特 定 回 線 的 な使 い方 に な るの で こ うい うご質 問 が出 て い

る の では な いか と思 い ます 。

　 回 答 番 号32573、 これ は制 度 につ いて も接続 に つ いて も 「だ い た いわ か

った」 とな さ って お ります が、 制 度 につ い て は 「(DDX以 外 も含 めて)郵

政 大 臣 の個 別認 可 は、 一般 に 申請 ～ 開通 まで の期間 が長 く、ユーザーの シ ステ

ム開 発 計 画 に 大 きな影 響 を与 えて い る。 これ は 日本 の情報 処理 の発 展 を妨 げ

て い る一 因 で あ る と思 う。」 これ は質 問 とい うよ り意 見で ご ざい ます 。

　 そ れ か ら、接 続 で は 「パ ケ ッ ト網 の 接 続 方法 が難 しい が、 これ は パ ケ ッ ト

交 換 方 式 そ の もの が網 と して独 立 させ て考 え る こ とが で きな い とい う宿 命 を

負 って い るか らで あ ろ う・ 民 間 のVAN業 者 の進 出 を許 す こ とがバ ケ ツb .交

換 方 式 の一般 化 、 そ してDDXの 普 及 を促進 す るか も しれな い。 」 これ も ど

ち らか とい う と意 見 だ ろ う と思 い ます 。
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以Lで 「制 度 問 題 」 と 「DDXと の 接続 」 問 題 を終 わ ります 。

　次 に 、 「そ の他DDXへ の ご質 問 、 ご意 見 」 とい う こ とで、全 般 的 な意 見

で ご ざい ます 。

　 まず 、回 答番 号07016、 「DDXは 、 日本 の企 業 の情 報 多様 化 に合 わ せ

るべ く開 発 され た 網 シ ステ ム だ と思 わ れ る。 また 、電 電 公 社 のデ ー タ通 信

(回 線サ ービス)部 門は黒字であ る事を考え合 わせ ると、現行制度の諸規制は実情に

そ ぐわないのではないか と考え る。(料 金の値下げ希望)　 現在の ソフトウェアのコスト

ア ップ か ら、 一企 業 で電 話代 りの メ ッセー ジ交 換 を行 な う事 は割 高 につ く筈

で あ る か ら、同一 グル ー プ内 の相 互接 続 は認 可 して も、公社 の収 益 に大 きな

影響 を与 える事 は な い と思 う。 ま た、相 互 接 続 の規 制 が解 除 され る と、 シス

テ ム設 計 の上 か ら大 変 楽 に な り、 デ ー タ通 信 の利 用 度 も増 す ので は なか ろ う

か。 これ は 、 日本 経 済 界 に と って も、大 きな進 歩 とな る と考 え る。 この点 を、

郵 政 省 、 電 電 公社 に対 して 強 く要 望 願 い た い 。(諸 制 限 の撤廃 、緩 和 、企 業

側 の合 理 的 活 用 へ の制 約 を外 す こ と を希 望)」 いわ ゆ る ク リー ムス キ ミング

論 に対 す る反 論 の よ うな ご意 見 で ご ざい ます 。

　 次の 回 答 番 号0801　 8、　 「この 質 問 書 に あ る説 明は 今 まで 小生 が み た パ ン

フ レ ッ トの 中で は 一番 わ か り易 く書 か れて い る と思 い ます。 あ りが た く読 ま

せ て い ただ き感 謝 し ます 。 」

　 回 答 番 号10042、 「当 初(約6～7年 前)よ り大 々的 に 宣伝 され な が ら、

サー ビス開 始 が大 幅 に遅 れ、 昨今 で は電 電 も あ ま り宣 伝 して いな い様 に思 わ

れ る。 オ ンライ ンシ ステ ム利 用 のユ ー ザ ー に と って は回 線 費 用 は大 き な ウエ

イ トを 占め て お り、DDXは 費 用 節減 が達 成 出来 る可 能 性 を秘 め た もの と し

て大 き な期 待 を持 ってい た が、現 在 の と ころ期 待 は ず れ で あ る。技 術 力 をあ

ま り持 た な い平 均 的 ユー ザ ーに と って、 当 社 の場 合 得 なの か 、損 なの か 、サ

ー ビス地 域 外 か らの っ な ぎ込 み の方 が 多 い場 合 は ど うなの か 。既存 端 末 の取
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扱 い 、新 端 末 との混 在 、 コ ン ピュー タ本 体 、FNPの ソフ トとの関 連等 個 々

の問 題 につ い て は 、ぼ ん や り理 解 出来 て も結論 と して は現状 で ど うな の か。

将 来 に 亘 って何 をゼ の様 に考 えた ら良 い の かは分 らな い。電 電 、 コ ンピ ュー

ター メー カー とも現 状 で は積 極 的 でな い の が残 念 で あ る。」

　 次 の 回答 番 号10111、 「特 にDDXパ ケ ッ トにつ いて は 当社 に於 て今 後

少 くとも5年 以上 は 最 も魅 力 の有 る通 信 手段 として相 当 前 か ら注 目 し説 明会

等 参 加 して い るの で だ い た い の事 は判 って いるつ も りです が 、DDXパ ケ ッ

トを利 用 す る時 に 、特 に トラブ ル対 策 の 点 か ら、DDXパ ケ ッ トで蓄 積 して

障害 修 復 まで保 存 し、修 復 後 送 信す る様 な、 電 話 で言 えば 不在 受 信 の様 な型

とな る と思 い ます が 、 そ の様 なサ ー ビス を考 慮 して頂 きた い。 又 、 全 国 へ の

サ ー ビス を早 期忙(少 な く とも県 庁所 在 地)実 施 して頂 きた い
。 」

　 回 答番 号1.6　 51　6、 「-x－滋 賀県 大 津市 また は草 津 市 までDDXサ ー ビス網
　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 ぐ
が拡 大 され る時 期 は いっ頃 に な るの か?　 一)e　DDXの 付加 価 値通 信 の一 つ と　 ＼

して 、異 機 種 間接 続 とい う事 が うた わ れて い る が、現 状 で は どの程 度 の事 が

で きる の か?　 苦異 機 種 間 接 続 にも種 々の レベ ルが あ る と考 え られ る。物 理

的 、電 気 的 条件 で の イ ンタ ー フ ェース段 階 、 プ ロ トコル段 階 、通 信 制御 言語

段 階 ・OS(オ ペ レーテ ィ ング ・シ ステ ム)段 階 、 ア プ リケー シ ョン言 語段

階 等 が あ る と思 うが、 いわ ゆ るIBMの"SNA"、 富士 通 の"FNA"、

ユ ニパ ックの"DCA"等 と呼 ば れ て い る のは どの段 階 の もの なの か?(ど

の段 階 迄 のイ ンター フ ェー ス が とれ れば"SNA"と 同等 の処理 が で き るの

か?)　 ce完 全 な異 メー カ ー、異 機 種 間接 続 にお い て"SNA"と 同 等 の処

理 の で き る時 代 が来 るで あ ろ うか?又 、 その時 期 は い つ頃 で あろ うか?(D

DXと は直 接 関 係 の ない 質 問 に な った か も知 れ ませ ん が、 よろ し くお答 えの

程 、お願 い申 し上 げ ます 。)」 これ は 明確 な答 え をご期 待 な さ って お るよ うで

ご ざい ます 。
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　次 の回答 番 号16522、 「今 メーカーは 旧式 端 末 にHDLCの 手順 を付加 す る

よ り電 電 がBSC等 を サ ポー トして くれ るのを待 っているよ うで あ る。 一 方電 電

は希 望 が 多 けれ ば サ ポ ー トす る と言 い な が らも時 期 が 明確 で ない 。結 局 ユー

ザ ー はい っ に な った ら使 え るの か が分 らず 、計 画 が立 て られ ない ので 困 って

い る。 今 のポ ー リン グ システ ム(BSC)を パ ケ ッ トに移 行 す る場合 、 メー

カー ソフ ト、画ハ ー ド、 ユ ーザ ー プ ログ ラム を どれだ け 変 更 した ら実 現 で きる

の かは非 常 に分 りに くい 。金 額 的 に メ リ ッ トが出 るの か ど うか も不 明 で、 こ

れ らの点 がDDX関 係者 へ の最 大 の不 満 で あ る。 」

　 回答 番 号31502、 「ベ ー シ ック手 順 、HDLC手 順 の既 設 端 末 をそ の ま

まで パ ケ ッ ト交 換 網 に 加 入 す る と制御 信 号 に も課金 され る た め、使 用料 金 が

高 くな り、 利用 しに くい 。」

　 回 答番 号39537、 「当 セ ン ター で は 、 オ ン ライ ン文 献検 索 を各 地 に設 置

した ア クセ ス ポ イ ン トに公 衆 通 信 回 線 を通 じダ イア ル ・ア ップ して接 続 し、

端 末 側 は音 響 カ プ ラ を通 じて デ ー タの送受 を行 な って い る。 公 衆通 信 回線 の

他人 使 用 の ケー ス とな る。東 京 以 外 の ア クセ ス ポイ ン トで は各地 の支所 に設

置 され たTDMに よ り特 定 通 信 回線 と公 衆通 信 回線 を相互 接 続 した他 人使 用

で公社 と契 約 して い る。 これ は、1)公 社 との使 用契 約 な しに 、 だ れで も ど

こで も計算 機 に ア クセ ス で き る。(カ プ ラ使用 の た め)　 2)ア クセ ス ・ポ

イ ン ト←→ 計 算機 の通 信 料 金 を当 セ ンター が負担 す る こ とに よ り地 域 の"情

報 格 差"を 少 しで も吸収 す るた め で あ る。DDXへ の加 入 は 、1)パ ケ ッ ト

交換 網 と公 衆 網 の接 続 ・ こ れは デ リ・ミタ クラスお よtt　P　A　Dの ウ ィン ドウサ

イズ とい う話 よ り、 どの よ うに今 後 展開 す るのか 。2)デ ー タ通 信料 金 の低

減 あ るい は課 金 方式 とい った技 術 よ り制度 の問 題 に見通 しが つ い て か ら本格

的 に技 術 的 な検 討 を メーカーを含 めて 行 な う ことに な ろ う。 」 制度 問 題 の方 が

先 だ とい うご意見 の よ うで ご ざい ます 。
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　 以上 、一 応DDXに 関連 す る主 な意 見 をず っ と拾 ってみ たわ け で ご ざ い ま

す けれ ども、 大分 い ろ い ろな点 で 、制度 的 な こ とあ るいは技 術的 な こ とが出

てお ります ので 、1っ1っ で も大 変 か と思 い ます け れ ども、主 な ご意 につ い

て電電 公 社 の 高 月 さん か らち ょっ と御説 明 をい ただ い て、 そ して この メ ンバ

ー の皆 様 に も しご意 見 、 ご質 問 が ご ざい ま した らそ れ にっ い て もお答 え いた

だ いた らど うか と思 い ます。

　 そ れ で は 、お願 い いた します 。

匂

DDX担 当側か らの主な意 見な どへの答え

　 高 月　 本 日は大 変貴 重 な ご 意 見 を見 せ てい ただ き ま して 大変 うれ し く思 っ

て お ります 。 私 の わか る範 囲 内で お 答 え 申し 上げ ま して 、 また本 日の 先 ほ ど

の野 垣 内様 の ご説 明あ るい は私 が い まか らい た し ます 説 明 の 中で また疑 問 が

出 て きた場 合 は 、 疑 問点 を整 理 し また 出 してい た だ き ますれ ば 、 専 門 家 な り1

何 な りを連 れ て まい りま して ご説 明 申 し上げ た い とい うふ うに思 い ます。

　 い まお 手元 に3つ の資 料 が配 られ た もので ご ざい ます が 、1つ は 「新 デ ー

タ網 サ ー ビス」 とい う カ ラー のパ ンフ レッ トで ご ざ い ます 。(事 務 局注:ご

希 望 の 節 は電 電公 社 技 術 局 まで ご相 談 下 さい)こ れ は 回線交 換 サ ー ビス とパ

ケ ッ ト交 換 サ ー ビス は どん な もの だ とい うこ とが書 いて あ りま して 、一 番 最

後 の ペ ー ジ の ところに 「料金表」が 出 て お る とい うもの で ご ざい ます 。 お客様

には こ うい う資料 で大体 ご説 明 申 し上 げ て お る とい うも ので ご ざい ます 。 プ

ロ トコル の細 か い とこ ろは、9ペ ーージ の'「パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス」 の と ころ

で初 め て ハイ レベ ル手順 とか ベ ー シ ック、 デ リ ミタ とい うよ うなの が出 て ま

い ります 。余 り詳 細 な のは な い わ けです け れ ども、大 体 こん な ものだ とい う

と ころは お わ か り願 えるの では ない か とい う ことでつ くった資 料 で ご ざい ま
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す 。

　 そ れか らも う1っ 、 「新 デ ー タ網 サ ー ビス の料 金 及 び適 用 領 域 」」 とい う

もの が ご ざい ま す。(注:本 書末 尾 に掲載)こ れ は最 初 のペ ー ジは 同 じく料

金 が 出 てお るの で す が 、 そ の次 に 「付 加 サ ー ビス等 の料 金表 」 「網 制御 装置

の料 金 表 」 が あ ります。3ペ ー ジか ら適 用 領域 の カー ブが描 い て あ ります 。

横 軸 は距 離 で ご ざい ます 。 これは マ イ コ ンで出 させ た の です け れ ども、縦 軸

が トラ ピ ックで 、一 日 どれ くらい の通 信時 間 が あ るか とい うこ とで 、通 信速

度 と通 信密 度 で ふ らせ て い ます。 白抜 き が特 定 、点 線 が公 衆 、電 話 網 で ご ざ

い ます 。 そ れ か ら、斜 め のハ ッチ が回 線交 換 、黒 がパ ケ ッ トです 。 これ をご

らん に な ります と、低 速 の場 合 は パ ケ ッ トが非 常 に有 利 で して 、 だ んだ ん通

信密 度 が上 が り、'200ビ ッ ト/秒 、300ビ ッ ト/秒 、1200ビ ッ ト/秒 と

ス ピー ドがず っ と上 が って い く と回線 交 換 の方 が有 利 に な ります 。9600ビ

ッ ト/秒 に な る と電 話 網 は 当然 通 りませ ん の で、 パ ケ ッ トと回 線交 換 更 に特

定 通 信 回線 との競 争 とい うよ うな こ とで ご ざい ます 。 そ うい うよ うな こ とで

ご参 考 に して い た だ きた い と思 い ます 。

そ れ か ら、3っ 目の資 料 が、 「利 用 者 か ら見 たDDX、 　 INSへ の疑問 点 」

とい う資 料 で これ は た だ い ま野垣 内様 の方 か らず っ とご説 明 があ った もの を

と りま とめ た も ので ご ざい ます 。DDX関 係 で75項 目 ぐ らいあ ります 。 こ

の資料 の10ペ ー ジ以 降 の75か ら93ぐ らい まで が 「デー タ/フ ァ クシ ミ

リ/音 声 　 総 合 ネ ッ トワー ク ・ユ ー ザ ー ビジ ョ ン調査 」 の中 か ら出 るご意 見

で はな い か と思 い ます 。

　 簡 単 に ご説 明 申 し上 げ な が ら、後 また ご質 問 に お答 え した い と思 い ます 。

最初 に利 用 上 の 基礎 知識 、技 術 の 方 の仕様 は あ るけ れ ども、 どうい うふ うに

ユー ザー が利 用 す べ き か とい うユー ザ ー の ため の解 説 書 が な い じゃな いか と

い うご指 摘 が あ ります 。 これ につ き ま しては 私 どもの方 で は 「利 用 ガイ ドブ
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ック」 とい うの をす でに 出 して お ります 。 「新 デ ー タ網利 用 ガ イ ドブ ック」

とい う本 が出版 され て い ます 。 そ れ で も非 常 に わ か りに くい とい うお 客様 の

場 合 は 、営業 局 とい うデ ィビジ ョ ンに コ ンサ ル タ ン ト体 制 的 な 窓 口 を設 けて

あ ります 。 そ れか ら、技 術 的 な コ ンサル タ ン トは技 術 局 の方 に そ うい う人間

をそ ろ えて お ります 。 い まま で い ろい ろ な ユーザ ー さん が お見 えに な った り

あ る いは ユ ーザ ー さん の.ところ に お伺 い しま して、 実 際 に使 う ときに どうだ

こ うだ とい うよ うな話 は して お ります 。

　 2番 目に、DDXと い うの は一 体 何 だ、 全然 わ か ら ない とい うお話 も あ っ

た わ け です 。 これ は ア ンケ ー トの とき に何 か資料 を添 付 され た よ うで ご ざい

ま して 、 そ れで大 体 ご理 解 願 い た い、 あ る いは ただ い まお配 りい た しま した

青 い パ ン フ レッ トを見 て い た だ けば わ か るの じゃな い か と思 い ます 。

　 そ れ か ら 「技 術 的 なdigi七a1の 常 識 が分 らな い」　 とい うふ うな御 意 見 の

方 も い らっ しゃるの で す。 本 日御 出 席 の皆 さん方 は も うおわ か りか と思 うの

です けれ ども、要 す るに 、普 通 の ア ナ ロ グです と、 デ ー タ を伝 送 す る電波 の

周波 数 の違 い な どで波 形 を区 別 す るだ けで ご ざい ます 。 そ うい う こ とで、何

が特 徴 あ るの か とい い ます と、 これ が伝送 され ます と、伝送 路 の 中 で波 形 が

ひず ん で き た り汚 くな った りす るわ け です ね 。 それ が途 中 で また ア ップ され

ま した とき に、 この 汚 い波 形 の ま まで また大 き くな った りす るわ けで す ね。

これ の場 合 は た とえば途 中 で い ろ い ろ波 形 がひず ん でお か しな形 に な った と

しま して も、途 中 の中継 ポ イ ン トで これ をも う1回 さ れ いに整 形 す る わけ で

す 。 整形 す る とい うこ とで 、距 離 が うん と長 くな りま して も、 ア ナ グ ロの場

合 は汚 い ま まで どん どん 伝 わ って い くのです が、 デ ィジ タル の場 合 は必 ず1

回 さ れ いに再 生 され ます 。 きれ い に お化 粧 し直 され て か ら相手 に届 き ます か

ら、 そ うい う意 味 で品 質 が い い とい うの が一 言 で言 います とデ ィジタ ル化 の

特 徴 で は な いか と思 い ます 。 だか ら、DDXと い うの は品 質 がい い とい うこ
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とがそ うい うこ とか ら言 えるわけです。

　 4番 目の 「大口利用者の直接的なPR」 とい うのは、 これは非常 に適切 な

意見 か と思い ます。私 どもの方 ではDDXと い うのは公衆網 と一応 うた って

お ります けれ ども、 まだまだ大手 のお客様 といいます か、銀行 さんや製造業

さんの企業 のネ ッ トワークが閉域 ネ ッ トワー クとい う形 で公衆網 とい う名前

の中でそれ を使 われ ているにす ぎない、共同利用 をして いるにす ぎない。そ

うい った意味 では大 口利用者 への直接的 なPRと い うのは非常 に大切ではな

いか とい うふ うに考 えます 。

　 5番 目の 「サー ビス加入区域とサー ビス開始時期の公表」 は何年 か前か ら

よ く言 わ れ て お りま して、 一体 ど うな ってい るん だ とい うこ とをよ く言 わ れ

るわ け で ご ざ い ます 。 私 ど もの方 で は実 は公表 した い わ け な ので ご ざい ます

け れ ども、 現 在公 表 して お ります のは 、55年 度 が回線 交 換4都 市 、 パ ケ ッ

ト交 換7都 市 とい うこ とです で に公 表 して お ります 。先 日公 表 しま した の は、

56年 度 に は 回線 交 換 が19都 市 、 パ ケ ッ ト交 換 が30都 市 とい う こ とまで

公表 して お ります 。 で は57年 度 以降 ど うな って い る か とい うこ とにつ いて

なぜ公 表 しな いの か。 電 電 公 社 とい う ところは 大蔵 省 の方 の了承 を得 ま して

年 度 計 画 で仕 事 を して お ります 。 い ま'そ うい う計 画 を全 部 持 ってお ります 。

です けれ ど も、 た と えば 、57年 度 は回 線交 換38都 市 、 ・;ケ ッ ト交 換78

都 市 、 とい うよ うに公 表 しま して も、57年 度 に な ります と世 の中 が ど う変

わ って い るか わ か りませ ん し、大蔵 省 の方 で そ れ は だ め よ、 む ず か しい よ、

とい う こ とにな ります と、 大変 困 るわ け で ご ざい ます の で、 公表 は で き な い

ので す 。 しか し、 ユー ザ ー さん の方 で 実 際 ネ ッ トワー ク を設 計 す る場 合 に ラ

ンニ ン グコス トを減 らした い 、 した が って うちの方 の支 店 がた と えば旭 川 に

ある ん だ けれ ども旭 川 は何 年 にサ ー ビス開 始 とか 、鹿 児 島 は一 体 ど うな って

い るん だ とい うこ とで 、個 々に具体 的 に設 計 され る と きは メー カー さん とユ
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一 ザ ー さん とわ れわ れ が一 緒 に な りま して、 そ ち らの ラ ン ニ ン グ コ ス トを

私 どもが計 算 い たす場 合 が あ ります 。 そ の ときは 、 た とえば何 とか生 命 さん

で こ うい うネ ッ トワー ク を組 み た いの だ けれ ども、57年 度 は この支 店 は符

号 品 目の特 定 回線 で区域 外使 用 では な くて こ こはサー ビス 開 始 します か らこ

こ は区域 外 の料 金 は要 りませ ん、 こ こは要 ります と個 々にや ります 。 ラ ンニ

ン グ コス トを こ ち らで 出 しま して、 こ うい うこ とで い か が で し ょ うか 、 こ う

い う話 は現 在 して お ります 。 た だ し、 そ れ も前 提 が ご ざい ま して 、大 蔵 省 が

うん と言 わ な けれ ばだ め なん です よ とい う前提 の も とで、 よ ろ し ゅ うご ざい

ます ね とい うこ とで現 在 話 し合 い を して お ります 。 公表 とい うのは しに くい

の で あ ります が、 そ うい うこ とで の ご相 談 には応 じて い る とい うよ うな実 態

で ご ざい ます 。

　 6番 目に 「近距 離 トラヒックが多 い の で 効 果が ない」 とい うユー ザ ー さん の

ご指 摘 が ご ざい ま した が、 これ は ま さに先 ほ どの適 用領 域 の問 題 で す 。 先 ほ

どの 「適 用領 域 」 の表 を見 ま して も、近 距 離 がほ とん ど白 っぽ い の は 近 距 離

は特 定 通 信 回 線 が安 い と い うこ とで ご ざい ます 。 よほ どの低 トラ ピ ッ クで な

い限 りは、 近 距 離 は特 定通 信 回線 の方 が よ くて、DDXの 効 果 が な い とい う

の は ユ ーザ ー さん のお っ しゃ る とお りだ と思 って お ります 。

　 7番 目に 「細 か い通 信手 順 の説 明 が不 充 分 で あ る 」 とい う御 指 摘 が あ った

わ け です 。 確 かに余 り細 か い通 信 手 順 の御 説 明 は 申 し上 げ て い な いの で す け

れ ども、 メー カー さん との間 で は相 当 細 か な通 信手 順 の打合 せ をや って お り

ます 。 これ も御相 談 が ご ざい ま した ら私 ども相 当細 か い とこ ろ まで ご説 明 申

し上 げ て お ります。 チ ャ ンス を つ く って いた だ き ます といつ で も出 か け るな

り来 て い た だ くな りして ご説 明 申 し 上げ たい と思 い ます。

　 8番 目の 「料 金設 定 の考 え方 」 で ご ざい ます けれ ども、基本的 には コス トベ

ース とい う考 え方 を とって お ります
。DDXの 投 資額 は一体 幾 らか とい うこ
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と を全部 計 算 した わ け で ご ざい ます 。DDXと い うのは思 い切 って従 来 の考

え方を変え まして、一体幾 らかか って い るのか 、 コ ス トは ど うか、 それ か ら ざ っ

と計算 し ま して 、例 えば1パ ケ ッ ト当 り0.何 円 とか い うのを 計算 して お りま

して、 基 本的 に は コス トベ ース で ご ざい ます 。 回 線 交 換 は オ ー ル ・デ ィジ タ

ル で ご ざい ます の で 、 基 本的 に は コス トベ ース で考 えた い とい う よ うな とこ

ろで ご ざい ます 。

　 9番 目の 「BSC手 順端 末 の扱 い・ 電 話 網 一パ ケ ッ ト網間 接 続 な どのPR

が不 足 して い る 」 とい うの は 、 あ と2～3ヵ 所 出 て くる ので ご ざい ます 。 こ

れは ユ ーザ ー 団体 連 合 会 か ら昨年 郵 政 省 の ヒヤ リン グの際 にぜ ひ 同期 ペ ー シ.

ックをサ ポ ー トして くれ とい うご意 見 が出 ま して 、 それ に対 して公社 側 か ら

郵 政 省 に対 しま して サ ポー トい た します とい う返 事 を して ご ざい ます 。 そ れ

は いっ か とい うの に つ きま して は 、56年 度 末 とい うふ うに答 えた は ず で ご

ざい ます 。新 聞等 で も来 年 の3月 には 全部 サ ポ ー トで き ます とい うふ うに出

て お りま した 。

　 そ れか ら、電 話網 とパケ ット網間 につ きま してはも うす でに技術的 には確

立 して お りま して 、実 験 も してお ります 。 いつ か らサ ー ビス開 始 す るか に っ

き ま して は 、 これ は郵 政 省 マ ター じゃな い か とい うふ うに理解 して お ります

が、 い ま まだ 決 ま って お りませ ん。

　 10番 の 「料 金 の遠 近 格差 の是 正 を望 む」 とい うの はお っ し ゃる とお りで

ご ざい ま して 、 い ま の電 話 の1対72に 対 しま して 、回 線交 換 は1対12、

パ ケ ッ トが1対1.5な ん です ね 。遠 近 格 差 は か な りよ くな って きた わ け です

け れ ど も、 ま だ ま だ是 正 を して ほ しい と い うご要 望 が ご ざい ます 。 これ に っ

い て は電 話 料 金 との兼 ね合 い を考 え て い く必要 は な く、ユ ー ザ ー さん の ご指

摘 の とお りだ と思 います 。 そ こで 、試 行 サ ー ビス が3カ 年 と い う こ と で ご

ざい ます の で 、57年 、試 行 サ ー ビス が終 わ った時 点 で、郵 政 省 との話 合 い
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に な って お ります 。是 正等 に つ い て再 論 議 され るの じゃな いか 。

　 11番 目が 「な るべ く多 くの プ ロ トコル の面 倒 を み て ほ しい 」 、 これ は 同

期BSCを い ま開 発 中 な の です が、 そ れ以 外 は、57年 か ら58年 にか けま

して、 い ま検 討 して お る段 階 で ご ざい ます 。

　 12番 目の 「回 線 サ ー ビ ス メニ ュー の選 択 判定 基準 が 分 りに くい 」 とい う

の は、特 定 、回 線 交 換 、 パ ケ ッ ト交 換 、電 話 網 ・加 入 電 信 とい ろ い ろあ る わ

けです けれ ども、本 当 に私 どもの資 料 が不 足 でそ うい う点 が あろ うか と思 い

ます。 お手元 に お配 り しま した 「適 用 領域 」 とい った も の で また い ろ い ろ と

ご説 明 して まい りた い と思 い ます。

　 13番 目は 「FAX、VOICEな どDT以 外 の接 続 につ い て教 え て ほ し

い 」 とい うの です 。 回線 交 換 に つ き ま してはす で に9600ビ ッ トの デ ィ ジ

タル フ ァ ックス とか48キ ロの デ ィジ タル フ ァ ックス がす で に メー カー さん

か ら販 売 され て お ります 。す で に 回線交 換 に高速 の フ ァ ッ クス端 末 が現 実 に

つ な が って お ります 。

　 ボ イ スに つ きま して は 、 技 術的 に はっ なが ります。 技 術 的 に は っ な が るの

です が 、 ボイ ス をデ ィジ タ ル に変 換す る装置 が、現 在 ま だ高 いの です ね。何

百 万 円 もす る もの もあ ります 。 そ うい う意味 で、技 術的 に は可 能 な ん です が、

ユ ーザ ー さん がそ うい う装 置 を置 か れ る と大 変 高 くつ くの で実 際 問 題 と して

むず か しい の じゃな い か とい うふ うに思 い ます 。

　 14番 目の 「現 在 の トラ ピッ クを パ ケ ッ トに置 き換 えた 場 合 の具 体 的 な料

金 に換 算 しが たい 」 とい うの は 、 これは計 算 しに くい とい うご指 摘 か と思 う

の です けれ ども、確 か に そ うで ご ざいます 。128オ クテ ッ トとい うの が1

回 の電 文 に つ き と い うこ とで ご ざい ます の で、 これ は ユー ザ ー さんは10オ

クテ ッ トしか送 らない 、 な の に128オ クテ ッ トの料 金 を払 わ せ るの は全 く

も ってお か しい とい うよ うな ご指 摘 も あ ります 。 そ うい う料 金表 に な ってお
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ります ので仕 方 が な い。 確 か に若 干計 算 が しに くい し、 ア メ リカなん か の場

合 は128で は な くて 、64、32、 こ うい うふ うに料 金 の1パ ケ ッ ト ・サ

イ ズ を どん どん小 さ く して き て い ます 。KDDさ ん は た しか64だ と思 うの

です けれ ども、 そ うい うこ とも ご ざい ます ので 、 本格 導 入 の とき に ど うす る

か。 逆 に 、 フ ァ クシ ミリをパ ケ ッ トで送 った場 合 、 ロ ン グ ・パ ケ ッ トとい う

の をっ く りま して、 も っとで か いパ ケ ッ トを1パ ケ ッ トに して料 金 をは じこ

う とか 、そ うい うふ うな こ とも現在 検討 中 で ご ざい ます 。

　 15番 目は 「速 度 別 、 距 離 別 にD-1etcとDDXと の料 金差 に ついて 分

る資料 が欲 しい 」 とい うので す が、現時 点 でお 出 しで き る資 料 は この 「適 用

領域 」 ぐ らい で ご ざい ま して、一 応 これ で検 討 して い ただ き ま して、後 ま た

い ろい ろ検討 して い きた い と思 い ます 。

　 16番 の 「現 在 の端 末 が 利 用 で きる のか、 で き ない 端 末 は何 か 、機 種 名を 」

明 らか に してほ しい とい うの で あ ります が、 日本 デ ー タ通 信 協 会 とい う とこ

,う が 「新 デ ー タ網 端 末 機器 ガイ ドブ ック」 とい う本 をっ く って お ります 。 そ

れ を1冊1,800円 で販 売 してお りま す。 そ れ をご らん に な って いた だ き ま

す と機 種 名 がわ か ります 。 これは 、 デー タ通 信 協 会 にっ く ってい た だ いたわ

けで ご ざい ます 。

　 17番 目の 「全 国一 律 料 金 とな らない のか 」 とい うの は 、 これは特 にパ ケ

ッ トだ と思 うの です が 、 い い考 え方 です 。私 ども もそ うい うふ うに して いた

だい た方 が課 金 装 置 が一切 要 りませ ん ので 、パ ケ ッ ト飛 ん だ数 だ け勘定 す れ

ば よ ろ しい のです けれ ども、 ア メ リカ等 で は通 信 衛 星 を使 って 、広 い と ころ

では こ うい うの が あ るの で す が 、い ず れ何年 か先 に は こ うい うこ と を考 えな

くち ゃい け な い とい うふ うに思 ってお ります 。

　 18番 目 「一 般 端 末 の改 造 」 に つ き ま しては 、 これ は メー カー が どう動 く

か で あ ります 。 これ は メー カー の問 題 か と思 うの です 。
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　 19番 は非 常 に 意 味 の あ る質 問 で して 、私 ども非 常 に痛 い ところ を突 か れ

て お ります が 、19番 の 質 問 は こ うだ と思 うので す 。特 定 とか電 話 網 とかい

う もの とDDXの 料 金表 なん か は も うわか った。 そ う じゃな くて 、「DRESS

セ ン タ経 由 の 回線 とDDXと の 料金 比 較 表 を作 って ほ しい」 とい うご質 問 で

す 。 検 討 して み た い と思 い ます 。

　 20番 も い い質 問 で して、 「料 金 を も っと 安 くして ほ しい」 とい うの は と

もか く、　 「プ ロ トコル 別 に何 らか の使 用 効 率 の差 異 が 生 じ、料 金 に 影響 が 生

ず るの で は な い か」 とい うのは 、 た とえば 本 当 は も っ と高 水準 の プ ロ トコル

を使 い た い のだ け れ ども 、端 末 の改 造 が めん ど うく さい か ら比 較 的 簡 単 な プ

ロ トコル を使 った 、 そ の た め に よ けい に パ ケ ッ トが飛 ぶ ん じゃな い か、 した

が って料 金 に影響 す る の じゃな いか とい うご質 問 で して、非 常 に い い ご質 問

か と思 い ます が、私 ど もの方 で は実際 は実 効 パ ケ ッ トと言 って、 後 で出 て き

ます けれ ど も、利 用 者 の 都 合 で 出 す パ ケ ッ ト以 外 は全 部 無料 な ん です 。確 か

に少 しや りと りが め ん ど う くさい ので す け れ ども、余 り大 き な影 響 は ない。

しか し、 こ こで1つ 問 題 は ポ ー リン グなんで す 。 ポ ー リン グ ・パ ケ ッ トは ま

だ検 討 中 な ん です が 、 多分 有 料 に な る と思 うのです 。DDXは も とも とポ ー

リング用 じゃな いの だ 、 ポ ー リン グ とい うの は も とも と特 定 通信 回 線 のた め

に あ る もの な んだ 、 した が ってDDXを ポー リングに使 うのは非 常 に おか し

い、 こ うい う こ とを言 う人 もい らっ し ゃい ます 。

　 21番 の 「CCP、DTEが 適合 し ない 場合 の対 処 方 法 」 にっ き ま しては 、

メー カー さ ん の方 で い ろ い ろ手 を打 ってお られ る とい うふ うに聞 い て はお り

ます が、依 然 と して不十 分 な点 もあ ろ うか と思 い ます 。 これは メー カ ー さん

とも よ く相 談 した い と思 い ます 。

　 22番 の 「コ ンサ ル タ ン ト」 に つ き ま して は、技 術的 コ ンサ ル タ ン トはい

まの と ころ組 織 立 った体 制 は ご ざい ませ ん。 一 応技 術 局 で ユー ザー さん と対
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応 して お ります 。

　 23番 の ・「メー カ と してDDXを サ ポー トしてい る端 末 は少 な い 」 とい う

の は 、.わ ざわ ざDDX用 と して つ くった 端 末 とい うの は少 な い か も わか りま

せ ん。 そ の とお りか と思 い ます が 、 メー カー の対 応 につ き ま して も 、 メー カ

ー さん は最近 い ろ い ろ な資料 な んか をおつ く りに な りま して対応 して お られ

ます。

　 25番 の 「共同利用、他人使用な ど制度の緩和 などの見通 しとDDXの 関

連 はどうな ってい るのか」 とい うのは、恐 らくご承知 か と思 うのですけれ ど

も、経団連 の情報処理懇談会 とか、郵 政省の電気通 信政策懇談 会、あ るいは

議員連盟 の委員会な ど というのがいま動 きがあ りま して、その中 でこ うい っ

た回線利用制度 の見直 しとい う検討 がそれぞれ行われてお る とい うふ うに聞

いてお ります。

　 26番 の 「サー ビス 地 域 の決 定 方 法、 サ ー ビス地 域 の告 知 は ど うな って い

る のか 」 とい うのは 、 私 どもは私 ども な りに ニー ズ をサ ー ベ イ して お りま し

て 、 そ れに基 づ い てや って お ります 。 大体 県 庁所 在 地 級 か らや って い こ う と

い うこ とで す 。 た だ し、 た と えば 川 口市 とか蕨 市 とか筑 波 とか、 そ うい うと

ころで急 に需 要 が出 た とい う場 合 は ぞ うい う情 報 を早 くキ ャ ッチ しま して ザ

ー ピス地 域 の方 に ぐっ と繰 り上 げ る とい うこ とをや ってお ります 。

　 27番 の 「何故 、郵政 大臣の個別認可 によって相互接続を きび しくしばら

なけれ ばならないのか」 とい うのは郵政省 さんのお話か と思 います。

一132一



　 28番 の 「7r,ロ トコルの 種 類,内 容 に つい て も う少 し ブ レー クダ ウ ン して

ほ しい 」とい うの は,こ れ は 私 ど もの 責任 で ご ざい ますの で,ユ ーザ ー さん

の 方 か らご照 会 が ご ざい ました らブ レー クダ ウ ンした資 料 で お 話 を 申 し上 げ

てい くつ も りで ご ざい ます。

　 29番 の 「具 体 的 な事 例 で 認可 の可 否 が判 るよ うな資 料 が あ れ ばみ せ てほ

しい 」とい うの で す が,公 開 とい うの は 郵 政省 さん の 許 可が 要 る と思 い ます

の で 余 り公 に 出 す こ とは でき な い か と思 うの です 。

　 30番 の 「インターフェース条 件 と切 り分 け条 件 を も っ と分 り易 く整 理 して

ほ しい 」とい うの は 先 ほ どの ブ レー ク ダ ウ ンした の と同 じです 。 切 り分 け条

件 に つ き ま しては,や は り端 末 が 自営 で,DCEと 呼ん で お ります モデ ム相

当の と ころが 直営 で ご ざい ます 。具体 的 に保 守 の場 合 ど うす るか とい うこ と

に つ き ま して もわ か りや す く資料 をつ くってい か な けれ ば い か ぬ とい うふ う

に 思 い ます 。

　 31番 の 「メーカーの具体的対応の スケ ジ ュー ル が不 明確 で あ り,オ ン ライ

ン シ ステ ム計 画 をFIXし が た い 」とい うのは お っし ゃる とお りか と思 い ま

す 。

　 32番 の 「HDLCとX-21,'X-25の 関 係 が 分 らな い 」とい うの は,

X-25の 中にHD]□Cが 入 ってい る とい うふ うな ご理解 で い いん じ ゃな い か

と思 い ます 。 これ に つ き ま して もブ レー クダ ウ ン した 資料 で対 応 したい 。

　 1976年 版 のX-25と い うの は い まDDXが サ ポ ー トしてお り ます 。

昨年 のCCITTの 総会 で1980年 版 とい うの が で きた ので す が,そ の サ

ポ ー トは その うちに 完成 され ます の で,そ こ までの 間 は ち ょっ と暫 定 的 な手

を打 た な けれ ば い け な い 。

　 33番 の 「3年 後 で な い と公 衆法上 の位 置 づ けが 定 ま らず,し か もDDX

と特 定 通 信 とは相 変 らず 個 別 認可 と な ろ う 」とい うの は 非常 に厳 しい ご質 問
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で して,い まは 試行 サ ー ビ スだ けれ ど も,3年 た った ら公 衆法 の 位置 づ けが

決 ま るだ ろ う,し か もDDXと 特 定 通信 回 線 との接 続 は相 変 らず 個 別 認 可 じ

ゃないか とい うこ とな ん で す が,こ こは い ま ま さに 問題 に な ってい ます 回 線

開 放 問 題 と絡 ん で く る とこ ろ だ と思 い ます 。

　 34番 は 飛ば しま して,35番 の 「通信 密 度 とは何 か 」とい うの は先 ほ ど

の 資料 の ご説 明の とお りで す が,「 伝 送 制 御 符号 な ど実効 デ ー タに 対 す る比

率 は ど うか 」とい うの は,伝 送 制 御符 号 その 他 は い わ ゆ る無 料 パ ケ ッ トに な

ってお ります の で,計 算 の 仕 方 とし ま して はすべ て実効 デ ー タで 計算 してお

ります 。

　 36番 は区 域 外 加 入 の と こ ろな ん です けれ ど も 「松山 で 加 入 した場 合,大

阪/東 京 への 通 信 料 金 は ど う か 」とい うこ とで,こ の 場 合松 山 か ら大 阪 まで

が 符号 品 目の 特 定 回線 に な り ますの で,大 阪へ 通 信 す る場 合 は,大 阪 まで の

料金 は 符号 品 目の 特 定 回線,大 阪 に落 ち る場 合 は,あ とは も う市 内料 金 です

ね,要 す るに0.4円 とい う課 金 です 。 東 京 へ の場 合 は,松 山か ら大 阪 までが

符号 品 目 で,大 阪か ら東 京 まで が パ ケ ッ トの料 金,ワ ン ・パ ケ ッ トが0.5円

とい う料 金 体 系 で ご ざい ます 。

　 37番 は飛 ば し ま して,38番 の 「区域 外 加 入 の 申込 み か らSま で の期 間

は どう か 」につ きま しては,私 ど もの方 で は,あ る資料 で3ヵ 月 と書 い てあ

った と思 うの で す け れ ど も,努 力 目標 は1ヵ 月 で ご ざい ます 。

　 41番 は 「区 域 外 の つ な ぎ込 み は ど こか らで も可 能 か 」とい うこ とな ん で

す が,一 応4,800ビ ッ ト以 下 ぐらい で あ ります とほぼ 可能 で ご ざ い ます 。

問題 は9,600ビ ッ トとか48キ ロ ビ ッ トとい う場 合 に,場 所 に よ っては ち

ょい とむ ずか しい と こ ろが あ るか もわ か りませ ん 。個 々に ユ ーザ ー さん と折

衝 しま し て,具 体 的 な 地 名 を お 聞 き しま して対 応 してお ります 。

　 42番 の 「Dbxと 異 種 回線 の相 互 接続 は ど こ まで可 能 か 」'とい うの は先

一134一



ほ どの 問 題 です が,現 在 は 電 話 網 とDDXと か特 定 とDDXは,い ま料 金 上 .

制 度 上,郵 政 との 話 し合 い が 続 い てい る とこ ろか と思 い ます 。

　 43番 の 「DDXと 他 の公 衆 網 と の 相 互 接続 は個 別認可 とい うが,い つ か

らそ うな ったの か,な ぜ そ う な のか 」とい うのは,ど う も うちの方 の 説 明 が

まず か った の です けれ ど も,DDXと 電 話 網 との 相 互接 続 とい う もの は,　 K

DDのVENUSと 同 じ よ うに,電 話 網 とい うの は ア クセ ス ・ラ イ ンだ とい

うふ うに理 解 を してお りま した 。 なぜ そ うなのか とい うの は私 ど もか ら答 え

に くい の で ご勘 弁 願 い ます 。

　 44番 の 「個別 認 可 条 件 の"内 容 を 変 更す るこ とな く… … …"が ど うして

な の か分 らな い 」とい うの は,私 もよ くわ か りませ ん 。

　 43番 の 「PVCの と き相 手 端末 ま で の接 続時 間 は い くらか 」とい うの は,

PVCの 場 合 は 専用 線 と同 じです 。 で す か ら,ボ タ ンを押せ ばす ぐに つ な が

る とい うご理解 で結 構 か と思 い ます 。

　 47番 は 「IBMのCPU同 士 をPACKETで 使 う場 合PTで48k/b

で 通 信 がで き るの か 」とい うご質 問 で す が,こ れ はい まの ま まで は で き ませ

ん 。

　 48番 の 「ポ ー リング も課 金 され る の か 」とい うの は,い まの と ころge　一ー

リン グ ・パ ケ ッ トは 課金 対 象 に しよ う と考 え てお ります。 また,「 ポ ー リン

グ シス テム をパ ケ ッ ト交 換 に 移行 で き るの か 」とい うの は,大 変 む ずか しい

と思 って お ります 。

　 49番 の 「DDX－ 特 －DDXの 接 続 は 認 め られ るのか 」とい うの は,認

め られ ませ ん 。

　 50番 に 「FEP,CCPのDDX接 続 につ い て コス ト面 が よ く分 らない 」

とあ るの で す けれ ど も,私 ど もの 現在 対応 してお ります メー カ ー さん で は,

大 体X-25と い うプ ロ トコ ル を イ ンプ リメ ン トしてお るCCPが 多 うeざ
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い ます 。 その ソ フ トが その ま まい ろい ろな ユ ーザ ー さん に使 え るわ けで ご ざ

い ます 。 この 辺 は 私 ど もの 方 もよ くわ か り ませ ん 。

　 51番 の 「技術 の進歩 に制度が追 いついていなO]と い うのはそのとお りで

ござい ます 。 これは まさに電気通信政策の 問題で ござい まして,た だい ま回

線利用 制度 につ きまして見直 しが検討 されてお ります 。

　 52番 に 「異種回線 との相互接続で個別認可が認め られる例,認 められ な

い例 をあげて ほしい 」とい うのがあ るの です が・ これに つきましては関連部

門で検討中 と聞い てい ます。

　 53番 は 「付加 サー ビス利用で制度上 に問題 があるのか 」,パ ケ ッ ト多重

とかPVCと い った もの で 制度 上 に 問 題 が あ るのか とい うご指 摘 なん です が,

私 はな い と 見てお る の です け れ ど も,あ るい は 制度 の専 門家 か ら見ま す とあ

るか もわ か りませ ん 。

　 54番 に 「個 別 認 可 は シ ステ ム の開 発計 画 に 大 吉 なeffectを 与 え 情 報

処理の発展を妨げている 」とあ るの ですが,こ の あた りは専門家に答 えてい

ただいた方 がいいのではないか と思 い ます。

　 55番 の 「民 間 のVANの 進 出 を許 す こ とが パ ケ ッ ト交換 方 式 の一 般 化,

DDXの 普及 を促 進 す る と思 わ れ る ⊥とい うの は 私 は よ くわ か らない の で あ

ります 。 一体VANと は何 で し ょうか とい う話 に な って き ま して問 題 は むず

か し くな るか と思 うの です 。公 社 か ら線 を借 りて ミニ コ ンをつ ない で とい う

の が一 般 に よ く 言わ れ てい るの です けれ ど も,そ れ で 本 当 に ペ イす るの は ど

　こなん で し ょうか と い うと,多 分 東京,大 阪 だ ろ う。八 戸 と五 所 川 原 を結 ん

で も しよ うが あ り ません の で 。 ご趣 旨は 多 分,民 間 の共 同利用 で どん どん共

同利 用 が 重 な って き て,そ れが ク リー ム スキ ミ ングの う まい とこ ろは 民間 を

使 って,端 の 田舎 の 方 が 公 社 のDDXを 使 うこ とか もわ か りませ ん ね 。

　 　 56番 の 「他 人 使 用 が認 め られ る"内 容 の変 更 … …"と い うの は ど の程 度
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を さす の か 」とい うの は 非常 に いい 質 問 なん で す 。 これ は 内 容 の変 更 なん で

す ね 。た とえ ば フォ ー マ ッ トの変 更 とか,速 度 の変 更 とか,符 号 の変 更 とか,

そ うい う もの は一 体 ど こな ん で し ょうか,こ うい う ことな ん です ね 。 ここは

あ くまで も内容の変更ですか ら情報処理 を指 してい るわ けですね。ですか ら,

通 信処 理 的な フォ ーマ ッ トの 変 更な ん かは いい ん じ ゃない か 。 だか ら,そ の

辺 が い ま議 論 され て お る とこ ろ で あ ります 。

　 58番 の 「パ ケ ッ ト交 換 の 固 定料 金 のひ き下 げ と 回線 交 換 通 信 料 の値 下 げ

を 考 え るべ き で あ る 」とい うの は お っ しゃる とお りで して,固 定 料 金 とい う

か 基 本 料 がす ご く高 い じ ゃな い か とい うこ とで,検 討 は して い るの で す が 。

　 59番 は非 常 に い いC"指 摘 で して,「DDXが 得 な のか 損 な の か,既 存 端

末 と新端 末 の 混 在,区 域 外 加 入,ソ フ ト改造 な ど現 状,将 来 につ い てみ え ない 。

電電,メ ーカ ーともに積極 的 でな くなっている」とい うの です が,電 電 も2～3年

前 まで は熱 心に 宣 伝 した け れ ど も最 近 は 積極 的 で な い とい うご指 摘 です 。

　 60番 の 「トラ ブ ル対 策 の点 で,パ ケ ッ ト網 で デー タを 蓄 積 し,障 害 修復

ま で保 存 し,修 復 後送 信 す る な ど,不 在 受信 の よ うな サー ビス を考 えて い た

だ き たい 。同 報 に つ いて も 同様 であ る 」とい うの は これ は また非 常 に いい 質

問で して,現 在 検討 してお ります 。 サ ー ビ ス開 始3年 後 に は こ うい .うもの を

ぜ ひや りたい 。

　 同 報 といい ます の は,コ ン ピュー タが仮 に ダ ウ ン した と きに,こ こ で各端

末 全 部 ス トップ し ますね 。 その と きに,セ ンタ ーが 修 復 した と き,直 った よ

とか,い まダ ウン してい るよ とい うの を一 斉 に 本社 の 計 算機 セ ン ターか ら各

支店 とか営 業 所 の 端 末に 対 して流 してや るわ け です ね 。 い まか ら電 源入 れ う

とか 何 とか しろ と流 して や る わ け です 。 それ を電 話 でや った ら大 変 です か ら,

同 じパ ケ ッ ト ・ネ ッ トワ ー クを 使 って 同報 を流 したい,こ れ は 非 常に ユ ーザ

ー さん の ご要 望 が 多 うご ざい ますの で,こ れ も検討 してお ります 。
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　 8ペ ー ジの63番 の 「区域外 加 入 の場 合 の 符 号 品 目相 当 料 金 は高 す ぎ る)t

1/2に せ よ ⊥とい うご指 摘 で ご ざい ます が,こ れ は な るべ く早 く加入 区 域

を広 げた い 。1加入'区 域 を 広 げ る考 え方 は,あ る設 備 を置 い て加入 区域 に す る

とい う考 え方 が あ るの で す け れ ど も,そ れ を や って お ります と間 に 合い ませ

ん の で,設 備 を置 か な い で加 入 区 域 にす る,擬 似 とか 擬 制 とか 言い ます が,

そ うい う設 備 を置 かな くて加 入 区域 にす る とい う考 え方 もご ざい ま して,そ

れに つい ては 現在 検討 してお ります 。

　 65番 の 「異機 種 間 接続 と は どの程 度 の こと を い う の か 」とい うの は,将

来 的に は プ ロ トコ ル変 換 を や りた い とい うこ とで す け れ ど も,「 どの程 度 ま

でインターフ土一スを とれれ ばIBMのSNAと 同 等 の処 理 が で きるの か 」と

い うの は 大変 む ず か しい問 題 か と思 い ます 。 とい い ます の は,ネ ッ トワー ク

ア ーキ テ クチ ュ ア とい い ますか,あ あい うプ ロ トコ ル とい うの は10年 ぐ ら

い固定 して くれ れ ば い いの です け れ ど も,こ こは メ ー カ ー さん が一 番 知 恵 を

出 しやす い と こ ろで ご ざい ますの で変 え て く るわ け です ね 。 そ うい う もの の

中 身 を見せ て くれ と 言い ます となか なか 見せ て くれ な い メー カー さん が 多 う

ご ざい ま して,そ うす る と向 こ うが 見せ て くれ ない の で プ ロ トコ ル変換 は な

かな か で きな い 。 そ れか ら,標 準 化 を進 め て も,IBMさ んは 恐 らくSNA

こそ標 準 だ とお っ し ゃ るで し ょ うし,私 ど もはDCNAと 言 うか もわか りま

せん し,別 な方 はCCNPと お っ し ゃるか もわ か りませ んの で大 変 むず か し

いの で す 。

　 67番 の 「BSC端 末 等 の サ ポー トの時 期 が わ か らな い 」とい うのは,こ

れ は 同期BSCと い うこ とで あれ ば57年3月 で ござい ます 。・

　 68番 の 「CPUとDTEが 区分 で きな くな りつ つ あ る,何 か うまい 区 分

の方 法 が制 度 の 観 点 か らみ て あ る のか どうか 」とい うのは お っし ゃる とお り

です ね 。 コ ン ピュ ー タ と端末 の境 界 がわ か らな い,イ ンテ リジェ ン ト端末 が
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非 常 に 多 くな って きてお り ます ので,こ れ は 制度 と絡 ん で くるわ け で ご ざい

ます 。

　 72番 の 「接 続 時 間 が 長 くな るので オ ンライ ン に不 向きと思われ る 」とい う

の は ち ょっ と誤 解 が あ るの じ ゃない か と思 うの で す 。私 ど もは ダイ ヤ ル し終

ってか ら相 手 が 出 る まで を1秒 と 見てい るわ けで す 。 それ か ら,PVCの 場

合 は 待 ち時 間 も ご ざい ませ ん し,そ うい うこ とで不 向 き とは 思 ってい な い と

こ ろ もご ざい ます 。

　 73番 の 「ベ ー シ ック,HDLCの 既 存 端 末 の ま まパ ケ ッ トに加 入 す ると

制御 信 号 に 課 金 され る た め 料金 が高 く な る 」とい うのは 間違 い じ ゃな い だ ろ

うか 。 制御 信 号 に は課金 され ませ ん 。 ユ ーザ ー さん が特 に ユ ーザ ー さん の理
　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 ぐ・

由 で何 か向 こ うに パ ケ ッ トを飛 ば した い 。割 り込 む とか何 とか とい うの は課

金 対 象 に な ってお ります が,そ れ 以外 の 制御 パ ケ ッ トは無 料 で ご ざい ます 。

　 74番 の 「と に か く基 本 料 が 高す ぎ る,料 金,制 度面 の 改 善 を進 め て ほ し

い 」とい うの は お っし ゃる とお りで ご ざい ます。

・ ユ ー ザ ー との意 見 交 換,懇 談

　司会　 途 中 で す けれ ど も,実 は本 日の 議 事 の進 行 に 関 して,DDX以 外 に

つ き ま して は,全 然 ご説 明 申 し上 げ て い ない わ け で ご ざい ます 。 い ま事 務 局

と相 談 した の です が,DDXに つ き ま して もその他 につ き ま して も非 常 に 重

要 な 問 題 を含 ん で お りますの で,本 日 は と りあ えず,DDX関 連 とい うこ と

だ けに させ てい た だ き ま して,若 干 お くれ るか もしれ ませ ん けれ ど も,日 を

改 め ま し て その 他 の フ ァ ック スや ボ イ ス等 との 関 連 につ き ま して また ご足労

を煩 らわ せ て ご意 見 を賜 りたい と考 え てお ります が,い か が で ご ざい ま し ょ

うか 。 相 当長 くな る と思 い ます ので,い まの ご説 明 だ けで も まだ皆 さん か ら
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の 質 疑 あ るい は ご意 見等 が あ ろ うか と思 い ます 。い か が で ご ざい ま し ょうか 。

　高 月　 私 は 結構 で ご ざい ます 。

　司 会 　 もし それ で よろ し ゅうご ざい ま した ら,そ うい うふ うに 計 らせ てい

た だ きた い と思 い ます 。

　 い ま私 が ユ ー ザ ー さんか らの ご意 見あ るい は ご質 疑 に つ い て 大急 ぎで 申 し

上 げ た と ころに つ き ま して は,高 月 さん か らご回答 あ るい は 見通 し等 の ご説

明 を い た だい たわ け で ご ざい ます が,こ こで 皆 さん 方 の 方 か ら さ らに 自由な

ご質 問 あ るい は ご意 見 を ち ょうだ い した い と思 い ます 。

・　 ユー ザ ー 側 の制 御 信号 は課 金 され る

　 H　 ち ょ っと細 か い 問 題 で す が,さ っ き73番 で,ベ ー シ ック,デ リミタ

の 既 存 端 末 云 々 とい う話 が あ りま した ね 。 これ は もしデ リ ミタク ラ スでDD

Kに 加 入 す る とペ ー ジ ッ クの 制 御 信 号 に 課金 され る,こ れ は き っと そ うい う

意 味 なん で し ょうね 。

　 高 月　 そ うで す。

　 H　 それ は入 り方 が 悪い と。

　 高 月　 よぶ ん な パ ケ ッ トが 飛 ぶ とい うこ とです ね 。

　 H　 だ と思 い ます 。

　 A　 これ は うちの 会社 の 者 が 書 い た コメ ン トと思 うの です が,シ ステ ムに

よ っては よぶ ん な パ ケ ッ トが 飛 ぶ の じ ゃな い か,と い う こ とで す 。

　 高 月　 それ は 飛 び ます 。

　 A　 そ うす る と それ は課 金 さ れ るの じ ゃな い で し ょうか 。 だか ら,制 御信

号 とい う解 釈 の 問 題 です が,公 社 の パ ケ ッ ト網 の制 御 信 号 は た しか に無 料 だ

ろ うけ れ ど も,恐 ら くこ うい う ま までつ ない で し まい ます とユ ーザ ー側 の 制

■
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御 信号 は 飛 ぶだ ろ う,そ れは 無 料 じ ゃない で し ょうね,こ うい うこ とです 。

　高 月　 そ うい うこ とです 。

　 司会 　 ACKと か,　 NACKと か ……。

　 A　 そ うい うこ とです 。

　高 月　 デ ー タ と制御 と相 乗 りさせ れ ばい い の で すね 。

　 A　 乗 っか れ ば い い の です けれ ど も,恐 らくは み 出 るん じ ゃない か と思 い

ます 。私 の と こ ろの シ ス テム では128オ クテ ッ トの なか に 乗 りませ ん 。

　司 会　 も し もENQ,　 ENQを 送 信 して,　 ACKが 返 って くる まで テキ ス

トの送 信 を待 ってい る とす る と,当 然 そのENQとACKに つ い てそれ ぞ れ

128オ クテ ッ ト分 の料 金 は かか ります ね。

　 高 月 　 デ ィ ジ タルの 中 の制 御 パ ケ ッ トは 当然 無料 だけ れ ど も,そ うい う端

末 機 か ら出 して くる制 御 パ ケ ッ トは相 乗 り以外 で あれば 有 料 で あ る,そ れ は

大 変 で は ない か と …… 。

　 A　 そ うい うふ うに理 解 して お るの で,た だ デ ー タ量 だけ で な く制 御信 号

の こ と も気 をつ け て設 計 しな さい と言 ってい る もの です か らこの よ うな コメ

ン トを書 い たの じ ゃな い か と思 い ますg

　 高 月　 ユ ーザ ー さん の ご都 合 で 出 し て くるパ ケ ッ トは 課 金 で す よ,い ま こ

う言 って い ます か らね 。

　 A　 そ うです ね,だ か らそ れは それ で正 しい ん です 。 それ は わか ってい ま

す 。 しか し,も うす こ しr寧 に公 社 の 網制 御 信 号 以 外の ユ ー ザ ー側 か ら出 す

制 御信 号 は課 金 され る とい うこ とをは っき り明 示 して おい て欲 しい とい うこ

とです 。

　高 月　 それ は 修正 す るよ うに させ てお きます 。

　 司会 　 公 社 側 で対 応 され る とい うの です か 。

　高 月　 う ちの方 で これ か らの ・NOンフレ ッ トは全 部 その 辺 細 か く書 くよ うに
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します 。 かか る とい うの を,要 す るに 誤解 を 与 え ます の で,本 当 の 姿 を は っ

きりさせ る とい うこ とで す 。私 ど もの 説 明 資 料 が まず くて誤解 を与 え てい る
　 　 　 、

とい うのは うちの責任 ですので 見直 しをか けてい るのです 。

　 H　 これを全体 として拝 見します と非常に レベルの高い質 問が多 くて……。

　高 月　 そうでご ざい ますね。本 当に非常にあ りがたいと思い ます。

　 司会　なんで した ら順番に ご発 言いただ きました らと思い ます。ご意 見で

もご質 問で もどち らで も結構 でご ざい ます。

・　 メー カー側の対応は不十分気味

　 J　 わ れ わ れ は プ ロ トコルが ど うの こ うの と細 か い こ とは 余 りよ くわ か ら

ない もの です か ら,メ ーカ ー側 に新 し くDDXが で きた の で それ に対 応 す る

機 種 は 何 だ とい うこ とで 聞 くと,ま だな い,い つ で き るん だ と言 うと,よ く

わ か らない,こ うい う形 で な か な か対 応 が 遅 い の で 困 ってい る面が1つ あ る

わ け です 。1つ は,ち ょっ と様 子 を 見よ う とい う気 分 が,わ れ わ れ も,メ ー

カー側 もど う して もあ ります 。特 に 現在 特 定 回 線 を使 って オ ンラ イ ンを結 ん

で お るわ け です け れ ど も,回 線料 が 非常 に高 く,そ れ を引 き下 げ たい わ け で

す 。 です か らそれ ほ ど トラ ピック量 の 多 くな い とい うと ころに は ち ょう どこ

れが ぴ った りフ ィ ッ トす るの で は ない か と考 え てい ます の で,何 が 何 で もい

ます ぐや って くれ とい う事 では な い に して もな るべ く早い 機会,ま あ1年 か

2年 後 ぐ らい まで に は これ を使 ってや ってい こ うとい うふ うに思 ってい る と

ころで ご ざい ます 。料金 的 には 非常 に トラ ピ ックの 少 ない と ころは 多分 パ ケ

ッ トか 何 か で 非常 に うま くい くの で は ない か とい うふう に 漠然 と考 え てい る

わ け です が,で は金 額 的 に ど うな ん だ とい うふ うに は い まの と ころ余 り具 体

的 に検討 は してい ない の が 現状 です 。 た だ,い ま オ ンラ イ ンで結 ん で い る と

●
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こ ろは,た とえ ば 東京 と 名 古屋 で 分 岐 させ てい ます けれ ど も,こ れは か な り

の トラ ピッ ク量 です ので,こ れ は 専 用線 の方 が い い かな とい うふ うに考 えて

お ります 。 その ほ か 幾 つか 結 ん でい るわ けで すけ れ ども,そ れ に つい ては 出

た 段 階 で また 検 討 しよ うとい う ぐ らい に考 えて い る と こ ろです 。 で す か ら,

特 に これ が ど うだ とい う形 で この 辺の 具体 的な質 問 は 現在 の とこ ろ余 り表 に

出 てい な い わ けな ん で す 。

　 1　 私 の方 は石 油の 精 製 専 業 な もの です か ら全 国 に広 く ネ ッ トワー クを敷

く とい うよ うな状 況 で は あ りまぜ ん の で,精 油 所 と本 社 の 間 の 回 線 網が 中 心

でか な りデ ー タ量 も多 い もの です か ら大体特 定 回線 で,特 にい まDDXを す

ぐ とい う考 えは ご ざい ません 。

現行回線料金 原則とDDX料 金原則のア ンバランス

　 H　 この 中 で料 金 関 係 での ご指 摘 が 非常 に多 か った と思 うの です 。結 局 、

コス ト主義 に よ るDDXと,そ うじ ゃない ほ かの もの と の間 の ア ンバ ラ ンス

とい うこ とで,た とえ ば 近距 離が 高 過 ぎ るな ん とい うの は,本 当だ った ら近

くの 電 話料 金 は も っと高 くあ って しか るべ きで,そ うす る と同 じに な るはず

だ とか,相 互接 続 で もい ろい ろな 問 題が生 じてい る とい うの は やは り同 じ理

由 に な るの だ ろ うと思 うの で,こ れ は長い 将 来の 問題 か もしれ ませ ん け れ ど

も,全 体 の 通信 料 金 とい うの は 見直 さなけれ ば な らない とい う こ となの じ ゃ

な いか と思 うの で,そ れ が あ る意 味 でDDXに 非 常 に しわ 寄 せ され て ユ ーザ

ーが 不 思 議 だ と思 う とこ ろ に な ってい るとい うの は その とお りな ので … …。

　司 会 　 1つ は,メ ニ ュ ー が だん だ ん ふ えて き ます ね 。 その メニ ュ ーご とに

制度 も料金 も違 う もの で す か ら,相 互接 続 にな る と よけい やや こ し くな って

く る。
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　 H　 そ うです ね 。 だか らみ ん な 同 じ原 理 で料 金 が 決 め られ てい れば …・・:。

ど こ で ど う相 互 接 続 され よ うと,そ の 相 互 接 続 の コ ス トを 考 えれ ば どん な

こと を した って構 わな くな るは ず なん です ね 。 とこ ろが,そ れが 同 じ プ リン

シプ ルで 決 め られ て い ない か らい ろい ろ な と ころた 人 為 的な ネ ックをつ く ら

な け れ ば いか ぬ とい う こ とに な るわ けで,そ こ ら辺 の と ころが こ うい う話 に

出 て くる わ け で,い まの お 答 え の中 で も余 り歯 切れの よ くなか った の はそ こ・

ら辺 の と ころ だ と思 い ます 。

　 高月　 デ ィ ジタ ル総 合 網 的 な,全 部 デ ィ ジ タ ルにな った 時代 には 考 え方 も

変 わ ります か らそれ を待 つ の か と思 うの です 。

・ 異 種 回 線 接 続 問 題

　 H　 そ うい う意 味 で,特 定 とDDXの 接 続 とい うの は い ま非 常 に むず か し

い点 がい ろ い ろあ るよ うで す が,本 当は何 も問 題が 起 こ らな いは ず なん で す

ね,料 金 の と こ ろで は 。

　 司 会　 このDDXを 通 じて他 社 の コ ン ピュ ー タ との 接続 を 考 え よ うとい う

ときに は 非 常 に 制度 が 問 題 に な って く'ると思 い ます よ 。 自社 ネ ッ トが特 定 で

あ って,そ れ で パ ケ ッ トを通 して他 社 ネ ッ トと接 続 しよ うとい うふ うな場 合

が か な り問 題 に な っ て くる と思 い ます 。

　 H　 それ で も ク リー ム ス キ ミン グの 部 分 は ない の です ね。 だか ら,そ この

と ころは も う少 し時 間 を か け て整 理 を してい た だ か な い とい け ない と思 うの

です が …… 。

　 高 月　 こ この と ころ は,時 代 の 流 れ と し ま して,多 分 だん だん で きる よ う

にな る と思 うの です 。 明 らか に だめ な の は,公 一特 一公 で すけ れ ど も,い ま

お っ しゃ ったの は 現在 で き る方 向 です ね 。
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　 H　 公_特 一公 だ って,DDXな ら構 わ な いの で す ね,電 話 回線 だ と問 題

で すが 。

　 司会'VENUSは ど うな った で し ょうか 。VENUSは 公 衆 網 との接 続

を先 に 考 え てい ら っ し ゃい ます ね 。

　 高 月　 DDX(パ ケ ッ ト)とVENUSは つ な ぎ ます よ。 労 働省 は こ うや

って こ うな ってい る とか,何 とか は こ うだ とか,農 協 は こ うだ とか,あ る銀

行 は こ うだ とか,具 体 的 な 例 が 余 りない の です ね 。

新 聞 とDDX

●

　 F　 私 ど もの方 は新 聞社 とい う性格 か ら記 事 を 集 め る,ま た それ を配 る。

もちろ ん記 事 だ け で は ご ざい ませ ん で,画 像情報 な ど もあ り まして,い ま現

在 使 ってい る ネ ッ トワ ー クは ほ とん どが専 用 線 で,全 国の 都 道府 県,県 庁所

在 地 に は全 部 専用 線 が あ ります 。 それ ぞれ管 内の拠 点 に集 め てい るわ けで し

て,た とえば 東 京 とか 大 阪 とか 札幌 とか 名古 屋 とか 北 九 州の 小 倉,そ うい う

と ころが拠 点 で す 。 お お むね 放 射 状の 回線 構 成 に な ってお りそ れ ぞれの 地 区

に 集 ま ってい るわ け です 。 なに し ろ デ ータ量が 多い もの です か ら,い まの と

ころDDXと い うの は これ か らケ ー ス ・バ イ ・ケー スに よ って考 え てい こ う

とい うと こ ろで,現 在DDX関 係 は タ ッチ し てお り ませ ん 。 しか し,取 材 の

第一 線 は,県 庁所 在 の 支 局 以外 に も多数 あ り,そ の よ うな 所 は デ ータ量 と考

え合 せ て これ か らの 課 題 と して検 討 したい とい うふ うに 考 え てお ります 。

　 それ と,新 聞 社 内 で新 聞 製 作 の記 事 の処 理 の仕 方 が次 第 に コ ン ピュ ー タに

ょ る組 み版 とか,そ うい う処 理 の形 態 に どん どん変 って き てお ります 。実 際

に紙 面 編 集す る最終 段 階 に も コ ン ピュー タを入 れ て い くと い うこ とに な りま

す とその 出力 を,非 常 に 大 量 な デ ー タなん です けれ ど も,た とえば 東 京か ら
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大 阪 あ るい は 札幌 とか に 流 さな けれ ば な らな い とい う需 要 が 現実 に 出 て お り

ます 。 これ まで 新 聞 社 とい うのは デ ィジ タ ル系 を余 り使 っ てお りませ ん で し

たが,こ れか らか な りハ イ ス ピー ドの デ ィジ タル系 が 必 要 に な って き ます 。

・　 DDX設 計 にお け る コス ト算 定基 準 時 点

　 　 　あ とは質 問 なん です が,い ま ごろ こん な質 問 を して おか しいか も しれ

ませ んけ れ ど も,DDX関 係 は先 ほ ど コ ス トベ ース だ とい うお話 で したが,

コス トベ ー スで あ る 以 上 その 辺当 然 何 か前 提 条 件 が お あ りだ った と思 うの で

す ね 。利 用度 が 上が って くれ ば当 然 そ うい った料 金 の 見直 し とか,そ うい う

もの は 当然 考 え られ る とい うふ うに … …。従 来 の ネ ッ トワー ク とは違 うん だ

とい う形 の コ ス トベ ー スが あ るわ け です か ら,そ の 辺 は ど うい う前 提 条件 で

・…　 　 ◆・o

　 高 月　こ うい うふ うに 考 えたの です 。52年,53年 に か け ま してそ うい

う話 に入 った わ け です が,ど うい う前 提 条件 で考 え よ うか とい うこ とです 。

す なわ ち,52年 で の コ ス トで 考 え るか,54年,55年 の こ とを頭 に 描 い

て 考 え るか,さ らに3年 後 多 分 試 行 にな るか ら,3年 た った ぐらい で 考 え る

か とい うこ.とで検 討 したわ け です ね 。 その と きに,最 終 的 に は か な りネ ッ ト

ワー クが 広 が った時 点 の コ ス トベ ー スの こ とを 考 え た ので す 。 したが い ま し

て,52年,53年 の わ れ わ れの 検討 の段 階 で は58年 ごろの コス トを考 え

たの です 。 で す か ら,58年 ぐ らい の技 術 が全 部 に入 った と しての コ ス トで

考 えたの で す 。 そ う してお き ます と,た とえ54年 にSし て も,先 の コ ス ト

で計 算 してい ますか ら,ユ ーザ ー さん は損 す るは ず は な いの です 。入 れ てい

く過 程 で どん どん 物 の 値 段 が 下 が ってい って もい い とい う こ とで,そ の 理 屈

で先 の こと を考 えた の です 。 今度3年 た った ときに また 料金 を変 え ますね 。
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その ときは また60何 年 ぐ らい の技 術 を想 定 して,そ の と きの コス トで料 金

を は じ こ う とい うこ とで,前 提 と しては か な り新 しい技 術 が入 った こ とで想

定 します 。 したが って交 換 機 の処 理能 力 もぐん とで か い し,DCEと か も全

部LSIが 使 わ れ てい る とか,そ うい う こ とを全部 考 え てい る とい う前 提 で

ご ざい ます 。

　 F　 方 向 と し ては 間違 い な くだん だ ん ユ ーザ ーに と っては い い サ ー ビスが

登場 して く る とい う こ とは 考 えてい い わ けで す ね 。

　高 月　 は い,そ うい うふ うに私 ど も も考 えて い るわ け です 。

・ 文 献 検 索 とDDX

　 E　 現在,私 ど もで は 一 応 特 定回 線 と公 衆 回線 を用 い て オ ン ライ ンの 文 献

検 索 サ ー ビ スを行 ってい ます けれ ど も,ホ ス トコ ン ピュ ータ と各 アクセ スポ

イ ン トとの 間 は 特 定 回 線 で結 ばれ てお りま して,そ の分 の 回線料 金 とい うの

はJICSTが 負担 して い るわ けです 。公 衆 回 線 を利 用 さ れ る ユ ーザ ー さん

は全 国 に10ヵ 所 あ ります ア クセ ス ・ポ イ ン トまでの 公 衆 電 話料 金 だ け を払

え ば よ く,回 線料 と して は それ だ け しか払 う必要 が ない とい うの が 現状 で す 。

文 献 検索 に おい ては,パ ケ ッ ト方 式 とい うの がか な り有 利 な使 い方 じ ゃな い

か と思 わ れ るの で す が,現 時 点 で は メー カ ーの対 応 とい うの は は っ き り しま

せ ん で,計 画 を立 て るに も立 て られな い 。'将来 的 に は か な り利用 した い と考

えてお ります け れ ど も,メ ー カ ーサ イ ドの 対 応 の仕 方 に よ って こ ち らの費用

の 負担 とか,う ちは特 殊 法人 です か ら予 算 関係 が あ りま して,見 通 しが 立 た

ない と予算 要 求 もで きな い,そ うい う段 階 な の で,か な り興 味 は あ ります が,

現時点 で は具 体 的 な検 討 までは し てい ませ ん 。 む しろ,DDXと 公 衆 網 の接

続,メ ッセ ー ジ交 換 の 自 由化,デ ータ通 信料 金 の 低 減 とい った,技 術 よ りは
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制定 の 問題 に 見通 しがつ い てか ら,本 格 的 に技 術 的 な 検討 を行 うこ とに な る

で し ょう。 ・

　 司会 　 ご質 問 ご ざい ます か 。

　 E　 特 に技術的な質 問はい まの ところあ りません。

・ 流 通 業 とDDX

　 D私 どもの企業は二面の性格が ござい ます。一 面は流通業 として情報処

理 をや ってお り,も う一 面 は 計 算 セ ンタ ー と して情 報処 理 サ ー ビ スをや って

お り ます 。先 ほ どのVANな ど も一 緒 に 問 題の 分野 に入 って お るわ けで す 。

当社 の属 してい る企 業 グ ル ー プ と し まし ては大 き く分 け て百 貨 店 グ ル ープ と

量販 店 グ ル ー プが ご ざい ます 。 百 貨 店 関係 で す とPOSを 中心 とし た店 舗 ベ

ー スの デ ー タ処 理 シ ス テム と,そ れ を ク レ ジ ッ ト ・オ ー ソ リゼ ー シ ョ ンな ど

の 店 舗 とつ なげ てい く よ うな 特 定 回 線 を中 心 と した ネ ッ トワー ク網 が 若干 あ

ります 。

　 それ か ら,量 販 店 ・サ イ ドで まい ります と,各 店 舗 か らバ ッチ で 情 報 を収

集す る部分 と,本 部 との間 で情報検索サ ービスな どもや ってお りますが,こ

こら辺は大体公衆 回線網 を中心に してお ります。

　 それか らもう1つ;最 近徐 々に動 いて きてい るの ですが,取 引先 との間で

デ ー タのや りと りがeざ い ます 。 これ は チ ェ ー ン ス トア協 会 の 方 で もJCA

手順 と銘打 ち まし て,(日 本 チ ェ ー ン ス トア協 会 の略 称 を と りま してJCA

手順,こ れ はBSCを 中 心 と した手 順)取 引 先 との デ ー タ交 換 の標 準 化 をや

ろ うと してお ります が,そ れに先 立 ち ま して,私 ど もで も メー カ ーの提 供 す

るバ ッチ伝 送 の パ ッケ ー ジな どを利 用 し ま して,公 衆 回線 で デ ー タ供 給 をや

ってい る。 そん な 面 か ら見 ま して,商 品 の受発 注 処 理 の と こ ろで は結構 回線
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交 換 の よ うな もの が 有 効 では ない だ ろ うか と思 い ます 。店 舗 で 小 さな 端 末 に

発 注 デ ータ を た め てお い て電 話 をか け て呼 び出 す わ けで す け れ ど も,こ ん な

よ うな もの は 十 分 利用 可能 な わ け です 。 それ か ら,取 引 先 に対 して もセ ン タ

ー側 で発 注 デ ー タ を フ ァイ ルにた め て お き まして 自動 的に 取 引先 が持 って い

くとい うよ うな もの も,大 体20分 か ら1時 間 ぐ らいの 間 の デ ー タ量 で 持 っ

て い け る もの で,こ こ ら辺 も結 構有 効 な領 域 に な るの じ ゃな いか な とい うふ

うに思 うの で す 。 問 題 は サ ー ビ ス地 域 が結 構広 が ってお りま して,そ の地 域

に対 す るサ ー ビス を このDDXサ ー ビ ス網 が う ま く カバ ー して いた だ け る と

結 構 なん で す が,そ こ ら辺 が ま だ ち ょっ と問題 が あ るだ ろ うと思 い ます 。

・ 計 算 セ ンター の 立場 とDDX

　 　 　 それ か ら,私 ど もは 計算 セ ンタ ー とい う一 面 を持 って お ります。 京 都

の 山科 に サ ブセ ンタ ーが ご ざい ま して,本 社 の方 は中 野 に セ ン ターが あ るの

で す が,そ の 間 のや り と りは9,600ボ ーの 特 定 回線 で や ってお ります けれ

ど も,ど う して も両端 の オ ン ライ ンサ ー ビス問 題 を どうす るか とい うこ とが

ご ざい ます 。 そ こ ら辺 が も うち ょっと制度 上の 問 題 点 を解 決 しそい た だ きた

い な とい うふ うに 感 じ てお ります 。

　 それか ら,私 ど もの 企 業 グ ル ープ内 で もCPUが あ ち らこ ち らに相 当 入 っ

て きて お ります 。 取 引 先 との 間 で も同 じです け れ ど も,ミ ニ コンに毛 の 生 え

た とい うか,若 干 中 型 に 近 い能 力 の あ る機械 がCPUと して入 って お ります

の で,そ れ とのイン ターフェースが だ ん だん 複雑 化 し て くる とい うか む しろ複

雑 化 させ た い とい う希 望 が あ るわ け です 。 そ こ ら辺 での デ ー タのや りと りが

まだ非 常 に 不十 分 な 面が ご ざい ま して,こ れ は む し ろや りに くい制 度 上 の問

題が ご ざい ます 。 オペ レー シ ョンを 自動 化 してい く とか 合理 化 してい くよ う
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な面 でCPU同 士 の 接 続 とい うの を,た また ま私 ど もは 計 算 セ ンタ ー とい う

性格 もあ りますの で,他 人 使 用 の 問題,共 同利 用 とい う面 で は しに くい 面が

ござい ます 。企業 同 士 の つ な が りを も うち ょっと う ま くで き るよ うな サ ー ビ

スの体 系 とい うの を ち ょ っと検討 してい た だ きた い な とい う感 じが す るわ け

です 。

　 先 ほ ど ち ょ っとVANの 話 が 出 ま した けれ ど も,計 算 セ ン タ ーサ イ ドか ら

申 し ます と,い ろい ろ な特 定 の サ ー ビス領 域 が あ ると思 い ます 。1つ は,す

で に持 ってい る デー タ ベ ー スな どを一般 に公 開 してい く とか,そ れ か らた と

えば そ うい う発注 デ ー タな ど も多 数 の取 引先 に 渡 して い く とい うこ とに な り

ます と,一 般 の 計算 セ ン タ ーで は多 分 そ うい う発 注 デ ー タを1ヵ 所 に 集 め て,

それ を全 国 に サー ビス し てい くとい うよ うな サ ー ビ ス も考 え られ る と思 い ま

す。 そ うな ります と,ネ ッ トワー クを 構築 して う ま くサ ー ビス し てい くため

の ノ ーハ ウ とい うの は 案 外 計 算 セ ンタ ー側 に蓄積 してい ってい るの じ ゃない

か とい う感 じが す るの です 。電 電 公 社 さんの デ ー タ通 信 本 部 の 方 に1回 チ ェ

ー ン ス トア協 会 でJCA手 順 につ い て ご説 明申 し上 げ た と きec　,　JCA手 順

で は な くて,む しろDRESSに 合 った手順 で も って や って も らえ ない だ ろ

うか とい ケ申 し入 れ が あ りま した 。 ザ ー ビス面 か らまい ります と,私 ど もの

重要 な ポ イ ン トに課 金 情 報 が1つ ご ざい ま して,そ の サ ー ビス も個 別 の セ ン

タ ーが 個 別の チ ェー ンス トアな り小売 店 舗 に対 して あ るサ ー ビスを行 い,そ

の サ ー ビ スの対 価 と して取 引 先 な りそ の他 デ ー タを供 給 した相 手先 に対 しあ

る程 度 の 課金 をす る とい う こ と も1つ の制 度 に な りつ つ あ る とこ ろです 。 そ

ん な 面 か ら見 て も,電 電 公 社 さん を遠 隔地 に追 い込 む こ とが 結 果 で は な くて,

む しろ そ うい う使 い 勝 手 の 面 か ら 見て も流通 業 主体 の 計算 セ ンタ ー とい うの

が出 て くる可能 性 が あ る。 これ は ち ょっと狭い 範 囲 の お話 です けれ ど も,ち

ょっと先 ほ どの お 話 が あ りました の で,ご 意 見を申 し上 げ て お き ます 。
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そん な と た ろで ご ざい ます 。

・　回線利用制限見 直しの見通 し

　 高 月　 い ま ポ ジテ ィ ブ リス トと言い まし て,こ れ と これ と これ は い い け れ

ど もあ とは だ め よ と言 ってい ます ね,今 度 は そ れが ネ ガ テ ィ ブに な りま し て,

これ と これ と これは だ めで あ とは全 部 い い よ,と い うこ とで かな り拡大 して

い くん じ ゃない か 、 とい うふ うに 新 聞 に出 てい ま した。 そ うい う方 向 で の 検

討 がい ま行 わ れ てい るの では ない で し ょうか 。 た だ し,郵 政 省 が 最終 的 に,

きめ られ る こ とです が,方 向 は そ うい うこ とだ と思 い ます 。

　 D　 ネガ テ ィブ リス トは い つ ご ろ までに …… 。

　 高 月　 ネ ガ テ ィ ブ リス トをい つ 出 すか は私 には よ くわ か り ませ ん 。

　 司 会 　制 度 が 変 われ ば,当 然 設 備 な り ソ フ トを変 えて い か な けれ ば な らな

い。 これ に は結 構 コ ス トが か か ります ね。

■

・DDX加 入 を見 送 った 例

　 C　 私 ど もは菓 子 と食 品 の 製造 販 売 をや ってい る会社 で ご ざい ます けれ ど

も,昭 和49年 か らオ ン ラ イ ンで も ってデ ータ処 理 をや ってお りま し て,デ

ータ量 の 多い 東京 一 名 古 屋 一大 阪 は専用 回線 で十 分 ペ イす るわ け で ご ざい ま

す け れ ど も,遠 隔地 の北 海 道 だ とか 九 州 だ とか,こ の 辺 は 伝 票 単位 の処 理 を

や ります と 回線 料 が 非 常 に 高 くな って し ま ってで きない とい うこ とで,そ の

辺 で始 め て まい りま した 。 そ の うらに コン ビ。ユ 一 夕の 集 中 と分 散 とい うよ う

な テ ー マが 非 常 に に ぎやか に 議 論 され た時 期 に な りま して,そ の分 散 方 式 に

乗 り ま し・て,遠 隔地 は販 売 部 で処 理 をす る とい うか っこ うで,そ して昨年 の
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8月 に や っ とその地 域 か ら公 衆 回線 で ク リー ンデー タだ け を本社 の方 に 上 げ

る とい うよ うな 形 で 進 ん で お り ます 。 た だ,昭 和49年 か らの シス テム とい

うの は か な り年 限 を経 ま して 陳腐 化 して きた もの です か ら シ ステ ム の改 正 を

し まし ょ うとい うこ とが54年4月 ご ろに 持 ち上 が りま して,ち ょう どそ の

ころDDXが54年 中 には 認 可 が お りる とい うよ うな 話 題が あ った もの で す

か ら,私 もそ れか ら熱心 に 何 回 か説 明会 に 行 った り,な るべ く知識 を吸収 す

るよ うに参 加 して い ったわ け な ん です けれ ど も,認 可そ の もの も54年 滑 り

込 み で,12月25日 だ った ,t思 い ます け れ ど も,回 線交 換 の方 が で き て,

パ ケ ッ トの方 は まだ混 沌 と してい てそ れか ら半 年 遅 れ る とい った状 況 で した 。

システ ム を改 正 す る場 合 には,ユ ー ザ ー と しては,送 信方 法 とい うの は一 部

の技 術 屋 だけ が 関 心 の あ るこ とで あ りま して,現 実 には 業 務 の方 を 見詰 め な

けれ ば な らない わ け で す 。送 信 方 法 や 何 か が少 な く と も1年 前 には 決 ま らな

い こ とに は ど うに もな らな い 。 だん だん 話 に 深 入 りすれ ば す るほ ど,ホ ス ト

の方 はX-25が 対 応 で き る とか 言 ってい ます け れ ど も,果 た して ユ ーザ ー

・アプ リケ ー シ ョン とす ぐ結 び つ くの か ど うか とい うよ うな問 題 。 そ れ か ら,

端 末 に 至 って は,低 速 はい い け れ ど も,高 速 の 端 末 機 に 至 っては ど うい う端

末機 が 対応 で き るの か,名 乗 りを 上 げ る メー カ ー もい な い 。 こん な 状況 で は

とい うこ とで 見切 りを つ け て,公 衆 回線 で と りあ えず ス タ ー トしま し ょ うよ

とい う ことで ス タ ー トしま して,そ の システ ムが 今年 の6月 に動 くわ けで す

け れ ど も,い ま考 え ます と,も しDDXで や ろ う と した ら大変 な こ とに な っ

た な と,ち ょっと電 電公 社 の 方 が い ら っし ゃ って失 礼 なん です けれ ど も,ユ

ー ザ ー と して た また ま そ うい う シス テ ム改正 とい う ち ょうど きわ どい 時期 に

ぶつ か った もの で す か ら,1ユ ーザ ーの 意 見 として は そ うい うよ うな こ とで

ござい ます 。

　 以上 で ご ざい ます 。
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・ 公共 サー ビス とDDX

　 B　 私 ど もの と こ ろは,オ ンライン としましては 通 常 の デー タ ・エ ン トリー

と イ ンク ワイ ァ リー しか や ってお りませ ん 。特 徴 的なの は ほ とん どの 端末 機

が近 県 に あ りま し て,そ の ほ とん どが東 京 都区 内 に ご ざい ます 。 そ うい う意

味 か ら,料 金 的 に はDDXを 使 う必要 性 は い まの と ころ あ り ませ ん 。 現在 は

全 部 特 定 通 信 回 線 でや って お ります 。

　 DDXに あ る程 度 着 目 してい る点 とい い ます と,将 来 うちの社 内 だ けで は

な くて,関 連 す るサ ー ビス店 と申 します が販 売 会 社 に オ ンラ イ ンを広 げ てい

こ うと した場 合 とか,そ れ か ら ご く一 部 で す けれ ど も遠 距 離 の ものが あ りま

す の で,そ れ に 適用 してみ た い 。 その と きに 問 題 に な ります の が,1つ は や

は り コ?ピ ュ 一 夕 ・メ ー カ ー側 の 対 応 でC"ざ い ま し て,私 ど もの とこ ろはI

BMの 機 械 を使 ってい るの で す けれ ど も,確 か に 先 ほ どお っし ゃ られ ま した

よ うに,一 部 には サ ポ ー トされ てい るので す け れ ど も,ご く一 部 の 限 られ た

端 末 機 と ソ フ トウェ アだ け で ご ざい ま して,回 線 交 換方 式 の方 だけ で す 。

　 パ ケ ッ ト交 換 につ き ま しては,IBMのSNA,　 SDLCと い う もの との

互換 性 の問 題 が あ りま して まだ 見通 しが全 然 つ い てい な い よ うな状 態 で す 。

この 辺,IBMを 含 め て,メ ーカ ーに公社 さんの 方 か らよ ろ し くご指 導 を願

い たい とい うの が 希望 で ご ざい ます 。

　 も う1つ は,そ うい うふ うに将 来DDXを 使 うと きに,い ままで の特 定 通

信 回線 とDDX網 とい うの が 当然 同 じ計算 機,同 じプ ログ ラ ムの 中 に つ なが

って くるわ け なん で す け れ ど も,そ の 辺 に つい て本 当に 認 可 され るの か ど う

か とい うの が 少 し疑 問 に な って くる と ころ で ご ざい ます 。

　 大体 そん な と こ ろです 。

　司 会 　い まの お 話 は 具 体 的 な ケ ー スで な い と ち ょっ とわ か りませ ん です
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ね 。 また個 別 に ご相 談 い た だ け れば と思 い ます 。

　 高 月 　私,い まお 話 をお 聞 き して思 った の です けれ ど も,お っ し ゃる とお

りだ と思 うの です ね 。今 度 また イ ンタ フ ェー ス条 件 を公 開 の と きには も う一

度 その 時 点 で 検討 して いた だ きた い と思 い ます 。 その 節 は よ ろ し くお 願 い し

ます 。

　 C　 その つ も りは も ちろん あ り まして,回 線 料金 と開発 費 との 関係 で,開

発 費 が 高 い とち ょ っとあ れ だ もの です か ら,そ の辺 をや は り… …。

・DDX申 込 状 況

　 高 月　 わ れわ れ が 想像 して い た よ りもふ え 方が パ ケ ッ トの 方が ち ょっ と大

きいん じ ゃない か な とい う感 じ を して い ます ね 。

　 司会 　い まの お話 です け れ ど も,パ ケ ッ トの 申 し込 みが 多過 ぎて,も う満

ぱ い にな って,申 し込 んで もな か な かつ か ない じ ゃない か とい う声 が 一 部 に

あ るの で す が,ど うな んで す か 。 言い 回 しの 違 い な の か … …。

　 高 月　 電 話 だ って,た とえば1万 端 子 の電 話 の 局 が あ ります ね,申 し込 み

が1万5,000ぐ らい 来 た ら,ち ょっと 待 って下 さい,こ うい うこ と ご ざい

ます ね 。 そ うい うふ うに理 解 してい ただ け ませ ん か 。

　 司 会 積 滞 が あ る とい うこ とです か。

　 高 月　 そ うい うふ うに 考 え て下 さ って結 構 です 。 高速 クラ スは予 想 以 上に

お客 さん が あ る もの で す か ら,高 速 は ち ょっ と待 ってい た だ け ませ ん か とい

うこ とが あ りま し'た。い わ ゆ る積 滞 で す か 。 高速 ク ラ スを希 望 され るユ ーザ

ーさん が 多 いの です よ。 しか もX-25を 利 用 され ま してね 。

■
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●

●

,

● パ ケ ッ ト ・サイ ズ は変 更 され る か

　 A　 非常 に シ ンプ ルな 質 問 が あ るの で す 。128オ クテ ッ トとい うの は3

年 後 の 試行 期 間が終 った と きに バ リア ブル とい うか 変 わ る 可能 性 が あ るの で

し ょ うか 。例 え ば,ア メ リカの よ うに パ ケ ッ ト ・サ イ ズが 何 種類 か あ るとい

うよ う}こ・・・…。

　 高 月　 多 分小 さ くす るの です ね 。

　 A　 　小 さ くす る とい うこ とを考 え てお られ るの で す か。

　 高 月　 は い,考 え てお ります 。一 応 私 ど もの 方 で は64,32,16ま で

検 討 した こ とが あ ります 。 どん どん 小 さ くして い った ら ど うい う影 響が あ る

だ ろ うか とい うこ とは 検 討 してお ります 。 先 ほ どDさ ん か らPOSの 話 が

あ りま した け れ ど も…… 。

　 A　 伝 票 な ん か は小 さい もの でい い で し ょ うね 。

　 高 月　 　 そ うです よ。 伝 票 なんか の 場 合 は32が 一番 多い の で す よ 。 そ れ

で,そ れ の 大 き さを課 金 単 位 に す るわ け です ね 。課 金 単位 に して カ ウ ン トし

ょ う。 そ の と き う ちの方 の ソ フ トの 改 造 料 は どの く らい に な る とか,一 応 検

討 して あ ります 。64か ら32ぐ らい まで,ま あ64ぐ らい に しよ うか な と

い ま思 って い るの です が ね 。

　 司会 　 　パ ケ ッ トを小 さ くす る とデ メ リッ トもあ るの です ね 。

　 A　 トラ ピ ックに よ り まし ては逆 に割 り高に な る ところ もあ るか も・しれ ま

せん 。 私 の と こ ろは情 報 提 供 業 で して,パ ケ ッ ト ・サ イ ズが逆 に も っと大 き

い方 が いい の か とい う気 も'してい るの です 。

　 高 月　 フ ァ ック スなん か もそ うです ね 。

　 A　 え え 。128オ クテ ッ トが ち ょう ど ぎ りぎ りで して,CRTの1画 面

分 で す わ 。 そ うす る と,そ の 上 の方 の パ ケ ッ トサ イ ズの方 がい いの か な とい
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うふ うな こ と もあ ります 。 い まの サ イ ズで は ち ょっと使 いに くいの です 。 全

国 に6,　000台 端 末 を持 って い る市 況 情 報の 提 供 サ ー ビスの ため,い ま特 定

回wa　2.　500回 線 ぐ らい を 使 ってい るの です が,恐 らくい まの パ ケ ッ トサ イ

ズで は 非常 に割 り高 に な る。 今後 公 社 が どの よ うに され るのか な とい うこ と

で,も う一 回 パ ケ ッ ト網利 用 を検討 しよ うと思 ってい るの です 。

　 高 月　 い ま うち の 方 で フ ァ ク シ ミ リをパ ケ ッ トで送 る場 合 に は,中 継線

上は パ ケ ッ トに して 伝送 しよ うと し てい るの で す け れ ど も,あ の場 合 は 短 い

とまず い の で す よね 。

　 A　 そ うで し ょ うね 。

　 高 月　長 い 方 が い い の です 。 だけ れ ど も,余 り長 い と また誤 りの 関係 で ま

ず い の で,ち ょっと その辺 パ ケ ッ ト ・サ イ ズの決 定 は む ず か しい で す ね 。 パ

ケ ッ ト ・サ イ ズは バ リアブ ルに で きるの です けれ ど も,課 金 単 位 を バ リア ブ

ルに す るか ど うか も含 め ま して,ソ フ トを少 し手直 し しな け れば い か ん です

ね 。

　 A　 そ うで す ね 。 私の 会 社 で は,従 量制 では な くて,お 客 さん が 自由 に使

うよ うな か っ こ うに な ってお ります ね 。私 の 会社 が 回線 料 持 ちで,端 末 を10

万円 な ら10万 円 で ユ ーザ ー さん の とこへ 置 き まして,ユ ー ザ ー さんは い く

ら使 って もいい とい うか っ こ うに な ってお る もの で す か ら,1日 に1000

コー ル ぐ らい 使 ってい た だ い てい るわ け です ね。 ち ょ うど1パ ケ ッ トぐ らい

の 画面 を1.000回 ぐ らい や り と り してお る わ けで す 。

・ 複数(バ リア ブル)バ ケ ッ ト ・サ イ ズ制 の 可 能性

　 司会 　高月 さん,幾 つか の パ ケ ッ トの大 き さの種 類 を,何 種類 か とい うふ

うに はい か ない の です か 。 同 じユ ーザ ーが そρ 都度 使 い 分 け る とい うわ け に
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い か な い で し ょ うけれ ど も… … 。

　 A　 課 金 装置 が 複 雑 にな るで し ょ うね 。

　 高 月　 課 金 装 置 は 簡 単 に したい の で す よね 。 シ ョー ト ・パ ケ ッ トが ρ何 円

で,ロ ン グ ・パ ケ ッ トは0.何 円,距 離 が ど うで こ うで,掛 け算 だ け で す か ら

で き ます し,一 応 うちの方 も検 討 は したの です け れ ども,や は り シン プ ルの

方 が いい ん じ ゃな い か 。

　 A　 TSSと か,私 の 会 社 の よ うに情報 提供 業 だ とか,業 種 に よ って異 な

るで し ょ うね 。

　 高 月　 0.何 円 とい うの は ち ょっと … …。

　 A　 実 際 に むず か しい と思 い ます 。 しか し,わ れ われ は そこが 悩 み で して,

パ ケ ッ トに踏 み 切 ろ うか,専 用 線 の ま までい よ うか ,非 常 に重 要 な ポ イ ン ト

に な って し ま うの で すね 。

　 高 月　 それ は そ うです ね 。 お っ し ゃる とお りです 。課 金 パ ケ ッ トの バ リア

ブルに つい ては ち ょっと宿 題 と して預 か らせ てい た だ きたい と思 い ます 。

　 A　 そ うい う業 者 もい るん だ とい うこ と をご理 解 下 さい 。

　 司 会 　 い ろい ろ あ る と思 うの で す ね 。 そ うむや み に た く さん の 種 類 と 言 っ

た ら大 変 で し ょうけれ ど も,幾 つ か に,倍 数 で もい いん じ ゃな い か と思 うの

です 。

　 A　 結 局,将 来DDXが 公 社 の標 準 公 衆 網 に な るの で あれ ば,ど の ユ ー ザ

ー も使 え るた め に は あ る程 度 バ リア ブ ルにす るこ と が必 要 じ
ゃない か とい う

気 が し ます 。

　 高 月　 い まの ユ ー ザ ー さん の 勢 い を 見 てい ます と,パ ケ ッ トの方 に 需 要 が

多 い感 じです ね 。 回 線交 換 の方 は ど っ ちか とい えば デ ィ ジ タル電 話 や何 か で

きた と きに そ ち らの方 に す っと入 ってい くとい う感 じです ね 。

　 A　 そ うで す ね 。
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司 会 　 それ で これ を す る とかね 。

・ 高 速 回 線 交 換 は 高 人 気

　司 会 　 それ で は,最 後 にGさ ん 。

　 G　 私 ど もは,交 換 の9,600ボ ー とい う もの を申 し込 み ま して,満 ぱ い

と 言わ れ て待 ってい るわ け なん です け れ ど も,お 話 で は接 続 数 は120～

130回 線 ぐらい とい うこ とです が …… 。

　 高 月　 い や い や,そ れ は 違 い ます 。 回 線交 換 は112回 線 売 ってい ます け

れ ど も,こ れ は 回線容 量的 に は まだ か な り余 裕が あ ります が,9.600ビ ッ

トだ け の お 客様 が何 回線 か と この 前 入 られ た の です,申 し込 み が か な り早い

お客 様 で 。 それ で9,600の 端 子が な くな って し ま って,京 都 大 学 の 場 合 も

そ うで した けれ ど も,逆 に 済 み ませ ん が4,800に して も らえ ませ ん か とい

うお 容儀 もい らっ し ゃるの で す よ。

　 G私 ど も もそ うい うふ うに 言われ ま し て,そ れで は 不 満 で待 つ こ とに し

たの です けれ ど も… …。

　 高 月　 む しろ,高 速 の方 が た くさん 入 って,低 速 は余 り入 らない よ うに,

そ れは バ リア ブルに で き る とい うの をつ く りま して,い ま工事 して お り ます 。

　 G　 新 設 もさ る こ とな が ら,意 外 とDDXの 交換 機 とい うの は キ ャパ シテ

ィが 小 さい のか な と少 し心 配 に な って きて,質 問 させ てい ただい てお ります 。

　 高 月　 これ は 言い わ け です け れ ど も,い まサ ー ビス してい る もの は1も う7

～8年 前 に 設 計 した の で す ね 。 あの と きわ れ われ は 調査 を したの です よ,こ

うい う会 合 で 何 回 も。 その と きお 客 さん は,200,300,1,200ば か

'り お っし ゃ ってい た わ けで す よ。 あ の ころは600ビ ッ トは要 らな い,高 速
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なん て入 らな い よ,低 速 が い い とお っ し ゃ ったの で それ を一 生 懸命 や ったわ

けで す ね 。

　司 会 　私 は 高速 が売 れ る と思 って ま した よ。(笑)

　高 月　 調 歩 だ 調 歩 だ とお っし ゃ った もの で す か らね 。 しか し,高 速 回 線 の

需要 に応 じ られ る よ うに 高速 を多 く収 容 で きる設 備 の増設 を い ま急 遽 や って

お ります 。来 年 の 春に は で き上が ります か ら。

●

・ 加入区域の概念 と交換機の所在

　 G　 また,交 換 機 とい う もの とサ ー ビ ス地 区 とい うもの との 関係 が ど う も

わ れわ れ 素 人 に は の み込 めな い とこ ろ が ご ざい ま して,数 地 区 サ ー ビス して

い る とい う こと と交 換 機 が どこに あ る とい うこ とは全 く関 係 が な い,こ うい

う こ とで ござい ます ね 。

　高 月　 い ま こ うい う考 え方 にな って い るの です よ 。交換 機 とい うの は 全 く

ブラ ックボ ック スの 中 です か らね 。 い まは 回線 交 換 な ら交 換 機 は 東京 に1局

だけ あ るの で す よ 。 パ ケ ッ ト交 換 も東 京 に1局 しか ない の です よ 。 回線 交 換

の 場 合 は 東 京,大 阪,名 古屋,横 浜 の4ヵ 所 に 集線 装置 が あ りま して,こ の

集 線装 置 の 周 りを全 部加 入 区域 と称 してL)る わ けで す ね。txeケ ッ トは7ヵ 所

あ るわ けで す 。仙 台,福 岡,札 幌 とあ るわ けです 。 とこ ろが,こ れ は どこ か

らで も加 入 で き るの です ね 。仙 台 か らで も回 線交 換 の サ ー ビ スを うけ られ ま

す 。札 幌 か らもで きるの で す ね 。 で き るか わ りに,こ こは 専 用 線 の料 金 を い

た だ き ます よ とい うこ とに な ってい る わ け です 。 い まわ れわ れが 工 事 してい

ます の は,実 は 回 線交 換 に つ い ては これ をい ま9ヵ 所 ぐらい に ふや し てい る

の です 。 ふや します と,た と えば 仙 台 が ふ え ます と,こ れ は特 定 は 不 要 に な

りま して,仙 台 が加 入 区 域 にな る,こ うや って どん どん ふや して い るの で す 。
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パ ケ ッ トは,さ っき言 い ま した よ うに30都 市 に ふや してい るわ け です ね 。

だ か ら交 換 機 の 数 な ん か全 く関 係 な い 。 い まパ ケ ッ トの 工事 と これ は加 入 区

域 に関 係 な くて,む しろLCと かPMXと か,こ うい う もの を ど うふ やす か

とい うこ と を 現在 や ってい るの で す 。 これ が入 ります と,そ こは加 入 区域 で

す よ,こ う言 うの で す ね。 だか ら加 入 区 域 の 設定 の 仕方 とい うの と物,特 に

交換 機 は全 く無 関 係 な ん で す 。 こ うい ったPMX,　 LCと か い う もの が 入

った らそ こを加 入 区域 に す る。

　 司会　 加 入 区 域 とい うか ……。

　 高 月　 加 入 区 域 の 考 え方 です か 。

　 司会 　加 入 区 域 の 考 え方 で は な しに,交 換機 は全 く集 中方 式 でや る とい う

の は … … 。

　 高 月　 交換 機 で す か 。 集中 方 式 といい ます か,交 換 機 集 中 した ら危 ない と

い うこ とです か 。

　 司会 　網 が す ぐダ ウンす る … … 。

　 高 月　 い やい や,そ んな こ とは ない です よ 。伝 送 路 は マ ルチ ・ルー トを と

って い ますか らね 。 伝送 路 は まず 大 丈夫 です ね 。 それ か ら,交 換 機 はCCが

デ ュ ー プ レ ッ ク スで す か ら。

　 司会 　 い まの ご質 問 の もう1つ の要 旨は,さ っ きの 高 月 さん の ご説明 に も

ち ょっ とあ った の で す が,加 入 区域 自体 が余 りは っ き りし ていな い の じ ゃな

い です か 。

　 高 月　 電 話 の加 入 区域 と一 緒 で す 。

　 司会 　一 緒 です か 。

　 高 月　 は い 。 だか らさ っ き言 った門真 とい うのは,あ れ は た しか06じ ゃ

な い です か 。違 い ます かね,松 下 は 。 東 大 阪 な んか は06で す ね 。

　 司会 　尼 崎 も06で すね 。
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　 高 月　 あ そ こは加 入 区 域 に な るわ け です ね。

　 司 会 　電 話 と同 じ形 に..._。

高 月 パ ン ・ レ ・ トに は そ う書 い て あ 。た と思 うので す が
.ち 。。 と違 う

とこ ろが あ るか もわ か り ませ ん け れ ど もね 。

　司会　八 王子だとか筑波だ とか__。

高 月　 筑波 は もう加入 区域 に しま したけれ どもね。筑波大学 もあ ります し
。

・ 衛 星 通 信 とDDX

,

　 G　 も う1つ ・ ち ょっと先 走 った質 問 な ん です け れ ど も,近 ご ろ大 変 郵 政

省 さん 始 め た いへ ん 御熱 心 で,「 さ く ら 」とか 「ゆ り 」とか 通 信 衛 星 が ボ ン

ボ ン上 が って'そ れ で衛 星 通 信が 非 常 に 脚光 を浴 び てい るみ た い なの です が
,

これ は将 来 的 にDDXの よ うな サ ー ビス と競 合 してい く もの なの か
,あ るい

は 取 り込 まれ て い く もの な の か 。

　 高 月 取 り込 み の方 です ね 。

　 G　 われわれ素人考 えでは,何 とな く屋上あた りにア ンテナを置 けば電電

公 社 さんの ごや っかい に な らな くて もい ろい ろ通 信 で きるん じ ゃな い か な ど

考 え るの で す が …… 。

　 高 月　 それは先 ほどのDさ ん と同 じで して,VAN業 者的な ものが私 ど も

の 回 線 を使 って や るの と,も う1つ は ア メ リカのIBMのSBSみ た い に衛

星 を 上 げ て,そ れ で売 る とい うの が あ るの です ね。 その と きに
,た とえば 新

聞関 係 の 方 が,あ あい うの を一緒 に し て,放 送 衛 星 とい うの を 上げ ま して
,

放 送 衛星 に新 聞 を乗 っけ よ う,つ い でに デ ータ伝送 もや ろ うとい うの は あ る

か もわか りません が,私 ど もの 感 じで は ど うもそれ を業 とす るの は むず か し

いで す ね 。 だ か ら,わ れ わ れ は 衛星 を 上げ て ,そ の衛 星 を上 げ る場 合は や は
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り取 り込 む 方 ですね 。 衛星 の 方 は た と えば毎 日 新 聞社 グ ルー プ とか 西 武 グ ル

ープ とか に お使 いい ただ く閉域 パ ケ ッ ト ・ネ ッ トワー ク とい うの は あ るか も

わか りませ ん 。 しか し,現 時 点 の計 画 は とにか く全 部取 り込 み方 式 で検 討 し

て い ます 。

　 司会 本日は これ くらいで終 了させ ていた だきたい と思い ます。お忙 しい

ところをどうもあ りが とうござい ました。

　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 (了)
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は じ め に

　 特 定 回線(符 号 品 目)と 回 線 交換 サ ー ビス につ い て は こ こで多 くを論 ず る必

要 は な い で あ ろ う。 従来 の 経験 か ら我 々は そ れ らの 使 い方 は知 って い る し,今

後 の利 用分 野 や 新 し い特 徴 につ い ては想 像 が つ くか らで あ る。要 は 料金 体 系 か

ら距 離 的 に有 利 な 範 囲 を 見 つ け 出す こ とで あ る。

　 しか しパ ケ ッ ト交 換 につ い ては,従 来 の通 信 サ ー ビス とは 毛 色 の ちが った も

の で あ る し,素 人 目には 分 りに くい点 もあ る の で,特 に こ の項 では パ ケ ッ ト交

換 サ ー ビス を使 う際 の考慮 点 につ い て要 点 を述 べ る こ とにす る。

　 特 定 回線 と回 線 交 換

　 回 線交 換 サ ー ビスは,低 速 か ら高速 まで広 い範 囲 を カバ ーす る と と も に,電

話 網 に くら べ て いろ いろ な 点 で 改 良 され て い る。 しか し料 金 的 には,近 距 離 で

は 同 じ伝 送 速 度 で 電 話 網 よ りも割 高 とな る し,ま た 市 内や近 距 離 で は特 定 回線

料 金 が比 較 的 安 い。

　 近 距 離 で の 交換 に よる デ ータ 伝送 では,低 速 ・少量 デ ータ な らば電 話 交 換 網

に よる方 法(モ デ ム を使 う方 式 、や,音 響結 合 を用 い る方法 が経 済 的 で あ る。

　 回 線 交 換 サ ー ビス が そ の効 果 を発 揮 す る のは 中距 離 か ら長 距 離 に わ た って で

あ る。 回 線交 換 が 特 定 回線 に比 較 して料 金 的 に有利 な範 囲 は,2,400bpsを

例 に とる と,30kmの 距 離 に お い て,使 用 時 間 が約2時 間以 内 の場 合 で あ り,

750km又 は そ れ以 上 の距 離 では4時 間 弱以 内 の場 合 で あ る。

　 した が って,た とえば 遠 隔 情報 処 理 や,分 散 処 理 の一 部 の利 用 形 態 な どでは,

比 較 的 高速 で必 要 な 時間 だ け回 線 交換 で接 続 す る適 用 分 野 が あ る。

　 結合 の イ ンタ フ ェー ス と してはX.21とV.24が あ り,容 易 に結 合 す る こ と

が で き る と と もに,ユ ーザ ー ・プ ログ ラム の手 な お し を必要 と しな い。 ま た近

距 離 で も高 速 ・高 信 頼 性 を 要 求 す る場 合 は,回 線 交 換 を利 用 す る こ とが で き る。

一167一



　パ ケ ッ ト交 換

　 パ ケ ッ ト交換 サ ー ビスの適 用 分 野 は,短 メ ッセ ー ジ,少 量 デ ー タ で,中 ・長

距 離 にわ た って で あ る。近 距 離 で低 速 ・少 量 デ ー タな らば料 金 的 に電 話 網 利用

の方 が有 利 で あ る。

　 パ ケ ッ トの文 字 収 容 数 は バ ッフ ァー ・サ イズ と しては最 高256文 字 で あ る

が,課 金単 位 は128文 字 ま でで あ る。 した が って,た とえ ば50文 字 の パ ケ

ッ トを 伝送 した とし て も,一 課 金 単 位 は 賦課 され る。

　 デ ータ通 信 に お い て128文 字 以 下 の メ ッセ ー ジ ・ブ ロ ックは しば しば発 生

す る ので,通 信 料 金 の算 定 に お い て1日 の伝 送 量 を単 純 に128文 字 で割 算 す

る こ とは 間違 い で あ る。処 理 プ ログ ラ ム間 の 情 報伝 達 の論 理 的 応 答 確 認 や 制御

情 報 もパ ケ ッ ト数 の 算 定 に入 れ る必 要 が あ る の で,実 際 の パ ケ ッ ト数 は ユ ーザ

ー の正 味 情 報 よ りも増 大 す る。 通 信 料金 の算 定 に あた って は実 際 に発 生 す る ト

ラ フ ィ ック の様 相 に した が って 推 定 す る必 要 が あ る。

　 次 に誤 解 され や す い点 は,伝 送 速 度 と応 答 時 間 につ い て で あ る。 確 か に特 定

回 線 や 回 線交 換 では4,800bpsよ りも,9,600bpsの 方 が2倍 の伝 送速 度

で あ る。

　 しか しパ ケ ッ ト交 換 にお い ては この局 面 は少 し く異 な る。 た・とえ ぱ,9,600

bpsの 伝 送速 度 で パ ケ ッ ト交 換 網 に加 入 した と して も,そ れ は 加 入 者 端 末 とパ

ケ ッ ト網 との間 で の デ ー タの や りと りを9,600bpsで 行 な うこ とを意 味 す る。

パ ケ ッ ト交換 網 内 の 幹 線 は48 ,000bpsの 高 速 で あ る とし て も,パ ケ ッ ト ・

ノ ー ドには バ ッフ ァーが あ り待 時 間 が発 生 す る。 した が って,処 理 プ ロ グラム

商 の伝送伝達 にはパ ケ ット分解や組 立て も含め て遅延時間が存在 す る。 このた

め,実 効 伝 送 速 度 を考 え る と,9,600bps規 格 の場 合 は4,800bps規 格 の

場 合 よ りも2倍 速 い とす る単 純 な論 理 が適用 で きな い事 に留 意 す べ きで あ る。

　 同様 に応 答 時 間 に つ い て は,こ れ ら伝 送 遅延 に加 え て処 理 プ ログ ラ ム に よる

待 時 間 を考慮 す る必要 が あ る。 また伝 送 網 全体 と して の輻i奏 が あ る場合,応 答

時 間 には 長 短 が生 ず る。 シ ス テ ム設計 に あ た っ て,こ れ ら遅 延 時間 の可 変 範囲
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も含 め て考 慮 す る必 要 が あ ろ う。

　 そ の他,従 来 使 用 され てい た 端末 装置 は,パ ケ ッ ト交換 網 の イ ンタ フ ェー ス

/プ ロ トコル に合 致 させ る ため 何 らか のハ ー ドウ ェ ア/ソ フ トウェ ア上 の追 加,

改 善 等 の費用 が必 要 で あ る。

　 いず れ に して も,新 デ ー タ網 の利 用 に あた っ ては,サ ー ビス区 域,そ れ に交

換 網 と特 定 回 線 の相 互 接 続 の 法規 な どに留意 して慎 重 に適用 分野 を検 討 す る こ

とを おす す め した い。
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⑧ 　各 種 サ ー ビスの 使 い わ け

S1　 回 線 交換 サ ー ビ ス とパ ケ ッ ト交換 サ ー ビス{D利 用 分 野

　両 サ ー ビスは,そ れ ぞ れ,異 な った 原理 と料 金 体 系 を有 して お り,し た が っ

て,そ れ ぞ れ特 有 の利 用 分 野 を 有 して い る。

　 ご く一 般的 にいえ ば,回 線 交 換 サ ー ビスは,比 較 的 多量 の 情報 を短 時 間 で送

るデ ー タ通 信 や フ ァク シ ミ リ通 信 に,パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス は,一 度 に送 る情

報量 が比 較 的 少 な く散 発 的 な デ ー タ通信 に適 して い る。

　 具 体 的 には,回 線交 換 サ ー ビスは,既 存 の 公衆 通 信 回 線 と同 様,発 ・着 両端

木 間 を結 ぶ 回線 を交換 機 が 接 続 した あ とは,こ の 回線 を通 じて どの よ うな 通信

が行 われ よ うと全 く 自由 で あ り,利 用 者 の端 末 側 か らみ て,電 文 の形 状 や 伝 送

制御 手 順等 に つ い て網 側 か ら制 約 を受 け る こ とが な い 透過 性 の 高 い(ト ラン ス

ベ ア ラン トな)ネ ッ トワー クで あ る。 この よ うな通 信 方式 面 で の技 術 的 な特 徴

に加 え,回 線 の保 留 時 間 に応 じて通 信 料 の課 金 を行 うとい う料 金 上 の特 徴 か ら

み て,ど ち らか とい うと電 文 長 が長 く,通 信 密度 の高 い通 信 に適 した サ ー ビス

で あ る と言 え よ う。

　 一 方,パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビスは,端 末 機 器 と網 との 間 の イ ンタ フ ェー ス条 件

が 厳密 に規 定 され て お り,使 用 方 法面 で種 々 の通 信 規 約(プ ロ トコル)を 守 る

必要 が あ る反 面,伝 送 品質 が 高 く,異 速 度 端 末 間 通 信 や パ ケ ッ ト多重 通 信 な ど

の多 彩 な通 信 が 可 能 な こ とや 伝 送 され た 情 報量 を単 位 と して通信 料 が 計算 され

る とい う料 金 上 の特 徴 か らみ て,ど ち らか とい うと電 文 長 が 短 く,通 信 密 度 の

低 い通信 に適 したサ ー ビスで あ る といえ よ う。

　 この よ うな利 用 分 野 の傾 向 を 念頭 にお い て,本 サ ー ビス に適 した具 体 的 な利

用 方 法 を シ ステ ム例 と して列 挙 し てみ る と次 の とお りであ る。

　 〔回 線交換 サ ー ビ ス 〕

ω 　 オ ン ライ ン ・デ ータ 処 理 シ ス テ ム(デ ー タ集 配 信,リ モ ー トバ ッチ 処 理 な
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■

●

　 ど)

②　 電子 計 算 横 間通 信(分 散 処理,フ ァイル転 送 な ど)

(3}高 速 フ ァク シ ミ リ通 信

(4)端 末 間通 信(磁 気 テ ー プ伝 送,高 速 テ レ ック スな ど)

㈲ 　 予 備 伝 送路(バ ック ア ップ回 線)

　 〔パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス 〕

(1)問 合 せ応 答 シ ス テ ム(バ ンキ ン グ,ク レジ ソ トチ ェ ック,POS,座 席

　 予 約 な ど リアル タ イ ム処 理)

②　 タ イ ム シ ェア リン グ シ ス テ ム(会 話型 処 理,ト ラ ンザ ク シ ョン処 理 な ど)

(3)電 子 計 算 横間 通 信(分 散 処 理,ト ラ ンザ ク シ ョン処 理 な ど)

(4)端 末 間 通信(異 速 度 端 末 間 デ ー タ伝 送 な ど)

　 な お,両 サ ー ビス の特 徴 と利用 方法 を一 覧表 の形 で整 理 して 示 せば 表1の

とお りで あ る。

表1　 新データ網サービスの特徴と利用方法

パ ケ ッ　ト 交 換 サ ー ビ ス 回　線　交　換　サ　ー　ビ　ス

1.イ ンタ フ ェース条 件 が厳 密 で あ り,使 用 1.回 線が接がればあとは使用力法は任意

方 法 面 で網 側 の通信 規 約(プ ロ トコル)に (ト ラ ンス ベ ア ラ ン ト)

従 う必要 が あ る。

2。 伝送情報量見合いの通信料金 2.保 留(使 用)時 間見合いの通信料金

3.比 較 的短 電 文,低 密度 通 信 に 適 して い る 3.長 電 文,高 密度通 信 に 適 し てい る

4。 異速度間通信,多 重通信が可能

1.　 イ ンク ワ イ ア リ ー リス ポ ン ス シ ス テ ム 1.オ ン ラ イ ン デ ー タ 処 理 シス テ ム

(三6ζ ン㌫ ㌫ トチエック)
(デ ータ集 配信,リ モ ー トバ ッチ処理 等)

2.タ イ ムシ ェア リングネ ッ トワ ーク シス テ ム 2.電 子計算磯間通信

(デ ータベ ース ア ク セス等) (分 散処 理,フ ァイル転 送 等)

3.電 子計算機間通信 3.高 速 フ ァ ク シ ミ リ通 信

(分 散 処理,ト ラン ザ ク シ ョン処 理 等)

4.端 末 間通 信 4.予 備 伝送 路

('異速 度端 末 間 デ ー タ伝 送等) (バ ック ア ップ回線)

5.端 末 間通 信

(磁 気テ ー プ伝 送,高 速 テ レ ックス等)
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S2　 回線 交換サ ービス と特定通信回線(符 号 品 目)の 適用領域

　 回線 交 換 サ ー ビスは 従 量 制,特 定 通 信 回 線(符 号 品 目)は 定額 制 の料 金 であ

るの で,両 サ ー ビス の適 用 領 域 を求 め るた め の経 済 比 較 は,特 定通 信 回 線(符

号 品 目)の 月額 の 使用 料 と回 線 交換 サ ー ビス の 月額 の使 用 料 が均 衡 す る1月 あ

た りの使用 時 間(保 留 時 間)に よ って示 す こ とが で き よ う。

　 表2は,こ れ を示 して お り,例 え ば,東 京 ～ 大 阪 間(408km)の2,　 400　 b/s

の回 線 を使 用 す る場 合,1日 あた りの使 用 時 間 が202分 以 下 で あれ ば 回 線 交

換 サ ー ビス が有 利 で,こ れ 以 上 で あれ ば特 定 通 信 回 線(符 号 品 目)が 有 利 な領

域 と考 え られ る。

　 なお,空 欄 の部 分 は,特 定 通信 回線(符 号 品 目)の 有 利 な領 域 で あ る。

　 (備 　 考)

　 　 両サ ー ビス の適 用 領 域 の前 提 と して は,月 額 の 使用 料 に着 目した経 済 比 較

　 に よ る こ と とし,加 入 す る電 子 計算 機 等 の技 術 的 な問 題 及 び費用 は,a個 々 の

　 ケ ー ス に よ っ て異 な る ので 考慮 して いな い。
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表2　 回線交換サービスと特定通信回線(符 号品目)の 適用領域表

　　　　　　　　　 1日 あたりの使用時間

(単位:分)

　　 　 　 品 目

距 離段 階

200b/s 300b/s 1,200b/s 2.400b/5 4,800b/s 9,600b/s 48kb/8

～　　10km 15 3 (～15㎞)

　 　 66～ 　　20km 21 48 40 30

、　 　30km 48 69 102 128 114 100 121

～　 　60km 82 95 118 137 132 111 164

、120km 128 142 149 162 159 1.54 191

一240km 158 169 172 182 173 168 206

～420k血 187 191 192 202 203 202 190

、750km 204 209 214 221 216

・

　 212 164

750km～ 224 219 234 235 226 216 146

∠



(注)

L　 比較モデル

　 ○　特定通信回線(符 号品目)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 !1
,　1　1
1DTE

L_」

DCE

回線終

,端装置

DCE

回線終
端装置

|、　、
1　　　 、 、

DTEl

L__」

O　 回線交換サービス

　　　　　西H≡ ト(網)一 匡山i㍉
回線終
端装置

回線終
端装置

2.算 　出　式

o　 特定通信回線(符 号品目)

　　　　　　 月額使用料(A)=基本回線専用料(基 本額)+回 線終端装置使用料

　　　　　　　　　　　　　 ×2(両 端)+4線 式加算額 ×2(両 端)

o　 回線交換サービス

　　　　　　両端の基本料(B)=基 本料 ×2(両 端)

0　 1日 あた りの使用時間(分)

　　　　　　　　　　　　　　　　課金秒数　　　　　　　　A-B
　　　　　 -　 ×一極 一 喝
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　 S3　 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス と 公衆 通 信 回線(電 話 型)の 適 用領 域

　 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビスの通 信料 は,回 線 の使 用時 間(保 留 時 間)を 課 金 の対

象 とせず に伝 送 す る情 報量 に着 目 した課 金 の方法 に よっ てお り,一 方 公 衆 通 信

回 線(電 話 型)の 通 信 料 は,回 線 の保 留 時 間 を課 金 の対 象 と して い る こ とか ら,

経 済 比 較 上 の適 用 領 域 は,伝 送 す る情 報 量 と通 信 密度(回 線 を保 留 して い る時

間内 に実 際 に情 報 を伝 送 す る時 間 の比)を 仮 定 す る こ とに よ り算 出 され る。

　 表3は,そ の算 出例 で あ るが,こ の場 合 には,100km程 度 までは 公 衆 通信

回線(電 話 型)が 有 利 で あ り,こ れ を超 え る距 離 の場 合 は パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ

ス が有 利 と いえ よ う。

　 (備 　考)

　 　 両 サ ー ビスの 適用 領域 の 前提 とし ては,加 入 す る電子 計 算 機 等 の技 術 的 な ・

　 問題 及 び 費用 は,個 々 の ケ ー ス に よ っ て異 な る の で考慮 して い な い。

表 　 3　 　 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス と公衆 通信 回線(電 話 型)の 適用 領域 比較 表

　 〔前提 条 件 〕

　 　 ・　 回線 の 速度 　　1,200b/s

　 　 ・　 1日 の伝 送情 報 量 　 10万 ビ ッ ト

　 　 ・　 通 信 密 度 　 0.2
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1.パ ケ ッ ト交換 サ ー ビスの 使 用料 金

　　　　　距離段階

区　分
～100km ～500km 500㎞ ～

課 　 金 　 　単 　 　位

(128オ クテッドごとに)
0.4円 0.5円 0.6円

月 額 の 通 信 料 980円 1.225円 1,470円

月 額 の 使 用 料 22,980円 23,225円 23.470円

2.'公 衆 通 信 回線(電 話型)の 使用 料金

　 　 　 　 距離段階

区　分
、 　　60km ～100km ～240km ～500km ～750km 750k皿 ～

課 金 単 位 秒 数
21

　 秒

13

　 秒

6.5

　 秒

4

　 秒

3

　 秒

2.5

　 秒

月 額 の 通 信 料
5,000

　 　 円

8,250

　 　 円

16,250

　 　 円

26,250

　 　 円

34,750

　 　 円

41,750

　 　 円

月 額 の 使 用 料
15,600

　 　 円

18,850

　 　 円

26,850

　 　 円

36,850

　 　 円

45,350

　 　 円

52,350

　 　 円
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■

(注1)

算 出式

○　 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス

　　 腋 の通信料 一1盟 籠 鱒 ・ 課金単位 ・25日/月

　　 腋 の使用料 一 一(㌔ 者 「+腋 の通信料

(注2)パ ケ ・ ト交換 の課金 単位 は ・
.28〃 テ ・ ・(1・ ・24ビ ・ ・)で あb・ ・たが って便 宜 上,

　 　 　 パ リテ ィ ・ビ ッ トや調 歩 式 伝 送 の ス タ ー ト/ス トップ ・ビ ッ トを無 視 して,1日 の伝 送 情報 量

　 　 　 を1,024ビ ッ トーで単 純 に 割算 してあ る。 しか し実 際 の メ ッセ ー ジは128オ ク デ ッ ト以 下 の メ

　 　 　 ッセ ージ(ユ ーザ ーの正 味 情報 及 び制 御 情 報 の両 方 に つ い て)が しば しば 発生 す るので パ ヶ ッ

　 　 　 ト個 数 は 増 加 す る。 各 ユ ー ザ ーの メ ッセー ジ形 態 に した が って月額 通 信 料 は実 際 に 則 して算 定

　　　 する必要がある。

o　 公衆通信回線(電 話型)

　　腋 の通儲 一 ⊥識 量 ÷ 過酷 度 ÷ 治 単位秒数

　　　　　　　　　　×　10円 　×　25日/月

　　 月額の使用料　=　 基　本　料　+　 変復調装置使用料　+　 月額の通信料
　　　　　　　　　　　(2,600円)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(8,000円)

■

◆

以 上 の㊦ 各 種 サ ー ビス の 使 い わ け に つい て.別 紙 　 Q1-2　 DDXの 疑 問

点調査 　のF欄 にご回答下 さい。
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⇔ 　使 い わ け判 断 に必 要 な 自己 デ ー タ

S4　 各サ ービスの選 択にあた つての利用者側の基 礎デー タ等の整理方法

　 デ ー タ通 信 シ ス テ ム を構 築 す る に あ た り,通 信 回線 とし て どのサ ー ビスメ ニ

ュァを選 ぶ かは,利 用 者 の処 理 対 象 業 務 の 内 容 や シス テ ム の規 模,性 格 等 に よ

って 左 右 され る面 が大 き く,定 型 的 な基 礎 デ ー タ の整 理 方 法 を示 す こ とは 困難

で あ るが,ご く一 般 的 に利 用 者側 で予 め検 討,調 査 す べ き事 項 とし て 次 の諸 点

を あ げ る ことが で き よ う。

D

鋤

①

引

田

θ

η

デ ー タの 流 れ

通 信 相手

デ ー タ の量

デ ー タ の長 さ

デ ータ伝 送 の密 度

デ ー タ伝 送 の正 確 度

デ ー タ伝送 の 緊 急 度

　 これ らの諸 点 につ い て 実態 を調 査 し,あ るい は推 定 に よ り必 要 な デ ー タ を整

備 す る こ とに よ って,当 該 シ ステ ム に と って最 適 な 回線種 類 又 は そ の 組 合 せ を

決 定 す るた め の一 助 とす る こ とが で き よ う。

　 デ ー タを整 理 す る にあ た っ て のチ ェ ック ポ イ ン トを表4に 示す 。
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表4　 デ ータ整 理 に あた つて の チ ェ ッ クポ イ ン ト

●

●

事　　　　　項 チ ェ　 ッ ク ポ イ　ン　ト 備　　　　　　　 考

ω 　 デ ータ の流 れ 端 末→ セ ン タ(上 り)か,セ ン タ→端 末(下

り)か,上 り ・下 り双 方 か,ま た そ の バ ラ ン

ス は

・

(2)通 信 相 手 特定の1つ の端末が相手か,複 数が相手か
複数相手のとき相手の数は
通信区間(距 離)は

{3)デ ー タ の 量 一 日当 リデ 一 夕量(ト ラ ヒ ック)は
使用 時 間,呼 数,呼 量 な ど

最 繁 時一 時 間 当 リデ 一 夕量(ト ラピ ック)は

(4}デ ー タ の 長 さ 1回 のデ ー タ伝 送 の対象 とな る電 文長(平 均 字(キ ャ ラ ク タ)数,ビ ッ ト

電 文長,電 文長 の バ ラ ツキ)は 数など

⑤ 　 デ ータ伝 送 の 回線 が保 留(接 続)さ れ てい る時 間 の うち,

密度 実際にデータが送られている時間の割合(通

信密度)は

㈲ 　デ ータ伝 送 の ピ ッ ト誤 り率(伝 送 され る ビ ッ ト数 の うち,

正確度 誤 って伝 送 され る ピ ッ ト数 の割合)に つ い て

の許容度あるいは要求度は

⑦　データ伝送の データ伝送の速度(通 信速度)は ピ ッ ト/秒(通 信 速 度)

緊急度 接続時間(発 呼から接続までの時間)は

データ伝送の遅延時間についての許容度は
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　以上の◎使 いわ け判断 に必要な 自己デ ータについて.別 紙

Xの 疑 問点調査　の⇔ 欄にご回答下 さい。

Q1-2　 DD
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⑪DDXサ ー ビ ス 地 域 外 か ら の つ な ぎ こ み

■

S5　 新デ ータ網サ ービスへの加 入区域外からの 申込の取扱い

　 1980年 末現 在 の新 デ ー タ網 サ ー ビス の加 入 区域 につ い ては,回 線 交換 サ

ー ビス は東 京 ,横 浜,名 古 屋,大 阪 の4都 市,パ ケ ッ ト交換 サ ー ビスは4都 市

の外,さ ら に福 岡,仙 台,札 幌 の7都 市 の加 入 電 話 の加 入 区域 と同 じ地 域 に設

定 して い るが,次 の よ うな条 件 の も とに加 入 区域 外 か ら の加 入 もで きる よ うに

な って い る。

　加入区域外 からの加入 申込 の方法 は,通 常 の加入 申込 の場合 と同様 であるが,

そ の加入申込の承諾 に際 しては,付 加使用料等 の支払 いが あることが条件 とな

ってい る。 また,加 入 回線の設置,保 守 が困難 な場合等公社の業務 の遂行上支

障がある場合には,そ の加 入申込 を承諾 しない場合 がある。

　 加入 区域外 からの加入 の場合 の付加使用料は,加 入区域 までの距離 に応 じた

新デ ータ網 サー ビスの加入回線 と同 じ速 度の専用線 の符号品 目の基本 回線専用

料相当額 で ある。
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以上の⑪DDXサ ービス地域 外か らのつなぎこみ について.別 紙　 Q1-2

DDXの 疑 問点調査　 の⑭ 欄にご回答下 さい。
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①　 制　度　 問　題

●

S6　 異種回線 との相互接続 の取扱い

　相 互接 続 とは,電 子計 算機 等 を介 して回 線 が物理 的 に接 続 され,か つ,そ の

間 にデ ー タの流 れ が あ る場 合 を い い,異 種 回 線 との相 互接 続 につ い ては,次 に

よ り取 り扱 うこ と と して い る。

　現 在,特 定通 信 回線 と公 衆通 信 回 線又 は 私 設 有 線 設備 と公衆 通 信 回 線 の相 互

接続 が 行 わ れ る場 合 は,郵 政 大 臣 の個 別 認 可 事項 とな っ てい る が,新 デ ー タ網

サ ー ビスの 加入 回 線 と異 種 回 線,す な わ ち,特 定通 信 回線 公 衆 通 信 回 線,私

設 有 線 設備 の電 気 通 信 回 線 との電子 計 算 機 等 を介 して の相 互 接 続 につ い て も,

これ に準 じ,郵 政大 臣 の個別 認 可 事項 とな っ て い る。

　 また,新 デ ー タ網 サ ー ビスの 中 の 回線 交 換 サ ー ビス とパ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス

の加 入 回 線 の相 互 接続 につ いて も同様 の取 扱 い とな って いる。

　 しか しな が ら,新 デ ー タ網 サ ー ビスの加 入 回 線 と異 種 回線 との接 続 に つ い て

は,新 しい サ ー ビス で あ るた め,ど の よ うな接 続 の 形 態が考 え られ るか 現 時 点

では 明確 で な く,今 後,個 々の 事例 につ い て慎 重 に検 討 して行 くこ と とな る も

の と考 え られ る。
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S7　 新 デ ータ網サ ービス における他人使用の取扱い

　新 デ ータ網 サ ー ビスは ネ ッ トワー クサ ー ビス で あ るの で,他 人 使 用 の取扱 い

につ い ては 公衆 通 信 回 線 と基本 的 には 同様 の取 扱 い と して お り,具 体 的 には

「公 社 は,加 入 者 か らそ の加 入 契 約 に係 る端 末 機 器 を他 人 の通信 の用 に供 す る

た め の契 約 の 申込 み を受 け た と きは,内 容 を変 更 す る こ とな く情 報 を媒介 す る

電子 計 算 機 の本 体 の使 用 に係 る場 合 を除 き,そ の 申込 み を承 諾 す る も の とす る」

こ と とし て い る。

　 な お,他 人 使 用 契 約 の申込 み をす る と きの取 扱 いは,次 の とお りとな って い

る。

　 約　款

　第21条 　加入 者は,他 人使用 契約の 申込 みをす るときは,次 の事項 を記載

　　 した他人使用 契約 申込書 を所 属サ ー ビス取 扱局に提出 して下 さい。

　　 ω　他 人に使用 させ る端末機器 の設置場所

　　 {2}他 人に使用 させ る端末機器 の名 称及び数

　　 (3)他 人 に使用 させる端末機器 を使用 す るシステムの構成図

　　 (4)他 人 に使用 させ る端末機器 を使用 す るシステムの運用形態(対 象業務

　　　 及 び処理方式等)

　　 ⑤　その他公社が必要 と認 め る事項

　 2.他 人使用契約は,次 の事項 を契 約事項 とします。

　　 (1)加 入者は,他 人使用 契約 に関す る端末機器 を他人 に使用 させる態様 を

　　　 変更す る ときは,そ の ことをすみやか にサ ービス取扱局 に届 け出なけれ

　　 　 ば な らな い こ と。

　　 ② 加入者は,第65条(加 入 者の義務)の 規定の運用 につ いては,善 良

　　　 な管理 者の注意 を怠 らなか った場合 を除いて,他 人使用契約 に関す る端

　　　 末機器 を使用す る他人 の行為 につ いて も,公 社 に対 して責任 を負 うこと。

　　 ⑧　加入 者は,そ の料金 の うち,他 人使用契約 に関する端末機器 を使 用す
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　 ,る他 人 の使 用 に よ る もの につ い て も,公 社 に対 して支 払 い の責 任 を負 う

　 　こ と。

(4)加 入 者 が,第1号 か ら第3号 ま で の いつ れ か に違 反 した と きは,公 社

　 　は,他 人 使 用 契約 を解 除 す る場 合 が あ る こ と。

3.公 社 は,加 入 者 が他 人 使 用 契 約 を承 諾 され る 目的 を も って他 人 使 用 契 約

　申込 書 に虚 偽 の 記載 をす る行 為 を した と きは,そ の他 使 用 契約 を解 除 す る

　こ とが あ ります。
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の①欄DDXの 疑 問点調査

 

2Q1
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　以上の①制度問題 について,別 紙

にご回答下さい。



①DDXと の接続

S8　 回線交換サ ービスのイ ンタフ ェース条件と接続可能な端 末機 器

　 回 線 交 換 サ ー ビス にお い て,端 末 機 器 が相 手 端末 機 器 と通信 を行 うには,局

交換 設備(加 入 者宅 へ 設 置 す る回 線終 端 装置 を含 む)と の間 で 接続 制御,デ ー

タ 転 送 制 御 及 び切 断 制 御 を行 うた め 公社 の 設備 と 自営 の設備 が 一定 の条 件 に合

致 し て動 作 す る必 要 が あ り,こ の 条件 を イ ンタ フ ェー ス条 件 と呼 ん で い る。 回

線 交換 サ ー ビス の イ ンタ フ ェ ー ス条 件 と しては,自 営 設 置 され る端 末 機 器(D

TE)と 直 営 の 回線 終端 装 置(bCE)と の間 の物 理 的 条 件及 び電 気 的 条件,

また,局 交換 設 備.との 間 の 論 理 的条 件 等 か ら構成 され る。 回 線 交換 網 に端 末 機

器 を 接続 す るた め には,こ の イ ン タ フ ェー ス条件 を満 足 す る必 要 が あ り,端 末

機 器 の種 類 も この イ ンタ フ ェー ス条 件 に よ り区別 され るが,以 下 に イ ンタ フ ェ

ー ス の概 要 及 び端 末 機器 の種 類 を述 べ る
。

1.1　 回 線交 換 サ ー ビス の イ ン タ フ ェー ス

条 　 件

　 これ ら の イ ン タ フ ェー スは,大 別 してVシ リーズ イ ンタ フ ェー ス,同 期 式X

シ リーズ イ ンタ フ ェー ス,調 歩 式Xシ リーズ イ ンタ フ ェー ス の三種 類 が あ る。

Vシ リーズ イ ン タ フ ェー ス は従 来 か ら オ ン ライ ン端末 の それ と して多 く使 わ れ

て い る イ ンタ フ ェ ース・で あ っ て,モ デ ム イ ンタ フ ェ ース な ど と呼 ば れ て い る。

こ の イ ンタ フ ェース を持 つ 端 末 は,公 社 が 提供 す る網 制 御 装 置(NCE)を 付

加 す る こ とに よ り,回 線 交換 サ ー ビス に加 入 す る こ とが で き る。Xシ リーズ イ

ン タ フ ェー ス とは,公 衆 デ ータ網 に適 す る よ うva　CCITTに よ り国際 勧 告 化 さ

れ た 端 末 機一 網(回 線終 端 装置)間 イ ンタ フ ェー ス であ り,こ の イ ンタ フ ェ

ー ス はVシ リL-一・・ズ イ ンタ フ ェー ス端 末 とは違 ってNCUを 付加 す る必 要 が な い

の で,使 用 は 安 くすむ 。Xシ リーズ イ ンタ フ ェー ス が同期 式 と調 歩 式 とに 分か

れ て い るのは,接 続 制 御 手 順 が異 な るか らで,こ れ はCCITT勧 告X.21(同

一187一



期式)X.20(調 歩 式)に 対 応 してい る。

　 Vシ リーズ イ ン タフ ェー スは,電 話 網 等 の ア ナ ログ網 で使 わ れ て きた モ デ ム

イ ンタ フ ェー ス と同 様 で あ り,こ れは 既 存 の端 末 機 が回 線交 換 サ ー ビス に加 入

で き る よ うにす る た め の イ ンタ フ ェー ス で あ る。Vシ リーズ イ ンタ フ ェー スで

回 線交 換 サ ー ビス に加 入 す る場合 は,公 社 が網 制御 装 置(NCU)を 設 置 す る。

このNCUに は,　 CCITT勧 告200シ リー ズ イ ンタ フ ェー スに準 拠 した 自動

発信 用 と一 般 的 な手 動 発 信 用 とがあ る。

　 Vジ リー ズ イ ンタ フ ェース に おい て,同 期 式 と調 歩 式 に分 け て いな いの は,

物 理 的 条 件,電 気 的条 件 及 び論 理 的 条 件 等 の イ ンタ フ ェース条 件 が同 一 で あ る

か らで あ る。

　 な お,こ こ まで で述 べ た イ ンタ フ ェ ー ス条 件は,公 社 か ら技 術 参 考 資 料 回線

交換 サ ー ビス の イ ンタ フ ェー ス条 件 と し て発 行 され て い るので 参 考 に して下 さ

L、0

1.2　 回 線 交換 網 に接 続 で きる端 末 機 器 の種 類

　 回 線交 換 網 に接 続 で きる端 末機 器 は,イ ンタ フ ェー ス条 件 の相 違 に よって,

Vシ リー ズ端 末 機 器,同 期 式Xシ リー ズ端 末 機 器 及 び 調歩 式Xシ リーズ 端 末 機

器 と に分 類 され る。 これ らの概 要 を表5に 示 す。
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表5『 線交換サービスr接 嗣 能な端末機器

端　末　機　器

Vシ リーズ端 末

同期式Xシ リーズ端

末

調 歩式Xシ リーズ端

末

通 信速 度

200b/s

　 　 ～

9,600b/s

48b/s

2,400b/s

　 　 ～

　 48b/s

200b/s

　 　 ～

1,200b/s

物理的条件

25　 ヒ ン

コ ネ ク タ

34　 ヒ ン

コ ネ ク タ

15　 ヒ ン

コ ネ ク タ

15　 ヒン

コ ネ ク タ

電 気 的 条 件

不平衡複流回路

48kb/s専 用 平 衡 複

流 回路

IC用 平衡複流回路

IC用 不平衡複流回路

同　　上

接 続制 御

X.21

　 bis

X.21

X.20

接　続　形　式

DTE DCE

200シ リーズ　　NCU

DTE DCE

山
　　　　1

概 要

従来 のモデ ム イ ンタ ジ

ェースを持つ同期式又

は調歩式の端末

新 規 の イ ンタ フ ェース

を持 つ同 期 式端 末

新規 の イ ンタ フ ェース

を持 つ 調 歩式端 末



S9　 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ スの イ ン タフ ェー ス条 件 と接 続 可 能 な 端 末機 器

　 パ ケ ッ ト交換 サ ー ビス は,端 末 機 器 か ら送 信 され た デ ー タ を局 交 換 設備 で蓄

積 交換 を行 って い る の で,局 交換 設 備 と端 末 機 器 との間 には 通 信 規 約(プ ロ ト

コル)が 必 要 とな る。 この プ ロ トコル と回 線交 換 サ ー ビス で述 べ た物 理 的 条件

及 び電気 的条 件 等 を合 わ せ てパ ケ ッ ト交換 サ ー ビス のイ ンタ フ ェー ス条 件 と呼

ん でい る。 パ ケ ッ ト交換 網 に接 続 され る端末 機 器 の種類 も この イ ンタ フ ェース

条 件 に よ り区別 され る。

2.1　 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス の イ ンタ フ ェー ス条 件

　 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス で は,局 交 換 設 備 と端 末 との 間 の デ ー タ のや りと りが

パ ケ ッ ト形 態 で行 わ れ るか ど うか に よ って,パ ケ ッ ト形 態 端 末 機 器 と一 般端 末

器 と に区 分 され る。 さ ら に一 般端 末 機器 は,局 交換 設 備 との 間 でデ ータ をや り

と りす る伝 送 制 御 手 順 に よ っ て,ハ イ レベ ル ・デ ー タ リン ク制御 手 順 端 末 機器,

基 本 形 デ ータ 伝送 制 御 手 順 及 び 無 手 順 端末 機 器 とに分 かれ る。 以 上 の4種 類 の

プ ロ トコル に接続 制 御,物 理 的 条 件,電 気 的 条件 及 び相互 接 続 回路 の条 件等 を

加 え た ものが パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス の イ ン タ フ ェー ス条 件 で あ りi表6に プ ・

トコル一 覧 を 示す 。

　 な お,パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス の イ ン タ フ ェー ス条 件 も技 術 参 考 資 料 として公

社 か ら発 行 され て い るの で 参 考 に して下 さい。

2.2　 パ ケ ッ ト交 換 網 に接 続 で き る端末 機 器 の種類

　 パ ケ ッ ト交換 網 に接続 で き る端 末 機 器 は,プ ロ ドコル,接 続 制 御 条 件 及 びX

/Vシ リー ズ 別等 に よ り,パ ケ ッ ト形 態 端末 機 器(Xシ リーズ の み),同 期式

一 般 端 末 機 器(ハ イ レベ ル ・デ ー タ リン ク制御 手 順),調 歩 式Xシ リーズ の一

般端 末 機 器 及 び 調 歩 式Vシ リーズ の一 般 端 末機 器(Xシ,リ ーズ及 びVシ リーズ

と も,基 本 形 デ ー タ伝 送 制 御 手 順 又 は無 手 順)と に分 類 され る。

　 これ らの概 要 を 表7に 示 す。
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表6　 プ ロ トコル の種 類 の一 覧

●

プ ロ　ト コ ル の 種 類 概　　　　　　　　　　　　　　要

パ ケ ッ ト形 態 端 末 機 器 端 末機 器 と局交 換 設備 との 間 は,パ ケ ッ トの形 態 で デ ー タの

送受信を行 う。一般端末機器と通信する場合は,端 末制御が

必 要 で あ る。

ハ イレ ベル デ ー タ 端 末機 器 と局交 換 設備 との 間 はハ イ レベ ルデ ー タ リン ク制御

リンク制御手順 手順 でデ ー タの送受 信 を行 う。
一

般 基 本 形 デ ー タ 端末機器と局交換設備との間は,基 本形データ伝送制御手順

端 伝送制御手順 でデ ー タの 送受 信 を行 う。 これに は会 話 モ ー ドと両 方向 同時

伝 送 モ ー ドとが あ る。
末

機 無　　手　　順 デ リミタ キ ャ ラクタ を区切 り符 号 と して,端 末 機 器 と局 交換

器 設 備 との間 で デ ータ の送 受信 を行 う。 デ リミタキ ャ ラク タの

選 び 方 に よ ってデ リミタ セ ッ ト十1,十2及 び非3と に分 か

れ る。

■
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表7　 バケッ ト交換サービスに接続可能な端末機器

ー

H
O
N
－

端　末　機　器 通 信速 度 物理的条件 電　気　的　条　件 接 続形 式 接　　続　　形　　式 概　　　　　　　 要

パ ケ ッ ト形 態端 末

　 2,400b/s

、48kb/s

15ピ ン

コ ネ ク タ

IC用 平衡複流回路

IC用 不平衡複流回路

X.25

ハ イ レベル デ ー タ リンク

制 御 手順 に よ り,接 続 制

御 情 報,デ ータを パ ケ ッ

トの形 で送 受信 す る端 末　 2,400b/s

～9 ,600b/s

25ピ ン

コ ネ ク タ 不平衡複流回路

48kb/s
34ピ ン

コ ネ ク タ

48kb/s専 用 平 衡

複 流 回路

一

　
　

般
　
　
　
端
　
　
　
末

同期式一般端末

　 2400b/s

～9
,600b/s

　 　 　 .

15ピ ン

コ ネ ク タ

IC用 平衡複流回路

IC用 不平衡複流回路

UI

ハ イ レベル デ ータ リンク

制蜘 手順 に よ り,接 続 制

御 情報,デ ータ を送受 信

す る端末　 2メ00b/s

～9 ,600b/s

25ピ ン

コ ネ ク タ 不平衡複流回路

調 歩式Xシ リーズ
一 般端 末

　 　200b/8

～1 ,200b/s

15ピ ン

コ ネ ク タ

IC用 平衡複流回路

IC用 不平衡複流回路
X.20

新規 イ ン タフ ェ ース を持

ち,基 本形 デ ー タ伝 送 制

御 手順 又 は無 手順 の端 末

調 歩式Vシ リーズ
一 般端 末

　 　200b/s

-L200b/s

25ピ ン

コ ネ ク タ
不平衡複流回路 X.21

　 bi8

従来 の モデ ム イ ンタ フ ェ
ース を持 ち,基 本形 デ ー

タ伝送 制御 手順 又 は無 手

順 の端 末



S10　 パケ ッ ト形態端末機器 として 加入する場合の諸条件

　 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス に加入 す る端末 は,交 換 機 と情報 を送 受 信 す る形 態 に

よ って,一 般 端 末 機 器(略 してNPTと 言 い ます)と パ ケ ッ ト形 態 端 末 機器

(略 してPTと 言 う)に 分類 され る。 この うち パ ケ ッ ト形 態 端末 機 器 では,パ

ケ ッ ト交 換 サ ー ビス を 利用 す る一 般 端末 機 器 あ るいは 回線 交換 サ ー ビス の場合

と異 な り,パ ケ ッ トの形 態 で通 信 をす る こ とに伴 い,端 末 機器 と網 と の間 で 各

種 の通 信 規 約(こ れ を プ ロ トコル とい う)が あ る こ とにつ いては 前 項(S9)

で 説 明 した とお りで あ る。

　 この項 では,PTが パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス に加 入 す る条 件 と して〔1〕加 入 申込

時 に指 定 す る 事項,② 選 択 す る事項,〔13〕課 金 条 件,④ 相 互通 信 が可 能 な端末 機

器 につ い て述 べ る こ と とす る。

　 〔1〕加 入 申込 時 に指 定 す る事項

　 　 ① 　品 　 目

　 　 　　 端 末 機 器(DTE)の 通 信 速度 に よ り,品 目の指 定 を行 う。

　 　 　　 PT及 びNPTが 加 入 で きる品 目は,表8の とお りで あ る。

表8　 品　目

通　 信　 形　 態　 別　 分　 類
品　　　　　　目 同期方式

一 般 端 末 機 器 パケット形態端末機器

200ビ ッ ト/秒 調歩式 ○ 一

300　 　 　〃 〃 ○ 一

1,200　 　　〃 〃 ○ 一

2,400　 　 　〃 同期式 ○ ○
4,800　 　　〃 〃 ○ ○
9,600　 　 　" 〃 ○ ○
48キ ロ　　　 " 〃 一 ○

○:加 入 で き る品 目
一:加 入 で きな い 品 目
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② イ ンタ フ ェー ス種 別

　 　 　端 末機 器 と回 線終 端 装 置 との 間 のイ ンタ フ ェー スを,Xシ リーズ とす

　 　るかVシ リー ズ とす るか 指 定 す る。

　 　 　 Xシ リーズ とVシ リー ズ とで は,公 社 が 用意 す る回 線終 端 装 置 が 異な

　 　 るの で指 定 す る必 要 が ある。

③ ウィ ン ドウ サ イズ

　 　 　相 手DTEへ1回 に連続 して送 信 で きる パ ケ ッ ト数 は,双 方 のDTE

　 　 が記 憶 で き るパ ケ ッ ト数 の 最 小 値 に よ る。 このパ ケ ッ ト数 を ウィ ン ドウ

　 　サ イズ とい う。

　 　 　相 手 選 択 接 続(VC)の 場 合 は,呼 設 定 時 に1～15の 範 囲 で ウイ ン

　 　 ドウサ イ ズ を 設 定 で き るが,相 手 固定 接 続(PVC)の 場 合は,1～

　 　 15の 範 囲 で ウ ィ ン ドウサ イ ズ を登 録 して お く必要 が あ る。

② 　選 択 す る事項

　 ① パ ケ ッ ト多 重 化 機 能(論 理 チ ャネル)

　 　 　 PTは,1の 加 入 回 線 番 号 で複 数 の論 理 的 な通信 回 路(論 理 チ ャネル)

　 　 を持 つ こ とが で き,論 理 チ ャネル ご と に呼 の設 定 が で き る。

　 　 　 論 理 チ ャネ ル には,0～15の 論 理 チ ャネ ル グル ー プ番 号(LCGN)

　 　 が あ り,1つ のLCGNに は1〔r　 255ま で の論 理 チ ャネル 番号(LC

　 　 N)が あ るが,当 面 はLCGNは0～1(48Kb/sに ついては.0～

　 　 3),LCNは1LCGNに つ き1～31の 範 囲 で指 定 す る。

　 ② 相 手 固 定 接 続(PVC)

　 　 　 通 信 相 手 が 常 に特 定 の1つ に 限定 され る接続 形 態 で あ っ て呼 設定 動 作

　 　 が 不要 で あ る。

　 　 　 LCGN単 位 でPVCを 指 定 す る必 要 が あ り,ま た,　 LCNご とに通

　 　 信 相 手 を指 定 す る。

　 ③ ペ ア形 閉 域 接 続

　 　 　 登 録 した相 手 のDTEと のみ通 信 を行 い,そ れ以 外 の相 手DTEと の
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　 　接 続 は,局 交換 設 備 で 接続 しな い よ うにす る機 能 で あ る。 通 信 相 手 数 を

　 　 当面 は100ま で の 範 囲 で指 定 す る。

　④ グル ー プ形 閉域 接続

　 　　 DTEの 属 す る閉域 グル ー プ内 の どのDTEと も通信 が で き るが,閉

　 　域 グルー プ に加 入 し てい な いDTEか らの着 呼 及 び閉域 グル ープ以 外 の

　 　 DTEへ の 発 呼 は,局 交 換 設備 で接 続 しな い よ うにす る機 能 で あ る。

　 　　 閉域 の通信 相手 数 を100単 位 で最 大10,000ま で指 定す るが,　 当

　 　 面 は,100に 限 る。 また,申 込 回線 が 閉域 グ ル ー プ を代 表 す るか否 か

　 　 指 定 す る。

　⑤ 通 信 料一 括課 金

　 　　 この機 能 を受 け るDTEに 発 呼 又 は着 呼す る呼 の通 信 料 金 を このDT

　 　 Eに 課 金 す る。 通信 料 一 括課 金 を登 録 したDTE相 互 が通 信 を行 う場 合

　 　 は,着 呼 側 のDTEに 課 金 す る。

　 　　 この機 能 の 利 用 の有 無 を指 定 す る。

③ 　課 金条 件

　 　 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス に おけ る課 金 は,発 信 側課 金 を原 則 と し,DTE

　 か ら送信 す るパ ケ ッ ト単 位 で課 金 す る。 この と き,128オ ク テ ッ ト(1

　 オ クテ ッ トとは,連 続 した8ビ ッ トの こ とをい い ます)に 満 た な いデ ー タ

　 は,1課 金 単 位 ど し,128オ クテ ッ トを 超 え るデ ー タは,2課 金単 位 と

　 して課 金 す る。

　 　 パ ケ ッ トの 種 類及 び課 金 ・非課 金 の区 分 を表9に 示す 。
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表9　 パケッ トの種類及び課金 ・非課金

1

　
㊤
O
ー

パ　　ケ　　　ッ　　 ト　　 の　　種　　類
課 金 ・非 課 金 の 区 分

パ　　ケ　　ッ　　ト　 の　 機　 能　　等

パ　ケ　 ッ　 ト　 の　機 能 加入者間に送受信
されるデータの有無区分 送信 パ ケ ッ ト 略称 受信 パ ケ ッ ト 略称

通信 デ 　　 ー　　 タ DT デ 　　 ー　 　 タ DT 課　　'金 加入者相互間の転送データ あ　　 り

フ制

〒御

受　　信　　可 RR 受　　信　　可 RR 非　課　金 データの確認及び受信可
な　　　し

受　信　不　可 RNR 受　信　不　可 RNR 非　課　金 データの確認及び受信不可

呼
設
定

・

解
放

発　呼　要　求 CR 着　　　　　呼 CN 課金(デ ータがある場合に限る〉 発呼要求又は着呼表示 あ　　 り

又　 　 は

な　　　し

着　呼　受　付 CA 接　続　完　了 CC 課 金(デ ー タが あ る場合 に限 る 〉 着呼受付(応 答)又 は接続完了表示

復　旧　要　求 CQ 切　断　指　示 CI 課金(デ ータがある場合に限る) 呼の解放要求

切　断　確　認 CF 復　旧　確　認 CF 非　課　金 呼の解放確認

リ
セ
ッ

ト

リセ ッ ト要 求 RQ 11セ ッ ト 指 示 RI 非　課　金 順序番号初期設定要求 な　　　し

リセ ッ ト確 認 RF リセ ッ ト確 認 RF 非　課　金 順序番号初期設定要求

割　　　　　込 IT 割　　　　　込 IT 課　　　金 送信規制(RNR受 信)時 のデータ送信 ・あ 　 　 り

割　込　確　認 IF 割　込　確　認 IF 非　課　金 割込データの確認

リス タ ー ト要 求 SQ リス タ ー ト指 示 SI 非　課　金 全呼解放要求

リス タ ー ト確 認 SF リ ス タ ー ト確 認 SF 非　課　金 全呼解放確認

㌘
シ要
り求

ファシリティ要 求 FQ 一 一 非　課　金 登録(相 互登録)要 求

一 一 プアシ リテ ィ確 認 FF 非　課　金 登録確認

工要

コ

1求

エ コ ー 要 求 EQ 一 一 非　課　金
試　　験

一 一 エ コ ー 確 認 EF 非　課　金

じ



④ 　相 互 通 信 が 可 能 な端 末 機 器

　 　 DTEは,通 信 形 態,通 信 速 度,手 順,イ ン タ フ ェース 等 に よ り16種

　 類 の接 続 形 態 力「あ り,PNP番 号 で分類 して い る。表10にDTEの 接続

　 形態 を 示 す。 また,PNP番 号 別 の通 信 可能 なDTEの 組 合 せを 表11に

　 示 す。

●

●

o
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表10DTEの 接続形態一覧

接　続　形　態
イ　 ン タ

フ エ ー ス
制　御　手　順 通　信　速　度

N　 C　 U
の 要 否 特　　　　　　　　 徴

P

T

(注)

PNP-1100

X

X.25

240'0ビ ッ ト/秒

4800ビ ッ ト/秒

9600ビ ッ ト/秒

48キ ロ ビ ッ ト/秒

否

PTがPTと 通 信 す る場 合 の もの で,パ ケ

ッ トレ ベル で発 呼,接 続,復 旧 ・切断 を行

い ます。 リンク制 御 は,HDLC手 順(平

衡形)を 用 い ます 。V

PNP-1200

X

X.25

2400ビ ッ ト/秒

4800ピ ッ ト/秒

9600ビ ッ ト/秒

48キ ロ ビ ッ ト/秒

否

PTがNPTと 通 信 す る場 合 の もの で,パ

ケ ッ トレ ベル で発 呼,接 続,復 旧,切 断 す

る外,網 を通 して相 手NPTを 制 御 す る機

能 を持 つ必 要 が あ ります。 リンク制御 は,

HDLC手 順(平 衡 形)を 用 い ます。V

N
.

　
　
　
　
　

P
　
　
　
　
　
　
　
T

PNP-15・10

X

DEL十1

　 200ビ ッ ト/秒

　 300ビ ッ ト/秒

1200ビ ッ ト/秒

否 NPTが デ リ ミタ十1の 手順 を用 いて通 信

を行 うもの です 。

要V

PNP-1520

X

　 　 、

D肌 十2
　 200ビ ッ ト/秒

　 300ビ ッ ト/秒

1200ビ ッ ト/秒

否 NPTが デ リ ミタ十2の 手順 を用 いて通 信

を行 う もの で す。

V 要

PNP-1530

X

DEL十3
　 200ビ ッ ト/秒

　 300ビ ッ ト/秒

1200ビ ッ ト/秒

否 NPTが デllミ タ≠3の 手順 を用 いて通 信

を行 うもの で す。

要V

PNP-1610

X

Basic-H

　 200ビ ッ ト/秒

　 300ピ ッ ト/秒

1200ピ ッ ト/秒

否 NPTが 会話 形ベ ー シ ック手 順 を 用 いて通

信 を行 うもの です 。

V 要

PNP-1620

X

Basic-F

　 200ビ ッ ト/秒

　 300ピ ッ ト/秒

1200ビ ッ ト/秒

否 NPTが 全二 重形 ベ ー シ ック手順 を用 い て

通信 を行 うもの です。

V 要

PNP-1710

X

HDLC-UA2

　 　 　 ・

24'00ピ ッ ト/秒

4800ビ ッ ト/秒

9600ビ ッ ト/秒

「

　 否
NPTがHDLC手 順(不 平衡 形)を 用 い

て通信 を行 うもの です。

V

(注)　 　 PTの 場 合 は,　 PNP-1100とPNP-1200を 同 時 に イ ン プ リ メ ン トし て,

(備 考)　 PNP:Packet　 Network　 Protocolの 略 で あ る。

1つ のPTと して接 続で き る。

●
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表11通 信の組合せ

　　　　　　　　 PNP番 号

PNP番 号

P　 T N　 P　 T

PNP-1100 PNP-1200 PNP-1510 PNP-1520 PNP-1530 PNP-1610 PNP-1620 PNP-1710

P　 T

PNP-1100 ○ (注) △ △ △ △ △ △

PNP-1200 (注) (注) ○ ○ ○ ○ ○ ○

NPT

PNP-1510 △ ○ ○ △ △ × × △

PNP-1520 △ ○ △ ○ ○ × X ○

PNP-1530 △ ○ △ ○ ○ × × ○

PNP-1610 △ ○ × × X ○ △ ×

PNP-1620 △ ○ × × × △ ○ ×

PNP-1710 △ ○ △ ○ ○ × × ○

(注)　 　 PNP-1100とPNP-1200は,同 一 端 末 の 相互 に 矛 盾 な く機 能 を具 備 で きるの で,そ の場 合は,　PNP-1200を 持 つPTで も

　 　 　 PNP-1100機 能 を使 用 して他 のPTと の通 信 が可 能 です。

(備 考)　 ○ 印 は,相 互通 信 が可 能,△ 印 は,接 続 の規 制 はな い が通 信 上 の制 約 条件 が多 い 事 を表 し ます 。 また,× 印 は通信 で き な い。

e
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S11　 パ ケ ッ ト交換 網 へ の接 続 方法

　パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス に接続 す る端 末 機 器 につ い て は前 項 で説 明 した よ うに

イ ンタ フ ェーース の種 別 に よ り次 の4種 類 に分 け られ る。

① パ ケ ッ ト形 態 端末

　 　 　 2,400b/s～48Kb/sで ハ イ レベ ル デ ータ リンク制 御 手 順 に よ り接

　 　統 制 御 し,デ ー タ をパ ケ ッ トの形 で 送 受信 す る端末

② 同期 式一 般 端 末

　 　 　 2,400b/s～9,　 600b/sで ハ イ レベ ルデ ー タ リンク制 御 手順 に よ り

　 　 接続 制 御 及 び デ ー タの 送受 を行 う端末

　③ 調 歩 式Xシ リーズ一 般端 末

　 　 　 200b/s～1,200b/sで 新 規 のXシ リーズ イ ンタ フ ェース を もち 基

　 　 本 形 デ ー タ伝 送 制 御 手 順又 は無 手 順 に よる送 受 信 を行 う端 末

　④ 　 調 歩 式Vシ リーズ 一 般端 末

　 　 　 従 来 のVシ リーズ イ ンタ フ ェー ス を もち 基本 形 デ ー タ伝送 制御 手 順 又 は

　 　 無 手順 に よる送 受 信 を行 う端末

　 以 上 は 本サ ー ビス の イ ン タ フ ェー スか らみ た 分 類 で あ るが,利 用 者 がパ ケ ッ

ト交換 サ ー ビス に加 入 す る際 の端 末 機 の接 続 方法 につ い ては 新規 設計(Xシ リ

ーズ イ ン タ フ ェー ス)の 端 末 か否 か ,電 話 網 で 使 っ てい た端 末 あ るい は専 用 線

で使 って い た端 末 か に よ って加 入 形 態,網 制 御 装 置 の 要否 等 が異 な るの で,本

項 で は こ の観 点 か ら説 明 し,イ ンタ フ ェー スの 種 類 との関 連 につ い て も説 明 を

加 え る こ ととす る。

　 1)デ ー タ端 末 装 置 の接続

　 　 ア　 新 規 設 計 の場 合

　 　 　 　 これ は ハ イ レベ ル デ ータ リンク制 御 手 順 及 び新 し いXシ リーズ イ ン タ

　 　 　 フ ェー ス の端 末 の場 合 で あ る。

　 　 　 　 ハ イ レベ ル手 順 の端末 は 一 般 に新 規 設 計 とな り第1図 の よ うに 国際 勧
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告x.21又 はx.21bis(v.24)の 物 理 的 イ ンタ フ ェ ースvaよ り網 に

接 続 さ れ る。

基 本 形 デ ー タ 伝送 制 御手順 又 は 無 手順 の端 末 でXシ リ∵ズ イ ン タ フ ェ

ー ス用 に新 規 設 計 され る ものは 第2図 の よ うにX .20の イ ンタ フ ェー ス

で網 に接 続 され る。 こ の場 合網 制御 機 能 は端 末 側 に内 蔵 す る必 要 が あ る。

■

　 物理 的条 件:

　 X.21

又 はX.21bis(V.24)

1

DTE
DCE

加入回線
　 　 　 　　 　 　 〉

(パ ケ ッ ト交換 網)

ハ イ レベ ル 手順

`

1
クラス
　第1図 ハイレベル手順クラスの

一般端末の接続

(新規端末→パケット交換網接続)

02X

DTE
DCE

加入回線

1

(パ ケ ッ ト交換 網)

1

●

第2図 　　新規設計のベーシック手順

　 　　　 又はデリミタクラスの一般端末の接続

　 　　　 (新 規端末→パケット交換網接続)

●

イ　 電 話 網 で使 ってい る既存 端末 の場合,電 話 網 で使 って い る端 末 は 第3

　図 の 構成 にな っ て い る場 合 が一 般 的 で あ る。

　　 こ の場 合 は 電 話 網 用 のMODEMとNCUを パ ケ ッ ト交換 網用 のDCE,

　 NCUに と りか え る こ とに よ りその ま ま接 続 で きる。 このDCEとNC

－201一



Uは 公社 が設 置 す る。

　 た だ し伝 送 制御 手 順(イ ン タフ ェー ス)が 前項 で述 べた 基 本 形 デ ー タ

リンク制 御 手 順 が無 手 順(デ リミタ)の 規 定 を満 た す 必 要 が あ る。 また

網 内伝 送 遅延 を勘 案 し て タ イ・ミング条件 等 につ い て変 更 を要 す る も のが

あ る。
■

V.24

DTE

|
1 =

= 髪 一 〉(電 話網)
1 1

　 　 　 　 |　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

　　　　L-一 ー一十 こ=;::ニ ー 」

麟_接 続 　 ↓ 　 吻 は取替　 装置
(電 話網→パケット交換網)

X.20bis

V.24,200シ リー ズ

ウ　 専 用 線 等 に よ り使 っ て い る既 存 端 末 の場 合

　　 専用 線 等 で 使 って い る場 合 は 通 信 相手 を選 択 す る必要 が な い た め,パ

　 ケ ッ ト交 換 網 を利 用す る場 合 に は第4図 の よ うに相手 固 定 接 続(PVC)

　 で加 入 す れ ばMODEMを パ ケ ッ ト交換 用 のDCEに と りか え る こ とに

　 よ り端 末 を そ の まま接 続 で きる。

一202一



◆

●

■

■

　 な お,専 用 線 か らパ ケ ッ ト交 換 サ]ビ ス にの りか え る際 に,つ い で に

通 信 相 手 も選 択 で きる よ うに した い場 合 には 第3図 と同様 にな る。

V.24

　 1

DTE

1

1

第4図

既存データ端末の接続

(専用線→パケット交換網)
X.20bis

　　　　　　　専用線
MODEM

↓
脇 は取替を要する装置

DTE

l
l

DCE

加入回線
　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 シ

(パケット交換網相手固定クラ

　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　 1

2)電 子 計算 機(セ ン タ)の 接続

　 　従 来 の 専用 線等 を用 い た電 子 計算 機 の接 続 形 態 は,一 般 的 には第5図a

　の とお りであ るが,電 子 計 算 機 を効 率的 にパ ケ ッ ト交 換 網 に接続 す る には

　 X.25イ ンタ フ ェー ス に よるパ ケ ッ ト形 態端 末 として加 入 す る の が最 適 で

　あ る。

　 　こ うす る と加 入 者 線 は高 速 の回 線1本 で済 み,ハ ー ドウ ェア の構 成 上 も

　有 利 で あ る。

　 　 この場 合 の 接続 方 法 と しては 第5図bの よ うに前置 計算 機(FEP)や

通 信 制 御 処理 装 置(CCP)を 設 置 して これ にパ ケ ッ ト組 立 分解 機 能,フ

　 レー ム レベ ル及 び パ ケ ッ トレベ ル の イ ンタ フ ェ ー ス等 の機 能 を もた せ る。

　 　な お,既 存 の電 子 計 算 機 をな るべ く改 造 せ ず に接続 す る方 法 と して第5

　図cに 示 す よ うに既 存 の電 子 計算 機 とパ ケ ッ ト交換 網 イ ン タ フ ェー ス との

　変 換 を行 う装 置(イ ン タ フ ェーサ)を 設 置 す る方 法 も考 え られ る。

　 　 さ らに機 器 の変 更 ・追 加 を少 くす る方法 とし ては パ ケ ッ ト交 換 網 の パ ケ

　 ッ ト組 立 ・分解 機 能 を利 用 し て一 般 端 末 と して加 入 す る方法 もあ る。 こ の

　場 合 を第5図dに 示 す 。 パ ケ ッ.ト多 重 とい ラメ リッ トは きか な いが,改 造

　 量 が 殆 ん ど な い と い う メ リ ッ トが あ る 。
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専用線等

Vシ リーズ

第5図 　　a　既存システム

CPU

FEP

『

　 　 　 　 　 　 　 X,25
DCE

一

一

加入回線
→

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I

ll;;1灘i末　 　 l
　　　　　　　　　　　　　　　FEP

一

　 チャネル

:前置計算機

　　　　　 前置計算機による接続第5図 　　b

　　　　　　(新 規センタ→パケット交換網接続)

　 パ ケ ッ ト網 へ の接 続 方 法 の概 要 につ い て は以 上 の とお りで あ るが,な お

詳細 にわ た っ て利 用 者 の端 末 機 につ い て検 討 す る場 合 は,別 途 発 行 され て

い る技 術 参 考 資 料 「パ ケ ッ ト交換 サ ー ビス の イ ンタ フ ェース」 を参 照 して

下 さい。
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　以 上 の①DDXと の接 続 につ い て ・ 別紙 　 Q1-2.

の ①欄 に ご 回答 下 さい 。

　 　 　 インタフ ェース
X.25　　 　 計算 機 　 　 　 　 　CCU

DDXの 疑問 点調査

CPU

I
l

一

一

一

一

÷
二

DCE

加入回線

パ ケ ッ ト交換 網

パ ケ ッ ト形 態端 末 :
●

一

　 チ ャネル

　　　　　　 インタフェース計算機

　　　　　　による接続
第5図c(霧 〉パ酬 交換網)

(
パ

ケ

ッ
ト
交

換

一
般

端

末

)

　 　 　 (調 歩:X.20bis同期:X.21bis)
DCE　 　　　　　　　　CCU CPU

　　　　　　　 ＼ 。.24,、。。シ,一ズ
　　　　　　　　　　 CCU:通 信制御装置

　　　　　 既存センタの接続

第5図d(講)パ ケ・・交換網)
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　　　　　　　資　　 料 　 (2)

新デ ー タ網サ ービスの料金及び適用領域

本資料は,日 本電電公社技術局の諒承を得て掲げた。



1

●

・

■



■ ● ●

新 デ ー タ網 サ ー ビス の 料 金 表(そ の1)

〔a)新設時の費用

表1　 回線交換サービスの料金表

(1回 線 ごとに)
伺　新設時の費用

表2　 パケ ット交換サ ービスの料金表

品　　目　　　　　　200b/s 300b/⑨ 1,200b/s　 2,400b/s　 4,800b/s　 9,600b/s　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　48Kb/s－ (1回 線ごとに)

品　目 200b/g
'

300b/s 1,200b/s　 　2,400b/s 4,800b/8 9・…bi・ 　1　4skb/・

加入料1 300円

"a…th'n料1
140,000円

Pt券16s・ ・… 円16s・・…N16s・ ・… 円165・,… 円175・.… 円|…,… 円1・.…,… 円

設備料 110,000円 140、000円

酷 ・・仇 … 円 ・・・・… 円1・・・・… 円1・.1・・,… 円1.・・o… 円III,li6616,,,・・円1・.…,・b・円

(注)設 備料,債 券は回線終端装置に関す るものも含んでいる. (注)設 備料,債 券は回線終端装置に関するものも含んでいる.

ー

N
O
Φ
1

㈲　基本料

(1回 線 ごとに)

(b)　菖ξ本 †1

品　　目

料　　金

200b/s 300b/s

(1回 線 ご とに)

1,200b/8　 2,400b/s　 4,800b/s　 9,600b/s 48Kb/s 品ml…b/・3・ ・b/・1,…/・2.4・ ・b/・1・・,…b/・

料 金116・ … 円1　・・,… 円 ・2,… 円 ・6,… 円1・ ・,… 円

9,…b/sl48・b/・

18・… 円18・ … 円 ・・・… 円1・2・… 円 ・4,… 円1・6 ,… 円3・e… 円

(注)毎 月の費用は,回 線終端装置に関する ものも含んでいる.

30,000円 75,000FI

(注)　毎月の費用は,回 線終端焚口に関するもの も含んでいる.

(C}　通 信 料

(1回 線ごとに)

(c)通 信料

(1回 線 ご とに)

,品　　　　目 200b/9 300b/s 1・…b/・1・ …b/・ ト …bん1・ …b/・1・8K・/・

:鞠 嬬1.・ ・㈱ … に1・円　 　 1き職 腎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

課
　
　
金
　
　秒

　
　数

1司一単位

r怜 区域内
120秒 100秒 60抄 繊1・ ・秒 45秒 12秒

隣接単位料金
区域～30km 90秒 80秒 ・5秒1・ ・秒1鋤 ・・秒1・ 秒

～60km 65秒 55秒 30秒 鮒125秒
　 　 　 　 　 　 　 　 .

・・秒1・ ・秒

～120km 40秒 35秒 18秒 17秒 15秒 14秒 4.5秒

～240km
.

　25秒 22秒 11秒 10秒 ・秒1・ 秒 3.5秒

～420km 17秒 14秒 ・・秒1・ 秒 6.5秒 ・秒1・ ・秒

〔)750km 13秒 11秒 6秒 5.5秒 5秒 4.5秒 L5秒

750kmを

超 える もの
11秒 9秒 5秒 4.5秒 4秒 3.5秒 「 1秒

区 分
通 信 料

～100km ～500km 500kmを 超 える もの

128オ ・テ.ト まで ごとに1 ・.・ 円1 …　 円'1 0.6　 　 円



新 デ ー タ網 サ ー ビ ス の 料 金 表(そ の2)

la}付 加機能
衰3　 付加サービス等の料金表

(1回 線ごとに)
1

　 　 　 　 　 　 　 区　　分
紐　類 使用料(月 額) 1工 事 費1 債　　　 券

閉　　 域　　 接　　 続 550円 　 　 500円1 20,000円

短　縮　 ダ　 イ　 ヤ　ル 450円 500円 15,000円

相　　 手　　 通　　 知 一
1　 … 円

　 　 　 .

一

ダ イ レ　ク　ト ・コ ー ル
一 500円 一

通 信 料 一　括　課　金 一 500円 一

パ ケ プ ト 多1政 .(注D(住2) 300円 |　 剛円 10,000円

相 手 固 定 接 続(注D 一
`
　 　 500円 一

－

N
戸
O
ー

(注1)　 パケ7ト 交換サービスに限 り提供す る.

(注2)　 パケット形態端末に限 り提供す る.こ こに 挙げた費用は加入回線1回 線につ

　　　　き,1つ の論理チ ャネル を除 く他の論理 チャネル1チ ャネルごとの費用であ

　　　　る.例 えば1回 線で10の 論理 チ+ネ ルを使用すれば,9チ ャネル分の費用が

　　　 '必要となる。

{b}　網{図御装置
(1装 置 ごとに)

区 分 1使用料(月 額)1エPt・sy　 l　frt券

200b/s, 300b!s, 1,200b/⑨
手動発信形 ll卵 円ll

　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

9… ∋ ・85…P∫

鋤 鮒 形1 n,繭 円1 ・・・… 円139訊 … 円

2,400b/s,4,800b/s,9,600b/8,

48Kb/s(注)

手動発彫11・ ・… 円19・ … 円1 510,000itJ

自動発信形 11,… 円1・ ・・… 円1・ ・5・… 円

(注)　 回線交換サービスに限 り提供する

(c}300b!sAlデ ー タ宅内 装 置

(1装mご とに)

区 分 使用料(月 額) 工 事 質

料 金 31,000円 17,000円

t¢ 券

1,150,000円

● ● ● ◆
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新 デ ー タ網 サ ー.ビ ス の 適 用 領 域(通 信 速 度200b/sの 場 合)
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新 デ ー タ網 サ ー ビス の 適 用 領 域(通 信 速 度300b/sの 場 合)
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新 デ ー タ網 サ ー ビス の 適 用 領 域(通 信 速 度1,200b/sの 場 合)
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新 デ ー タ 網 サ ー ビ ス の 適 用 領'域(通 信 速 度2,400b/sの 場 合)

(分/日

日
当
り
の
通
信
時
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通
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新 デ ー タ 網 サ ー ビ ス の 適 用 領 域(通 信 速 度4,800b/sの 場'合)
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新 デ ー 欄 サ ー ビス の 適 用 領 域(通 信 速 度9・6・ ・b/・ の 場 合)
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新 デ ー タ網 サ ニ ピス の 適 用 領 域(通 信 速 度48Kb/sの 場 合)
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　　　 新 デ ィ ジ タ ル 網

　　　　　　　　　　　 と

データ ・フ ァクシ ミリ ・音 声/総 合 ネ ットワーク

　　　　　　　 へ の ご 意 見

　　　　　　　　 調 　 　 　 査

全部○ 印をおつけ頂 くだけですのでご協 力下 さい。

　　　　　　 昭和55年12月 現在

貴社名(ま たは団体名)

所 在 地 TEL　 　　　　　　〒

ご回答者役職名 ご芳名

　本 調 査 にお き ま し ては,完 全 に機 密 を 厳 守 し,個 別 デ ー タは 絶対 に 公表 い た

しませ ん。

　 ご回答 賜 りま した 事業 体 に は,集 計 分 析 結 果 を,昭 和56年7月 な い し8月

にお送 り申 し上 げ ます。

　 　 1981年 度

(財)日 本情報処理開発協会
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Q1-1　 DDXの 周 知 度 調 査

下の該 当番号 に○ 印をつけ てお答え下 さい
　

/
12

1

　 今 回 添付 の 「DDX利 用 の 手 引 き」 を ご覧 にな る前 に,一 般 的 なDDX関 連 啓 蒙,解 説 につ い て下 の質 問 にお

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 べ

答 え 下 さい。(今 回 添 付 の 「DDX利 用 の手 引 き」 につ い ては,次 のQ1-2で お 答 え 下 さい)

項 目 欝 灘 纂 爆R騒 　 結 　 　 果 　 　 　 ・ご質問.ご意見

　 　 　 　 　 　 13　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 14

④DDXの

　 サ ー ビス

　 メニ ュー

　 に つい て

1 接 した こ とが あ る 1 だ い た い わ か った

一

一

Ψ

2 〃　　　　な い

丁
2 よ く わ か ら な い 一
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ーー一一ーーーーーー一「

一

一

1

-

l

l

l

l

l

－

一

　

]

ー
ー
「
↓
⑧

へ

　

　

一

　

　

一

　

　

F

　

　

一

　

　

一

　

　

一

　

　

一

　

　

一

　

　

一

　

　

一

　

　

一

一

ー

l
L

「

一

一

一

一

一

－

l

l

－

一

ー

1

ー

ー

ー

ー

1

一

一

1



l

N
N
N
ー

　　 　　　各種解説(書),PR,項 　目
　　 　　　説明 ・講習 会等 の経験

⑧DDXの

　 料 金 につ

　 い て

◎DDXへ

　 の接続可

　 能端末機

　 につ いて

15 16

結 果

1 接 した こ とが あ る 1 だ い た い わか った

一

一

一
2 〃　　　　ない

丁
2 よ く わ か ら な い

w

17

◎

へ

18

ご質 問,ご 意 見
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　 　　 　 各種解説(書).PR項 　目
　 　　 　 説 明 ・講 習会等の経験

結 果 ご質 問,ご 意 見

⑪DDXの

　 イ ンタ ・

　 フ ェー ス

　 条 件 につ

　 い て

19　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

1 接 した こ とが あ る 1 だ い たい わ か った 一

一
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丁
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⑧DDXに

　 伴 う制度

　 問題 につ

　 いて

21 22

1 接 した こと が あ る 1 だ い た いわ か った 一
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Q1-2　 DDXの 疑 問 点 調 査

同封 の 「DDX利 用 ・手 引 き」 を ご覧 頂 い た上 で下 の質 問 にお答 え 下 さい。

　　　項　　　　　目　　　　　　　結

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　23

⑧ 　各種 サ ー ビス の使 いわ け

　 　 (S1～S3)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

1 だ い た い わか った 一

2・ よ　く わ か ら な い　一
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果

　 　 　 　 　 　 　 　 「
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項 目

◎ 　使いわけ判 断に必要 な
　　 自己データ

　　 (S4)

⑪DDXサ ー ビス地 域 外　 　
か ら のつ な ぎ こみ

　 　 (S5)

24

結 果

1 だ い た い わ か った 一

〆

2 よ くわ か ら な い 一

25

⑪

へ

1 だ い た い わ か った －
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2 よ く わ か ら な い 一
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ご質 問,ご 意 見
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　 　 項 　 　 　 目

① 制 　 度 　　問 　 　題

①DDXと の 接 続

　 　 (S8～S11)

■

26

結 果

1 だ い た い わ か った

!

一

、

2 よ く わ か ら な い 一
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1 だ い た い わ か った 一
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◆

前 提

◇　 1990年 まで,現 行 回線 サ ー ビス ・メ ニ ュー とDDXサ ー ビス ・メ ニ ューは 併 存 す る もの とす る。

◇　 1990年 まで,現 行 回線 料 金 水 準 とDDX料 金 水 準 の相 対関 係は,現 状 の ま ま とす る。

注)　 利用度 についての5点 法

　 番号

　　 5　 非常 に多 く使用(す るだろ う)

　　 4　 割合 多 く使用(す るだ ろ う)

　　 3　 相 当程度使用(す るだ ろ う)

　　 2　 ある程度使用(す るだろ う)

　　 1　 使用 しないか殆 ど使用 しない(だ ろ う)



ー
N
ω
O
ー

S1～S9

シ ナ リ'オ の 順 序

情報 の形 態に よる伝送路 の選択 と　 異種形態情報

の複合伝送 の ときの伝送路 の選択 を検討

デ ータベ ー スサ ー ビス の利用 度 を 検 討

S11

通 信 処 理 機 能 の集 中 と分散 の検 討

◎ 一般 に ネ ソ トワ ー クは トラ ンス ペ ア レン トで あ

　 る こ とが望 ま しい か,フ ル ユ ー ア ィ リテ ィで あ

　 る こ とが望 ま しい か,そ の中 間 か。

　　　　・企 業 内 シ ス テ ムの と き

　　　　・共 同 ネ ッ トワー クの と き

　　　　・VAN

　　　　・公社 ネ ッ トワー クの と き

　 　注

　帯域 使 用 アナログ伝送 路は,将 来 と も残 る方 が よい か,デ ィジ タル化時 代 に

は不 用 とな るか を お答 え 頂 く。

企業,家 庭における回線使用機会の増大。

*　 トラ ン ス ペ ア レ ン ト

　 回線 が,基 本 的 な通 信 機 能 の みを もち,多 様 な 付加 機 能(条 件つ き接 続,各 種 変換.蓄 積 な ど)を もたないとき,そ の回 線は 「トランス

ペ ア レン トで あ る 」といい,多 様 な 付 加機 能 を もつ と き「ユ ーテ ィリテ ィに 富む 」とい うことに す る。

レ し



伊

S2　 専用 線 で の 複 合 伝 送

　 専 用 線(デ ー タが 関 係 す る場 合 を除 く)ま た は特 定 通 信 回 線 のD規 格,1規 格,

　 2種 な い し3種 の交 互 使 用 を行 うこ とが で き ます し,と くにD1,DlS,11,

　 2種 ない し3種 の情 報 の 伝 送(混 合 使 用)を す る こ と もで きます。　 　 '

　 　い ま,交 互使 用 と混 合 使 用 を あ わせ て複 合伝 送 とい うこ とに します。

J規 格 の場 合,音 声,図 形,デ ー タの

J1規 格 では,帯 域 分割 に よ り同時 に
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声
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Q2

　　専用線 または特定通信 同齢 働,次 の よ う細 み合わせの複合伝送につい ての現状お よび今後の可能枇 ついてのお

　答 えとご意見をお示 し下 さい。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　 　 　 　 12

　 　⑬,⑭ な どは 集計 用 カ ー ドけ た 数 で お 答 え には 関係 あ りませ ん。 以 下 同 じ。

現 在 5 年 後

音 声 と フ ァ ク シ ミ リ 利用度
⑬小 大 ⑭小 大

<1
2 3　 　　 4 5>

e1
2　 　　 3 4 5>

音 声 とデ ータ
〃

⑮
1 2 3　 　　 4 5

⑯
1 2　 　 　 3 4 5

フ ァ ク シ ミ リ と デ ー タ 〃
⑰

1 2 3　 　　 4 5

⑬

1 2　 　　 3 4 5

音 声 と フ ァ ク シ ミ リ と デ ー タ
〃

⑲

1 2 3　 　　 4 5

⑳

1 2　 　　 3 、
4 5

ご意見
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S3　 デ ィ ジ タル化 音声 の 利 用

　 　音 声 を デ ィジタ ル 化 す る技 術 は,大 体 完成 を し てい ます。

現 　在

　 ・　 ふ つ うデ ィジタ ル 化 音 声は,2,　 400bps程 度 で送 ります が,こ の 場合,声 の個 性 は ほぼ な くな り ます 。

　 ・　 D規 格 一 本 で,こ の よ うな デ ィ ジタ ル化 音 声 回路 を4チ ャネ ル まで と る こ とが で き ます 。

　 ・　 64Kbpsで 送 るな らば,声 の忠 実 度 は ふ つ うの電 話 と変 りませ ん。

　 ・　 通 話 交 換 方 式 が 蓄 積 交換 方式 の と きは,宇 宙 か らの 声 の よ うに ま の びが します。

　将 　・来

　 ・　 同 －D規 格1本 か ら とれ る,デ ィジ タル 化 音 声チ ャネ ル数 は さ ら に増 え るで し ょ う。

　 ・　 相 当 遠 い将 来(15～20年 後 以 降)に っ い ては,キ ャ リヤ サ イ ドでは,技 術 的 な 見 地 か ら公 衆 電 話網 の デ ィジ タル 化

　 　 まで想 定 してい る よ うです。



Q3

デ ィジ タル 化 音 声 の利 用 につ い て,お 答 え とご意 見 を お示 し下 さい。

利用度

現 在

⑳ 小
　 1　　　2 3

　 　 大

4　 　　5

5 年 後

⑫ ・」一__一___r__→ 大
　 1　 　　2　 　　3　 　　4　 　　5
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ご意見

●
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S4　 デ ィジ タル化 情 報 の 複合 伝 送(回 線 の種 類 を 問わ な い)

　 　フ ァク シ ミ リの デ ィジ タル 化は 既 に完 成 した技 術 です か ら,音 声 の デ ィジ タル 化 が 実用 され る と,す べ て デ.イジタル信

　号 とな る音 声,図 形,デ ータ の複 合 伝 送 が,種 々の 場合 に考 え られ る と思 われ ます。
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1



Q4　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

　　次の ような組み合わせのデ ィジタル化信号 の複合伝送 についての現状お よび今後の可能性 につ いてのお答 え とご意 見を

　お 示 し下 さい。

ー
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現 在 5 年 後

デ ィジ タル化 音 声 と

　 デ ィジタ ル化 フ ァク シ ミ リ
利用度

⑳ 小 大
ら5

⑳ ・」・ 大>

5f 2 3 4 1∈ 2 3 4

デ ィジ タル 化 音 声 と

　 　 　 　 デ ィジタ ル デ ー タ
〃 ⑳

1 2 3 4 5
㊧

1 2 3 4 5

デ ィ ジ タ ル 化 フ ァ ク シ ミ リ と

　 　 　 　 デ ィ ジ タ ル デ ー タ

'〃 ⑳
1 2 3 4 5

⑳
1 2 3 4 5

デ ィジ タ ル花 音 声 と
デ ィジタ ル化 フ ァク シ ミ リと
　 　 　 　 　デ ィジ タル デ ータ

〃 ⑳
1 2 3 4 5

⑳
1 2 3 4 5

ご意見
.

・

'　　　　　　　　　　　　　　　　● s 」
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S5　 コ ン ピ ュ ータ へ の 音 声 入 力

　 　コ ン ピ ュー タ シス テ ム に よ る音 声認 識 技 術 は,次 の程 度 に まで進 歩 し ま した。

現 　在

　 ・　 特 定 の人 の 声 で

　 ・　 100～200語 ぐらい の範 囲 な らば

　 ・　 90%台 の正 確 率 で 人 の 声 を認 識 で き ます

将 　来

　 ・　 甚 だ し くは個 性差 の大 き くな い,限 られ た複 数 の 声を

　 ・　 多 くて も限 られ た数 百語 の範 囲 で

　 ・　 80～90%台 の正 解 率 で,人 の 声 を認 識 で き るで し ょ う

一一」



Q5

　 　 S5後 段 の程 度 の音 声認 識 シス テ ムが,買 取2,000万 程度 以内 の価 格 で あ る と し ます 。

　 　イ ンハ ウス の場 合 は 別 と し,通 信 回 線 を 使 っ て,音 声 で デ ー タを コ ン ピ ュー タ に入 力す る方式 の,利 用 度 につ い て の ご

　意 見 をお示 し下 さい 。

現 在 5 年 後

利用度
⑪ 小 大>

5

⑫小
　 1く=

〉大5
1∈　　　2　 . 3 4 2 3 4

ー

N

ω
◎◎
ー

ご意見

、



● '

S6　 コ ン ピ ュ ー タシ ス テ ム に よ る音 声 応 答

　 　 DIALSや プ ッシ ュホ ン に よ る国鉄 座 席 予 約 で よ く しられ る コ ン ピュー タシ ス テ ム に よ る音 声応 答 装 置 も,買 取1,200

万 円程 度 の も のが 出現 して い ます 。

ー

N
ω
㊤
ー
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音 声応答 装置 の利 用 度 につ い て,お 答 え と ご意 見 を お 示 し下 さ い。(買 取1,200万 円程 度 と して)

現　　　　　　　　在 5　 　　 年　　　 後

利用度
⑬小∈　 　 　　 　 　　 〉大

1　　　 2　　　 3　　　 4　　　 5

⑭ 小　　　　　　　　　　　　大
1　　　 2　　　 3　　　 4　　　 5

ー

N
《
O
ー

ご意見

診



ご ザ

ー

N

《

一
－

S7　 コ ン ピ ュー タへ の フ ァク シ ミ リ入 力

　 　パ ンチ ャー レス ・シ ス テ ムは,コ ン ピ ュー タ ・ユ ー ザ ー に とっ て魅 力 が あつ,電 気 的 な通 信 費 用 に比較 して,物 理的 輸

　送 費 が相 対 的 に上 昇 傾 向 に あ ります。

　 　そ こで,遠 隔地 で 発 生 す る原 始 伝 票 を,キ ー イ ンす る こ とな く,あ るい セ ンタ ーへ郵 送 な い し輸 送 す る こ とな く,そ の

　ま まフ ァク シ ミ リで セ ンタ ーへ 送 り,コ ン ピ ュータ に入 力す る こ とは,技 術 的 には 既 に 可能 で す。

　 　この よ うな リモ ー ト ・フ ァクシ ミ リ入 力 に は2方 式 が考 え られ,次 の第1の 方式 は実 際 に使 わ れ てい ます 。

　第1の 方 式

　 　 遠 隔 地 の原 始 伝票 を フ ァ クシ ミ リで送 り,セ ンタ ー の フ ァクシ ミ リで図 形(文 字)と して再 現 し,OCRで 読 み取 り,

　 　コ ン ピ ュータ に入 力す る。

　第2の 方式

　 　 　遠 隔地 の原 始 伝 票 を フ ァク シ ミ リで送 り,セ ンタ ーで この フ ァ クシ ミ リ信 号 を コンピュータ信 号 に変 換 して,入 力す る。

　一 般 的 な 図形 情 報 の リモ ー ト ・フ ァク シ ミ リ入 力は,ま だ まだ特 殊 な例 だ と思 わ れ ます が,文 字 情 報 と くに伝票 の場合

の リモ ー ト ・フ ァ クシ ミ リ入 力 は,十 分 考 え られ る方 式 で し ょ う。

　 もち ろ ん,起 票 者 が整 った 文 字 ・数 字 を書 くこ とを前 提 と し,こ の場 合,現 在 の 手書 き文 字OCR認 識 は 実 用 の域 に達

してい る こ とが背 景 に あ ります 。
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　 　 リモ ー ト ・フ ァ ク シ ミ リ入 力 の 利 用 度 に つ い て, お答 え とご意 見 を お 示 し下 さい。

現 在 5 年 後

　 第1方 式

FAX-OCR
利用度

⑮ 小 、大
5

⑯ 小 大
1、 2　 　　 3 4 1<　 　 2 3 4

>5

　 第2方 式
FAX信 号/C信 号変換

〃
⑰

　 1 2　 　　 3 4 5

⑳
1　 　　 2 3 4 5

1
N
ふ
N

ー
ご意見

ぺ　　　　　　　　　　　　　　← 亀 、



ー

N
』
ω
ー

S8　 コ ン ピ ュー タ 出 力 の フ ァ クシ ミ リ伝 送 また は,フ7ク シ ミ リ出 力

　 　 S7と は 逆 に,セ.ン タ ー ・コ ン ピ ュー タ に よる漢 字 ・図 形 出 力 を,遠 隔 地 の 図 形 端 末 ・漢 字端 末 で再 現 す る よ りも,フ

　 ァクシ ミ リ機 を 出力端 末 と し て使 うほ うが,便 利 な場 合 があ る と思 われ ます 。(と くに,同 一 出力(同 報)を 複 数地 点に送

　る場 合)

　 　この場 合 も2方 式 が考 え られ ます 。

　第1方 式

　 　　セ ンタ ー にお け る漢 字 ・図形 出力 を,フ ァクシ ミ リ機 で送 り,フ ァクシ ミ リ機 で再 現 す る。

　第2方 式

　 　　セ ン。 硫 お い て鮮.図 形 出 力信 号 を,。 。ク シ,,信 号 峻 換 。て伝 送 。,遠 隔地 の フ 。クシ,リ 機 で再 蹴 る。
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コ ン ピ ュ ー タ 出 力 の フ ァ ク シ ミ リ伝 送,ま た は フ ァ ク シ ミ リ 出 力 に つ い て,お 答 え と ご 意 見 を お 示 し 下 さ い 。

現 在 5 年 後

　 第1方 式
図形出カーFAX伝 送
　 　 　 　 　 　 　 r

利用度
⑲共 〉大

5

⑳ 小　 ・<
　 1

〉大
51 2 3 4 2 3 4

　 第2方 式

出力信号/FAX信 号変換

〃 ㊨
　 1 2 3 4 5

⑫
　 1 2 3 4 5

ー

N
《
《
ー

ご意見



'
●

S9　 フ ァクシ ミ リ伝 送 路 の 選 択

　 　フ ァクシ ミ リを送 る には,今 回 の シ ナ リオ の タ イ ムス パ ンで あ る現 在 か ら,5年 後 な い し10年 後va　t次 の4種 類 の伝

送 路 が考 え られ ます。

ー

N
』
O
ー

伝送路 の種類

　 1-1　 電話網(ま たは公 衆通信 回線 電話型)

　　　　　アナ ・グ画像情報 または,デ ィジタル化 した画像情報の アナ ログ伝 送

　 1-2　 専用線(ま たは特定通信 回線)

　　　　　同　上

　 2　 フ ァクシ ミリ専用網(構 想 中)

　　　　　 フ ァクシ ミリ端末 から交換 局 までは,ア ナ ・グ伝送,局 間は デ ィジタル伝送

　 3　 DDX網

　　　　　 ディジタル伝送

通信料金の特長(設 備 費除外)

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 MAX

　　　　　　　　 　　　　　　近 距 離 　 長 距 離 　 　 　 近遠料金費

　 1　 電話網,専 用線　　　　比較 的安　 　　　高　　 　　　　　　1:72

　 2　 フ ァクシ ミ リ専用網　　不　　 明　　 1と3の 中間か?

　 3　 DDX網 　　 　 　 　 　　比較 的高 　 　　 安 　　 　 　 　　 　 1:12
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フ ァクシ ミ リを送 る の に,ど の 伝 送路 が 使 わ れ る と,お 考 え で す か。 お答 え と ご意 見 を お 示 し下 さ い。

ー

N
《
O
l

現 在 5 年 後

1-1 電話網(ま たは公衆

通信 回線 電話型)
利用度

㊨ 小 〉大
5

⑭ 小∈ 〉大
5

<
1 2 3 4 1 2 3 4

1-2 専 用線(ま たは特定

通信回線)
〃 ⑮

1 2 3 4 5

⑯
1 2 3 4 5

2 フ ァ ク シ ミ リ専 用 網 〃
⑰

1 2 3 4 5

@
1 2 3 4 5

3　 D D　 　X
巻

〃
⑲

1 2 3 4 5

⑳
1 2 3 4 5

ご意見

⇔



● ●

S10　 ビ ジ ネス 版VlDEOTEXの 利 用

　 電 話 で希 望 情 報 を検 索 請 求 し,電 話 線 を 通 してデ ィス プ レイ(家 庭 ではTV受 像 器)に 文 字 図 形情 報 で の答 え を受 け る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ

　VIDEOTEX実 験 が世 界 で進 ん で い ます。(イ ギ リス のPRESTEL,日 本 のCAPTAINS実 験 な ど)

　 　これは一 種 の デ ー タベ ース サ ー ビス で,そ の ビジ ネ ス版 が当 然 考 え られ ます 。 た だ し,正 規 の デ 一 夕 ベ ー ス サ ー ビ

　スに くらべ れば,情 報 の範 囲 は 広 く とも深 さは 浅 く,所 在 情 報 とか 予約 情 報 とかが 中心 とな るで し ょ う。

　 　イ ギ リスPRESTELの 場 合,電 話 料 金 の他 に情 報料 と して1画 面40～50円 程 度 が 徴 され ます 。

　 　わ が国 で,こ の種 の ビジ ネ ス版VIDEOTEXが 実 用化 さ れ るの は数 年 後以 降 と思 わ れ ます。

ー

N
《
ベ
ー
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　　 ビ ジネ ス版VIDEOTEXに つ い て,お 答 え と ご意 見 をお 示 し下 さ い。

現　在
、

5年 後 にVIDEOTEXが 実 現 してい るとして

利用度
⑪　小　　　　　　　　　　　　　　大
　 　 　 く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'

　　　 1　　　 2　　　 3　　　 4　　　 5

ー

N

ふ
oo
ー

ご意見

O

ら



ー

N
《

qう
ー

9
●

S11　 通 信処 理機 能 の 集 中 と 分散

　 　ど うや ら,情 報 の 伝 送 につ い て の ニー ズ や パ タ ー ン,伝 送路 の選 択 肢 な どは,ま す ます 複雑 にな る よ うです。

　 　 この よ うな 錯綜 した情 報 動 態 を 背 景 に,次 の 問 題 と して,通 信 処理 機 能 の配 分 一 通 信 処 理機 能は 通 信 ネットワーク(そ

　 れ が 自社 網 で も公 社 のDDXな どで あ っ て も)内 に集 中付加 した ほ うが よい のか(集 中 型),そ れ と も,通 信 ネ ッ トワー

　 クは 極 力い わ ゆ る トラ ンスペ ア レン トに保 ち,通 信 処 理 機 能 を端 末 側'(処 理 側)に 分 散 した ほ うが よ いの か(分 散型)一

　 に つ い てお考 え下 さ い。

　 例:高 級 ファクシ ミリ(G皿 タ イ プ)機 は,ア ナ ログ画 像情 報 を デ ィジ タル 化 す る機 能 や同 報 通 信 機 能 な どを内 蔵 して い ま

　 　す。 つ ま り端末 側(処 理側)に 通 信 処 理 機 能 を 分 散 してい ます 。

　 　 　 これ に対 し,伝 え ら れ る公 社 の フ ァ クシ ミ リ専 用網 構 想 では,A/D変 換 機 能や 同 報 通 信 機 能 な どは,専 用 網 内 に設

　 　置 され,端 末 側(処 理 側)に 通 信 処 理 機 能 は 不 用 で す。 自社 網 で も同 様 の機 能 集 中は 可 能 で す。

　考 え方

　 1.集 中型 と分散 型 の ユ ーザ ー負 担 コ ス トは等 しい,と 仮 定 。 集 中型 の付 加 通 信 処 理 機 能 に対 しネ ッ トワー クが 徴す る コ

　 　ス ト(ま たは 自社 網 に付 加 され る コ ス ト)と,分 散型 の端 末 側(処 理 側)で 付 加通 信 処 理 機 能 の た め増 え る コス トとは,

　 　あ る期 間 を とれ ば 等 しい,と します。

2.使 い 勝 手 に対 す る判 断 を求 め る

　 問題 は,集 中型 で諸 種 の 通 信 処 理 ニ ーズ が大 体 満 た され る と判 断 す る か,こ まか い個別 ニー ズ は集 中型 で は解 決 され

に くい,と 考 え るか で す。
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企業 内オ ン ライ ン シ ス テ ムの 場 合,集 中 ・分 散 型 に つい ての ご意 見 をお 示 し下 さい。

l

N
O
O
ー

. 現　　　在
⑫

5　 年　後

⑬

集　　中　　型 1 1

分　　散　　型 2 2

未　　　　.定
1/

3

ご意見

●'㌶



9　 .　　　 、、 「¢
・　　　　　　→≠

Q11-2

　 企 業 間 オ ンラ イ ンシ ス テ ムの場 合(直 接 結合 で営 業 セ ンタ ーを 介 さな い)集 中 ・分散 型 に つ い ての ご意 見 をお 示 し下 さ

いo

ー

N
O
　
ー

現　　　在
⑭

5　 年　後

⑮

集　　 中　　型 1　
.

1

分　　散　　型 2 2

未　　　　　　定 / 3

ご意見
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　 民 間 の情 報 サ ー ビス ・セ ンタ ーを 介 す る企業 間 オ ン ライ ンシス テ ムの場 合,集 中 ・分散 型 につ い ての ご意 見 をお示 し下

　さい。

ー

N
切
N
ー

現　　　在
⑯

5　 年　 後

⑰

集　　中　　型 1 1

分　　散　　型 2 2

未　　　　　定 / 3

ご意見

一
　 　 ノ
◆hノ't'"－ s-一 、'一 一哺 ●
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